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　　　序　─　記憶／四番目の男







　あれは、いつのことだったろうか。




「井い筒づつ」

　長い年月を遡さかのぼったある日の一幕。

　基地の演習場で「調整」をしていたところ声をかけられ、その男は振り向いた。

　年の頃は二十の前後ほどか。短く刈かり込んだ髪とぎょろりとした鳶とび色の三さん白ぱく眼がんに加え、頬ほおを走る傷がいかにも物々しい。顔付きと雰ふん囲い気きからするとその筋の鉄てつ砲ぽう玉だまか何かのようでもあるが、身に纏まとうのは八洲やしま軍の野戦服。であるからには、れっきとした軍属だ。

　野戦服の肩には、「四」と記された刺し繍しゆうがある。

　男は、鬼き虫ちゆう四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井筒という。

「……あァ？」

　声の主をぎろりと睨にらむ井筒。背後には一人の少年が立っていた。黒い詰つめ襟えりと鋼鉄の籠こ手てに包まれた左腕、そしてこちらを見み据すえる真しん紅くの瞳ひとみ。

　鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜よう。八番式から間が開き、ようやく現れた九番目の適正者だ。

　九曜は赤い眼めだけを動かして、井い筒づつの立つ場を見下ろした。少し驚いたような表情。

　そこには無数の空から薬やつ莢きようが転がっていた。更さらに数十メートル向こうには穴だらけを通り越してボロ屑くずのようになった的まとが風に吹かれ、しかし肝かん心じんの銃じゆう器きだけがどこにもない。鉄板の標的をあんなにするのだから、ちょっとした重機関銃が無くては説明が付かないのだが。

「これは、貴官がやったのか？」

「チッ……。ンなこたどうでもいいだろうが。で何だ、このオレを呼んだからにゃよっぽどの用なんだろうな、え？」

　聞こえよがしに舌打ちし、分厚い革かわ手袋を両手にはめ直す。井筒の四し肢しは平時は決して露出されず、手は革手袋に、脚はごついブーツに包まれている。必要だからだ。

　九曜は用件を手短に述べた。

「──次回の作戦は二機で出ることが決定した。蜈蚣むかでが対地目標の掃そう討とうを、小しよう生せいの蜂が空中からの補佐を担当する」

　大おお袈げ裟さなほど露ろ骨こつに顔を顰しかめ、井筒は吐はき捨てた。

「け、テメェの助けなんざいるか。オレだけで出るっつっとけ」

　井筒は、どうにもこの九曜が気に入らなかった。

　まず幼い。年齢はまだ元げん服ぷくを迎えて間もない程度の少年で、子供だと言ってもいい。

　戦いの場にこんな女子供がいてたまるか、というのが井筒の主張だ。同じ理由で、七番式の楓かえでや八番式の柊ひいらぎが戦場に立つことも嫌いやがる。

　そしてまた、九曜の生き真ま面じ目めな性格も井筒を苛いら立だたせた。作戦以外にまるで興味がないという様子で、同じ鬼虫にさえも頑かたくなな態度を崩くずさない。

　九曜は井筒の放言に眉まゆをひそめ、すかさず反論した。

「蜈蚣は蜂とは違い、飛行できぬ。今回の作戦領域には飛行型も含んだ敵の大部隊が展開されると筈はずだ。蜈蚣一機での対応は、不可能だ」

「るせー、オレがいけるっつったらいけるんだよ。ペーペーはすっこんでろや」

　いつもの淡々とした無表情でわかりにくいが、不満なのは九曜も同じだった。

　彼は実戦に出る場合いつも同型の僚りよう機きをさせられている。

　鬼虫の最後を飾る《蜂》を任されているというのに、未だに仲間の補佐止まり。これは九曜の実戦経験の浅さを考えれば当然の采さい配はいだが、本人は子供扱あつかいのようで気に入らなかった。結果、口を滑らせた。

「──一機で十分というなら、蜂とてそうだというのに」

　ぴく。

　ぼそりと呟つぶやく九曜に、井筒は耳ざとく反応した。

「ほーォそりゃ威い勢せいのいいこったなオイ。するとアレか？　蜈蚣むかでじゃ無理だがテメェはやれると、そう言いてーのか？」

「事実を述べているまでだ。蜈蚣は、蜂はちよりも遅い。火力と引き換えに機動性を犠ぎ牲せいにしており、高速の標的には対応の手が遅れる筈はずだ」

　その一ひと言ことに青あお筋すじが立つ。ずいっと大おお股またで踏み込む井い筒づつ。

　はっきりと、見ようによっては傲ごう然ぜんと蜈蚣の欠点を指摘する九く曜ように、井筒は至近距離から思いっきりメンチを切った。

「シロウト上がりのクソガキがいっちょまえに吹くんじゃねェよコラ。テメェごときのお守りなんざしてらんねェっつってンだオレは」

　井筒は蜈蚣に絶対の自信を持っている。

　事実として「最大の鬼き虫ちゆう」とも称される大型の蜈蚣は、火力・装そう甲こうともに全九機中最高のものであり、単たん騎きで絶大な制圧力を誇る。それを自在に操作する弩ど将しようの井筒は、「最強の鬼虫」こと壱いち番式・四し天てんの竜胆りんどうに次ぎ、参さん番式・夜や叉しやの剣けん菱びしに勝まさるとも劣おとらぬ鬼虫のエースだ。

　その井筒を捕つかまえて「お前では力不足だ」というようなことを言えば、当然こうなる。

　そしてまた、「ガキ」は九曜にとっての地じ雷らいでもあった。

　九曜の表情も徐々に険けわしさが増してきた。子供が見れば一発で泣く井筒のガン付けに一歩も退ひかず、赤い両りよう眼めで井筒を睨にらみ返す。眉み間けんに皺しわが寄っている。

「…………訂正を要求する。小しよう生せいは餓が鬼きではない」

「おーおーおーそうかよ、ンなら試してみっか？　タイマンでも張ってテメェのお強さを証明してみっか？　このオレが直じき々じきに挽ミきン肉チにしてくれッぞ？」

　張りつめる空気。井筒の指が機械的な音を立て蠢うごめく。革かわ手袋に包まれた両手は、その内部に鉄と火薬のにおいを秘めている。

「──はーいはいそっこまでー」

　一触即発の空気に、間ま延のびした女の声が飛び込んだ。

「んな!?」

　井筒が劇的に反応した。雷に打たれたように振ふり返り、半ば条件反射的に姿勢を正す。

「あ……姐御ッ！　いつからそこにッ!?」

　井筒がそう呼ばわるのは、派手な菫すみれ色の振ふり袖そでに身を包む妙みよう齢れいの女性だった。

　紫むらさきの瞳ひとみを持った切れ長の双そう眸ぼう。右の袖には大きく「弐に」とあり、振袖の下の軍服は大だい胆たんにはだけている。黙っていればぞっとするほどの美人なのだが、妖よう艶えんを通り越して妖怪かいのような笑顔で色々と台無しになっている。

　彼女こそ、井筒が姐あね御ごと呼んで畏い怖ふする弐番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえである。

「えーといつだったっけ。キミが振り返って『あァ？』とか言ってたとこからかな」

「最初からじゃねェッスか!!　じゃじゃじゃ、じゃあ今までの全部……!?」

「見てたよー。もーダメじゃないのよー新入りに喧けん嘩か売るとかさー。隊内の不和は見過ごせないなぁ。これは兄貴くんに報告かなー」

　兄貴、という単語に井い筒づつの体がまたびくんと跳はねた。

「あ、ああ兄貴にはッ！　兄貴だきゃあ勘かん弁べんしてくだせェ！　洒落しやれンなんねえッスから!!」

　兄貴とは、壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうを指す。

　見た目は鉄てつ砲ぽう玉だま、中身もそこらのヤクザ顔負けの粗そ暴ぼうさと威い勢せいの良さを持つ井筒は、とにかくこの巴ともえと竜胆にだけは頭が上がらなかった。女子供が戦場に出るのを嫌きらう彼であったが、そもそもの鬼き虫ちゆうの開発者である巴は完全に別べつ枠わく扱あつかいである。女と思えないというのもあるが。

「あらそう？　じゃ何したらいいかわかるよね？　子供じゃないんだから」

「うぐ、く、ぐっく……！」

　あっという間に井筒を丸め込んだ巴は、続いて九く曜ように横目を流して一ひと言こと、

「喧嘩両りよう成せい敗ばい」

　鶴つるの一声だった。

「………………ワリ」

「………………すまぬ」

　揃そろって頭を下げる九曜と井筒を、巴は口元を押さえながら見守っていた。

　ややあって井筒は勢いよく上体を起こし、

「姐あね御ごォッ！　でもやっぱりオレァ納得いかねェッ！　こんなヤロウがッ！」

「そぉんなこと言ったってさぁ。キミね、あんまワガママ言うと竜胆くんに、」

「すんませんッしたァー!!」

　物もの凄すごい勢いで再び頭を下げる井筒。

　なんだなんだ、と基地職員が遠巻きに見ながら通り過ぎていく。

「わかればよろしい。んふふ井筒くんの弱みまた握にぎっちゃった」

　くの字に折れた井筒のつむじの部分を撫なで回したりぺしぺし叩たたきながら、巴はイヤらしく笑う。すっかりペースを持っていかれて、九曜はそんな様を半なかば呆ぼう然ぜんと見守っていた。

「何じろじろ見てんだコルァ!!　見せもんじゃねーぞテメーッ!!」

　巴に好き放ほう題だいいじくり回されている井筒が、声だけは威勢よく九曜をどやしつける。

「…………」

　かける言葉が出てこなかった。

　それもまた、基地のある日常に過ぎない。




　井筒は、頑がん固こな男だった。

　融ゆう通づうが利きかない──という言い方をすれば、九曜とも似に通かよったところはあったのだろう。少なくとも九曜自身はそう思ってはいないのだが、何かと衝しよう突とつしていたのは、後から考えれば互いに似た部分があったからなのかもしれない。

　彼は自分自身のルールに従い、そこに絶対の自信とプライドを懸かけているような男だった。

　粗そ野やで横おう暴ぼうで目付きが悪く口も悪いが、自分が認めた相手には自分なりの侠きよう気きを見せた。

　大部隊を相手取った彼の最後の戦いは、地じ獄ごくもかくあらんというばかりの炎ほのおと銃てつ砲ぽうと硝しよう煙えんの嵐に彩いろどられている。






　　　序　─　記憶／伍ご番目の男







『九く曜よう氏……九曜氏……』

　これもまた別の日のある時、通路を歩く九曜に通信で呼ぶ声があった。

「む」

　救難信号である。作戦状況下でもないのにこのような信号を出すのはどういった了りよう見けんか。発信源を探たん知ちするとそこには資料室の扉。

　扉を開くと、すぐ目の前に書物の山があった。

「…………万まん字じか」

『いかにも吾わが輩はいは万字……しかし今やこの有あり様さま。恥を忍んで言うのだが、助けてくれまいか』

　山積する本のそこかしこから手足が出ている。積み上げた本を崩くずしでもしたのか。無視して去ろうかとも思ったが、同じ鬼き虫ちゆうがこのような無ぶ様ざまを晒さらし続けるのもそれはそれで嫌いやだ。

　お構いなしに本を蹴けっ飛ばして山を切り崩すと、そこには一人の男がいる。

「んむ。ふーむ、いや助かった。感謝するぞ九曜氏」

　言って、彼はのっそりと立ち上がった。わかってはいても少し面めん食くらった。

　異常に背が高い。

　猫ねこ背ぜのせいで頭の位置は低いが、それもかえって異様だ。背せ筋すじを伸ばせば２メートルにも届かんばかりの長身で、それでいて体は針金のように細い。柳やなぎの木に手足が生えたような男だ。

　彼こそ伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万まん字じである。

　室内でもかぶりっぱなしの帽子の奥にある藍あいの眼めは、深く落ち窪くぼんでいる。彼は暇ひまさえあれば各基地の資料室に籠こもり、私物の書物も交まじえて巣を張っている。周囲に散らばるのはやはり私物の原稿用紙である。

「また文学なるものに没ぼつ頭とうしていたのか」

「いかにも！　吾わが輩はい、もうすぐ新作が書き上がるのである。この傑けつ作さくを送り出して文ぶん壇だんに我が雷名を轟とどろかせるぞう！　であるからして、貴君も楽しみにしていたまえ」

　と本人は言っているものの、原稿を完成させたところを見た者は誰もいない。

　西洋かぶれの書生が妖よう怪かい化したら恐らくこうなる。一ひと言ことで言えば、変人であった。

「そのようなことをしている暇など無い。貴官も鬼き虫ちゆうの一員なれば、作戦行動に全力を注ぎ込むのが道理ではないのか」

「ふむん？　それは確かに正論であるなあ。であるがしかし、正論だけで世は回らんのだよ貴君。人であれ機械であれ、考える脳を持つ者にとって思考とは共通の財産である！　吾輩的に文学などその極致であるがゆえ、文学活動は考える者として正当な権利を行使していると言えるのではないかね？　それに作戦ばかりでは気も荒すさむというものだよ」

「……む……」

　九く曜ようはこの男が少し苦にが手てだった。嫌きらいというわけではないにせよ、話していると煙けむに巻かれるような感じがしてよくわからなくなる。井い筒づつのように真正面から噛かみ付いてくるような相手とは真ま逆ぎやくだ。

　なので、とっとと会話を打ち切ることにした。

「とにかく要求は果たした。小しよう生せいは行く。以後、気を付けよ」

「待ちたまえ。片付けるのを手伝ってはくれんのかね？」

「付き合う道理はない」

　とっとと資料室から出ようとしたところ、またも万字の声が追う。

「ところで九曜氏」

「……今度は何だ」

「右脚の運びに粘ねばりがある。作戦と演習の連続で疲労が溜まってはいまいか？　吾輩としては休息を推すい奨しようしたいところだが、いかに」

　万字は、変人である。

　しかしそうでありながら、いやそれ故ゆえか、時として妙みような観察眼や気配りやある種の包ほう容よう力りよくを見せるところがある。自分のことしか考えていないようで他人のことを深く観察し、考えている。それも彼曰いわくの思考の権利というのだろうか。

「なんなら吾わが輩はいの寝ね袋ぶくろを使うかね？　資料室に詰つめるため常備しているのだが」

　しかし当時の九く曜ようにとってみれば、万まん字じの優しさは疎うとましくすらあった。

「……無用だ」

　一ひと言ことそう返し、資料室を後にする。




　このような奇き妙みような優しさのせいか、万字は妙に子供に懐なつかれるところがある。初見では泣かれること必至だが、ふと通った街でいつの間にか一般人の子供と仲良くなっているところを九曜も何度か見たことがあった。真反対の性格ながら、同期の井い筒づつとも馬が合う。

　彼は蛾がの能力を使い、自じ爆ばくした。

　あの戦線は、敵に切り抜けられれば自軍が壊かい滅めつ的な被害を受ける状況だった。死と引き換えに敵の殲せん滅めつを選んだその判断もまた、彼なりの思考による選択だったのだろうか。

　何をしても不ふ思し議ぎではない。万字にはそのような、おかしな奥深さがあったように思う。






　　　壱　─　夙しゆく夜や







　昭和一〇一年、十月。

　荒こう廃はいしきった時代であっても、島国《八洲やしま》には四季が巡めぐる。

　秋が深まっていた。山やま間あいの木々の葉は沸わき立つように色めき、灰色の廃はい墟きよに彩いろどりを加えている。二十年前の戦争によって、現在この国の多くの都市から人影が絶えて久しい。それでも草木は生はえ、成長しては枯かれ行き、四季の循環を繰り返していた。




　そんな中、帝てい都と《東とう京きよう》は季節お構いなしの早さで回転を続けている。

　関東圏の中心、この、面積としては決して広いと言えない中ちゆう核かく都市は、戦後二十年の混乱の中でもがくように復興し続けていた。

　都市からの幹線道路や通信塔とうが広がり、寂さびれた廃墟の光景を更新している。近頃は電車など公共の交通機関も整備されつつあり、補給路の繋つながった他都市へと線路を広げる予定もある。

　帝都もまた主要機関の揃そろう「中央」と、市民の暮らす「城じよう下か外がい周しゆう区く」──つまりは「下した街まち」とで分かれ、昼も夜もなく賑にぎわっていた。が、そんないつも通りに見える帝てい都とであっても、周囲をつぶさに観察すれば細かな違いがいくつか見て取れる。

　見回りなどを行う機械兵が巡じゆん回かいしているのが普通だ。

　彼らは主に、街での荒事やら違法行為を鎮ちん圧あつする役割を持っている。そんな塩梅あんばいだから、一部の日ひ陰かげ者ものには「お上の犬コロ」として忌き避ひされている一面もあるが──それはまた別の話。

　そんな機械兵が、近頃やたらと多い。

　常なら一体いるかいないかといった持ち場を、三体もの機械兵が巡回していたりする。

　殊ことに、物々しいのはその装備だった。街の担当ならば拳けん銃じゆう一いつ挺ちように警けい棒ぼう一本でもあれば事こと足たりるところを、それぞれ小銃と軍刀まで揃そろえている始末。

　下した街まちの大衆食堂「捨すて家や」など人の集まる場所では、この件に関する噂うわさが絶えない。

　ここの大たい将しようこと捨すて三ぞうは「鬱うつ陶とうしくってかなわん」などと渋しぶい顔だ。その常連客であるところのコワモテの坊ぼう主ず頭あたまも「なんだか知らねーが物ぶつ騒そうになったなあ」と呆あきれている。

　実際、一般市民の大半が面めん食くらっている。まるで何かを警けい戒かいしているようではないか、と。

　然しかり。彼らは、警戒しているのだ。

　暴徒ではない。廃はい墟きよの暴走兵器でもない。そんな程度のものとは脅きよう威いの次元がまるで違う、はっきりとした「敵」の姿を警戒しているのだ。彼らの存在は、決して公おおやけには発表されない。

　中央と激戦を繰り広げた敵の名は、《黒くろ塚づか部ぶ隊たい》という。

　黒塚部隊というのは隊長の名を取った通称であり、正式名は特トク四ヨン〇マル四ヨン旅リヨ団ダン。いわゆる汚れ仕事を担当する影の部隊であり、いつから存在していたのか、その実態を知る者はいない。部隊規模も不ふ明めい瞭りようで、極めて大規模であるとも、驚くほど少数であるとも囁ささやかれていた。

　その黒塚部隊が、戦後の今となって表舞台に姿を現したのだ。隊長、黒塚夕せき馬ま──またの名を《虎杖いたどり》と共に。過去から這はい出る亡ぼう霊れいであるかのように。
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　場所を帝都からもう少し南に移す。

　街から南に外はずれた区域には、戦前から稼か働どうしていたある研究所が存在する。

　第九機甲こう軍ぐん技術研究所、通称「登と坂さか研究所」と呼ばれるその施設は、地下深くに特級の秘ひ匿とくブロックを擁ようしていた。そこには、かつて存在した機械達の一部が眠っている。

　鬼き虫ちゆう。

　二十年前の大戦で驚異的な戦果を挙あげた、たった九機の自律型戦略兵器を指す。




　秘匿ブロックに、複数の影が立っている。多くは白衣を着込んだ研究員だが、中には場違いなのではないかと思うような服装の者もいた。

　特に、横並びに立つ三人が異い彩さいを放はなつ。

「──まさかこんな形でこいつの死に顔を拝おがむことになるたぁ、世の中わかんねえもんだな」

　右みぎ端はしの一人は、甚じん平べいに雪せつ駄たといった適当極まる服装の痩そう躯くの男だった。

　鬼き虫ちゆう参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びし。ぼさぼさの髪と眠そうな半目からはいかにもやる気に欠ける印象を受けるが、緑みどりの瞳ひとみには一種異様な鋭さが秘められている。腰こしの後ろで十字に組まれた二刀が示す通り、彼本人と彼の愛機である蟷螂は極端に白はく兵へい戦せんに偏へん重ちようした設計である。

「んま、残ってるだけでも御おんの字ってヤツよね」

　真ん中に立つ一人は、まだ年とし端はもいかぬ童女の姿。派手な振ふり袖そでを羽は織おる細い体は雪のように白く、紫むらさきの眼めには可か憐れんさと妖よう艶えんさが同居している。

　鬼虫弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえは、かつてよりもずっと幼くなった体で登と坂さかに戻もどり、じっと目の前のものを見つめる。それは鬼虫の一員としてのものであり、同時に己おのが手で鬼虫の研究開発を務めた研究者のまなざしでもあった。

「……帝てい都とで可能な限りの修復は済んでいるという。しかし、それだけだ」

　そして左端の一人。黒い詰つめ襟えりを身に纏まとう、赤眼の少年だった。

　ただし、その装いはかつてと比べると不完全だと言わざるをえない。常に左腰に帯びていた軍刀が消えている。眼帯も一度砕くだけて失い、今は右眼を閉じるのみに留めていた。

　彼は鬼虫シリーズ最後の個体、鬼虫九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜よう。

　九曜の表情は浮かない。仏ぶつ頂ちよう面づらはいつものことだが、その裏うらで今なお心を苛さいなむ焦あせりがある。

　今からほんの数日前、八洲やしま南部の防ぼう衛えい都市「尽じん天てん」で二機の虫が回収された。

　一体は蜻蛉とんぼ、もう一体は蜂はちである。

　蜻蛉はすなわち鬼虫壱いち番式《蜻蛉》・四し天てんの竜胆りんどうを指す。そして蜂こそ、九曜がかつて尽天での戦いで失った自みずからの半身なのだ。

　その蜂と蜻蛉が、奪うばわれた。

　蜻蛉の本体であった男、竜胆の遺体までも。

　西方で展開された特殊金属《星ほし鉄がね》の回収作戦はまだ記憶に新しい。それと同時に展開された南方での戦闘において、敵の《甲こう虫ちゆう》に輸送車ごと強ごう奪だつされたのだ。

　甲虫──戦後の今になって現れた、量産型の鬼虫。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいが指揮する奴やつらは、一機一機が通常兵器など及びもつかない戦闘力を持つ。中でも先の戦闘で現れた機体は、鬼虫にさえ匹敵する能力を有していた。甲虫の中でも《特機》と呼ばれるその虫は、確認された限りで二機。

　特機一号丸《兜カブト》・虎杖いたどり。黒塚夕せき馬まという名も持つ、黒塚部隊の長だ。

　特機四号丸《天テン道トウ》・日ひ足あしは、輸送車強奪の実行犯だった。




　──戦争だよ。

　兜カブトを操あやつる虎杖いたどりは、九く曜ように目的を問われ簡潔にそう答えた。

　無数の甲こう虫ちゆうを率い、鬼き虫ちゆうを奪うばって更さらなる戦力の増強を図る彼は、帝てい都とを掌しよう握あくしようと画かく策さくしている。そうして、海の向こうの大国──《帝てい國こく》へと戦いを挑いどむのだと。

　奴やつは二十年前の戦争の再開を望んでいた。

　勝つも負けるもなく、双方の疲ひ弊へいという形で一度終わったあの戦いに、今度こそ決着をつけようと。本気で、そう思っているのだ。

　許されよう筈はずもなかった。

　今なお八洲やしまは復興を進め、一歩一歩確実に国や街を立て直している。今またそのようなことが起これば、彼らの努力は無駄になる。二十年が全て無駄になるのだ。九曜の「司令」、彼女が見たいと願ったこの国の未来も歪ゆがみ、彼女や彼女が愛した人々も無事では済まない。

　彼らは止めなくてはならない。正面切って対抗できるのは、鬼虫以外にはいない。

　──意思を持つ自律兵器とは、完全に管かん制せいされた殺意を確実に運用する独立個体だ。であれば、意思とはただの装置だ。それ以上でも以下でもない。

　意思を否定する虎杖の言葉が、九曜の胸中に強く残っている。

　九曜の師、竜胆りんどうの信念をも否定する言葉だ。それ故ゆえに九曜は、あの男を認めるわけにはいかない。街や国や人々の為ためにも、一人の男としても。




　だが、彼らは強い。特別攻こう撃げき術を有し、巴ともえや剣けん菱びしをも出し抜いた曲くせ者ものだ。九曜もまた蜂はちを持たぬ身で兜に挑んだが、結果は惨ざん敗ぱい。その無念もまた九曜の胸中で燻くすぶっている。

　ならば、後は次にどう出るかだが──

「九曜くん」

　横から声がかかる。巴のつむじが見下ろせた。

「……、何だ」

「顔が硬い」

　す、と巴の手が伸びた。下げ駄た履ばきから更に背伸びをして、細い指で頬ほおをつまむ。伸ばす。
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「…………ひゃにをする」

「笑顔笑顔。こーゆー時には笑顔が一番よん」

　そうは言っても。

　とても笑おうなどという気分にはなれない上に、そもそも九曜は笑顔どころか表情を作ること自体が壊かい滅めつ的に下へ手ただ。それでも頬をむにむにいじりながら、巴は続けた。

「いっつも難しい顔してなきゃいけないわけじゃないんだから。ほらお手本」

　にた、と巴が笑った。

　かなり胡う散さん臭くさい笑みである。

　巴の更に隣となりに目をやると、そこに立つ剣菱は目の前のものをじっと見たままぼんやりとしていた。彼は彼で笑えばやたらと剣けん呑のんな気配を見せるのだから、この二人を笑顔の手本とするのは間違っている気がしなくもない。

　剣けん菱びしがふと視線に気付き、九く曜ようを見返す。隣となりの会話を聞くともなしに聞いていた彼は、骨ばった手で無ぶ精しようヒゲをさすり、

「……ま、気持ちはわかるがよ。不景気なツラで司令を心配させんのも本意じゃねえだろ？」

　司令、という言葉にぴくりと反応する九曜。

　その司令はといえば、後ろで右から左へ走り回っていた。

「──はいはいっ、ここ通りまーす！　ごめんなさーい！」

　彼女もまた、白衣の職員から見れば少し場違いな装いの少女である。

　少女、叶かな葉はは、蜂はちを失った九曜の「司令」として認定されている。

　あるべき半身が無い九曜の電脳の判断を補助するためやむに已やまれぬ処置であったが、九曜にとって叶葉はただの司令などではない。この戦後の時間をずっと共に過ごした相あい棒ぼうとも言うべき関係にあった。──相棒という表現が適当かどうかはともかくとして。

　周囲の大人おとなと比べてみると、叶葉の体は一ひと際きわ小さく見える。後ろで一本にまとめたお下げを揺ゆらしながら、ちんまい体をちょろちょろ走らせている。部品や資料運びやその他もろもろの雑用を、一人で何人分もこなしているのだ。

　本来彼女は下した街まちの捨すて家やで働く身だ。しかし状況の変化や彼女自身の身に迫る危険のこともあり、近頃は少しばかり休みがちになってしまっていた。

　この件に関する説明は、機密に触れない範囲で店主の捨すて三ぞうにも説明済みではある。とはいえ彼への恩義と責任を重く感じているのは叶かな葉は自身であり、暇ひまを見てはちょくちょく顔を出している。そうでない時は、せめてもと周囲の職員を手伝って回っていた。

「カナー？　ちょっとこっちお願いー」

「あ、はーい！」

　右足を軸じくにターンする叶葉。向かう先には、彼女の友人である安あん東どう菘すずなの姿がある。

　菘は尽じん天てんから叶葉と九く曜ようとの付き合いがあり、ある日単身でこちらにやって来た。彼女の祖父であり、かつて非正規で蜂はちの修理を成し遂とげた安東整備特とく務む少しよう尉いのノートを携たずさえて。

　とはいえ、菘が東とう京きようへ来たのはその役目よりも、どちらかというと彼女個人の希望によるところが大きい。目的は二つで、九曜や叶葉にまた会うことと、整備士見習いとして帝てい都との技術に触れるというものだ。

　叶葉が駆かけ回る様子を視線で追うと、様々な顔ぶれが目に入る。どこでもすっかり馴な染じんでしまうのは叶葉の特技かもしれない。

　そうやって駆け回る叶葉を目で追う中で、一いつ瞬しゆん面めん食くらうほど巨大な奴やつが視界に入る。

　鋼鉄の装そう甲こうに身を包むそのデカブツは人間ではない。太い二本の脚で仁に王おう立だちし、資料を前にうんうん唸うなる少女の傍そばにいる。

　八洲やしま国第三皇女の複製、鴇とき子こと、彼女の護ご衛えい兵たる菊きく丸まるだ。

　記憶の一部を失っている鴇子は、それを補うように知識を吸収している。「人の複製」という隠かくされた技術によって生まれた彼女は、本来の第三皇女と全く同じ姿と性格を持っている。しかしその皇女の記憶には幾つか欠落している点があった。

　彼女──正確には本人が語り聞かされた「流りゆう星せい刀とう」と、それにまつわる星ほし鉄がねの記憶。

　この星鉄こそ鬼き虫ちゆうの核かくとなりうる材質であり、先の作戦の焦点となった天てん来らいの鋼はがねだ。

　一方、言葉を持たない菊丸はじっと鴇子の傍そばから離れぬまま、地じ蔵ぞうのように動かない。彼はこの時代における九曜の新たな戦友であり、共にぎりぎりの死線を切り抜けた仲だった。静かな巨きよ躯くには、人間はおろか通常の機械兵をも遥はるかに上回る馬ば力りきを有し、重火器を用いることなく極めて優れた格闘能力を誇る。

　体内には圧縮空気を吸入・噴ふん射しやする機能を秘め、風を用いた機動によって目を瞠みはるほどの瞬しゆん発ぱつ力と爆発力を実現させていた。

　他にも、幼少時から鬼虫に憧あこがれていたという登と坂さかの技官、百も舌ず喜き久く乃のの姿もある。尽じん天てんからの付き合いとも言える管理局の可か児に哲てつ郎ろう、ならびに特別渉しよう外がい課の室長である島しま田だ宗そう吾ごはここにはいないが、今頃は中央で自みずからの職務に就ついている筈はずだ。

　ふと叶葉が足を止めた。九曜の視線に気付いたのだ。

　その表情がぱっと輝く。手をぶんぶん振ふるものだから、思わず振り返した。

　彼女はいつも通りだ。こちらを案じつつ、いつも通りに自分のできることを進めている。

「…………確かに、剣けん菱びしの言うことには一理ある」

「だろ。で、コイツをどうするかってことなんだが──」

　さて、改めて三人は目の前のそれに視線を戻もどした。

　横たわるのは、二つの巨大な《繭まゆ》である。

　この繭は正式名を虫型外がい殻かく格かく納のう漕そうといい、その名の通り鬼き虫ちゆうの「虫」の部分を納める小型の格納庫のようなものだ。鬼虫に宛あてがわれた専用の設備であり、巴ともえの《蜘く蛛も》と剣菱の《蟷螂かまきり》も両機とも弐にと参さんの繭に納められている。

　目の前の繭は、四と伍ご。虫によってサイズに差のある繭だが、中でも最大の二つだ。

　二十年前の戦争で機能を停止した《蜈蚣むかで》と《蛾が》が、この中にある。

　そしてまた、繭の横に別の小さなポッドが横たわっている。中は無菌の真空状態であり、二十年前から補修を繰り返した結果ポッドの外観はかなりごてごてしていた。

「二十年ぶりの再会……ってんでもないけどね。九く曜ようくんはもうカレは見たの？」

　巴と剣菱の両名は比較的早い段階で戦線を離脱したため、戦友がどのような最さい期ごを迎えたのかは直接知らない。記録によって閲えつ覧らんするのみだ。巴の質問に、九曜は首を振ふった。

「いや。小しよう生せいも、こちらは初めて見る」

　ポッドの中に眠るのは、遺体だった。

　中央が保管していた四番式・井い筒づつと、伍番式・万まん字じがそこにいる。

　星ほし鉄がねの回収作戦はほぼ失敗と言うべき結果に終わったが、それでも完全にやられたわけではない。咄とつ嗟さの機転で蟷螂かまきりが対応し、兜かぶとに持ち去られる直前の隕いん石せきを両断した。かくして手元に残ったのは、本来の分量の約半分の星鉄である。

　ポッドの小窓を覗のぞけば、目を瞑つむった井筒の顔が見える。全身が傷だらけでぼろぼろだが、どうにか原形は保っているようだ。少なくとも、頭部は無事だ。

「星鉄の精製は終了しているのか？」

「もう少しってとこ。モノを用意するのはそう難しいもんでもないわ。問題はそこから先」

　九曜は頷うなずき、頭の片かた隅すみでいつかの巴の言葉を思い出していた。

　──鬼虫の仲間に、もう一度会えるかもしれないって言ったらどうする？

　それはもちろん、実証したことの一度もない仮説ではある。

　鬼虫の核かくとは星鉄を精製して生み出される極小の素そ子しであり、彼らの停止はすなわち脳内の星鉄の破は壊かいだ。極めて希き少しような金属である星鉄は滅めつ多たに発見されるものではなく、星鉄の破壊はとりもなおさず不ふ可か逆ぎやくの死を意味する。

　その星鉄が見つかったとなれば、話は違ってくる。

　再びこれを用いて、鬼虫を復活させられるかもしれないという可能性が出てくるのだ。

　昔と全く変わらない井筒の顔を見下ろしながら、巴は何事か思し案あんしている。井筒はこの通り本体と機体が揃そろっている。彼に関して言うなら後は試すだけ、といったところだろう。

　しかし、もう一方は。

「……こっちは顔すらねぇとは、万まん字じの野郎も派手にやらかしたもんだぜ」

　剣けん菱びしがもう片方のポッドを覗のぞき込み、呟つぶやいた。感心が半分、呆あきれがもう半分の声色。

　万字の肉体は、そこには無かった。正確にはあるだけを中に納めているのだが、後ご生しよう大だい事じに保管されたその炭が肉体の一部だとは初見では誰にもわかるまい。

　万字の体は想像を絶する火炎に焼き尽つくされ、炭化した左腕と右足しか残っていない。

　彼の能力は、コードネームを《火焔操作フロギストン》。

　蛾がは圧倒的な火力を誇る対たい地ち爆ばく撃げき機で、種も無く生み出される超高温の焼夷火球弾ナパームを用いた精密な近接支援や戦術爆撃を得意とした。荒れ狂う炎ほのおは敵味方なく焼き尽くすかに見えて照しよう準じゆんに一ミリの誤差もなく、火の粉一つとして味方側に降りかかったことはない。

　万字は火焔操作フロギストンの能力を完かん璧ぺきに使いこなす爆撃のスペシャリストであり、蜈蚣むかでと並んで九機の中でも最高の制圧力を誇る個体だった。

　その万字が、蛾の持ちうる最大の火力でもって自爆した。全身に炎を纏まとい、墜つい落らくと同時に炸さく裂れつした爆弾は数え切れぬほどの敵軍を地じ獄ごくの業ごう火かへ叩たたき落とした。

　結果として万字の本体はほぼ残らず、蛾もパーツの半分以上が消しよう滅めつしてしまっている。

　星ほし鉄がねがあれば、修理による再さい覚かく醒せいの可能性はゼロではない。

　ないが、それはあくまでも星鉄を再び組み込める余地があれば、の話に過ぎない。

「ほーんと。万字くんももうちょっと残りそうな死に方してくれたって良いのに……まあカレってば色々とぶきっちょだったからなぁ」

　指の背でポッドを叩たたき、冗談めかして巴ともえが言う。頭が無事どころの話ではない。万字に関しては、冗談を言うしかない状態ということだ。つまり、蘇そ生せいは不可能であることを意味する。

　一方で井い筒づつの再さい覚かく醒せい実験は、今も実行に向けて準備を進めている。

　弐に番式と参さん番式はこちらで保有しているため問題なし。

　しかし、壱いち番式と九番式は早急に奪だつ還かんする必要がある。

　そして、残りは──三機。彼らがどのような状態にあるのか。戦後の帝てい都とは混乱を極め、各基地との連絡が断絶し、多くの軍関係者が行方ゆくえ不ふ明めいとなった。一度は回収された筈はずだが、この際の混乱で姿を消したものがある。彼らはどうなったのか。

　この件に関して、先の戦闘で剣けん菱びしが興味深い事実に直面している。




　──気になったことが二つある。

　切り出したのは剣菱で、会議の席でのことだった。

「二つ、正体のわからねえ攻こう撃げきを受けた。こいつがどうも引っかかる」

　そして、剣菱はあの兜カブト──虎杖いたどりとの交戦を回想し、語った。

　一つ目は、兜カブトの機体に斬きり込んだ瞬しゆん間かん、得え体たいの知れない思考の揺ゆさぶりを喰くらったこと。

　二つ目は、最後の最後で全く予想外の方角から狙そ撃げきを受けたこと。

　この二つを切り抜けることができたのは、半分以上は運だ。前者は九く曜ようの援えん護ごが無ければそのままやられていたし、狙撃に気付けたのもぎりぎりの一線でだった。

　恐ろしく的確なタイミングで差し込まれた「横よこ槍やり」が無ければ、西方での戦線はこちら側が勝利していたと言ってよい。それだけに、蟷螂かまきりを阻はばんだあれは脅きよう威いとするに余りあった。

　巴ともえが目を細め、指先で卓をリズミカルに叩きながら思し案あんする。

「……一つ目のは、対電脳のウイルスとかじゃなくて？」

「違うな。その程度だったら整備ん時にとっくに引っかかってるだろうぜ。なあ百も舌ずサン」

　同席する百も舌ずが頷うなずいた。損そん傷しようした蟷螂を修理し、副脳を一度ざっと解かい析せきにかけてある。

「電子干かん渉しようの痕こん跡せきはありませんでした。副脳は正常そのものです。確認できる限り、ですが」

　それでは何か。兜──虎杖いたどりの特とつ攻こう術の一種の変化形だというのが一つの推測ではあるが、それも疑わしいところだ。

　最終手段だと虎杖は言った。兜に秘められた固有機能か、それとも別の何かか。

　そしてもう一つ、こちらも無視できない。

「俺が敵の大たい将しようを引っ張り出した時に、横っ面つらを狙ねらい撃うたれた。そいつがおかしい。記録で見てんだろうけどあの時は山一つを丸ごとブッ壊こわして周りがとんでもねえことになっててな、小銃で狙うもクソもあったもんじゃねえ状態だったわけだ」

　山をブッ壊した、というのは誇張でもなんでもなく事実だ。

　蟷螂と兜の戦いは、超振動ジエツトと波は動どう砲ほうという物理的破は壊かい力の極みのぶつかり合いだった。その煽あおりで戦域の地形は完全に変わり、土が抉えぐれて岩石は砕くだけ、河川が蒸発して山が消えた。

　その時、周囲は嵐のような土つち煙けむりに包まれ、まともには十メートル先も見えないほどの状態になっていた。スコープを用いて遠距離から狙うなど論外、目もく視しでの照しよう準じゆんも不可能、赤外線などによるセンサーを使えば蟷螂が気付かぬ筈はずがない。要するに狙えるわけがないのだ。

　そして、何よりも。

「撃うたれるまで……いや、撃たれた後も、何の反応も気配もなかった。痕こん跡せきまでな。……いると思うか、そんな幽ゆう霊れいみてえな奴やつが？」

　その場の全員を見渡し、剣けん菱びしは問う。

　いると思うか──という質問であれば、自分の中では一つの答えがある。そんな声色だ。

　口を開いたのは九く曜ようだった。問われて数秒の沈ちん黙もくは、答えに窮きゆうしたわけではない。答えは既すでに出ていながら、それを口にすること自体へのためらいの沈黙だ。

「──一人だけ知っている」

「そうだな。俺も知ってんのは一人だけだ」

　それは鬼き虫ちゆうの仲間のみならず、記録の上であっても、誰もが知る一つの事実だった。

　かつて鬼き虫ちゆうには一人、極めて優秀な狙撃手スナイパーがいた。
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「──あ、かーなはちゃーん」

　通路で呼ばれ、叶かな葉はは少しぎくっとした風に足を止める。ぎこちなく振ふり返る。

「は、はい……？」

　巴ともえがいつも通りのにやけ面で立っていた。

　彼女には感謝しているし信用もしている。だから叶葉がなんとなく巴に感じる苦にが手て意識は理屈ではなかった。色々と口では言えないようなことをされたことがあって、そのトラウマのせいだ。そんな顔をされたら緊張だってする。

「あらやだ心外な態度。やーねぇ、変なことしないわよー。それともして欲しいの？」

「そそそそんなわけないですよっ！」

　かぽかぽと下げ駄たを鳴らして、巴が一気に距離を詰つめた。そしていつもの胡う乱ろんな笑みを浮かべたまま、叶葉に囁ささやきかける。

「いいものあげる。手ぇ出して」

「え、あ」

　反射的に手を出すと、巴の袖そでからしゅるっと何かが飛び出して掌てのひらに乗った。

　機械仕じ掛かけの小こ蜘ぐ蛛もが二機。かつて一度渡されたものよりもずっと小さい。

「あ、あの、これは……？」

「キミの分と鴇とき子こちゃんの分。中に伝言入ってるから帰った後で聞いて、ここじゃダメ」

　小声かつ早口で言い付ける巴の様子に、叶葉は何か只ただならぬものを感じ取った。そう言われると頷うなずくしかない。こくこく首を動かすと、巴はにっこり笑って離れた。

「じゃ、そーゆーことだからー」

　驚いたことに何もされなかった。

　ぽかんとしたまま巴の背を見送る叶葉。手の中でハエトリグモほどのサイズの小蜘蛛が足をわきわきさせており、つぶらな瞳ひとみで叶葉を見上げた。




　それから数時間後、叶葉と鴇子は二人で家に戻もどった。

　九く曜ようと菊きく丸まる、それに菘すずなもまだやることが残っているらしい。日付を跨またいでもまだ帰れなさそうで、翌日に捨すて家やで仕事がある二人だけ帰されたのだ。近頃では珍しくもないことだった。

　九曜と菊丸がいない為ため、帰宅には護ご衛えいの機械兵がついた。完全防備の機械兵に左右を固められて移動するのはそれなりに緊張したが、こちらを案じてのことなので文句も出ない。市場を歩く際は通行人から「あいつら何かしたのか」などという目で見られもしたが。

「ありがとうございます、おやすみなさいー」

　玄関で彼らにぺこりと一礼すると、機械兵は敬礼を返して夜よ闇やみに紛まぎれる。叶かな葉はと鴇とき子この安全はいつもなら九く曜ようや菊きく丸まるが守っているが、彼らが登と坂さかから離れられない時は機械兵が自宅の周辺を警けい護ごしている。

「……くぁ」

　鴇子は目をくしくしこすりながら室内に入っていく。特に今日は資料の閲えつ覧らんに終始したものだから、すっかりガス欠になっているようだ。

「あっ、鴇子さま！」

「……んー？」

　ぽけぽけした顔で振ふり返る鴇子。こうなった彼女はもう布ふ団とんを敷しいて横になれば十秒で熟じゆく睡すいしてしまうので、その前に伝えることは伝えなくてはならない。

「あの、これを受け取ってですね……」

　上着のポケットを漁あさると、いた。

　待機状態にあった小こ蜘ぐ蛛もが再起動して、取り出すまでもなく腕を伝って出てきた。小さな単眼が紫むらさき色にちかちか点てん滅めつして、一匹が叶葉に、もう一匹が鴇子の肩に飛び乗った。

「なんだこれ……」

「巴ともえさんからです。なんだか、伝言が入ってるとかで」

「……へんなことじゃないだろうな？」

「ち、違う……と、思いますよ？」

　断言できないのが悲しいところだが、ふざけた内容ではないと叶葉は思っている。

　あの時の巴の表情には真剣さがあった。叶葉がああいう巴の顔を見たのは二度目で、一度目は九曜が昏こん倒とうした際、その意識をサルベージすべく叶葉を指名した時だ。

　あつらえ向きに──というのも変だが、今はちょうど九曜も菊丸も菘すずなもいない。記録されているであろう伝言を聞くのは今しかない。布ふ団とんを敷しく前に部屋の畳たたみに差し向かいで座り、小蜘蛛の音声記録を再生した。ご丁てい寧ねいに「ここを押してね」というボタンがあったのだ。

　始まった。

『やっほーっキミたちの巴ちゃんですよー！　いい子にしてたかなー？　ちゃんとごはん食べた？　お風呂入った？　おトイレは？　今日の下着は何色？』

「…………これ捨てていいか？」

「だ、だめですよっ。せめて最後まで聞かないと……」

　陽気な声が再生され、芸の細かいことに声に合わせて小蜘蛛が動いた。

『さて、確認したわね？　周りに誰もいない？　そっちの音響がどうなってるかわかんないから、ちょっとばかしテストといこっか。再生しまーす』

　なにやら歌が始まった。

　戦前の歌謡曲らしい。無駄に上う手まい。蜘く蛛もがちょこちょこ踊り回る。

「…………」

「…………」

　前置きが長い。

　なんとも言いがたい時間が過ぎていった。

「……もう！　これやっぱ捨て……！」

『んじゃ本題。叶かな葉はちゃんと鴇とき子こちゃんには、ナイショでして欲しいことがあるの』

　声は、そう続いた。

　無駄に長い前置きは、万が一あるかもしれない何者かの監かん視しの警けい戒かいを解くためだった。おまけに小蜘蛛のセンサーで周囲を探さぐり、盗撮盗聴その他の電子機材が無いと確認していたのだ。

　条件はクリアしていた。




『──アタシなりに出した結論から言うと、帝てい都との中央に敵の内通者がいる。

　おかしいのよね。こっちの手の内が筒つつ抜ぬけで、向こうさんはそれに合わせて部隊を編制したようにしか思えない。蜘蛛もしてやられた。ギリギリまで誰にも動きを教えなかった蟷螂かまきりがいなきゃ、九く曜ようくん含めて西の回収隊は全ぜん滅めつしてたってくらい。

　んで、そうなったらそのクセモノを見つけなきゃいけないわけ。でもアタシにそれはできない。アタシと九曜くんと剣けん菱びしくんは《鬼き虫ちゆう》で、作戦の中心だからね。いつどんな時も誰かに目を付けられてるのは間違いないし、大体ヒマがないから。

　さて。そこで、キミたちの出番になる。

　二人ともかなり特とく殊しゆな立場にいるの。特に叶葉ちゃんは、ほとんど一般人なのに、色んな要素が重なって中央に関わってる。かなり自由に中を歩けるし、それでいて余よ計けいな警戒心を持たれないでしょ？　いつもやってる手伝いとか、鴇子ちゃんだったら心理鑑かん定ていやら資料閲えつ覧らんのついでにでも動ける。もちろん作戦や軍事機密に関わることにまでは首を突っ込めないと思うけど、そこにいる人を観察するだけなら十二分に役割を果たせるのね。

　……ここまで言ったらわかるわね？

　つまり、クセモノを見つけて欲しいの。これは任務と言ってもいいわ。

　行動中に怪あやしまれるのはダメだからアタシらから目立った手助けはできない。現場の判断は現場で……ってことになるわね。

　何かわかったらすぐに伝えて。一応渡した小蜘蛛ちゃんにはちょっとした通信機能もあるから、ばれない範囲で通信することはできるわ。

　そゆこと、以上。んじゃよろしくねー♪』




　目を見合わせた。

　すぐには言葉が出てこない。誰にも言ってはいけないとは、こういうことだったのだ。

「……ど、どうする……？」

　すっかり眠気が吹き飛んでいる鴇とき子こが、気の抜けた声で聞いた。

　──どうもこうも。

　考えがまとまらず、叶かな葉ははまず深呼吸をした。居住まいを正して黙もつ考こうする。

　巴ともえの判断にはそれなりの正当性があるように思えた。確かに、勘かん付づいたところで九く曜ようや巴や剣けん菱びしといったメンバーが調査に踏み込めるとは思えない。自分達ならば作戦に出る必要も調整を行う必要もなく、幸運にもある程度の信頼を得ている。

　だが、危険だ。

　いや、危険であっても。細い息を吐はき出し、叶葉は断言した。

「やります」

「だ、大丈夫か？　危ないんじゃないか？」

「大丈夫です。……あたしにできることはそれくらいだし、それに、危ないのは九曜やみなさんの方がずっとそうだから」

　前線に立つ兵士のことを考えれば、このくらいの任務は「危険」と言うもおこがましいレベルだとさえ思う。叶葉はすうはあと呼吸を繰り返して、小こ蜘ぐ蛛もの一匹を掌てのひらに迎え入れた。

　鴇子はためらいがちに叶葉の顔を覗のぞき込んでいたが、その決意が固いと知るや腹を括くくった。
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「……わかった。わたしもする」

「あの、鴇とき子こさまもあんまり無理しないでください。たぶん、鴇子さまの方が色んな人から注目されてると思いますし……」

「いや。そういう不届き者がいるなら引っ張り出してやらんことには気が済まん」

　鴇子もまた手を差し出すと、小こ蜘ぐ蛛ものもう一匹が袖そでから中に飛び込んだ。「ひゃっ」と裏返った声が出る。小蜘蛛はうぞぞぞぞぞぞと鴇子の腕から服の中を這はい登り、襟えりから顔を出した。

「こ、こいつ……！　おまえから先にひっぱたいてやろうかっ！」

　とぼけるように単眼を点てん滅めつさせる小蜘蛛。何を言っても無駄なようだ。鴇子は諦あきらめたようにため息をついてあくびを一つ、いそいそと自分の布ふ団とんを敷しき始めた。

「…………とにかく、わたしはもう寝る。細かいことは明日考える」

「あ、はい。おやすみなさい。あたしは明日の準備をしてから……」

「なあ」

「はい？」

　立ち上がりかけて振ふり返ると、布団に入った鴇子が顔の上だけ出してこちらを見ていた。

「……おまえこそ、あんまり無理するなよ。危ないんだからな」

　言うなり、ぴゃっと頭まで布団に潜もぐる。慣れないことを言って照れているのだろうか。らしくないと言えばらしくない、そんな様子におかしくなり、叶かな葉はは少し笑って頷うなずいた。

「──わかってます。お仕事もありますから大丈夫ですよ。ありがとうございます、鴇子さま」




　自分には何ができるのか。

　などということは、もうずっと前から考え続けていた。

　叶葉のそうした姿勢は昔から変わらない。尽じん天てんで眠りにつく以前、二十年前に遡さかのぼっても。

　それが誰かの役に立ちたいという思いから──というだけではないことも、とっくに自覚している。寄よる辺べのない少女は、そうして自分自身の価値を証明しなければならなかった。少なくとも本人はそうした思いに突き動かされていた。

　自分にできることが、自分に求められるものがあれば、何でもやりたい。

　それが危険を伴ともなうことであっても。

　特に今、この国や街の為ために全力で行動する者達がいる。人も機械も危険の中でやるべきことを行っている。中央の職員や機械兵に至るまで、そして鬼き虫ちゆうの巴ともえと剣けん菱びし、そして──

　九く曜よう。

　彼のことを必ず考える。九曜はもう戦わなくていいのだと思っていた。あの尽天を去った時に過去は全て清算され、二人で生きていけると思っていた。だが今にして思えば、自分は彼の何をどれほど知っていたのだろうか、と叶葉は考える。

　特に彼の為になら何でもするつもりでいた。しかしそうして九曜を誰より案じる一方で、彼の辿たどった軌き跡せきに関してほとんど何も知らない自分がいた。

　叶かな葉はは、昏こん睡すい状態にある九く曜ようの頭の中を見たことがある。

　星ほし鉄がねの影響で意識を失った九曜の為ために、巴ともえの助けを借りて彼の深層意識にまで没ぼつ入にゆうした。そこにあるのは他ならぬ九曜の記憶であり、根本にあるものだ。

　九曜は人間だったのではないか。叶葉はそう思い始めていた。

　人を使って兵器を造るということが有り得るのか、軍事技術を全く知らない叶葉にはわからない。だがそうとしか思えない。

　もちろん仮にそうだったとして、九曜を見る目が変わることはない。それについては自信がある。鬼き虫ちゆうという仕組みにわからない部分があるとしても、叶葉にとって九曜は九曜だ。

　だがその「わからない部分」の故ゆえに、今後何かが変わるかもしれない。ただでさえ状況が激動している。何が起こるかわからず、どんな事実が突き付けられるかも知れない。

「……でも、あたしは。あたしにできることを、するだけだから……」

　心の内にある不安は、戦いに出る九曜を案じてのものだけではない。

　今のままではいられないかもしれない。そう思うのが、少しだけ怖こわい。
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　深夜、九曜は登と坂さかの簡易演習場に立っていた。

　場内はちょっとした講堂のような空間であり、太い柱と梁はりが外そと枠わくをがっちり固めている。指定された射しや撃げき場以外での銃じゆう火か器きの使用は禁じられているが、人型サイズの機械が機動するには十分すぎる程度の広さはある。

　そこに立つ九曜の腰こしには、一ひと振ふりの刀があった。

　刻きざまれた銘めいは、《紫し電でん》。

　戦いで砕くだけ折れたかつての相あい棒ぼうと同じく、鉄てつ鞘ざやの軍刀拵こしらえにしてある。しかし細部を見れば違いはやはりあり、九曜の体たい躯くや身体能力に合わせて各部を補強してあった。これは三番街の武器市場にひっそり店を構える職人の仕事である。

　右手で柄つかを、左手で鞘さやを掴つかみ、ゆっくりと刀身を滑らせていく。刀身を支える長めの[image: ]ハバキがまず覗のぞき、徐々にその黒い刀身が空気に触れ──

　ぱり、と、にわかに空気が帯電した。

　意図してのことではなかった。紫電を抜いた瞬しゆん間かんに意識が広がり、電でん磁じの漲みなぎりが拡散して消えた。僅わずかに髪が浮き立ち、九曜は赤い眼めで黒い刀身を見み据すえる。

「電磁制御エレキテル」

　口の中で呟つぶやき、ほんの少しだけ「力」を込める。

　ばっと黒い刀身が発光した。九曜の特別攻こう撃げき術《電磁制御エレキテル》によって発生した電流は紫電によって増ぞう幅ふくされ、熱した鉄に氷を滑すべらすような異様ななめらかさで端はしから端まで満ちていく。

　全ては一いつ瞬しゆんのことだった。

　九く曜ようはその光を目に焼き付け、すぐに納刀した。ぢり、という音を最後に電光が消える。

　これこそ、星ほし鉄がね──隕いん石せきから採取した鉄を用いた刀であり、九曜や鬼き虫ちゆうの核かくたる素そ子しと同一の鋼材の塊かたまりだ。

「御所」の倉から見つかったこれに、九曜の星鉄が共鳴したのが先日のこと。これが九曜の手に渡ったのは、かつての愛刀が折れたということもあるが、第一には紫し電でんが九曜の潜在能力と思おぼしきものを引き出したからだ。

　剣けん菱びしの言うことには、兜カブトとの戦いにおいて九曜は不可解な攻こう撃げきを放ったらしい。そのこと自体を九曜は全く覚えておらず、自分自身でも攻撃の正体を掴つかめていない。

　恐らくは特別攻撃術のある種の進化。この星鉄の刀がそれを可能とするなら、保管しているよりも九曜の手にあった方がいい。

「ん？　九曜か」

　声に振ふり返ると、そこにはたまたま来たらしい剣菱が立っていた。

「よう。得え物ものは調達したのか？」

「ああ。速やかにこの感触に慣れる必要がある。──貴官は何な故ぜここに？」

「まあ俺もお前と似たようなもんだ。体を動かしてねえと落ち着かなくてな」

　剣菱は九曜と巴ともえに比べ、比較的自由に動ける立場にある。蟷螂かまきりは調整中で出撃できないにせよ、本体のみで巡じゆん回かいに参加することがよくあった。

　単身での出撃は禁じられている。それは九曜も同じで、状況を理解できるからこそ歯は痒がゆいものがあった。剣菱も態度は飄ひよう々ひようとしたものだが、同じような気持ちでいるのだろうか。

「──にしても、意外と落ち着いてんだな。場合によっちゃ先走るお前を力ちから尽づくで止めることも考えてたが、物分かりがよくて助かるぜ」

「……すぐにでも出たいのは小しよう生せいとて同じだ。奴やつらは」

　──奴らは。

　そこまで口にしかけ、苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で沈ちん黙もくする。

　奴らは、蜂はちと蜻蛉とんぼを奪うばい去ったのだ。

　最初それを聞いた時、九曜はすぐにでも奪だつ還かんに出ようという衝しよう動どうに支配されかかった。それは確かだ。自みずからの半身とあの男が敵の手に渡ったと知り、平静でいられる筈はずがあろうか。

　だが九曜の体は傷付き、装備は失われ、満足な戦闘機動すら覚おぼ束つかない状態にあった。

「小生が単身で出ようと無意味だ。先の戦闘で嫌いやというほどわからされた。それに……」

「それに？」

「…………それに、心配をかけたくない相手がいる」

　剣菱が口笛を吹き、九曜は相手をじとっと睨にらんだ。

　九く曜ようの頭を冷やしたのは、実際にはそれが一番だった。自分が暴走したら、その結果取り返しのつかないことになったら。そうなったら、叶かな葉はが悲しむに違いない。

　自分が自分の失敗で死ぬだけなら受け入れられると、むしろそう望んでさえいたのは少し前までの話だ。九曜の体は自分自身のみのものではなく、あらゆる面で重要な意味を持つ。死ねない理由は、今や幾らでもあった。

「そういうことならそれでいいさ。──で、どうだ？　こういうとこで顔突き合わせといて、まさか立ち話だけでおしまいって手もねえだろ」

　そのつもりだった。剣菱がいて好都合だ。九曜は頷うなずき、一礼して紫し電でんの柄つかに手をかけた。

　抜ばつ刀とうする。黒い刀身が外気に晒さらされ、九曜の周囲の空気が僅わずかに帯電した。

　剣菱はそれを目まの当たりにしてにやりと笑い、身を低くして二刀に手を添えた。

　抜刀こそしないが、既すでに構えている。一刀の居合いともまた違い、腰こしの後ろの双そう刀とうに手をかける様は拳けん銃じゆうの早撃うちの姿勢にも似ていた。九曜は、静かに足に力を込める。

　そして、踏み込んだ。

　数メートルの距離が消し飛んだ。演習場の空気がぐるりと一転し、九曜は横よこ一いち文もん字じに紫電を払う。赤い眼めは標的から一いつ瞬しゆんたりとも目を離すことなく、

　にも関わらず抜刀が見えなかった。

　剣菱の姿が視界から消え、九曜は反射的に身を翻ひるがえした。剣菱は左に回っていた。奇術のように忽こつ然ぜんと現れた双刀は逆さか手てに握にぎられ、這はうような低姿勢から剣菱の斬きり上げが閃ひらめく。

　以前なら間に合わない速さだった。

　間合いに入った瞬しゆん間かんに九曜は文字通り「電でん撃げき的」な反応を見せ、静電気が弾はじけるかのごとく半なかば自動的に受け太だ刀ちを作っていた。刃と刃が擦こすれ合って甲かん高だかく鳴り、逸そらされた斬ざん撃げきは辛かろうじて九曜の前髪を散らすに至った。

　反応されたと知った時の剣菱の顔を、九曜ははっきりと目の当たりにする。

　口の端はがにんまり上がる。犬歯を覗のぞかす不敵な笑みは、彼のスイッチが入ったことを意味している──剣菱が更さらに速度を増した。

「く……っ！」

　激げき烈れつな攻せめ手に、九曜は防戦を強しいられた。致命的な隙すきはどうにか凌しのげているものの、攻勢に転じることがどうしてもできない。間合いにあれば双刃の冴さえから逃のがれることは能あたわず、相手の眼や体たい捌さばきから計算できるギリギリの予測で辛うじて一本を外はずし続ける。

　九曜は必死ゆえ気付かず、剣菱はもう勘かん付づいていた。

　見えている。

　以前までの九曜の腕なら、この数秒でもうとっくに圧倒されている筈はずだ。

　星ほし鉄がねの刀との共鳴現象のせいか、それともこれまで戦闘を重ねた単純な成長か。恐らくは両方だろう。これまでは「何をされているか」すらわからないでいた剣菱との組手にあって、九曜は今「どのように攻めてくるか」を理解して「どう凌しのぐか」を実践している。

　──だったら、こいつはどう防ぐよ？

　剣けん菱びしの動きが重ねて速度を増す。

　踏み込みの衝しよう撃げきで演習場が揺ゆれ、それまでも尋じん常じようならぬ速度で機動していた九く曜ようの知覚すら超えた。半円を描いて背後に回り、剣菱は体ごと旋せん転てんさせて放つ。右を順手に左を逆さか手てに、右回転から放たれた同時二閃せんの斬ざん撃げきが九曜を狙ねらった。

　引き絞しぼられた集中、高速で推移する視界に電でん磁じが閃ひらめき、九曜は剣菱の動きをそれでも視みた。

　対応できる。弾はじくか躱かわすか、いやこの速度では反撃すら可能だ。剣菱の刃が及ぼす円状の間合いを見極め、突きの一いつ閃せんで取る──九曜は刹せつ那なに決断し、好機を掴つかまんと紫し電でんを翻ひるがえす。

「!?」

　瞬しゆん間かん、剣菱の一刀が飛んでいた。

　そちらに意識が持っていかれた。

　力加か減げんを誤って手から抜けたのか、いや違う、ではいかなる布ふ石せきか。予想を外はずされて剣先が鈍り、次の一手を高速で演算するが、この天てん井じよう近くを回転しながら舞う刀はそれ以上どうなることもなかった。

　まっすぐ伸ばされた残りの一刀が、九曜の喉のど元もとでぴたりと止まっていた。

　──一本。

　剣菱は低い姿勢のまま、落ちてきた一刀を何事もなかったかのように受け止めた。

「…………罠わなか。一ひと振ふりを手放したのは、いや見切られる動きをしたのも……」

「言ってみりゃ単なる目くらましだけどな。こういうのもあるってことだ」

　九曜は抑おさえていた呼気を一気に吐はき出し、剣菱と間合いを取って納のう刀とう、一礼。剣菱も手の中の刃をくるくる回し、器用に鞘さやに納めた。九曜はその様を見守りつつ、ふと口を開く。

「剣菱」

「なんだ？　もう一本ってんなら付き合うぜ」

「違う。……何があった？」

　剣菱の動きは、どこか精せい彩さいを欠いた。

　それでも九曜では及びもつかない剣腕であることは間違いない。しかしその上で、何度も組手を打った九曜には細かな動きの「鈍り」や「粘ねばり」のようなものが感じ取れた。

　剣菱は暫しばし黙だまり、首をこきりと鳴らして頭を掻かく。

『……はあ、やっぱ誤ご魔ま化かせるもんじゃねえか』

　出し抜けに暗号通信での返答が入る。九曜は一いつ瞬しゆん怪け訝げんに思い、しかし応じた。

『やはり、不調か。何かあれば申告した方がよい。先の戦闘の傷が癒いえていないのか？』

『いや、違う。違うな。そういうんじゃねえ。頭ン中に違和感があんだ。何か小さな……バグとかそういうんじゃなく……俺の中に、何か違うものがいるみてえな』

　具体性を欠く表現に、九く曜ようは眉まゆをひそめる。

『……兜カブトにやられた、例の攻こう撃げきの後遺症とでも？』

『考えられんのはそれだ。けど何をどう調べても何の異常も出やしねえ。つまりこいつは、整備じゃどうしようもねえってことだ』

　すぐには言葉が出てこない。その原因に彼は心当たりがあるのか否か。蟷螂かまきりは当面の最高戦力であり、有事には必ず出なくてはならなかった。剣けん菱びし自身はそれを百も承知で、自身の中にある違和感の正体を探さぐり続けている。そうして、何でもないようににやりと笑う。

『心配すんな、やることはやるつもりさ』

『しかし……』

『心配事なら他に幾らでもあるだろ。お前のこともそうだし──それから、いい機会だ、お前にも伝えときたいことがある』

『？　どうしたのだ？』

『ああ。前置きするもんでもねえから単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うがな、どうも内通者がいるみてえだ』

　突然の発言に驚きよう愕がくするが、可能な限り表面には出さず押し殺す。なるほど確かに、口頭で言えたものではない。以降の会話は、数秒のうちにやり取りされる。

『……確かなのか？』

『推定だがほとんど間違いねえだろう。こないだの作戦、手の内を知られ過ぎてやられた。どうにもまずいのは、そいつが誰だかまだわかってねえってことなんだけどよ』

『──しかし、となれば今後の作戦も敵に手を読まれることになる』

『それなんだよな。俺も巴ともえも周りを見ちゃいるんだが、まだ当たりは引いてねえ』

『つまり、常に目を光らせていろ、と』

『ああ。それにある程度、こっちの独断で動いた方がいい場面もあるだろうよ。お前もその辺あたりは肝きもに銘めいじといてくれ。──それから』

『それから？』

『悟さとられるなよ。こっちが気付いてることには気付かれない方がいい。なんでもねーフリしてんのが一番大事ってことさ』

　そうして剣菱は、九曜が最初に発した口頭での質問に対する答えをでっち上げる。

「いや、ここんとこ気ィ張ってたから流石さすがに肩が凝こってよ。俺はちと休むわ、お前も適当にな」

「……ああ、了解した」

　答え、見送る。簡易演習場に残され、九曜は一つ大きな息を吐はいた。

　ただでさえ面めん倒どうな状況に加え、内通者とは。

　ここにそうした不届き者がいるとして、心配なのは非戦闘員の叶かな葉は達だ。彼女らに類るいが及およばねばいいが──そう思し案あんし、九曜も演習場を後にした。
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　そのようにして夜は更ふけていく。

　日付を跨またいでも、やはり街の灯が絶えることはなかった。その反面誰もいない廃はい墟きよは暗いを通り越して真っ黒で、光のある場所と無い場所が極端なまでに際きわ立だって見える。

　まるで世界が違うようだった。

　あれが、今の帝てい都となのだ。

　廃墟の高いビルの上、光を見下ろす何者かがいる。傍はた目めには闇やみが固まっているようにしか見えないが、彼女は確かにそこにいて、まばたき一つせず帝都の灯を凝ぎよう視ししていた。

『──あのさあ、ちょっとお、いつまでそーしてるワケよ？　ねえ？』

「うるさい、だまれ」

『ひっでぇ。なんだよ番号が一コ上だからって偉ぶってさあ。偵てい察さつすんのはケッコーだけど立場考えろってことよ？』

「わかってる」

　相手の通信にぽつぽつ答えながら、彼女はやはり街から目を離さなかった。

　あそこにいるのだ。

　座り込む彼女は能面のような無表情で、ただ落ち窪くぼんだ両目だけがぎらぎら光っている。その目にいかなる感情を宿すか、彼女以外にわかりはしなかった。徹底的に己おのれの心の内を隠かくし、凍り付いたように表情を崩くずさない。

　それは通信の相手である少年が相手も、隊長に対しても同じだった。ある時点から彼女は笑ったことが一度もない。泣いたこともない。ただ一つ、淀よどんだ眼めの奥に熱を持った感情がある。

　怒りだ。

『お前の監かん視しやってんのはボクなんだから、つまり巻き添えで怒られちゃうのもボクってことだ。早まんのとかやめろよ。なんかヘタこいたらすり潰つぶしてやっかんな』

「……だから、わかってる。あたしはいく。あとは好きにして」

　立ち上がると、眼下の巨大な廃ビル群に比して哀あわれなほど小さい体たい躯くが夜風に吹かれた。

　少女は目的地から一秒たりとも視線を外はずさぬまま、昏くらい眼をすっと細めた。
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　星ほし鉄がねの素そ子しを造ること自体には、それほど時間を必要としなかった。

　巴ともえがいればこその効率だったと言ってよい。巴は作業モードに切り替えた蜘く蛛もとリンクして蜈蚣むかでを解かい析せきし、登と坂さかの研究員の手で古い核かくを摘てき出しゆつ、井い筒づつの頭部にも同じ処置を行った。

　そうして切り出した星ほし鉄がねを加工し、全く同じものを造り出すことに成功したのだ。

　──理論上は、これで再起動する筈はずよ。

　巴ともえは言ったが、確証は無かった。破は損そんした旧パーツを新しいものに変えたところで、井い筒づつの意識を取り戻もどすことは果たして可能だろうか。

　製造には成功、組み込むことも問題なく終了。ここまでは理想的な、恐らく過去行われたどんな正規メンテナンスをも上回る効率で事が進んだ。

　そこから先は、理論ではなく実行するしかない。

「もう一度、今度はこっちの回路を使って」

　蜈蚣むかでの繭まゆを開き、ポッドの井筒とコードで連結して再起動のプロセスを行う。主脳と副脳それぞれに信号を流して覚かく醒せいを促うながす。

　しかし──

「もう一度。次はこっちを。……もう一度。次は──」

　蜈蚣と井筒は、目を覚まさない。

　巴や百も舌ずら登と坂さかの研究員は何度も試し行こう錯さく誤ごを繰り返し、黙もくして動かない井筒にその都つ度ど期待を裏切られることとなる。ここまで成功しないということは、前提からして間違っているか、まだ足りないものがあるかのどちらかだ。だが理論と手順は何一つ間違っていない筈で、ここから何を足すことも引くこともできず、他の方法など一つとしてありはしない。

　研究員達の間に疲れと諦あきらめの色が濃くなってきても、巴は実験のログを閲えつ覧らんしては考えられる限りの方ほう策さくを試し続けた。そうして作業に没ぼつ頭とうする様は、往おう年ねんの彼女の姿を思わせた。
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「──えーと、じゃああれだ、とりあえず深呼吸して」

　従った。

「吸ってー、吐はいてー。落ち着いた？」

　頷うなずいた。というより、最初から落ち着いている。

「そんなもんかな、多分。調子はどう？」

「……普通だが」

「ほいよ。んっとそうね、好きな食べ物は？」

「食せるなら何でも構わぬ」

「趣味とかある？」

「特には無い」

「そか。どっか悪いとこない？　気分が悪いとか、嫌いやなことがあるとか」

「特筆すべきは何も。時に、この質問に意味はあるのか──菘すずな？」

　菘すずなはモニターとノートと九く曜ようを交互に見ながら、鉛筆の背で頭を掻かいた。

「んー……無いけど。でもお互い黙だまったまんまってのも気まずいじゃん」

「小しよう生せいは気にせぬが」

「喋しやべるのも嫌いやじゃないんでしょ？　それなら付き合ってよ。喋る相手の整備って初めてだし、なんか話でもしてた方が手が進むんだよね」

　そういうものなのだろうか。少なくとも菘はそうらしい。

　整備の対象と会話しながら作業を進めるというのは傍はたから見ると少し変な光景ではある。

「構わぬが、君は気が散らないのか」

「んーん。むしろこっちのが手が進むかな。そんでさ──」

　菘にはそういう型にはまらないところがあった。

　これまで本体・機体ともに整備を受けたことは数え切れないほどあるが、世せ間けん話ばなしをしながらてきぱき作業を進める相手にはお目にかかったことがない。

　そういえばと九く曜ようは、彼女の祖父である安あん東どう老が言っていたことを思い出す。他愛たわいもない夏のある日、ちょっとした機材の修理具合を見ている時のことだ。

　──なんじゃ菘の奴やつ、細かいとこが甘いのう。未熟者め。

　教本の通りに進めた彼女の作業には、あちこち穴があった。やはりまだ祖父が未熟という通りであったろうが、しかし一方で彼はこうも言った。

　──教本通りに進めるとうまくいかんくせに、何も知らんで手て探さぐりでやると妙みように良い仕事をしおる。たまーにだがの、巡めぐり巡って模範を上回ったりもしよるのだ。……はてさて、誰に似たものやら。

　要するに。

　彼女にはマニュアルに即さない自分なりのペースというものがあって、他ならぬそのペースに従ってこそ良い結果を出せるのだという。それはそれである種の天てん稟ぴんだ。

　が、基本は基本、教本があるとすればその通りに進められるに越したことはないのもまた当然であって、それができない以上菘はやはり未熟者ではあるのだろう。こうして喋りながら作業するというのが、今の彼女なりのペースの取り方なのかもしれない。

「それで、右目は？　やっぱり見えないの？」

「今は見えぬ。視神経が死んでいるわけではないようだが……開いても視界が白い」

　九曜は今、右目の眼帯を新たに用意する為ために調整を受けている。

　そもそもあの眼帯は尽じん天てんの安東がありあわせの材料で造り出したもので、正確な設計図は残っていない。だが隣となりで見ていた菘はメモを取っており、コピーを提出しているようだ。

　これを基に、今の九曜の神経速度に対応した改良型を造る必要がある──のはいいのだが、肝かん心じんのメモというのが菘以外に解読できない妙な書き方をしているのだから問題だ。

　その辺あたりも祖父譲りということだろうか、結果として他の研究員は細かい作業などのサポートに回り、本来見習いである筈はずの菘すずなが九く曜ように触れているのだった。

「……ところで、叶かな葉ははいないのだろうか？　鴇とき子こも見ぬが」

「ん？　見かけないけど。仕事早上がりしてこっち来てるんじゃなかったっけ」

　ふと施設内を見渡す。

　このところ一日の大半を登と坂さかで過ごしている。全ての作業が急ピッチで進み、鬼き虫ちゆうの修復作業を中心として研究所は連日フル回転だ。

　特に巴ともえなどは、この地下のブロックから出たことが一度も無い。昼夜となく交代で作業に徹する研究員達に紛まぎれ、誰と交代することもなく作業を指揮している。

　ただそんな巴も、一いつ切さい休憩しなくていいというわけではないらしかった。全盛期──その姿がまだ普通の成人女性だった頃は文字通りノンストップで研究開発に没ぼつ頭とうできたようだが、本人曰いわく、今の姿ではエネルギーが足りないらしい。

　食事も睡眠もなしに動く巴だが、一日の中できっかり一時間「止まっている」時がある。

　呼吸もまばたきもなく、微動だにせずまさしく人形のように停止しているのだ。一見するとかなり不ぶ気き味みだが、これが彼女なりの休憩のようだ。




　それから数十分して調整を一いつ旦たん中止し、菘や研究員はデータの整理にかかった。

　九曜は再び簡易演習場に足を向けていた。時間を見つけてあの場で紫し電でんを振ふるい、少しでも新たな刀をその身に馴な染じませようとしているのだ。そうして通路を進んでいると、曲がり角に何かちょろっとしたものが見えた。

　おさげに結った髪の毛だ。

　見間違えようもない。角から顔を出してその背に声をかける。

「叶葉」

「ひゃいっ！」

　逆にこちらが驚くほど驚かれた。叶葉の体が跳はね、勢いで転びそうになってわたわた上体を泳がせた。む、と踏み出そうとする九曜だったがどうにか踏み止まる。

「……どうかしたのか？」

「い、い、いえ、なななんでもないです！　ちょっとそのお散歩にっ」

「所内でか？」

　叶葉は左胸を押さえながら呼吸を整えている。何やらそわそわしているし、動どう悸きが激しい。

　背後から声をかければ確かに多少は驚くだろうが、ここまでのものだろうか。

「体調不良であれば、所内に救護室がある。そちらへ行くことを推すい奨しようするが……」

「ち、違います！　大丈夫ですから！」

　あたふたしながら首を振る叶葉を、九曜は訝いぶかしげに見返す。通路の真ん中にいるから、通りがかった職員がなんだなんだとこちらを見ている。鬼虫の本体とその「司令」は、色々な意味で注目の的だった。

　九く曜ようはざっと叶かな葉はの身体状況を走そう査さして、一応納得した。

「そうか。ならば良いのだが」

「はい！　な、なんの問題もありませんので！」

　九曜は少し考え、念を押すように忠告した。

「しかし、何か問題があればすぐに申告せよ。ただでさえ君は少々無理をする傾向がある」

「は、はい」

「小しよう生せいは君が大事だ。何かあれば困る」

　ひくっ。

　いきなり言われて叶葉の喉のどが鳴った。

　おおー……と周りから聞こえるのは職員らの感嘆の声。正面から真顔でそんなことを言われて、しかも周りの目があるとわかって、叶葉の顔が見る見る紅潮していく。

「ひ、ひ、人前で、そ、そおゆうことを……っ!!」

「む。人前でなければよいのか？」

「人前じゃなきゃよいのではないのですのだ！　うれしいですが！　いやそういうことじゃなく！　……もう！」

　言っている意味がよくわからない。こちらとしては思うところを述べたまでのことだ。

「ともあれ、そういうことだ。気を付けるがよい」

「う、ううー……わかってますよう」

　踵きびすを返し、確かめるように腰こしの刀に手を添える。ちり、と静電気にも似た感覚が触れた指先から伝わった。ふと言い忘れていたことを思い出し、肩越しに振ふり返った。

「……それから転ばぬように」

「な!?　こ、転ぶもんですかー!!」

　ムキになる叶葉を後目に、九曜はすいすい通路の奥へ消えた。




　九曜を見送った叶葉は職員の視線から逃げるように通路の反対側を行き、物もの陰かげに潜ひそみ、ようやく一息ついた。さて、と襟えり元もとから出てきた小こ蜘ぐ蛛もに小声で話しかける。

「……こ、こちら一号。異常なし……です。どうぞ」

『こちら二号、こっちも怪あやしいやつはいないぞ。どうぞ』

「あ、あのう、呼び方って別に名前でもいいんじゃ……」

『だーめーだ。誰かに聞かれたら困るだろ』

　いかにも真ま面じ目めくさった鴇とき子この声が届く。一号は叶葉、二号は鴇子ということになっているのだが、どうにも慣れる気がしない。

　内通者を探さがし出してほしい──というのが巴ともえの依頼だ。幸運にもすっかり場に馴な染じんでしまっている為ため、所内をうろうろしていても怪あやしまれずに済んでいるが──

　叶かな葉ははふと、九く曜ようが去っていった通路を振ふり返った。

　九曜は、叶葉らが動いていることを知らない。巴ともえから聞かされていないのだ。

　当たり前といえば当たり前なのかもしれない。叶葉がやることを知れば、彼はきっと強く反対することだろう。九曜に隠かくして動いていることを申し訳なく思い、目を伏せて呟つぶやく。

「……ごめんなさい。でも、あたしだって……」

『ん。何か言ったか？』

「あ、いえ、なんでもないです。じゃあえっと、引き続き……にんむ？　を、続けます」

『了解。わたしも任務に戻もどる』

　実は結構楽しんでいるんじゃないだろうか。意外と形から入るタイプなのかもしれない。

　なんだか興きようが乗っている様子の鴇とき子ことの通信を切り、叶葉は再び歩き出した。

　調査とはいっても、現状でできるのは情報収集がせいぜいだ。こうして雑用の形を取って登と坂さか研究所や中央管理局を動き回り、さりげなく聞き込みから入る。小こ蜘ぐ蛛もには簡易ながら通信機能があり、また中央で関わった主な人物の顔と名のデータが格かく納のうされていた。

「あ……」

　歩いているとふと、見覚えのある女性が前から歩いてくるのが見えた。

　百も舌ず喜き久く乃の。古びた銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねと白衣がトレードマークの、登坂の研究員だ。叶葉より一回り年上の筈はずだが、童顔のせいで実際ほど離れていないようにも見える。

　百舌は叶葉に気付いて少し目を丸くし、微笑を浮かべた。

「──どうしたの？　道に迷った？」

　こうして登坂や中央で行動しているうちにお互い打ち解け、百舌も叶葉や菘すずなには砕くだけた口調で接するようになっていた。鴇子に限っては立場上の意識もあって馴なれ馴れしい態度を取ることはできないようだが、それでも他の職員よりは距離が近い。

「いえっ、そういうわけではないんですけど。何かお手伝いできることないかなって……。百舌さんはお仕事中ですか？」

「私？　私はちょっと交代してね、休憩に入るところ。少しお茶でも飲もうと思ってたんだけど……良ければあなたもどう？」

　親しげな百舌ではあったが、その表情にはやはり疲れが見て取れる。休むことなく作業を続けているのは誰もが同じで、特に百舌は積極的に参加している一人だった。

　何か話が聞けるかもしれない。叶葉はそう思って、頷うなずいた。




「ああ、ごめんなさいね。わざわざ淹いれてもらうなんて……」

「とんでもないです！　このくらいは任せてください」

　休憩室には茶葉やコーヒー豆などある程度揃そろえられているが、それももう随分数が減へってしまっている。叶かな葉ははその中から緑茶を淹いれて、袋菓子と一いつ緒しよに卓に出した。

　古びたパイプ椅い子すに全身を預け、百も舌ずは湯ゆ呑のみを両手で包むように持つ。

「──ふぅ……」

　熱い茶を一口啜すすり、くたっと力を抜いた。叶葉はそんな百舌の向かいに座り、同じく一口。

「あの、お疲れでしたらあんまり無理しない方が……」

「そういうわけにもいかないの。なにしろ状況が状況だもの。でも、ありがとう」

　眼鏡めがねを外はずして目め頭がしらを指圧する百舌。確かに状況が悪いことは間違いない。

　蜈蚣むかでの修復を中心として、蜘く蛛もと蟷螂かまきりの整備も並行して進んでいる。実に二十年以上ぶりに自機の繭まゆに帰った両機もこちらはこちらでかなり消しよう耗もうしており、正規メンテナンスによって万全に戻もどすことが急務だった。

「九く曜ようも言ってました。百舌さんや皆さんのおかげだって、凄すごく助かってるって」

「……そう、彼が……」

　呟つぶやく百舌の表情に、じんわりと嬉うれしそうな笑みが浮かぶ。

　百舌が鬼き虫ちゆうの面々に持つ感情は、第一には憧あこがれであるらしい。

　彼女の父もかつては中央の軍関係者であり、鬼虫の開発に関わるメンバーの一人だった。巴ともえや剣けん菱びし、そして九曜といった当時の鬼虫に今こうして関わっているのが、彼女にとっては不ふ思し議ぎな気分ながら喜ばしいことだという。

　少しの間、ゆったりした沈ちん黙もくがあった。叶葉は意を決して切り出す。

「あの。最近、何か変わったことってありませんでした？」

「……変わったこと？」

「その、細かいこととかでもいいんです。何でも気になったことがあったら教えてください」

　あまり直接的に「怪あやしい奴やつを見なかったか」などと聞いてしまうのも不自然すぎる。

「おかしなことを聞くのね……。何かあったの？」

「あのいえ、大したことじゃなくてっ。ただあたし、皆さんの身の回りのお世話くらいしかできませんから。いろいろ知ってた方がお手伝いもできるかなって……そ、そう！　お手伝いなんです！　お悩み相談です！　なんでもそういうの話したらすっきりするかなって！」

　もう少しまともな方ほう便べんはなかったのかと自分で思った。

　どうにも嘘うそをつくのは苦にが手てだ。何か手伝えることがないかというのは半分以上は本心で、それ以上のもっともらしい理由が何も思い浮かばなかった。そこから先は勢いだが。

　しかし、百舌はそれで一応納得したようだ。口元に手を当てて考え始める。

「……そうね。……幾つかそういう話もある、かな」

「な、なんですか？」

「私個人の問題でもないけど……あのね。ここの職員がみんな戦前の人じゃないってことは、あなたも知っているでしょう？　帝てい都との人は長期の冷凍睡眠に入らなかったから」

　こくこく頷うなずく。今の帝てい都とで働く人々の多くは、戦後になって新たに編成された職員だ。

　この辺あたりの事情が少々クセモノで、今帝都に集まっている人々は必ずしも全て同じ時間を過ごしたわけではないのだ。

　例えば、それこそ尽じん天てんが最もわかりやすい一例と言える。

　戦争末期の激戦区となった防ぼう衛えい都市・尽天は、市民の大半を都市規模の大型地下壕ごうへ避難させた。そうして、実に二十年間の長きに渡って市民を冷凍睡眠させたのだ。

　そのため戦後の尽天にいる市民たちは二十年前からほとんど年齢が変わっていない。こうした例は他の都市には無く、冷凍睡眠があってもせいぜい長くて十年前後であり、都市間で時期にも多少のずれがある。

　もちろん基本的には「今」の年齢が基準となるのだが、妙みようなところで世代の食い違いなどがあったりもするため、相手の年齢を額面通りに受け取る者はほとんどいなくなっていた。

「──そういえば生年月日で言うと、私は叶かな葉はさんより一回り年下ということになるのよね」

「そ、そうですね、あはは……」

「もし真まっ当とうに二十年過ごしていたら、あなたや菘すずなさんは三じゅ」

「わー！　わー！　こ、こっちのことはいいですからっ！」

　わたわたしながら遮さえぎると、百も舌ずはくすくす笑いながらひとまず軌き道どう修正した。

「──だから、戦前の技術を肌で知っている人がいないの。特に機械技術ね。資料も機材もある程度残ってはいるけど、技術の引き継ぎが不十分だったから。……戦前の技術者は、亡くなったか行方ゆくえ不ふ明めいになったかがほとんどだし」

　その亡くなったか行方不明になったか、という人物の中に百舌の父もいた。

　彼女の父は未いまだ見つかっていない。戦後間もなくの八洲やしまは混こん迷めいを極め、その只ただ中なかで消息を絶った人間は数え切れないほどいる。

　なので、現在稼か働どうしている自律機械や兵器の類たぐいもあくまで「過去のデータを参考に微調整や機能・装備を追加した」という程度のものでしかなく、いわば焼き直し以上のことができていないという現状にある。

「……だから、尽天の安あん東どうさん達や、それこそ鬼き虫ちゆうの巴ともえさんが参加してくれたことは本当に大きい。でも、私たちが足を引っ張ってるんじゃないかと思って……」

「そ、そんなことないです。あたしは技術とかわかんないですけど、今だって立派に施設が動いてるじゃないですか。ここが無かったら、巴さんだって困ってたに違いないですよ」

　実際、巴は登と坂さかの施設が過去より充実していることを喜んでいるようだった。小さい体で右から左へ動き回り指揮を飛ばす様は往年の姿と変わらず、施設機能をフルに活用している。

　百舌はふっと笑み、気を取り直したように眼鏡めがねをかけ直す。

「……ありがとう。ごめんなさいね、なんだか愚ぐ痴ちみたいになっちゃって」

「と、とんでもないです、こっちが聞いたことですし！　──あ、そうだ」

　ふと気になったことがあり、叶かな葉ははもう一歩踏み込んだことを問う。

「今の職員さんたちが戦後の方なら、百も舌ずさんは皆さんと知り合いだったりするんですか？」

「？　もちろん、そうよ。付き合いの長い同どう僚りようもいるし……帝てい都とって言ったって今は規模も小さいから。大たい抵ていの人のことは知ってるつもり」

「最近新しく入った、っていう職員さんは……？　見慣れない人とか……」

　百舌は叶葉の質問の意図を計りかねながら、律りち儀ぎに記憶を辿たどって答えた。

「最近……となると、いないわね。ここ何年も人手不足に悩まされてるくらいだし……それこそ、菘すずなさんくらいじゃないかしら？」

　むう、と考え込む叶葉。昔からいる者ばかりとなると、新たに職員として潜もぐり込んだ間かん者じやはいないということだろうか。そんな真ま面じ目めくさった顔をいよいよ疑問に思ったか、百舌が心配そうな表情でこちらを覗のぞき込んでくる。

「ねえ、今日はどうしたの？　そっちこそ何か悩みでもあるんじゃないの……？」

「あ！　い、いえなんでもないんです！　ただちょっと気になっただけで！　と、とにかく、いろいろ話していただいてありがとうございますっ」

　これ以上妙みような聞き込みを続けると逆に心配されてしまいそうだ。少し強引ながら話を切り上げると、百舌は訝いぶかしげな視線を向けはしたものの、それ以上の追及はしなかった。

「そう？　それならいいけど……ふぁ」

　と、そこで少し気が抜けたのか、百舌はあくびを出しかけて噛かみ殺した。少しずつ飲んでいた緑茶もすっかり空だ。一息ついたといってもやはり疲労は色濃く残っており、百舌は時計をちらと見て億おつ劫くうそうに立ち上がる。

「──交替まで時間があるから、私は少し仮眠を取るわね。付き合ってくれてありがとう」

　そう言い残して、隣となりのブロックに設もうけられた仮眠室へ向かった。

　一人残された叶葉はぬるくなった緑茶をくぴくぴ飲み干し、独ひとり考え込む。

「…………うーん」

　迂う遠えんな聞き方でうまくいくほど甘くはない。当然ではある。

　有益な情報は得られなかったにせよ、気になることが出来た。思えば自分などは、二十年も眠っていて数か月前にようやく覚かく醒せいしたのだ。色々といっぱいいっぱいだったせいで、眠っていた間の空白について考えた機会はなかった。

　戦前戦中のいなくなった人は、ならば、どこへ行ってしまったのだろうか。

　一口に行方ゆくえ不ふ明めいと言っても色々あるわけで、散り散りに姿を消した人々はそれぞれ別の運命を辿たどったのだろう。死んでしまったとか、怪け我がをして動けないまま療養しているとか、連絡のつかない遠方に取り残されてしまったとか。もしかしたら尽じん天てんのように長期の冷凍睡眠施設を設けた都市が他にもあって、まだ眠っている人もいるのかもしれないが。

「──あっ」

　ふと時計を見たところ、十七時を半分過ぎていた。そろそろ捨すて家やに戻もどらなくてはいけない。

　ここのところ仕事を休むことも多いが、それでもピーク時にはできるだけ顔を出すようにしていた。大体の客入りのピークは、昼間は正午から十三時までの間で、夜は十八時半から二十時の間といったところだ。

　もともと長いこと捨すて三ぞうが単身で回してきた店だが、最近は前と比べて客が多くなっているらしい。単純に従業員が増えたことで回転率が上がったというのが一番の理由だが、中には看かん板ばん娘むすめとなっている叶かな葉はや鴇とき子こを目当てにやってくる男おとこ衆しゆうもいた。

　ここから下した街まちまでは路面電車が通っており、三さん番ばん街がいの駅を降りればすぐ店に着く。頼めば車も出して貰もらえる立場にいる身だが、何度もそうさせるのは申し訳ないし、車では街の中にまで入れないことを考えれば結局は路電の方が早かった。

　叶葉は周囲をきょろきょろ見渡し、誰もいないことを確認してから小こ蜘ぐ蛛もを取り出した。

「あっ、もしもしー。と……えーと、二号さまですか？　あたしですけどー」

『──おばちゃんみたいなかけ方するなっ』

「む。なんですかそれは。……まあいいですけど、そろそろお仕事です。あたしは行きます」

『ええー。わたしも行かなきゃだめか？』

「いえ、あたしだけでも行っとこうかなって。鴇子さまの方がいろいろ危なそうだし、聞き込みとかお願いしときます」

『んー……わかった。それで、そっちはなんかわかったのか？』

　叶葉は先程までの会話を思い出し、

「百も舌ずさんとお話できましたけど、それっぽい手がかりは……。そっちはどうでした？」

『だめだめだ。そのへんのやつ捕つかまえて変な奴やつはどこだって聞いたけど、変な目で見られた』

「……それは聞き方が悪いんじゃあ……」

　とにかく、仕事に出なくては。通信を切り、叶葉は「よしっ」と気き合あいを入れ直した。




　研究所周辺と街区の市場は機械兵の主な巡じゆん回かいルート圏内にあるため、わざわざ別に護ご衛えいを用意する必要はなかった。

　夕方、市場の往来に落陽の朱しゆ色が差し込む。三番街の市場はゆるやかなカーブを描いて西に伸びているので、この時間帯になると夕日をもろに受けるのだ。日ひ陰かげと日向ひなたの深く刻きざまれた路ろ地じを歩き、目的地を目指した。

「……」

　そして今、叶葉は道の途中で立ち尽つくしている。

　捨すて家やは大きな橋の下に寄りかかるように建てられたバラック小屋だ。枯かれた水路がすぐそこにあり、今はほとんど夜のように暗い。その中でぼんやり光る電飾が目印なのだが、その光が届くか届かないかのところに変なのがある。

　変なの、というか、あれは明らかに人だ。

「はっ、──あ！　だだ大丈夫ですかっ!?」

　呆ぼう然ぜんとしていたがすぐ正気に戻もどり、叶かな葉はは慌あわてて駆かけ寄った。絶ぜつ妙みような具合に物もの陰かげに隠かくれており、陰からはみ出した足に気付いたのもほぼ偶然の産物だった。

「……う、うぅ」

　声をかけると、苦しげな呻うめきが返ってきた。どうやら意識はあるようだ。

　うつぶせに倒れる体を起こすと、それが女の子だということに気付く。

　叶葉や鴇とき子こよりも幼いが、広場で遊んでいる子供達よりは少し上のように見える。華きや奢しやな体にそれと気付かなかったのは彼女が体のラインを隠すような装いでいるからで、その身には暗い色のインバネスコートを纏まとっている。

「あの、表通りに出ましょう！　立てなかったらおんぶしますから！　巡じゆん回かいさんに言ったらすぐ近くのお医者様のとこまで連れてってもらえますし！」

　慌てる叶葉の腕の中で、少女の首がくてっと傾く。長い前髪と目ま深ぶかに被かぶった帽子のせいで目が隠れており、表情はよく見えなかった。しかしそれでも顔色が悪いことはわかる。

「……なか……」

「なか？　何の中がどうかしたんですか!?」

　がし。

　いきなり腕を掴つかまれて叶葉は面めん食くらう。少女は息も絶え絶えに、掠かすれた声で訴うつたえた。

「…………おなかすいた」




　なんでも空腹で意識が朦もう朧ろうとしていたところ、捨すて家やから立ち上のぼるうまそうな匂においに惹ひかれてふらふらここまで来たのだという。しかし直前で力ちから尽つき、「そういえば無一文だった」と気付いた時の絶望が決め手となって、そのまま動けなくなっていたとのこと。

　捨家に連れられてきた少女は、見ているこっちが驚く勢いで出された料理を食べ続けた。

　来たばかりでピーク時には早く、店が本格的に賑にぎわい出すにはまだ少しの時間があったのも幸運だった。捨すて三ぞうに事情を説明して厨ちゆう房ぼうに入り、とにかくすぐ出せる料理を自分で作った。

　そこからが驚くところだった。

　少女は一心不乱に皿に向かい続けて、もう大人おとな三人前ほどの量を平らげていたのだ。

　叶葉は割烹かつぽう着ぎと三さん角かつ巾きんを装着して、厨房の捨三を申し訳なさそうに振ふり返る。

「ありがとうございます捨三さん。お代金が無いのにわざわざこんなに……」

「……なに言ってやがんでえ。メシ代はお前の給料から引くんだよ」

「う、……そ、そんな気はしてましたけども……！」

　魚の煮物に塩焼きに肉に豆とう腐ふに芋いもに飯を何杯もと腹に収め、少女はようやっと一息ついた。

「…………はふう」

　食い過ぎて動けなくでもなったのか、椅い子すにちょこんと座ったまま放心状態にある。相変わらず表情は見えないが、どうやら満足したらしい。叶かな葉はが水を注つぎ足してやると、少女は両手でコップを持ってこくこく飲み干した。

「……あの、ありがと」

「いえそんな。──でも、どうしてあんなことに？」

「あのね。あたしね。あんまりねんぴが良くないの」

　喋しやべるのが得意でないのか、たどたどしく言葉を紡つむぐ少女。

「ねんぴ？」

　燃費が良くないとは腹が空きやすいということなのだろうか。菘すずなと鴇とき子こを足しても及ばないほどの健けん啖たん家かであるようだが、この小さな体のどこにそんなエネルギーがあるのだろう。

「疲れやすい、ってことなのかな……。一人で歩いてたんですか？　お名前は？」

「くるす」

　少女──クルスは、腹が膨ふくれて落ち着いたようだ。

　放っておくこともできない。外はどんどん暗くなってくる、夜になる前に帰さなければ。

「クルスさん、ご家族の方はどこかにいらっしゃるんですか？　はぐれちゃったとか……」

　家族。

　その単語に反応して、クルスの表情がほんの少し硬こう直ちよくした。何も考えず言った後で「しまった」と叶葉は思う。

　迂う闊かつだった。家族といったってこの時じ世せい、それがいない子供も珍しくもない。なんといっても自分自身がそうだったではないか。

「あ！　いやなんと言いますか！　えと……！」

　フォローしようにもなんと言い足したものかわからなかった。あたふたする叶葉を訝いぶかしむように首を傾かしげ、クルスは一ひと言ことこう答えた。

「さがしてるの」

「──え？　探さがし……？」

「かぞく。──あたし、おじさんに会いたいの」

　──おじさん？

　つまりこのクルスと名乗る少女は、親しん戚せきを頼ってこの帝てい都とへやって来たのだろうか。

　確かにちょっと考えてみれば、コートに帽子という服装は季節を考えても「ちょっとそこまで」といった風ではない。遠い場所からはるばるやって来たと言った方がしっくりくる。

「けどその前に、やらなきゃいけないことがあるの」

　そちらは独ひとり言ごとのように付け加えられた。

　このごちゃついた帝都で人を探すのは並なみ大たい抵ていのことではない。クルスがその「おじさん」とやらについてどの程度の手掛かりを持っているかにもよるが、たった一人で歩いて探すのは流石さすがに無茶な気がした。

「あのそれだったら、中央の人に聞くっていうのはどうでしょう。名前とかがわかるんなら住民の情報とか出るかもだし、表の機械兵さんに探さがしてもらうっていう手も、」

　ぞくり。

　叶かな葉はは最初、己おのれの背を滑すべり落ちた悪お寒かんの元に気付かなかった。

　クルスがこちらに顔を向けていた。隠かくれた目がどのような色を宿しているのかまではわからないが、その表面をちらりとよぎる得え体たいの知れない敵意の気配は感じ取れた。厚ぼったい前髪がふとした拍ひよう子しで揺ゆれ、辛かろうじてクルスの目の下の隈くまだけが見える。

「あいつらは、きらい」

　ただでさえ抑よく揚ように乏とぼしい舌足らずな物言いが、この時だけ明らかに一段冷たかった。

「……嫌きらい……？」

「あいつらのせい。あいつらのせいで、おじさんは、」

　そこで口を噤つぐむ。豹ひよう変へんというほどの時間もなく、次の一いつ瞬しゆんにはクルスはもうぼんやりとした雰ふん囲い気きに戻もどっていた。スイッチを切り替えるように。

　妙みような沈ちん黙もくがあった。叶葉は取り繕つくろうようにぱっと笑んで、話を続ける。

「じゃあその、やらなきゃいけないこと……っていうのが終わったら、そのおじさまと会うんですよね？　見つけられたら、やっぱり家族で一いつ緒しよに暮らすんですか？　この辺あたりって結構いろいろ建物ありますけど、もしあれならちゃんとしたアパートもありますから、」

「──え」

　紹介しますよ──と言いかけた叶葉だったが、反応は意外なものだった。

　そう聞かれることを予想していなかったのか、彼女はただ言葉を失った。

「……おわった、ら？」

　聞き返されてきょとんとしたのは叶葉の方だ。

「えぁ、はい。だから、おじさんと会えて、やることが終わって。どうします？　ここ以外だとえっと、南の方にも人がいるから住むとこもあると思いますけど……」

「…………わかんない」

「わからない？」

　ついオウム返しにしてしまった。叶葉にしてみれば、それで相手が混乱する理由がよくわからなかった。もしかしたらどこかで食い違いがあるのかもしれない。そう思う叶葉だったが、クルスはそれ以上何も言わずに立ち上がる。

　そうかと思えば影が滑るような不ふ思し議ぎな足取りで出口に向かい、薄いトタンの戸に手をかけていた。空腹で倒れていたさっきまでが嘘うそのようだった。

「……ごちそうさまでした。ありがとう、おねえさん。あたしはもうだいじょうぶだから」

「あ、クルスさん……!?」

　腰こしを浮かす叶かな葉はを待たずに戸が開かれる。吹き込む風は冷たく、もうすっかり夜の匂においがしていた。そのまま足を踏み出すかに見えたクルスだったが、一つだけ思い出して振ふり返る。

「……あのね。おねえさんは、やさしかったから教えてあげる」

　クルスはそうして訥とつ々とつとした口調で、誰にも打ち明けなかった秘密を告つげた。

「すぐにあかるい夜がくるよ。南からくるから。南があかるくなったら、あぶないから、にげたほうがいいよ」

　何の話なのかまったくわからない。あまりにも具体性を欠いた「秘密」の意味を叶葉が呑のみ込むのも待たず、クルスは夢遊病患者のような足取りで外の暗くら闇やみへ姿を消した。
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　叶葉は数秒ほどして我に返り、慌あわてて戸を開けて外にクルスの姿を探さがそうとするが、

「わぷっ!?」

　飛び出しかけたところで、予想とまったく違う汗あせ臭くさい胸板とぶつかった。

「おう？」

「──あれえ、カナちゃんかい？　どしたの？」

　見上げると、見慣れた坊ぼう主ず頭あたまが珍ちん獣じゆうに向けるような目で叶葉を見下ろしていた。その後ろから長髪をゴムで縛しばった男と、バイクのヘルメットを被かぶった男がひょいと顔を出す。いつもの三人組の常連客だ。

「あ、あ？　あれっ？　あの、今そこに女の子がいませんでした？　あたしよりちっちゃくてコート着てて、帽子と前髪で顔が見えない……」

　三人組はそれぞれ顔を見合わせて首を傾かしげた。「何言ってんだこいつ」と顔に書いてある。

「いや見ねえけど。なんだなんだ幽ゆう霊れいでも見たか？」

「そんなんじゃなくてっ！　だってそんな筈はず！」

　坊主頭の脇わきからぴょこっと顔を出して外を見るも、橋の下の暗闇は思いのほか深まっていて遠くを見渡せない。遠くに市場の光があって、ぼちぼち飯を食いに向かってくる労働者の姿がちらほら認められるのみ。そのどこにも「クルス」の姿はない。

　まさか本当に幽霊なわけはない。振り返れば空き食器がまだ卓に置かれているのだ。逡しゆん巡じゆんするも、弱った坊主頭の声に現実に引き戻もどされる。

「──んでよ、そこにいられちゃ俺ら入れねえのよ。もー腹ペコペコなんだけど、カナちゃんまさか入店拒否とか言わねーよな？」

　どやどやと人々の声が近付いてくる。今からがまさに客入りのピークだ。

　叶葉は慌てて店内にとって返し、そこから先はいつもの目が回るような仕事だ。もはや細かいことを考えている暇ひまはなく、厨ちゆう房ぼうと店内をたかたか走り回る時間が続いた。

　そんな中でも、特にクルスの言った抽象的な「秘密」が気になる。

　──明るい夜が来るとは、どういうことなのだろう。
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「あ、ん、の、ポンコツめ……っ！」

　暗がりの拠きよ点てん、少年は呆あきれと苛いら立だちが混じった表情で床をどんどん踏み鳴らしていた。

『日ひ足あしか。経過を報告しろ』

　ふと専用の回線を通して、通信機から声が飛び込む。少年は軋きしむ椅い子すに小さな背を預け、腕と足を組んだ。見てくれは幼いが、態度だけが不釣り合いに大きい。

「隊長ぉ～、やっぱあいつダメなんじゃないのぉ？　うんざりするほど寄り道してんだぜ？」

　告つげ口めいた口調で「隊長」に応じ、それと同時に彼女のトレースデータを送信。自らの脚で下見に出た彼女の足跡はなるほど確かにぐちゃぐちゃな無む軌き道どうであり、表から裏から街や周辺の廃はい墟きよなどをほぼ網もう羅らしている。

　確かにこれでは腹も減へろうというものだが、それを差し引いても「燃費が悪い」というのはまったくその通りと言わざるを得ない。本来食事によるエネルギーの摂せつ取しゆを必要としないにも関わらずこれだ。結果的に一般市民に助けて貰もらったという格かつ好こうのつかなさが、少年はとにかく気に入らなかった。

『いや、問題は無い。この分ならば細かい地形は頭に入っていよう。後は奴やつ次第だ』

「でもさー、いくらなんでもキンチョー感ってもんが無いっしょ？　あいつボクが忠告してやんないとすぐテキトーなことすんだ、やっぱボクが行っといた方がさぁ、」

　ふてぶてしい態度で訴うつたえかけた時、背後から足音が聞こえた。反射的にぴくりと肩が跳はね、そうなった自分とそうさせた相手に急に腹が立った。

「──何の話だい？」

　む、としかめっ面つらのまま声の方を振ふり返る。こいつは嫌きらいだ。気配が無い。

　背後の闇やみには一人の男が立ち、曖あい昧まいな表情のままこちらを見み据すえていた。ぼんやりしているくせに目付きだけやけにはっきりとしていて、その眼光には何か異様な透とう明めい感を湛たたえている。

「なんだ朧おぼろかよ。ボクより番号が後のくせにエラそーなツラすんなよな」

「ん──そういうつもりはないんだが」

　会話だけを見るならば、この三人が何者であるのか想像がつく者はいるまい。

　それぞれが持つ名は人のそれではなく、自律機動兵器としての識別名である。

　通信の向こうの「隊長」とは、虎杖いたどり。

　少年の名は日ひ足あし。

　そして三人目の男の名は、朧という。

『《三号》の件だ。──今のところ問題は無い。お前達が出る必要もない』

「ああ、あの女の子が……。出かけてたのか。知らなかったよ」

「オマエももっとしゃんとしろよな！　あいつみたいなのが何人もいたら困るんだよ！　つかあのバカときたら一般人の女と慣れ合ってんだぜ!?　ほんと呆あきれるよ！」

　吐はき捨てたかと思えば、体力を持て余すように椅い子すの上で足をばたばた上下させる日足。先の戦闘の興奮も冷めやらぬ様子で、隙すきあらば表に出ようとする。

　その「一般人の女」が誰であるのか日足は知らない。街のど真ん中までこちらの監かん視しの目を走らせることもできなかったし、一般人をいちいち気にかけている暇ひまもない。

『いいさ』

　ともあれ憤いきどおる日足を、落ち着き払った虎杖が制す。

『あれは優しい子だ。それだけに情が激しい。──故ゆえに敵への容よう赦しやはせん、一片たりとな』

　ふん、と鼻を鳴らす。

　あいつはあいつで仕事をするなら別にそれでいい。虎杖が言う通り、彼女は情が深いが故に一度敵と認めた者へは過か剰じようなまでの憎悪を燃やす精神性の持ち主だ。その激しさは既すでに隊の誰しもが知るところであり、だからこそ「三号」の称号を得た。

　日足はむすっとした面つらのまま押し黙り、今はただ報告を待つことにした。




　流石さすがに気付かれたようだ。

　真っ暗な廃はい道どうの真ん中にぽつんと立ち、少女──久く留る守すは周囲にセンサーを走らせた。

　機械兵が五体、既すでにこちらを包囲している。この頭数で制圧するつもりらしい。

「……」

　久く留る守すは、無言。こちらは通信や索さく敵てきの類たぐいを徹底的に隠いん蔽ぺいし、内部出力を極限まで抑おさえればほとんど人間と変わらない反応を偽ぎ装そうできる。これは鬼き虫ちゆうの本体やその模も倣ほうの人型なればこそ可能な芸当であり、事を構えず人ごみに紛まぎれればまず見つかることは無い。

　と聞いたのだが、あてが外はずれたようだ。

　何かの手が入って索敵性能が上がっているのだろうかとも思ったが、量産型にこちらのステルスを看かん破ぱできるわけはない。自分が出会った誰かに糸がついていたのかもしれない。

　いや、今はそんなことが問題なのではない。

『投降セヨ』

　短い勧かん告こくが飛んでくる。とっくにこちらを人間と思っていないようで、音声ではなく通信によるコンタクトを図ったことがその証しよう左さだ。中距離から五つの小しよう銃じゆうがこちらをポイントしている。両手両足と、頭。

　久留守の体がにわかに震ふるえ出した。例えばこの光景を何も知らない者が目もく撃げきしたとしたら、機械兵が怯おびえる女の子を取り囲む異常な光景に見えることだろう。

「──たし、は」

　だがその認識には二つの誤りがある。

　まず一つ。久留守の震えは、間違っても恐怖から来るものではないということ。

「あたしは、おまえたちが、きらいだ」

　敵意を抑おさえられない。震ふるえる喉のどから声が漏もれ、彼女の周囲の空気が異様な熱を帯びる。

　インバネスの裾すそが浮きあがり、久留守の前髪もまたそれに応じてざわめく。

　その奥の瞳ひとみは、宵よいの空のような藍あい色。

「燃えて、死んじゃえ」

　そしてもう一つ。制圧されようとしているのは、久留守の側ではないということ。




　夜の底、その一部が一いつ瞬しゆんだけ明るみ、すぐに消えた。




　久留守は何事も無かったように歩を進め、そこに転がる敵だったものをちらと見下ろす。

　五体の機械兵は、その装備ごと黒くろ焦こげの姿すがたで横たわっている。

　空を見た。座ざ標ひようは帝てい都とより更さらに南。風向きよし。進路上の対象物も、自分にとってはさしたる問題にもならない。木の葉のように小さな手を開き、両手の間の空間をじっと見る。

　そこに、火か炎えんが燃えた。

　いつの間にか背後に巨大な影があった。影は生物的な輪りん郭かくを持ち、光あるところで見ればそれが一匹の甲こう虫ちゆうを模もした機械であることがわかるだろう。

　久く留る守すの任務は、登と坂さか研究所の爆ばく撃げきである。

　それが可能なのは、他ならぬ《蜈蚣むかで》が覚かく醒せいしていない今をおいて他に無い。拠きよ点てん施設を潰つぶし、可能ならば街をも破は壊かいする。

「……いこうか、《蛍ホタル》」

　ぼそりと呟つぶやく。ぶっきらぼうでたどたどしい言葉の奥には、敵意の熱があった。






　　　弐　─　因縁







　最初に異変に気付いたのは九く曜ようだった。

　鋭えい敏びん化した知覚の端はしに「何か」が引っかかった。本来ならば索さく敵てき範囲外の遥はるか向こうにあるその何かが、虫の知らせのように電脳を叩たたく。

「眼帯は完成しているか？」

「え？　ああ、一応形になったくらいだけ……って、ちょっと!?」

　何の脈みやく絡らくもなく立ち上がり、形になったという眼帯を作業台から掴つかみ取って強引に装そう着ちやく。内部の補助チップと脳をリンクし、右側の視界を確保して演算能力を拡張した。安あん東どうが用意した急造のそれとは感覚が違ったが、正規部品での改良により性能は格段に上がっている。

　菘すずなの呼び止める声も聞かずドックを飛び出て、まず中央の管かん制せい室に通信を取ろうとしたところ、通路の反対側から飛び出してきた剣けん菱びしと鉢はち合わせる。

「剣菱も気付いたか。……何者かの妨ぼう害がい工作であろう」

「ああ、しかし工作というにはちと気配が剣けん呑のんすぎるぜ。どう考えても狙ねらいはこっちだ、襲しゆう撃げきだよ。──手の空いてる俺が出る。お前はどうする？」

「下した街まちに叶かな葉はがいる。最優先で彼女の安否を確認に向かう」

「あいよ。先に行くぜ」

　言って、剣けん菱びしは足早に鬼き虫ちゆうのあるドックへ駈かけ込んでいった。

　気配を確信に変えたのは巴ともえのセンサーだ。

　一時間の停止時間に入っていた小さな体がぴくりと震ふるえ、一秒足らずで再起動。自身を守る巣のように展開していたワイヤーを収納。まずすぐ傍そばにある蜈蚣むかでと蛾がの無事を確認し、六時の方角に生まれたそれを探たん知ちした。

　ゆっくり立ち上がり、冷然と呟つぶやく。

「──やーねほんと。せっかちだこと」

　中央及び登と坂さかに非常時警けい報ほうが鳴り響いたのは、三人が動き出した数分後のことだった。




　　　　[image: ]




　五体の機械兵の反応が途と絶ぜつ、直後に六時の方角で巨大な熱源反応が発生した。

　明確な敵対行動であり、相手方に誰何すいかの質問信号を飛ばす必要すらなかった。センサー網もうが薄い位置を的確に突つかれた。

　可か児には管かん制せい室に飛び込み、管制官の肩越しにレーダーを睨にらんだ。突然の非常事態であり態勢を整える暇ひまも与えられなかったが、それでも機数と座ざ標ひようは正確に掴つかんでいた。

「数は!?　……一機!?　本当にそれだけか!?」

「はい、ですが出力が大きすぎます。あれは……」

　管制官は冷や汗も拭ぬぐわぬままそう返し、言葉を詰つまらせる。

　異常な光景が南では展開されていた。凄すさまじいまでのエネルギー源が急速に上昇し、空から迫る。狙ねらいは中央でなく登坂だ。

『甲こう虫ちゆうね。それも間違いなく例の特機だわ』

　突とつ如じよ、その登坂から巴の通信が割り込んでくる。

「弐に番式か、そちらはどうなっている？　迎げい撃げきに出せる兵はいるか？」

『剣けん菱びしくんと菊きく丸まるちゃんが出たとこ。蜘く蛛もは解かい析せきに回してるから無理。外側にあった防ぼう衛えい設備はもう動いてるのよね？』

「ああ、機関砲ほうに火が入った。近きん隣りんの歩兵も向かわせている。しかしあれは──」

　映像が出た。帝てい都と周辺の自動防衛システムへリンクが繋つながり、カメラの視点がそのまま管制室に入る。可児はその様を目の当たりにし、驚きよう愕がくした。

「──あれは一体、何が起こっている……!?」




　街中のスピーカーが非常事態を叫ぶ中、九く曜ようは人々に押し流されるように捨すて家やから飛び出す叶かな葉はの姿を認めた。

「叶葉！」

「あっ……九曜!?」

　三さん角かつ巾きんと割烹かつぽう着ぎのままの叶葉が、九曜に気付いて目をまん丸に見開く。すぐさま駆かけ寄り何事もないことを確認して、ひとまず九曜は安あん堵どした。同じく出てきた坊ぼう主ず頭あたまは食いかけの焼きうどんの皿をまだ持っており、眼を白黒させて九曜を見た。

「むぐっ!?　もぁにがまっふぁらごふぉふぉ!?」

「呑のむがよい」

　呑み込んだ。

「な、な、なんだありゃ何があったんだ一体よぉ!?」

「説明できぬ。貴き兄けいらもまず自身の安全を確保することだ」

　空が見える場所まで出れば、誰もがそう思うことだろう。

　南の空が、朱しゆの激しい光に照らされ強きよう烈れつに明るんでいる。

　この位置から光源は見えないが、九曜にはあれが敵だとわかる。剣けん菱びしはもう出しゆつ撃げきした筈はずだ、自分も早く行かなくては──そう思うのと同時に、遠えん雷らいのような砲ほう声せいが届く。帝てい都と外周に取り付けられた自動固定砲座が火を噴ふいた。

　九曜はちらと建物の上に立つ機械兵らを一いち瞥べつし、叶葉と向き合った。

「最も寄よりの避難所で待っていろ。あの機械兵が先導する。人の流れに乗れば問題は無い筈だ」

「は、はい……！　あの、九曜！」

　駆け出そうとする九曜だったが、何か言いたげな叶葉の様子に気付いて振ふり返った。

「──明るい夜が来る、って、言われたんです。夕方に女の子がいて、その子が……！」

　──女の子だと？

　まさか、と彼女は思っているのだろう。九曜もそう思った。九曜や剣菱や巴ともえがそうであるように、彼らの外見は人間と同じでほとんど見分けもつかない。加えて、外見の年齢など何の物差しにもならない。

「……会ったのか!?」

　勢い込んで叶葉の肩を掴つかむと、叶葉は少し迷ってはっきり頷うなずいた。

　また、砲声。激しさを増している。もたもたしてはいられなかった。

「後で詳しよう細さいを。まずは奴やつを迎げい撃げきに向かう……！」

　九曜は叶葉から離れ、人ごみのど真ん中で構わず跳ちよう躍やくした。「うわぁっ!?」と近くの市民が驚きの声を上げる。見下ろすと、こちらを見送る叶葉と、呆ぼう然ぜんとする坊主頭ら三人組、それに腕組みしたままいつものしかめっ面つらでこちらを見上げる捨すて三ぞうの姿があった。

『彼女らを頼む。小しよう生せいは現地へ向かう！』

　機械兵へ短く通信を飛ばし、彼らの了解を確認してビル壁を蹴ける九く曜よう。そのまま屋上へ躍おどり出て、一いつ散さんに南へと向かった。




　敵の航行速度は決して速くなかったが、その破は壊かい力はこちらの予想を超えていた。

　爆発。

　敵の攻こう撃げきがビルの屋上で弾はじけ、そこにあった固定機き銃じゆうが一いつ瞬しゆんで溶解し破壊される。急行する九曜にまで熱風が届き、その頬ほおをぬるりと撫なでた。強きよう烈れつな光がある以上敵の位置は丸わかりだが、相手はそれすら意に介していないように侵しん攻こうを続ける。

「あれは……!!」

　そして九曜は見た。

　にわかには信じられないものだった。

　光源とは、炎ほのおだ。

　帝てい都と南に広がる廃はい墟きよの上空に、巨大な炎の塊かたまりが浮いている。轟ごう々ごうと渦巻く火か炎えんが夜空を明るく照らし、小さな太陽のように燃えている。そこから撃うち下ろす火球で、機銃や迎撃に出る機械兵を周辺の廃墟ごと焼き尽つくしていた。

　炎の中には、飛行する一匹の甲こう虫ちゆうがいた。

　常識を逸いつ脱だつした光景であり、信じられないと言えば誰もがそうに違いない。しかしそれを見て九曜に去来した驚きは、ああした様を知っていればこそのものだった。

『──まったく信じられんぜ』

　剣けん菱びしの声。直後に蟷螂かまきりが着地、九曜の傍そばに立つ。

『……やはり、そうか？』

『ああ、ありゃ《火焔操作フロギストン》だ。しかもべらぼうに出力が高い』

　火焔操作フロギストンは、紛まぎれもなく伍ご番式の万まん字じの技ではないか。

　敵の火力は、敵の通過点に残された惨さん状じようを見下ろせば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。煙を上げる廃墟が真っ黒なのは夜の闇やみのせいではなく、剥むき出しになった鉄骨がどろどろに溶解し、爆撃を受けた防ぼう衛えい機構はもはや原型を留とどめていない。

　ふと、更さらに巨漢が着地した。

　菊きく丸まるは固定機銃をもぎ取ってそのまま使用しており、大きな体に比してもなお長大な砲ほう身しんを構えている。敵の火力は凄すさまじく、彼の外がい套とうや装そう甲こう表面も多少ながら焦こげてしまっていた。

『直撃されるなよ。あいつと比べて狙ねらいはずいぶん甘ぇが、奴やつこさんどこがどうなろうがお構いなしだ。そっちの菊きく丸まるの兄さんも、まともに受けたらタダじゃ済まんぜ』

　蟷螂の背部装そう甲こうが展開し、無数の刃がぞろりと覗のぞく。

　一度のまばたきをする間に蟷螂が消え、その機体が翻ひるがえる。

　投とう擲てきされた振しん動どう刃じんが空を裂さき、横よこ薙なぎに敵を狙ねらった。敵はぐるんと進行方向を変え、空中で大魚のごとくターン。ぎりぎりで投とう擲てきを回避し、眩まばゆい炎ほのおの軌き跡せきを引いて更さらに高度を上げた。

　蟷螂かまきりの跳ちよう躍やくは本気になれば上空へと達し、航空機を切り裂さくことも可能だ。しかし目標があれだけ高温の炎を纏まとい、しかもそれを見境なしにばら撒まくとあれば、装そう甲こうの薄い蟷螂が迂う闊かつに飛び込むこともできなかった。結果、進行を食い止めてはいるものの、撃げき退たいの決定的な一打にはならない。

『小しよう生せいは左から仕し掛かける。右は頼む！』

　菊きく丸まるが頷うなずくのを確認し、九く曜ようは加速。高度差を計算しながらビルからビルへ飛び移る。

　ばち、と左腕が甲かん高だかい音を立て、電でん磁じニードルランチャーが展開。長い加速針を装そう填てんする。

「届くか……!?」

　光と熱が強すぎて、光学照しよう準じゆんも熱源探たん知ちもまるで役に立たない。九曜は高速で推すい移いする視界の中、上空の激しい炎にランチャーを向けた。視覚センサーの採光量を絞しぼれば炎の先端に生物的な陰かげがあるのが確認された。

　眼帯の演算補助で照準を補正し、その陰目掛けて迷わず射しや出しゆつ。炎の光の中で電磁の閃ひらめきがちらつき、極小の射出音は四方から轟とどろく砲ほう声せいにかき消された。

　炎が、更に眩く輝いた。

　剣けん菱びしの投擲の時とは違い、さしたる回避行動も見せなかった。球状に渦巻いていた火か炎えんは照準を受けて一気に広がり、地上からの砲撃へのお返しのように拡散。それぞれが火球となって降り注ぎ、地上で炸さく裂れつして燃え盛った。

　九曜の近くにも着弾した。すぐさま真横に跳躍し、至し近きん弾だんをやり過ごす。降りかかる火の粉を外がい套とうで払い、歯は噛がみする。

「回避すらせぬか……！　まさか──」

『弾たまが溶かされてやがる。機き銃じゆうごときじゃ豆まめ鉄でつ砲ぽうだってか、ったく冗談じゃねーなこりゃ』

　そしてあれほどの相手を前にすれば、九曜の加速針もやはり豆鉄砲の部類であろう。

　九曜は腰こしの紫し電でんの柄つかに手をかけ、次の一手に迷う。

　かつての戦いで、九曜は不可解な「光の斬ざん撃げき」を放ったのだという。

　ほんの一いつ瞬しゆんのことであり、目撃者は剣菱と兜カブトの使い手のみ。しかしその出力は凄すさまじく、薙なぎ払われた光は雲さえ消し飛ばしたという。だが、それが何であるのか九曜自身でさえ掴つかめていなかった。電磁制御エレキテルの発展か、完全に無意識で放った斬撃を再現できたことは今に至るまで一度もない。

　──今、それを使えるか？

「くっ！　進路は登と坂さかか……!!」

　逡しゆん巡じゆんを突つくように火球が降り注ぐ。九曜は辛かろうじて直撃を避け、呻うめいた。

　空が、これほどまでも遠いとは。




　こんなタイミングでこれほど直接的な襲しゆう撃げきに出られたのは流石さすがに予想外だ。

　巴ともえは騒然とするドックの中にあって一人考える。狙ねらいがここだということは、ここに鬼き虫ちゆうを格かく納のうしているという情ネ報タまで割れていると考えた方がいい。受け取った情報を蜘く蛛もが高速で解かい析せきし、あれが火焔操作フロギストンと全く同じであることと敵が甲こう虫ちゆうの特機に間違いないこと、そして機体の姿を確認した。あれは、さしずめ《蛍ホタル》といったところか。

　そしてその機能は、まず間違いなく《蛾が》の模も倣ほうだ。

　だとすれば分ぶが悪いのはこちらだ。蟷螂かまきりは地上戦に特化した白はく兵へい戦せん機きである以上、対空迎げい撃げき能力では劣おとる。こういう時に欲しい機体は今──

「とと、巴さん!?　蜈蚣むかでってまだ動かないの!?」

　泡あわを食って菘すずなが飛び込んできた。作業を手伝う彼女も、蜈蚣の特性は知っている。彼が今なお眠り続けていることも。

「ざーんねん。まだおねむよ」

「でもあれやばいって！　どんどん近付いてくるよ!?」

「起きてもないのに無理やり出しちゃえって言いたいの？　菘ちゃんってば大だい胆たんなこと言うのねぇ。しくじったらまとめてお陀だ仏ぶつなのよ？」

「そ、そういうわけじゃないけど……っ！」

　戦況を分析する思考と現状を俯ふ瞰かんする思考が絡からまり合い、小さな頭の中で回転する。

　悪あく魔まのような賭かけの思い付きがあった。

　実際のところ菘も同じような結論に行きついたのかもしれない。発想としては「とんでもない」の部類だが、これを逃のがせば好機がないことも間違いない。

　今の井い筒づつは、何かを間違えているか、何かが足りないかのどちらかで覚かく醒せいしない。間違えようはない。だとすれば足りないものがあると考える方が自然で、では何が足りないのかというとどうにも思い付かなかった。

　今の今までは。

　巴は菘の言げんを受け、口の両りよう端はしを吊つり上げてにんまり笑う。

「──でも実は、アタシもおんなじこと考えてたのよねん」

　どうせなら、この状況を利用してやる。




　──何!?

　最初、九く曜ようは巴が何を言っているのかわかりかねた。

　登と坂さかから味方全機に飛ばされた通達がある。戦線を下げ、ある物体の護ご衛えいをしろと。

『……マジかよ。ちと大胆すぎやしねえか？』

　着地した蟷螂の中で、剣けん菱びしが呆あきれたように呟つぶやく。意図を図りかねた菊きく丸まるが九曜をちらと一いち瞥べつするも、九曜にも答えようがない。

　ある物体とは、井い筒づつごと取り込んだ蜈蚣むかでの、繭まゆだ。

『説明を要求する！　井筒はまだ覚かく醒せいしていないのではなかったのか!?』

　質問を飛ばすも、答えは返ってこなかった。もう出撃に取りかかっているのだろうか。

　帝てい都との地下には「裏うら線せん」と呼ばれる秘ひ匿とくされた地下道があり、主に物資の輸送や非常用の連絡通路として使用されている。登と坂さかも当然この裏線のルート上にあり、現在は中央管理局との直通列車が復旧を受けて通っている。

　そんな中で、兵器の出しゆつ撃げき経けい路ろというものも無む論ろんある。

　地下から帝都外周の各区域に通った経路は全部で二十七。うち一つが今の戦域に近く、そこから蜈蚣の繭が高速で運うん搬ぱんされるという。

『ま、やるか。俺が囮おとりになるからお前らは行け』

『いいのか？』

『どの道このままじゃジリ貧ひんだ。向こうに考えがあるんなら乗るしかねえさ』

　剣けん菱びしの言うことは正しい。決定打を与えられない以上、押し切られるのは時間の問題だ。

　蟷螂かまきりのみが飛び出し、九く曜ようや菊きく丸まる、生き残った機械兵は指定されたポイントへ後退した。上空からそれを確認した敵の機動に初めて警けい戒かいの気配が見える。




　特機三号丸《蛍ホタル》に抱かれ、久く留る守すは敵の得え体たいの知れない動きを確認した。

　何かを企たくらんでいるのか、あるいは撤てつ退たいしたのか。いやそんなことはどうでもいい。遥はるか眼下の地表にへばりつくあいつら如ごときに何ができよう。敵であろうとなんであろうと、攻撃目標は何もかも燃やすだけだ。

　そうだ、燃やし尽つくすのだ。何の区別も要らない。

　そんな中で一機だけ、視認と照しよう準じゆんすら難しいほどの高速で駆かけ回る奴やつがいた。

　蟷螂の男。

　鬼き虫ちゆうの一人だ。

　久留守の顔が、深く苛か烈れつな憎ぞう悪おに歪ゆがむ。下した街まちであの「やさしい人」に見せた静かな無表情などからは想像もつかない、攻撃的に歯を剥むいた怒りの貌かおだ。

『──ろす』

　あいつが目め障ざわりで仕方ない。何度撃うっても掠かすりもしないし、飛べもしないくせに的確にこっちを邪じや魔ましてくる。振しん動どう刃じんの投とう擲てきは避けているものの、あれが直撃すれば多分蛍もただでは済まない。それがどうしようもなく気に入らない。

　そして何より、あいつらがいたから──

『殺す、殺す、殺す殺す殺す、ぜったいに殺してやる……ッ!!』

　零こぼれ落ちそうなほど見開かれた藍あいの眼めには、狂気に近い怒りが燃えていた。苛烈な感情が電脳でスパークし、パルスとなって虫の副脳に伝でん播ぱ、炎ほのおを一層猛たけり狂わせた。

《火焔制御フロギストン・改かい》、最大展開。視界に入る全てを焼き尽つくさんと、蛍ホタルの機体が翻ひるがえった。




　出しゆつ撃げき経けい路ろのゲートが弾はじけ飛ぶように開き、カタパルトに乗った輸送ポッドが飛び出す。

　その中から、「四」と記された繭まゆが顔を出した。

『格かく納のう漕そう展開。蜈蚣むかでを出して。武装はちゃんとあるわね？』

　指示を進め、遠隔操作で繭に干かん渉しようする巴ともえ。その様を見守りながら、九く曜ようは再び質問する。

『一体どういうつもりだ、巴。それとも井い筒づつは目覚めたのか!?』

『んーん。この期ごに及んでまーだ。だからもうこれしかないかなって』

『これしか……!?』

　重厚な鉄のこすれ合う音。繭が開いたのだ。

　巨大な虫が、夜の外気に触れた。

　九曜と比べて見ると、そのサイズ差は馬鹿馬鹿しいほどの開きがある。人型の中では最大級の巨漢である菊きく丸まるでさえも人形のように見える。

　無数の関節と無数の肢あし。赤しやく銅どう色の重厚な装そう甲こう。蜂はちや蜻蛉とんぼ、蜘く蛛もや蟷螂かまきりよりも遥はるかに巨大な、先日対たい峙じした甲こう虫ちゆう式の兜カブトすらも明らかに上回る長大な虫がいる。九曜はその姿すがたに懐なつかしささえ覚えた。修復自体は完了しており、機体から全ての傷が消えていた。

　だが蜈蚣は、今は巨岩のように黙もくして動かない。

『叩たたき起こすのよ。足りないのは外的刺激だってこと。このまま悠ゆう長ちようにカレが起きるのを待ってるヒマなんてないの。つまりこれは、まあ、賭かけね』

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　呆ぼう然ぜんとする九曜の背を、菊丸がばしんと叩いた。それで我に返り、九曜は空を見上げる。空中で火球が劇的な反応を見せたのだ。そうして進路を明らかに変え、斜め下に突とつ撃げき。

　分離した火球が見える──来る。

　無数の熱源反応を感知した数秒後、周辺で幾つもの火か炎えんが弾けた。夜の地上が嘘うそのように明るみ、朱しゆの光が熱と共に一帯を強きよう烈れつに照らす。

「ちぃ……っ！」

　だが、直撃弾だんはまだ来ない。狙ねらいが甘いというのは確かにその通りで、地上の奥まった場所を的確に爆撃する精度を敵は持たないようだった。だが当たるのも時間の問題だ。一帯が焼かれ、あっという間に戦場の真まっ只ただ中なかの如ごとき惨さん状じようを作り上げる。

　敵は撃うつ度たびに照しよう準じゆんを補正して、更さらに巨大な火球をチャージしているようだ。退避か対応か、九曜の頭に二に択たくが浮かぶ。

『……今！』

　待っていたかのように短く巴が叫ぶ。起動コマンドが叩き込まれたのだ。




　蟷螂かまきりを狙ねらっていた久く留る守すは、地上に「何か」がいることを察知。そちらを確認し瞠どう目もくした。

　蜈蚣むかで。

『──蛍ホタル!!』

　目を剥むき、久留守は叫んだ。

　奴やつこそ蛾がと並び立つ最大の鬼き虫ちゆう。それがどのような機能を持っているのか知らぬ久留守ではなく、だからこそ優先順位を一いつ瞬しゆんで切り替えた。

　熱源反応が無いことを見るに、蜈蚣はまだ覚かく醒せいしていないらしい。始末するとしたら今しかない。蛍は蟷螂を振ふり切って上昇し、そちらへ急降下。憎ぞう悪おから来る戦意が脳を埋め尽つくし、目の前の標的を消し炭にすることしか考えられなくなる。

『死、ね……ッ!!』

　久留守が搾しぼり出すように叫び、

　九く曜ようが一か八かで構え、

　剣けん菱びしが走り、

　巴ともえが壮そう絶ぜつな笑みを浮かべ、




　凄すさまじいまでの大だい轟ごう音おんと砲ほう火かが、地上で炸さく裂れつした。




　いつの間にそれが展開されていたのか。蛍に釘くぎ付づけになっていた一同にはわからず、大気を砕くだいて地面を揺ゆるがす火砲は近距離にいた九曜らのバランスすら崩くずした。

　振ふり返る時には終わっていた。屹きつ立りつする砲身は雄お々おしく天を衝つき、闇やみを呑のみ込む砲口から煙を吐はき出している。がちん、と思い出したように動き、馬鹿げた口径の薬やつ莢きようを吐き出した。

　砲は、蜈蚣から伸びていた。九曜は驚きよう愕がくのままに呟つぶやく。

「展開式、四十五糎センチ加農カノン砲……ッ!!」

　爆ばく撃げきが止んでいる。火炎はもう撃うち下ろされることなく、上空の蛍は宙をのた打ち回るように乱舞している。

『あ、あああッ──』

　誰かが叫んでいる。聞いたことのない声。それが蛍の使い手であることを九曜は直感する。

　直撃、ではない。辛かろうじてそれは避けたらしい。

　しかし放たれた加農カノン砲は蛍の火か炎えんをもぶち抜き、その機体を派手に抉えぐって遥はるか後方の夜空に消えていた。もはや火炎は展開されておらず、悶もだえ苦しむ蛍から吹き出ているのは鮮血にも似て見える火花だ。

『ああああああぁぁああぁぁぁぁああああああぁぁあああああああッ!!』

　絶叫が轟とどろく。恐ろしいほどの怨えん嗟さが込められた声だ。

　ぞっとするのは、それが幼い少女の声だったということだ。

　蜈蚣むかではその一発を最後に動かない。ほんの僅わずかに光を放った複眼は今一度闇やみに沈み、中の井い筒づつはうんともすんとも言わない。

　蛍ホタルは追つい撃げきしなかった。できなかったのだろう。そのままぐるりと方向転換し、最大速度で飛び去っていく。ビルの上に立つ蟷螂かまきりが刃を構え、油断なく見上げた。

『俺が追う』

『いいわ、ほっといて』

　意外なことに、巴ともえはあっさり蛍の追撃を放ほう棄きする。

『──？　何な故ぜだ？』

　九く曜ようはそれを疑問に思った。今が好機だ。このまま飛び去る蛍を追って奴やつを捕ほ獲かくし、捕虜りよとするのが最善手ではないのか。

　それに応じ、全く同じタイミングで二つに分かれた巴の声が届く。

『敵さん、ぐんぐん上昇してる。深追いしても振ふり切られるのが関の山だわ。下へ手たに刺激するより態勢を整えることに専念しましょ』

『あのコはぐるっと回って北に飛んでる。甲こう虫ちゆうが帰る場所ってことはそんだけ大きい基地ってことよ。──帰る場所があるんなら、今はそこにきっちりお帰り願いましょ』

　前者は皆にも聞こえる通常の通信、後者は電波に迷めい彩さいを施ほどこした鬼き虫ちゆうへだけの暗号通信。

　つまり、こうだ。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいはこれまで放ほう棄きされていた基地や地下施設を使い、甲虫の製造や整備を続けていたものと思われる。とはいえ、それだけでは無理がある。特機のようなワンオフの機体を製造・整備するとすれば、やはり腰こしを据すえた設備がどうしても必要になるわけで、その為ための主要なアジトが必ずどこかにある筈はずだ。

　そしてそこには、蜻蛉とんぼや蜂はちがある可能性が高い。

　今無理にでも蛍を追撃すれば、確かに捕獲することは可能かもしれない。その上で本体を尋じん問もんにかけるなりして基地の位置を直接聞き出したとしよう。その場合、「中央が場所を知った」ということが件くだんの内通者の口から洩もれる危険がある。

　多少の回り道をしても、最優先されるべきは鬼虫だ。その奪だつ還かんのためには何としてもこちらが先手を打たねばならない。

　気付いていることに気付かれてはいけない。今、あの甲虫は泳がせるべきだと。

　九曜は秘ひ匿とく通信で問い返す。

『──しかし、手はあるのか？』

『天テン道トウにくっつけた発信器はまだ生きてる。反応が消えたのは遠すぎたから。──このアタシが手ずから作った発信器よ？　兵器の装そう甲こうの裏にくっつけたら豆まめ粒つぶみたいなもんだし、徹底的に反応も信号も迷彩してるから数日じゃ気付かれないわ。それに、今は……』

　生き残った機械兵は、魅み入いられたように蜈蚣を見上げている。菊きく丸まるは気き遣づかうように九曜と蜈蚣を見比べていた。九く曜ようは蜈蚣むかでに飛び乗り、頭部直下の本体格かく納のう部分にアクセスした。問題なく受理され、蜈蚣の背部が静かに開く。

「──井い筒づつ？」

　慎重に語りかける。答えは帰ってこないが、九曜は確かに見た。

　彼の眼めが、薄く開いているのを。
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　──何だ？




　覚かく醒せいした井筒が最初に感じたのは、違和感だった。

　何もかもがわからない。どこかで決定的な何かが断絶しているという感覚が、傷きず痕あとのようにくっきりと残っている。意識がぼやけて焦しよう点てんが定まらない。

　無意識で危険を察さつ知ちし、何かを砲ほう撃げきした気がする。

　戦場の気配と確かな敵意が脳を叩たたき、自己防ぼう衛えいの本能によって動いた──気がする。

　わからない。今は、何も。
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　撃うち抜かれて剥はがれ落ちた蛍ホタルのパーツを取得し、撃げき破はされた機械兵や機銃の残ざん骸がいも回収。帝てい都と周辺に別の敵反応が一つもないことまで確認。そうしてやっと警けい戒かい態勢を解き、九曜らは登と坂さか研にひとまず帰投した。

　それから。

　闇やみに乗じて誰にも見られず、帝都を一機の機械兵が発たった。徹底的に単機での走行速度と索さく敵てき・ステルス性能を強化した特注であり、これらの性能では通常型を圧倒する。また電脳も直接カスタマイズしている為ため、演算能力や判断力の面でも特別製だ。

　これは、巴ともえが自身の手で改良を施ほどこした斥せつ候こうである。彼女はこれを造っていたことも、北へ飛んだ蛍を追わせたことも、誰にも知らせていない。




　蛍の残骸を蜘く蛛もに検分させながら、巴は切り出す。

「確かに女の子の声だったわね。──ほんとなの？　叶かな葉はちゃんがそのコに会ったっての」

「はい、多分……ですけど。でも女の子の声だったっていうなら……」

『こちらで最初に撃破された五体の機械兵の視覚情報を受信している。暗視映像で少し乱れているが、確かに本体は小柄だった。なるほど女児と言えばしっくり来るな』

　通信機の向こうから可か児にの声が補足する。であるなら、あの少女で間違いはあるまい。

　叶かな葉はは今からほんの数時間前に、蛍ホタルの本体の久く留る守すという少女に出会った。

　見た目は巴ともえとそう変わらぬほどの、厚着した少女。目ま深ぶかに被かぶった帽子と厚ぼったい前髪で眼めつきも表情も窺うかがえないが、一見して素直で無害そうな子のように思えた──と叶葉は語る。

　ただしある瞬しゆん間かん、苛か烈れつな敵てき意いを露あらわにした。

「中央が嫌きらいだ、って言ってました。あいつらのせいで……って」

『中央を嫌っている……？　理由は言わなかったのかね？』

「はい。言う前に出て行っちゃいましたから」

　巴ともえは顎あごに手を当て、

「大体話はわかったわ。……んでキミは無事だったの？　なんかされてない？」

「あっはい、あたしは大丈夫です。むしろ、その、逃げろって言われて」

　ふーむ、と巴は考え込みながら、いたってな真ま面じ目めな顔で叶葉の体をぺたぺた触り始める。

「…………あのう、何を？」

「いやほら体になんか仕込まれてないかなって。キミには色々やって貰もらってるしさ、アタシだって心配なの。しかし一般人に警告する分別はあるのね……えーっと胸がこうで腰こしはぐえ」

　いい笑顔で狼ろう藉ぜきを働く巴の首根っこを、九く曜ようが掴つかんで持ち上げた。

「……ざっと走そう査さしたが、何もない。彼女への過度な接触は控ひかえよ」

「だな。……で嬢ちゃん、その小せえのは他に何か言ってなかったか？」

　促され、叶葉はつい数時間前のことを思い出した。

「家族を……おじさんを、探さがしてるって」

「仲間のことか？」

「そういう感じじゃなかったです。あ──そうだ、それで、あいつらのせいでおじさんが……って。だからそのおじさんっていう方は、もしかしたら中央の関係者なのかも」

　外見が幼い少女であること、八洲やしまの言葉が少したどたどしかったこと、帝てい都とを憎んでいるらしいということ、「おじさん」という家族がいたらしいこと──久留守に対してわかることはその程度であり、戦局の趨すう勢せいに関わるものではどうやらなかった。

　そして最後に、これは言う意味の薄いことだと承知していても、叶葉は付け加える。

「……悪い子には、見えませんでした」

「そう見えても、おなかにイチモツ抱えてるってこともあるわよ？」

　ふざけているようでも、巴の視点は冷静だ。叶葉はそれでも、あくまで自分の主観でしかないということも承知した上で、やはり頷うなずいた。

　憎しみがその「おじさん」という人物に起因しているのだとしたら、彼女にとってその人はきっと大切な家族だったのだ。言葉の節々に彼女の情を垣かい間ま見みた叶葉には、久留守が本当に悪い相手だとは思えないでいた。

「万まん字じとの関連性は考えられぬのか？」

「んー……アタシの覚えてる限りじゃ、思い当たるとこはないのよねぇ。けど同じ技を使ってたのは間違いないし、それにこの部品ね」

　言って、巴ともえが蛍ホタルの残ざん骸がいを指差す。

「蛾がの構造に凄すごくよく似てる。どう見ても真ま似ねて造ったもんだわ。もしかしたら、蛾のパーツの一部をあっちが回収してたのかもしれない」

　自じ爆ばくした蛾のパーツは散り散りに爆散し、全て回収されていない。その一部を敵が密かに回収し、それを基にしてこの蛍を造り出したという可能性は十分にある。

　ふと、通信機からまた声が届く。

『──島しま田だだ。そちらはどうなっている？　敵の帰還点は発見できたのか？』

　島田宗そう吾ご。可か児にの直属の上司であり、特別渉しよう外がい課の室長を務つとめる老人だ。

「それがまだ。あの甲こう虫ちゆうを逃がしたのはちょっとマズかったわね。一いち撃げきで仕留められればよかったんだけど……とにかく、こっちはこっちで準備を整えるしかないわ」

　口くち八はつ丁ちようだ。九く曜ようはすいすい動く巴の口に内心で感心した。

『ふーむ。とにかく、行動を起こす時は私から上に掛け合うことはできる。しかしなんだな、焦あせりと油断はいかんぞ。こっちも消しよう耗もうしとるわけだしな』

「心配しなくても、いざコトを構える時の手なら足りるわよ。アタシなんかより何倍もドンパチの上う手まいコが起きたんだから。──ほらあっち」

「──わぁっ!?」

　四の繭の方から声が上がった。

　見るとそちらには菘すずなと鴇とき子こがいて、ひっくり返りそうなほど驚いている。仰あお向むけにぶっ倒れそうになったところを後ろの菊きく丸まるがなんとか支えていた。

　コードに繋つないで、虫のシグナルに異常がないことを確認していたのだ。蜈蚣むかでは沈ちん黙もくを保っていたが、内部の本体から返ってくる信号は正常なものだった。

　それは、再さい覚かく醒せいに成功したことを意味している。

　繭がいきなり開いて、蜈蚣が顔を出した。至近距離でそんなものを見たら誰だって驚く。

　その蜈蚣の胸部が開き、ふらりと出てくる男が一人。着き崩くずれた野戦服、分厚い革かわ手袋にブーツ、刈かり込んだ短髪、頬ほおの傷に鋭い鳶とび色の三さん白ぱく眼がん──そして肩の「四」の刺し繍しゆう。その姿は、二十年前の戦中と何ら変わってはいない。

　鬼き虫ちゆう四番式《蜈蚣》・弩ど将しようの井い筒づつは、片手で軽く頭を押さえながら立ち上がった。

　誰もがそれを見た。研究員はみな足を止め、その男の姿に釘くぎ付づけになる。ため息のような感嘆の声がそこかしこから湧わき、叶かな葉はは初めて見る彼に眼めを大きく見開いて、菘は目を輝かせ、鴇子は胡う散さん臭くさげに、菊丸はいつもと変わらぬ無言で。

　九く曜ようもまた、改めて見る彼に釘くぎ付けになった。剣けん菱びしも無言でいる。

　誰もが手を止めていた。真空のような沈黙が場に降り、巴ともえの明るい声がそれを破やぶった。

「おはよ。よく眠れたー？」

「──」

　井い筒づつはすぐには答えなかった。戸と惑まどうように周囲を見渡し、小さく呻うめく。やかましいほどに威い勢せいがいい過去の姿と照らし合わせると、その様はどうもおかしい。

　既すでに様子が違うことに、鬼き虫ちゆうの三名は気付いている。

『あの時はどうだった？　敵さんを撃うった時だ』

『何の反応も返さなかった。無意識のまま、反射的に迎げい撃げきしたものと思われる』

『ツラは見たのか？』

『見た。目は開いていたが、しかしあの時の顔はまるで、』

　高速で短距離通信がやり取りされる。九曜は薄く目を開いたあの時の井筒を思い出す。

　その表情は、まるで。

「井筒くん」

　巴の眼がすっと細まる。再会の笑みも引っ込め、何も言わぬ彼を研究者の表情で見た。

　──そう、あの顔はまるで、

「……もしかして、覚えてない？」

　大切なことを忘れた、迷まい子ごのようであったと。
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　蛍ホタルを回収させ、久く留る守すは逃げ込むように基地へ帰投した。

「はぁ、はぁ、はっ、はっ……!!」

　戦意が暴走していた。ドックから飛び出し、覚おぼ束つかない足取りの軌き跡せきに火の粉が散る。悔くやしくて仕方がない。あいつらを殺せなかった。何もかも燃やしてしまいたいのに。

　蜈蚣むかでの覚かく醒せいまでに目標地点を潰つぶせれば良かったのだが、裏目に出た。土ど壇たん場ばで蜈蚣が動くのは完全にこちらの想定外だった。

「だぁから焦あせんなって言ってたのにさー。ま、いいや。追おつ手てはちゃんと撒まいたんだろな？」

　未いまだ燃え残る敵意をたっぷり乗せて、声の方を睨にらみつける。

「……ひあし」

「だいたい想定通りって隊長も言ってたしね、隊長に免じてボクも許してやるよ。ありがたく思えよ、このクソぽんこつ」

　揶や揄ゆの色を隠かくそうともせず、日ひ足あしは久留守を嘲あざ笑わらった。

　うるさい。お前に何がわかる。がたがた抜かすようならまとめて消し炭にしてやろうか──戦闘後の冷静さを欠いた頭で一気にそう思考し、掌てのひらから発生する炎ほのおをそのままに日ひ足あしを照しよう準じゆんしたが、日足はうろたえる風もなく足を組んだ。

「……ダメだこいつ、すっかり熱くなってら。朧おぼろー」

　──朧、

　ずん。

　久く留る守すの小さな体が、何の前触れもなく倒れた。日足が彼を呼んだのと同時に、姿すら見ることもなく制圧される。発生した炎ほのおも出がかりから潰つぶされ、完全に消え去ってしまった。

　何をされたのか全くわからない。物もの陰かげから軽い足取りで歩み出る奴やつがいて、そいつは他ひ人と事ごとのように久留守を見下ろした。

「──大丈夫かい？」

　朧の暗く紅あかい瞳ひとみが、こちらをじっと観察している。

「…………されたこと、おぼえとくから」

「んん。そうか」

　恨うらみがましい睨にらみにも全く動じた様子がなく、聞いているのかいないのかもわからない。朧はけろっとした態度で倒れ伏した久留守の手を取り、そのまま引き起こす。

「とっととチョーシ戻もどしとけよ、こっちには金ぴかの方のお宝があるんだからな。……しっかし隊長も勝手だよなあ。なーんであっちにばっか執着してんだかさ」

　虎杖いたどりはここにはいない。蟷螂かまきりとの交戦で受けたダメージは甚じん大だいであり、初うい陣じん後の調整ということもあって前線に投入することはできないでいた。

　言い捨てて、日足は消失する──かと見せかけて、そのままてくてく歩み去っていく。

　日足の特攻術である《空間転移ジヨウント》は、彼自身と周囲の空間に干かん渉しようし、物理法則の縛しばりを越えて瞬しゆん時じに転送するという代しろ物もの。鬼き虫ちゆうおよび甲こう虫ちゆうの特機に特有の術は程度の差こそあれ間違いなく「超常現象」と呼ぶべき域にあるが、彼のそれは中でも極め付けだった。

　だがそれ故ゆえに術自体の占めるリソースが大きく、単機での使用には制限がつき、外部からの演算補助を受けなければ本領を発揮しない。気軽に使えるものではないということだ。

　そこでふと日足は振ふり返り、今度は朧を見た。

「あ、おい朧。オマエもだぞ」

「……ん？」

「こっちにはオマエの虫がねーし、そもそもアレまだ動けねーし。勝手なことすんなよ」

「ああ、わかった。気をつけるよ」

　久留守は無む防ぼう備びな日足の背中を睨にらみ、口の動きだけで「いつかもやす」と宣言しておく。

　朧はぼんやりとその場に立ったままでいる。この男に掴つかみどころがないのはいつものことだが、その時は何か思し案あんごとをしているような気配があった。久留守は朧には目もくれず服の汚れを払い、その場から去ろうとする。

「一つ疑問なんだが」

　ふと、いきなり朧おぼろに声をかけられた。

「…………なに」

　久く留る守すは怪け訝げんそうに振ふり返る。この男から質問など受けたのは初めてのことだった。朧はやはりいつものようなぼんやりした表情だが、視線だけが確実にこちらを捉とらえている。

「復ふく讐しゆうをするってのは一体どういう気持ちなんだ？」

　頭の芯しんがかあっと熱くなった。

　理屈ではなかった。心の柔らかい部分に冷たい手で触られた不快感がただ怒りになった。自身の根元を覗のぞきこまれるような真ま似ねをされるのは、それくらい我慢がならなかった。

　久留守は瞬しゆん時じに朧の頭からつま先まで全てを照しよう準じゆん。爪を立てるように折り曲げた五指の間から炎ほのおが生じ、屋内にも構わず火球となって放射される。何の手て加か減げんもなく完全に「燃やす」つもりで放った。理想的な速さだった。

　朧は既すでに消えている。

　前後左右のどこにも動きの軌き跡せきは見えず、彼のいた場所には光のゆらぎだけがあった。

　炎が呑のみ込まれた。人一人を消し炭と化すには十分すぎるほどの火球がついぞ何も焼くことなく、そこに口を開けていた不ふ可か視しの「何か」に圧殺され、消しよう滅めつした。

「──気を悪くしたならすまない。別に是非を問いたいんじゃなく、聞きたいだけなんだが」

　声は上から聞こえた。

　朧はそこにいた。逆さになって天井に立ち、床の久留守を見上げている。

「……うるさい。……おまえなんかに、おしえてやるか」

　一番得え体たいが知れないのはこいつだ、と久留守は思う。

　底が見えない相手は数あれ、少なくとも何を考えているのかは概おおむねわかる。目的があるからだ。隊長である虎杖いたどりも、日ひ足あしも、他の奴やつらも──こんなところにいるからには、何かの目的があって何かを考えている。

　朧にはそれが無い。およそ感情や意志たるものがあるかも疑問な佇たたずまいであり、芯しんを持たない「器うつわ」のみが在るかのごとき様は幽ゆう鬼きのように掴つかみどころがない。

　久留守は自身の戦闘力に自信を持っている。物静かな佇まいに反し、戦意は苛か烈れつだ。万全な状態で蛍ホタルの機体を駆かれば、どんな奴だって焼き尽つくしてやれると思っている。

　だがこいつには、何をどうやっても、そのイメージが浮かばない。

　彼の甲こう虫ちゆうはまだ実戦投入の段階に至っておらず、別所の奥深くに眠っている。

　久留守はそれ以上何も言わず、朧を無視して歩き出した。反転して音もなく床に降り立った朧は、それ以上の追求をしようともせず、ただ久留守の小さな背を見送っていた。




　確かに、久留守の動機は復讐だ。

　大切な人を失った。

　どんな気持ちかなど決まっている。あるのはただ憎ぞう悪おと怒りだけだ。「あの人」が戦場にある男だったことは知っている。戦いの中で命を落としたことも知っている。

　悪いのは誰か。まず敵国であり、彼を戦いに送った帝てい都と中央の軍部であり、同じ戦場にありながら彼を救えなかった奴やつらだ。

　久く留る守すにとってみれば全員が同罪だった。奴ら全員の命を足しても、自分の大切な命とはまるで釣り合わない。まずはあいつらを始末する。あの人を殺した連中など、全員まとめて地じ獄ごくへ落としてやればいい。

　力があったのは幸運だった。最初からそれだけを考えていればいいのだから。

　帝都の下した街まちで会った優しい女の子を思い出し、少しだけ脳の奥が疼うずく。
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　想定しておくべき事態ではあった。ただ、予防のしようがなかったというだけの話だ。

　四番式の井い筒づつと蜈蚣むかでに新たな核かくを仕込み、鉄てつ火か場ばで本能に外的刺激をぶち込み、それを呼び水として覚かく醒せいさせた。そこまでは順調だった。

　だが目覚めた井筒は、自分の死などのある時点の記憶を失っていた。

　全てではない。自分自身のことと鬼き虫ちゆうのことなど、最低限のことは辛かろうじて覚えている。電脳にも異常は無く、身体からだは問題なく動かせる。ただその記憶部分の虫食いはいかんともしがたく、周囲に──他ならぬ井筒自身に深い違和感を刻きざんでいる。

　ここから先は、一つの仮定だ。

　確かに井筒は意識を取り戻もどした。だがそれは実のところ「取り戻した」のではなく、「新たに植え付けられた」意識なのではないか。

　再起動した井筒は死亡時点からの地続きの彼ではなく、二十年前の井筒は確かにあの戦場で永遠に失われたのではないか。

　死んだ者が生き返ったとして、それは本当に本人なのか。




「つまりこうか。今の井筒はあのヤツじゃなく、姿やら記憶を引き継いだだけの違うヤツなんじゃねえか、って？」

「ただの推論だけどね。見たとこカレはやっぱり井筒くんで、証明のしようもない。完全に死んだコの再起動なんて前例に無いことだしね」

　本人の内部で起こったことは本人にしかわからない。剣けん菱びしの喩たとえを否定も肯定もできない。

　四番式の覚醒は電でん撃げき的な速度で通達され、中央の上層部も知るところとなっている。中央管理局の会議の席に、巴と剣菱、島しま田だと可か児にもいた。登と坂さかからここまでは、急ピッチで修復された裏うら線せんの直通列車を使えば五分とかからない。

　島しま田だは白い顎あごヒゲを撫なでながら、問答のように繰り返した。

「ほう。同じ性格で意識も記憶も体も引き継いだ上で、しかし別人とな？　ありえるのか、そんなことが？」

「さあね。そっから先は哲学の話になっちゃうわけだし。でも起こったことは確かだし……」

　巴ともえは研究者然とした実証主義的な性格をしており、曖あい昧まいな哲学や怪かい談だんの類たぐいを好まない。怪談に関しては自分が語って人を怖こわがらせる分には大好きだが、実際には何一つ信じていない。

「……とりあえず、ヤツが前線に出るなら俺も援えん護ごはするがよ。そもそも出られるのか？　蜈蚣むかでを叩たたき起こした例の荒あら療りよう治じをもう一いつ遍ぺんやるって線は？」

「次に出るとしたらこっちの追つい撃げきだし、てことは敵地のど真ん中なわけ。曖昧なまま出すのは危険すぎるわ。カレまで持ってかれたらそれこそ最悪よ。──んで、そっちはどう？」

「わ」

　急に話を振ふられ、そこにいた菘すずなが慌あわてる。傍そばの百も舌ずに促うながされて走そう査さ記録の書類を手渡し、百舌が引き継いで報告した。

「電脳、副脳ともに何の問題もありません。こちらで確認できる限りでは正常そのものです。こうもはっきりした形での異常が見つからない以上、対処法と言えるほどの手も……」

「えと、だから今は、とにかく現状とかを説明して納得してもらうしかない、……です」

　ここに至り、肝かん心じんなところで状況が停滞した。

　敵の帰還点を割り出す作業は進んでいる。だが戦力が揃そろっていない。帝てい都との戦力は確実に消しよう耗もうしており、九く曜ようは鬼き虫ちゆうを持たず、覚かく醒せいした井い筒づつも出撃できない。

　更さらに最悪なことには、うかうかしていたら奪うばわれた蜻蛉とんぼや蜂はちに何かの手を加えられるのだ。

「いつまでも待っておると、どんどんこっちの状況が悪くなるばかりとは。……急せかすつもりは無いが、打てる手は確実に打ってくれい」

　島田は言い残し、巨体を翻ひるがえして出口に向かった。剣けん菱びしはその背を見送り、肩をすくめた。

「意識とはなんぞや、魂たましいの宿りしはどこぞや……ってか。まさに哲学の問答だなこりゃ」

「魂ねえ。いやー参ったわ、アタシそういうのは専門外なのよね」

　巴はすっと目を細めてかぶりを振る。

　魂など無い。生き物のどこを開いてもそんなものを宿す器官は存在しないからだ。少なくとも巴はそう思っている。

「……竜胆りんどうくんだったら、もうちょいうまくやれるのかな」

　こちらにとっての隊長と言うべき位置にあった男を思い出す。このような時、彼はどうしただろうか──無意識に弱気になっていることを自覚し、巴は小さくため息をついた。




「ッざけんじゃねェ!!」

　登と坂さかのドックに怒ど号ごうが響き渡る。

　耳がびりびりするほどの声だった。

　四の繭まゆの前に視線が集中した。声の主──井い筒づつが九く曜ようの胸むな倉ぐらを掴つかみ、噛かみ殺さんばかりの勢いで睨にらみ付けている。

「……今のもっぺん言ってみろや……!!」

　鳶とび色の眼めにありありと怒りが燃えている。そこには多分に混乱も含まれており、九曜は正面からそれを見返し、ありのままの事実を述べた。

「──竜胆りんどうは……死んだ。その遺体は敵の手にある」

　まずは状況の説明をする必要があった。しかしその事実とは、確かに受け容いれがたいものには違いなかった。

　ここが昭和一〇一年の「戦後」であること。

　激戦の果てに国土は荒こう廃はいし、決着の無いまま戦争が終わっていたこと。

　他ならぬ井筒自身もまた、戦死から蘇よみがえった存在であるということ。

　そして今、甲こう虫ちゆう式を用いた「敵」がいて、八洲やしまに新たな戦乱を呼ぼうとしていること。

　四し天てんの竜胆は九曜の手によって撃げき墜ついされ、蜻蛉とんぼも大たい破はした蜂はちと共に敵の手に落ちたこと。

「全て、事実だ」

　慰なぐさめなど口にしている暇ひまはないし、彼とてそんなものを必要としているわけではない筈はずだ。

「テメェ、オレがそいつを信じると思ってんのか、あァ!?」

　井筒の手がわなわな震ふるえていた。目の前の彼は確かによく知る四番式の井筒であるが、この男のこれほど焦しよう燥そうした顔は初めて見た。

　生き残った鬼き虫ちゆうは三名、そして今ここに目覚めたのが一名。

　九曜、巴ともえ、剣けん菱びしはそれぞれの形で戦後の二十年を切り抜けて今に至り、この国の状況を把は握あくしている。一方で井筒にとってみれば、自分に関する虫食いの記憶と共に、二十年もの巨大な空白があるのだ。その心境を推おし量ることは、九曜にはできなかった。

「──あ、あのう」

　対たい峙じする二人の横から、一段背の低い叶かな葉はが慎重に声をかける。井筒は三さん白ぱく眼がんをぎょろりと動かし、見覚えのない少女を睨み付けた。

「……ンだチビ。つーか誰だテメェ」

「ちび……っ、いえ、あのあたし、叶葉っていいます。九曜とは色々あって一いつ緒しよに……あの、本当に本当のことなんです。南の尽じん天てんで蜻蛉様は、」

　剣けん呑のんな空気をどうにかすべくフォローを入れようとする叶葉ではあったが、井筒はただ苛いら立だたしげに左手を軋きしませ、革かわ手袋に包まれたままの指先を叶葉の額ひたいにポイントした。

「関係ねーガキはすっこんでろ。ちょろちょろしてんじゃねェよ！」

　びくっと叶葉の肩が跳はねる。額に向けられた指先の意味が叶葉にはわからなかったが、知る九く曜ようはそれを見み逃のがさず井い筒づつの腕を掴つかみ取った。

「……やめろ、井筒。彼女にそれを向けることは許さぬ」

「やめろだァ？　誰に向かってクチ聞いてんだコラ」

　井筒の表情には、怒りと共に形容しがたい焦あせりと混乱が同居している。それを理解しない九曜ではなかったが、叶かな葉はにまで苛いら立だちをぶつけることは認められない。

　井筒の視線を真まっ向こうから受ける。互いに無言で数秒過ぎ、剣けん呑のんな空気が膨ぼう張ちようしていく。叶葉が慌あわてて横入りしようとしたのとほぼ同時に、幼い声が飛び込んできた。

「──はいはいそこまでー。って、なんか昔も似たようなことあった気がするわねぇ」

「……!!」

　井筒はうろたえ、戸と惑まどいの目でそちらを見た。

　中央から戻もどった巴ともえが、小さな手をぱんぱん叩たたきながら歩み寄る。

　よく知った口調、聞き覚えのある声色、しかし視線の先にある姿は過去の記憶と違いすぎるほど違う。井筒は眉み間けんに皺しわを寄せたまま、変わり果てた巴を見下ろした。

「姐あね御ご、なのかよ、あんたは……」

「あらん、心外。このアタシをアタシ以外の誰だと思って？」

「……チッ！」

　弐にの刺し繍しゆうが施ほどこされた袖そでをはためかす巴に、井筒はそれ以上の言葉を失った。

　九曜の手を振ふり払い、足早に出口へ向かう。巴はそれを敢あえて追いかけようとはせず、落ち着いた調子で声をかけるに留めた。

「──あのね。そこの叶葉ちゃんも言ったけど、全部ほんとのことなのよね」

　井筒の足が止まる。その両手が震ふるえるほど強く握にぎり締しめられているのに九曜は気付いたが、かけるべき言葉が浮かばなかった。巴は必要事項のみを述べる。

「いきなり叩たたき起こしてコレってのも悪いとは思うわ。でもキミが必要なの。……持ってかれた鬼き虫ちゆうの奪だつ還かん作戦が組まれてる。ぎりぎりまで待つつもりだから、それだけ覚えといて」

「……認めらんねェ」

　搾しぼり出すような掠かすれた声で、井筒は呟つぶやく。

　自身の死と八洲やしまの荒こう廃はい、新たな敵、今ここにいる以外の仲間の死、そして何よりも──井筒は肩越しに振り返り、睨にらみ殺さんばかりの視線を九曜に叩き付けた。

「兄貴が……竜胆りんどうの兄貴が、テメェなんぞに負けるわきゃねェだろうがよ……ッ!!」

　蜂はちが蜻蛉とんぼを撃げき墜ついしたという、その事実が井筒にとっては耐え難いものだった。

　吐はき捨て、出口の扉を蹴けり開ける。そのまま手負いの獣けもののような足取りで通路の向こうへ消える井筒を、九曜と巴は黙って見送った。

「九曜……」

「こちらは問題ない。……あの程度はいつものことだった」

　気き遣づかう叶かな葉はに応こたえる九く曜ようだったが、半分は方ほう便べんだ。あれがいつもの井い筒づつだとは言い難がたい。

　彼は口と目付きこそ悪くとも、ここまで強固に攻こう撃げき的な態度を崩くずさない男ではなかった。過去の自分とはとにかく反そりが合わず、衝しよう突とつすることも一度や二度ではなかったが、今回のあれは様子が違う。

「……暴走の危険は、無いと思うけど。んー。参ったわねこりゃ」

　研究者として優秀な巴ともえも、こうした精神的な面で人を牽けん引いんするのは苦にが手てとする。

　巴は細い指で自身の顎あごをなぞりながら思し案あんする。そうして四の繭まゆを見上げ、九曜も、叶葉もつられてそちらを見た。

「やっぱしあれから起きないのね、こっちは」

　蜈蚣むかでは最初の砲ほう撃げきを最後に、再び活動を止めた。

　本体が覚かく醒せいした以上、こちらにも問題はない筈はずだ。それでも、井筒自身がこの巨大な虫と正常な接続を確立しきれずにいた。




　井筒は頭を強く押さえながら、通路に飛び出る。

　登と坂さか研のことは覚えている。施設内の構造もまた覚えているが、おぼろげながら記憶にある登坂の光景とは細部が違う。変色した壁や天てん井じようが二十年の経過を語っている気がした。

「起こせねえのか、蜈蚣は」

　前置きも何もない率直な質問に、井筒は険しい顔のままで振ふり返った。

　自分自身で最も苛いら立だっている部分を指摘され、そちらを睨にらむ。壁に背を預けて立つ剣けん菱びしは相手の剣幕に怯ひるみもせず、柳やなぎに風の態度で続けた。

「久しぶりだな、って挨あい拶さつする暇ひまもねえんでな。相変わらずで何よりってのも違うしよ。……そのツラを見たとこ、まだらしいな」

「……うるせェよ。殺すぞ、タレ目」

「悪くねえが今度にしてくれ。今は身内でやり合ってる場合でもなさそうだ。……つーかお前さ、俺にはなんかねえの？　こちとら『兄貴』と『姐あね御ご』の同期だぜ」

「抜かせボケ。テメェに頭下げるなんざ死んでもゴメンだ」

「は。昨日まで死体だった奴やつが吹きやがる」

　飄ひよう々ひようと返す剣菱に、井筒は舌打ちを一つ。それでも、先程よりは少し冷静さを取り戻もどせた。

　井筒にとっては何もかもが変わり過ぎていた。

　二十年前と何ら相違ないのはこの男だけであり、記憶を手た繰ぐり寄せると、自分がこの剣菱をライバル視していたことを思い出せる。タイプこそ真ま逆ぎやくであるものの共に攻撃型であり、加えて剣菱の敵撃げき破は数が最多であった為ためだ。

　四番式・弩ど将しようの井筒とは、鬼虫の一員であり、竜胆りんどうを兄貴、巴を姐御と呼び、剣菱に競争心を持ち、同期の万まん字じや庵いおりとは戦友としてそれなりに良好な関係を築き、楓かえでや柊ひいらぎや九曜のような女子供が戦場に出ることを嫌きらう──そうした昔むかし気質かたぎの侠きよう客かくのような男だ。

　だが、自分が自分であることに実感が伴ともなわない。特に己おのれの死については何も覚えていない。

「本当に、オレが死んだっつうのかよ」

「ああ」

「万まん字じもか。庵いおりも、楓かえでのヤツも柊ひいらぎのガキも……兄貴も、死んだってのか」

「ああ。おまけに蜻蛉とんぼと蜂はちは向こうの手の内だ」

「ンだよそりゃ……！」

　井い筒づつは衝しよう動どう的に壁を殴なぐりつけた。金属的な音が響き、天てん井じようからぱらぱらと埃ほこりが落ちる。今はただ強きよう烈れつな違和感ばかりが先に立ち、状況を呑のみ込むことができないでいた。
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　確かに、蜈蚣むかでは起動しなかった。

　それが井筒を最も焦あせらせる。覚かく醒せいの瞬しゆん間かんは白はく昼ちゆう夢むの中にいるような心地だった。「敵」を迎げい撃げきした感覚が僅わずかに残ってはいても、完全に覚醒した後で蜈蚣と接続することができない。

　考えが全くまとまらなかった。こんな感覚は初めてだ。

　剣けん菱びしはそんな井筒から視線を外はずし、通路の角を横目に見てそちらに声をかけた。

「……で、そっちはいつまで見てんだ？　そうまで遠慮するもんでもねえと思うがね」

　物もの陰かげの気配が跳はねた。

　井筒は気付かなかった。何言ってるんだこいつと一瞬思い、剣菱が顎あごで示す方を見てうんざりした気持ちになる。──また、女のガキだ。

「むー……」

　物もの陰かげから恐る恐る覗のぞいてくるのは、鴇とき子こ。続いて菊きく丸まるがのっそり顔を出した。

　鴇子はなかなか出てこなかったが、菊丸は観念して姿を現す。その巨体には流石さすがに井い筒づつも面めん食くらった。これほどでかい機械兵は初めて見た。

　丁てい寧ねいにお辞儀する菊丸を怪け訝げんそうに見返し、続いて壁から顔だけ出している鴇子に視線をやる。菊丸がちょいちょい促うながすが彼女はそれでも全身を出さず、警けい戒かい心を隠かくそうともしないジト目で井筒を見つめている。

「……おまえ、自分のことちょっと覚えてないらしいな」

「それがどォしたよ」

「わたしもだ。わたしも色々覚えてない」

「──はァ？」

　だから何だ、んなもん知るか──と突つっぱねるつもりだったが、鴇子は構わず、

「でも、……でもわたしは、自分にできることはするぞ。おまえみたいにいじけたりしない。いやちょっといじけたこともあったけど、でも今は違う。わたしなりに色々考えてるんだ。つまり……ええとつまりだな」

　そこから先が思い付かなくなり、鴇子は苦し紛まぎれ気ぎ味みにこう結ぶ。

「おまえはバカだ。ばーか」

「……あァ!?　ンだとコラ潰つぶすぞガキがァ！」

　言うだけ言って、鴇子の顔がぴゃっと引っ込む。すたたたたたと走り去っていく足音だけが僅わずかに残り、歯を剥むいた井筒はいちいち追いかけるのが馬鹿らしくなった。

　慌あわてたのは菊丸だ。主あるじに代わって頭を下げ、通路の向こうへ逃げていった鴇子を追った。

「……アレだな。姫さんも色々思うとこあんだな」

「知るかよ！　どいつもこいつも！」

「──まあ、とにかく。考える時間をやりたいってのは誰でも同じだ。……けどな、まずいことに敵がいて、今でも見えねえとこで動いてるわけだ。あの戦争から二十年も経たったってのに馬鹿みてえな話さ。そいつらを止めるのが、今の俺の仕事だ」

　言いたいことは井筒とてわかるつもりだ。どうするべきなのかなど、状況を考えたら迷うまでもない──だが。

「……クソが……るせェってんだよ」

　井筒は踵きびすを返し、剣けん菱びしに背を向ける。今はただ一人になりたかった。剣菱もそれ以上井筒に何か言うでもなく、無言のまま見送る。

　最大の鬼き虫ちゆうを操あやつる男の背が、今は頼りなく揺ゆれている。
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　それから二十時間後、巴ともえは蜘く蛛ものセンサーで「待っていたもの」を感知した。

　──来た。

　斥せつ候こうが戻もどってきたのだ。

　斥候を街まち外はずれの物もの陰かげに待機させ、暗号通信。帝てい都とのアンテナを経由して、蜘蛛にしか通じないルートで全データを受信──問題なし。

『ありがと。あとはゆっくり休んで。……お役目、ごくろーさん』

　全てのデータを送った斥候は、そのまま帝都には戻らなかった。あらかじめ目星をつけていた廃はい墟きよ区のマンホールに潜もぐり、誰にも見つからない奥まった場所にその身を横たえ、音もなく全ての機能を停止した。




　結論から言えば、斥候はある都市に行き着いた。

　大洋に面した小規模の防ぼう衛えい都市、名は《白しら萩はぎ》。

　国土の北側に虫を弄いじれるほどのドックがどれほどあるか、というところから始まった。

　十中八九、防衛都市の類たぐいだろう。巴は戦前までの記憶をフル動員し、どこにどれほど防衛都市があったか、天テン道トウの反応の位置と蛍ホタルが飛び去った方角とを照らし合わせて割り出したのだ。

　この白萩という都市は帝都にとってほぼ未み踏とう査さ地区であり、エリアに繋つながるルートは戦火によって徹底的なまでに潰つぶれてしまっていた。

　八洲やしまの北側には未いまだ調査の手が入っていない地区が多い。そもそも帝てい都とがようやく態勢を立て直したこと自体かなり最近のことで、それからも南の大型防ぼう衛えい都市である尽じん天てんとのラインを中心として南側に優先的に手を広げていたせいだ。

　到着時点での時刻は真昼。防衛都市《白萩》は天高く昇った陽に晒さらされ、時間に置き去りにされたかのような建築物を剥むき出しにしている。

　人の姿はどこにも無い。そもそも敵がここを選んだところからすると、白萩には最初から生存者などいないものと考えた方がいいだろう。

　着目すべきは、都市の破は壊かい具合だった。

　放ほう棄きされた都市はそのあちこちが倒壊して無残な残ざん骸がいを晒しているが、そこに「古い痕こん跡せき」と「新しい痕跡」がある。

　前者は戦争によるもので、風化し、日に焼けるなどしてその端はし々ばしに時の経過を刻きざみこんでいる。だがそうした中に、ごくごく少数、新しい破壊の痕跡が見受けられるものがあった。

　偶発的に巻き起こった暴走兵器同士の戦闘であるという線もある。しかしそうした野の良らの類たぐいは周囲に反応すらなく、またこれらの痕跡も最小限であることから、戦闘ですらない掃そう討とう行為の結果であると考えられる。一方でその種の兵器の残ざん骸がいは、どこにもない。

　抉えぐれた地面、折れたビル、打ち捨てられた軍事車両や横倒しの電柱や──巧みに施ほどこされたこの破は壊かいは、人の目には決して見分けられることがないだろう。だが辿たどっていくうちに、一見して意味を持たないこれらの真意が浮き彫ぼりになってくる。

　これは、偽ぎ装そうだ。

　高性能センサーがある上で、意識的に調べなければ絶対に気付かない。あるべきルートを潰つぶし、逆方向の道を開き、表に裏にそこに至る道を隠かくしているのだ。

　そして、斥せつ候こうはそれを見つけた。

　元々は劇場だったであろうドーム状の建築物の内部。壁をぶち抜いた穴もまた巧こう妙みように隠いん蔽ぺいされており、角度を変えればどこからも発見できない。

　劇場の中心。並ぶ客席を根こそぎ薙なぎ倒したそこに、ぽっかり開いた入り口がある。

　ここから先は、危険すぎて踏み込んでいない。だがセンサーが捉とらえたものを考えれば、直接調査に潜もぐり込まなくても十分すぎる成果だった。

　入り組んだ地下道の先に巨大な空くう洞どう。これは、白萩の地下工こう廠しようを指している。

　その中に無数の熱源──そして何よりも。

　かつて天テン道トウに付けた発信器の反応が、地下には確かに存在していた。

『──さて、どうしようかしら』

　巴ともえはこちらの戦力と仲間のことを勘かん定じように入れながら、次の一手を思し案あんした。
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　卓に地図が広げられる。ずらっと並んだ複数のホワイトボードが図面や文字で埋まり、閉め切られた室内に意見が飛び交かう。

　この作戦の中心は九く曜ようだ。

　奪うばわれた鬼き虫ちゆうの一つ、《蜂はち》を感知し干かん渉しようできるのは、本体である九曜をおいて他にない。

　あちらも大たい破はした蜂に手を加えている筈はずだが、どこまで進んでいるのかまでは確認できなかった。しかし、何をするにしても完了しているとは思い難がたい。それほどまでに蜂の損そん傷しよう度合は深く、この短期間では修理も改造もできはしない筈だ。

　加えて、特機の蛍ホタルに加えたダメージもまだ残っている。どれほど急いだとしても、敵にあれを万全に戻もどす時間もまた無い。

　これらは好機と言えば好機だが、一方で不確定要素も数多くある。

　何よりも、敵の規模がどれほどなのかわからないということ。彼らにとっても中心となるアジトならば、相応の戦力を擁ようしていると考えた方が自然だ。

　まず、特機は間違いなく存在すると考えてよい。

「一番まずいのは、そこにまだ天テン道トウがいるって場合のこと」

　天道の特とつ攻こう術、空間転移ジヨウント。これが最も危き惧ぐされるべきものだった。

「あのコがいて機体も揃そろってるなら、絶対に気付かれちゃいけないってことになる。どんだけ追い詰つめても、勘かん付づかれたらまた別の場所に飛ばれちゃうわ。そうなっちゃったらもうダメ、いたちごっこよ。逆にこっちの機体が持っていかれるって場合もあるわけだしね」

「では、隠おん密みつか？」

「うん。こっちはあんまりぞろぞろ連れちゃ行けないわね。本当の本当に少数精せい鋭えい、こっそり近寄って先手であっちの態勢を崩くずす。最優先は天道の補足と撃げき破はで、これには剣けん菱びしくんを当てる。その後すぐに蜂はちを確保、その後の増ぞう援えんで一帯を制圧……ざくっとこんなとこかしら」

「空間転移ジヨウントねえ。実際には見ちゃいねえが、トンデモだな」

「やられたアタシが言うのもなんだけど、あれは直接の戦闘はそんなに得意じゃないみたい。こないだの戦闘の傷もまだあるとして、蟷螂かまきりが先に間合いに入れたら勝ち目は十二分よ。だからとにかく、最初で全部決まるの」

　ではその先せん鋒ぽう隊の編成はいかにすべきか、それも決まったようなものだった。

　まず参さん番式・夜や叉しやの剣菱。

　彼の手にかかれば通常兵器はおろか量産型の甲こう虫ちゆうも問題にならず、特機とも渡り合える。巴ともえの見立てでは、少なくとも天道と蟷螂とでは蟷螂の方が圧倒的に強い。彼が先陣を切り、九く曜ようと菊きく丸まる、徹底的にチューンを受けた一個小隊規模の機械兵が続く。

「……《兜カブト》が出た場合は？」

「戦闘データを見る限りじゃ、あれもまだ完全じゃない。それに兜も天道も蛍ホタルも、損そん傷しよう与えといたからね。あっちの技術とか設備にもよるけど、万全じゃなくなってることに賭かけるわ」

　一方でこちらの蜘く蛛ももまだダメージが残っているが、蟷螂かまきりはほぼ無傷だ。

　蟷螂はもともと装そう甲こうが薄い回避型の機動を取っており、兜が放った《波は動どう》の砲ほう撃げきも剣菱の特別攻撃術である《超振動ジエツト》で相そう殺さいしていた。激しい戦闘機動による消しよう耗もうや細かい傷はあったものの、ほとんど無傷のままで兜を一度撃げき破はしたのは大きい。互いの損害具合を勘かん定じように入れたら、この優位はかなりのものがあった。

　しかし──

「蜈蚣むかではどうしますか？　このままでは、出撃に間に合いません」

　百も舌ずが気き遣づかわしげに質問する。

　四番式・井い筒づつの件は、まだ解決していない。

　巴はこれには敢あえて言及しなかった。それより先に解決すべき問題があるかのように、目の前の大きな目標を前にして焦あせっているように口調を早め、続けた。

「カレをのんびり待ってる暇ひまは、正直ないと思う。なんとか間に合うようにはしたいけど、それよりこの作戦よ。覚えてて欲しいのは、時間が経たてば経つほどこっちが不利になっていくってこと。あっちが何かしないうちに、今度こそ先手を取るしかないの」

　何をどうやっても、時間がない──巴ともえの表情がそう述べている。




　そうと決まれば、もたもたしている暇ひまはなかった。

　会議室の扉が開き、人々はそれぞれの持ち場に戻もどっていく。用意が整い次第、出しゆつ撃げきだ。沈ちん黙もくを保っていた九く曜ようと剣けん菱びしも壁から身を離し、それぞれの目で巴を見た。

　巴はにっこり笑う。

　その袖そでから細いワイヤーがしゅるしゅると出て、九曜と剣菱に触れた。鋼線を介した接触通信の回線が開かれ、剣菱が最初に言語を出力する。

『で？　それが全部じゃねえんだろ？』

　第二の作戦会議が始まった。

　通信によるもののため、タイムラグはほぼ無し──問題なく終了。

　たった三人での会議を終え、鬼き虫ちゆう達は互いに視線を交かわす。

『──しかしまあ、てことは俺が思いっきり貧乏くじなわけだ。っとにコトを構えてからこっち、ギリギリの綱つな渡わたりしかしてねーな』

『手が足りないから仕方ないでしょー。頼りにしてっから、よろしくねん』

　そこにふと、九曜が言葉を挟はさんだ。

『時に、巴』

『んー？』

『叶かな葉はと鴇とき子こに何かさせているな？』

『ん』

　げふっ、げふんと巴が咳せき込む。

　──バレた？　と茶ちや目めっ気けたっぷりの目が問うた。当たり前だ。ここのところ叶葉がなんだかそわそわしていたし、状況から推測すれば大体の想像はついた。そしてその想像が見事に当たっていたということになるが、嬉うれしくもなんともない。

『あー……あは、あはは。いやさ、ちょっとねえ』

　巴は叶葉と鴇子に依頼し、彼女らにできる範囲で探さぐりを入れさせていることを告白した。表面上は無表情のままの九曜の眉み間けんに、みりりりっと皺しわが寄っていく。

『…………巴。やはり調査をさせているのか。何な故ぜ小しよう生せいに伝えずにいた』

『だってさホラ、アタシにしたって手が離せない時もあるし。あの二人だったら警けい戒かいされないかなってさ。ってそりゃ言えないよう、だって九曜くん絶対に反対するでしょ？』

『愚ぐ問もんだ。事前に知っていれば絶対に止めた』

　珍しく焦あせっている巴。まさしく悪戯いたずらを看かん破ぱされた子供のようである。九曜は語気の強い通信波で畳たたみかけた。

『いいか。小しよう生せいにとって、蜂はちと同じ最優先事項は叶かな葉はだ。そして菊きく丸まるにとっても鴇とき子こがそれに該がい当とうする。彼女に危険が及べば小生は全ての作戦行動を中断してそちらに対処する。状況を考えれば巴ともえの判断に異論は唱となえられぬが、貴官にもあの二人を保護する義務がある。それだけは絶対に忘れるな』

『くく』

『……何だ、剣けん菱びし』

『お前がムキになってるわ、巴ともえがおたおたしてるわだ。そりゃ笑うぜ。いやめずらしーもん見たわ、あとで井い筒づつにも教えてやろ』

『む、何だそれは。笑いごとではない。妙みような顔をやめろ』

　とにかく。

　剣菱は気を取り直し、次の議題に移った。

『……んで、その井筒はどうすんだ？』

　それは、内通者の件に並ぶ最も大きな問題である。

　井筒の身み柄がらは今、登と坂さかに確保されているということになる。しかし彼の精神と記憶情報は著いちじるしく安定性を欠き、蜈蚣むかでとの接続さえままならない状態にある。

『そっちにはアタシが当たってみる。キミらはとにかく作戦に集中して』

　この作戦において、巴は前線に出ないことになっている。

　今の巴では長時間の作戦行動に支障を来きたす。更さらに蜘く蛛もは、まだ全ての修理が完了していなかった。ここ数日は蜈蚣と蟷螂かまきりに優先的に手を加えており、蜘蛛はまだ十分に戦闘機動が可能なレベルまで回復していないのだ。

　巴には作戦の管かん制せい、帝てい都との防ぼう衛えい──そして裏に、中央内部の監かん視しという役目がある。

『奴やつがいるかいないかでかなり変わる。どっちに回すにしても、出せるなら頼むぜ』

『……機械と電子関係ならお手の物なんだけどねぇ。アタシにうまくやれるかな』

『……』

　九く曜ようは彼の処しよ遇ぐうに関して黙もつ考こうしている。

　結果として、井筒は再さい覚かく醒せいに成功した。一度死に、そして蘇よみがえったのだ。

　確かに蜈蚣の戦闘能力は絶大だ。一機いるかいないかで戦局は激変すると言ってよい。実際に先の蛍ホタルの襲しゆう撃げきでは、蜈蚣の砲ほう撃が無ければ危なかったほどだ。

　しかし。

『──彼は、先の大戦で十分に役目を果たした。もし彼が……彼の意思で戦闘を拒否したとしたら、小しよう生せいはそれに何の異論もない。むしろ、その希望通りにすべきだと思っている』

　かつての九曜であれば絶対に言わない意見だ。一方でこれが上に通じるとも思っていない。

　しかし彼が本当に蜈蚣をもう動かせず、そして戦いを嫌きらったとしたら、自分達が口を挟はさむ余よ地ちなど無いと思っていた。戦闘兵器には戦うという役目がある──とするならば、きっと彼の兵器としての役目は一度戦死した時にもう終わっているのだ。

　剣けん菱びしはしかし、そんな九く曜ようの意見をばっさり切り捨てた。

『甘い考えだな。んな場合じゃねえってのはとっくに知ってる筈はずだ』

『……百も承知だ』

『そういうのも嫌きらいじゃねえけどよ。まあ個人的にゃ、奴やつがいつまでもしょぼくれてるってのはちと気き色しよくの悪わりぃもんがあるな。どうなるにしても元の調子には戻もどって欲しいもんだぜ』

　剣菱の否定は、帝てい都との人々や戦闘員を代表した敢あえての言げんであろう。

『……今すぐが駄目なら、それはそれで俺が気張るしかねえさな』

　最も危険な斬きり込みを担当する彼は、不敵に歪ゆがめた口から一いつ切さいの弱音を漏もらすこともなく、いつものように飄ひよう々ひようと嘯うそぶく。




　これより隊の編成と兵の調整が行われる。

　作戦の決行は、翌日の二十一時ちょうどだ。先せん遣けん隊が全速で向かい、最も闇やみが深い深夜に目標地点に潜せん入にゆうする。
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「──くふ、」

　椅い子すに座り報告を聞いた日ひ足あしは、堪こらえきれず吹き出した。

「く、あはは、はははははっ！　なんだそりゃ！　も、最ッ高！　マジで最高じゃん!!」

　隙すきだらけの作戦だ。そもそも情報が流れている時点で隠おん密みつも何もあったものではない。古びた椅子をぐるぐる回して爆笑する日足は、無む邪じや気きさの中にたっぷりと悪意を含んでいた。

　部屋の隅すみにいる朧おぼろは無言。聞いているのかいないのか、目を伏せたまま微動だにしない。

　同じく、久く留る守すもまた部屋の片隅でじっとしていた。ただでさえ小さな体をきゅっと縮め、椅子の上で膝ひざを抱かかえている。前髪に隠かくれた藍あいの目が、ぎらりと光った。補給は万全だった。

「あーあー、隊長もこっちにいりゃ良かったのに。あいつらと遊べるのにさぁ。そぉんなにアレが大事なのかねー？」

　ここにいない虎杖いたどりに不満をこぼす日足であったが、その口調はどこまでも楽しそうだった。

　特機四号丸《天テン道トウ》は、ほぼ修理を完了させている。

　良くも悪くもその特とつ攻こう術が全てとも言える天道は、極めて単純な機体構成をしている。最も大事なのは座ざ標ひようを演算する副脳と、主脳と連結するコア部分のみ。これといった特殊武装を持たず、突とつ撃げき用の正面装そう甲こうと大出力のブースターがあれば事足りる。

　これらは換かん装そうが可能となっており、中心のごく小さな搭とう乗じようブロック以外は場合によっては総取り替えすら可能となっていた。

「…………敵が、くるの？」

「あー来る来る。それもぜんぜん見当違いでやんの。横合いからぶっちめちゃえば一発だね」

　通信機と会話し、「手順」を確認する日ひ足あし。

　通常兵力はともかく、参さん番式の蟷螂かまきりは絶対に正面からぶつかりたくない相手だ。虎杖いたどりからも強くそう言われているし、あんな奴やつを前にしたら命がいくつあっても足りないと日足も思う。

　幸い、奴やつは装そう甲こうに乏とぼしい。横からの奇き襲しゆうで直ちよく撃げきを食らわせればダメージとしては十分。真っ先にそうするとして、あとは本体のみでのこのこ出てきた九番式を叩たたき潰つぶす。決まりだ。

　久く留る守すがゆらりと立ち上がった。

　しかし日足は冷たい眼めで久留守を睨にらみ、しっしと手を払う。

「オマエはここに引っ込んでろよ。足手まといになられっとメーワクなんだよね。それから、朧おぼろも！　虫がねーくせに出で張ばろうとか思うなよな！」

　当然これは、仲間の二人を気き遣づかってのことではない。

　要するに日足は手て柄がらを自分のものにしたいのだ。蜻蛉とんぼと蜂はちを奪うばい去った大手柄から味を占めており、ここで更さらに自分の手で蟷螂と九番式の本体を押さえようと思っている。そうすれば隊長にもっと褒ほめられると本気で思っているのだ。

「センセイに連絡しといてよ、ボクも出るからさ。──うん。はいはい。んじゃばいばーい」

　センセイと日足が呼ぶ相手を、久留守は誰か知らない。見たこともない。

　日足もその存在を知ってはいるものの、会ったことは一度もないようだ。その者は隊が行動を起こすのに合わせて「仕事」を続け、日足にも久留守にも朧にもその他の誰にも姿を晒さらさぬまま陰にある。まるで幽ゆう霊れいのような相手だった。

　通信を終了させ、椅い子すから跳とぶように立ち上がる日足。幼い体たい躯くに不釣り合いなほどの戦意と敵意を漲みなぎらせ、身み震ぶるいと共に数歩じだんだを踏んだ。

「──ぃよしッ。バカ共みーんな運の尽つきだ。まとめて持っていってやる……！」

　意気揚よう々ようとドックへ向かう日足を見送るも、久留守は彼を追おうとはしない。砲ほう撃げきを受けた蛍ホタルがまだ万全でないのは事実であり、日足の言げんにもそれなりの正当性がある。

「いいのか？」

　声に振ふり返ると、朧がこちらを見ている。

「べつに……。おまえは？」

「状況に任せるかな。まあ、けどここには残ろうと思うよ。体ひとつで出るってのも確かに足手まといだし、そんな度胸も無い。ここは量産型も多いんだろ？　そいつらを出せば十分さ」

「……そう」

　蛍の様子が気になる。久留守はそのまま部屋を出、自分もドックに向かう。

　このままこちらが上う手まく奇き襲しゆうを仕し掛かければ、状況はよりこちらに有利になる。奴やつらの頼りは少数の鬼き虫ちゆうであり、蜂はちと蜻蛉とんぼの奪だつ還かんに力を傾けている。そこの出で鼻ばなを挫くじくことに成功したらこちらの絶対的優位は確立されたようなものだ。

　そうなったら中央を爆ばく撃げきし、帝てい都とを掌しよう握あくすることなど造ぞう作さもないこと。目的は果たされる。

　では、その後は。

　──おじさんと会えて、やることが終わって。どうします？

　あの時の名前も知らない少女のことを思い出す。もちろん彼女だって深い理由を知らず、世せ間けん話ばなしの調子でそう聞いたに違いない。当たり前だ。一人で家族を探さがしている少女の今後を心配して、その後にどうするのかを聞いてみるのは。

　復ふく讐しゆうが終わったら、何が残るだろうか。

　その為ための力を求め、復讐の機能そのものになったこの身で。

　今まで考えたことが一度もない疑問は、ごく小さな切り傷のように頭の隅すみで存在を主張している。──いや、それが何だ。久く留る守すは小さくかぶりを振ふる。

　あいつらを許さないことを選んだ。それは自分自身の選択だ。ならばそれでいい。

　久留守は懐ふところに手を突つっ込み、首から提さげたロケットを取り出す。劣れつ化かでぼろぼろになっており、チェーンに至ってはもう何度も替えた。開くとそこには、小さな写真が納まっていた。

　あまりにも身長差がありすぎて、ただ並ぶだけでは二人の顔を写せなかった。

　結局、こちらが椅い子すの上に立つことになった。隣となりに写る男はいつものような顔付きで、どんよりした目でこちらを見ている。その隣で、久留守が──久留守と名付けられる前の一人の少女が笑っていた。

　その男が伍ご番式・奔ほん王おうの万まん字じその人だとは、他の鬼き虫ちゆうには知らされていないことだった。






　　　挿話　─　記憶／伍ご番目の男と、少女







　かつての自分を、久く留る守すはよく覚えている。

　機械化の際に記憶の処理を行わなかったのは、忘れない為ためだ。彼のことと、そして彼を殺した帝てい都とに対する怒りを。




　少女は、視界いっぱいの「火」を見ていた。

　場所は八洲やしまの本土から離れた南方の戦線、離島の小さな村。戦火の煽あおりを受けたこの村はもはや原型を無くし、少女は一人そこに佇たたずんでいた。

　戦災孤児など珍しくもない。今まさにその仲間入りを果たした少女は何の力も持たず、ただ途と方ほうに暮れて立ち尽つくしている。

　とぐろを巻く炎ほのおは、少女の目の前で自然の条理から外はずれた動きを見せる。

　破は壊かいすべき敵を燃やし尽くしたかと思えば、逆回しのようにその手を縮めて消える。起こった出来事の全てを目もく撃げきした少女は、この炎が故郷を焼いたものでないことを理解していた。むしろ、その真ま逆ぎやくだ。

　民間人の生活圏にまで及んだ戦いは泥沼の様相を呈ていし、それを終わらせたのが炎ほのおだ。

　突とつ如じよ、上空から巨大な火球が降り注いだのだ。

　火球は地表で炸さく裂れつし、地面を舐なめたかと思えばまるで生き物のような動きを見せた。鉄さえ溶かす烈れつ火かが翻ひるがえり、相戦う兵士や兵器の一方だけに襲おそいかかった。その一方とはつまり八洲やしま軍にとっての敵、南方から侵しん攻こうしてきた帝てい國こく軍の機き甲こう兵団だったことを少女は知らない。

　そして炎は一いつ切さい延えん焼しようすることなく、その熱で標的以外の表面に触れもせず、嘘うそのようにあっさりと消えた。

　あとは廃はい墟きよと化した村と、生き残った少女だけがいた。

　八洲の機械兵が銃じゆう剣けんを納め、収しゆう束そくした戦域に散開し見分を始める。敵兵器の残ざん骸がいの回収と、戦域となった村の生存者の探たん索さくだ。

　探さがしたって、自分以外には誰も生きてはいないのに。

　途と方ほうに暮れて立ち尽つくす少女には、絶望を実感する暇ひまさえない。頭の中が真っ白になっていた。その時、自分のすぐ近くに何者かが降り立った。

「──フウム。いかんな。出遅れてしまったか……」

　お化ばけだ。

　今度こそ恐怖した。

　なにしろそいつは空から飛び降りてきたのだ。真上から差した巨大な影はゆっくり旋せん回かいし、離れた位置に着陸する。それが巨大な機械であることも頭には入らず、少女は目の前のお化けに釘くぎ付づけになる。

　人間ではないと思った。尋じん常じようでなく背が高い。どんよりした藍あい色の眼めは悪あく魔まのそれか。何よりも、その身に赤い炎の残ざん滓しを纏まとっていた。

「うん？」

　こっちを見た。

　もしかしたら自分はとっくに死んでいて、こいつが迎えに来た死神なのかもしれない──という妄もう想そうに駆かられ、声にならない悲鳴が出る。

「ああちょっと待ちたまえよ貴君。この村の生き残りであろう？　フーム、見たところ五体満足のようだな。幸運ではないか、んん？」

「ぁ、あ……ぁぅ……」

　足がすくんで逃げ出せない。

　八洲の言葉も一応わかるが、男の言っていることは難しくて、所々よくわからない部分がある。それが更さらに恐怖を煽あおる。

　子供に怯おびえられない為ためには、まず目線の高さを合わせること──というのが一つの鉄則なのだが、この男は子供の扱いに全く慣れていないと見えて、遥はるかな高みにある視点から困こん惑わく気ぎ味みに顎あごに手を当てた。

「ムム。そう怯おびえられると吾わが輩はい少々困こん惑わくしてしまうのだが。安心したまえ、無関係な童女を燃やすほど吾輩の炎ほのおは分ふん別べつ知らずではないぞ。……んん!?　今の文もん言ごんはなかなか決まったのではなかろうか」

　何やら自分の言葉に自分で感かん銘めいを受けたらしく、懐ふところから手帳を取り出してメモを取る男。

　視線が自分から外はずれて少女はようやく正気に戻もどった。

　──逃げなきゃ。

　辛かろうじてその結論だけを出し、少女は転げるように走り出した。

「生存者を発見した。ひとまず接触を……ああっ！　待ちたまえよ！」

　どこかへ連絡していた男が慌あわてて後を追う。少女の足ももつれがちだったが、男はそれにすら追いつけないほど遅かった。ひいひい言いながら走り続け、ついには木の根に足を引っ掻かけて顔面からすっ転んだ。

　高度約２メートルにあった頭が棒ぼう倒しのような勢いで地面に叩たたき付けられる。

　木の陰かげに隠かくれ、少女は必死に息を整えながら様子を窺うかがった。

「ぬっく……ッ。運動は不ふ得え手てというに……！」

　鼻はなっ面つらに土と雑草の切れ端はしをくっつけながら起き上がる。さっきまでの余裕はどこへやら、少しの運動で男はぜいぜいと息を切らしている。

　それでも警けい戒かいを解かない少女に向かい、男はこれ以上近付こうとはしなかった。一歩でも踏み出せばまた逃げられるに決まっているし、そうなったら追いかけられないと思ったのだ。

　地面にどっかとあぐらをかいて、木陰からこちらを見ている少女をじっと見て問う。

「恐ろしいか？」

　恐ろしいに決まっている。

　震ふるえながらこくこく頷うなずくしかできなかった。

「よろしい。恐怖は生への渇望の裏返しだ。生しよう死じ不ふ定じようの世、せめて恐れを忘れてはいかんということだな、ウム。では来たまえ。こうも遠いと話ができんではないか」

　手招きするが、少女はまだ木陰から出てこない。ここでようやく男は「怖こわがられているのは自分らしい」と気付いて明らかにうろたえ、少々ショックを受けたように唸うなり、取り出した手帳をばららっとめくってその中に打開策さくを求めた。

　が、どうやら無かったらしい。

「フーム……聞くところによれば竜胆りんどう氏が似た状況に立ったというが……しかしそれも勝手が違うわけであるし……とはいえ……さもあらん……」

　奇き妙みような光景が出来上がった。何事か必死に思し案あんする長身痩そう躯くの男と、それをびくびくしながら見守っている少女。

　もしかしたら、そんなに怖こわいお化けではないのかもしれない。

　未いまだに人間だなどとは欠片かけらも信じていないが、最初ほどの恐怖は薄れている。少女が見守る中で男は何か思い付いたように顔を上げ、ゆっくり両手を開いた。

「見たまえ」

　ぽ、と両手の間に炎ほのおが生まれる。

　少女は最初こそ身を竦すくませたが、やがて火種もない虚こ空くうに生まれた炎に眼めを奪うばわれた。炎は手の中でゆらめいて形を変え、線香花火のようにぱちぱちと瞬またたいた。

「落ち着いたかね」

　火の光は人の目を惹ひき、また見ている者を落ち着かせる作用もあるという。ついさっき見た業ごう火かの如ごとき火か炎えんと目の前のそれとは、同じものとは思えないほど雰ふん囲い気きが違った。

　おずおずと出てくる少女を藍あい色の眼めで見て、男は言った。

「本土へ来るかね。貴君には選択する権利がある」

　本土、という言葉も少女は一応知ってはいた。だが生まれてこのかた村を出たこともない少女には、言葉の上での存在でしかなかった。本土のことを教えてくれる大人おとなはもういない。

　男の眼は冷たくも温かくもなく、少女の選択をただ待つようにひたと据すえられている。

「まァ貴君の境遇には大いに同情する。降って湧わいた災さい厄やくもこれほど最悪なことはそうそう無いのではなかろうか。仕方ないと言い訳するつもりも無いし、我らを憎むことで心の救いとなるなら是非そうするがよろしい。しかし今のところ、ひとまず貴君の身み柄がらが問題となるわけだが……つまり、貴君がその身をどう処したいかは吾輩の判断から外はずれているわけだ」

　ごく淡々と続ける男の言っていることは、少女には正直半分もわからなかった。しかし言いたいことが何なのかは、おぼろげながら理解した。

　幻まぼろしのような炎は音もなくゆらめいている。その炎をふっと消し、男はゆっくり問う。




「質問を変えよう。生きたいと思うか、死にたいと思うか？」




　この二に択たくは、少女の運命を変えるものだった。

　変えるのは他の誰でもない、自分だ。

「──あ、」

　震ふるえる喉のどから声が漏もれる。自分自身の命でさえも少女には重すぎる。習い覚えた言葉を必死に手た繰ぐり、すがるように問い返した。

「どう、──すれば、いいの……？」

「どちらでもよい。貴君は幸運だ。生も死も自分で選べる」

　自分の庭だった村の森。消えた故郷。そこに立つ異様な風ふう貌ぼうの男。遠くから飛んでくるヘリの音が届き、無数の足音と重なって聞こえる。

　お化ばけのような男は、相も変わらずどんよりした藍の眼のままで、そこだけは妙みようにはっきりと断言してみせた。

「生きたいのならば、必ず生かす」

　思考が間に合ったわけではない。頭の中から整理のつかない感情が次から次へと溢あふれては混ざり合っている。爆発寸前の頭が今は奇き妙みように平熱のままで、「生きる」という言葉だけに焦しよう点てんを絞しぼった。

　このままでいれば、何もかも終わる。

　終わりたくない。

　全ての感情を吹っ飛ばした先に残ったのは、その一念だけだった。光に向かい進む走そう光こう性せいのようなものだったのかもしれない。木こ陰かげから完全に姿すがたを出し、歩き始めてよろけた。数歩進んで転びそうになり、男に支えられる。

　ぽふっと身を預けて見上げれば、やはり異様にでかかった。自分の頭は腰こしの辺あたりにあって、見上げると遥はるか高い場所に相手の顔がある。

「──ただし、選んだからには生きたまえよ」

　ヘリのローター音が近付いてくる。回収隊が到着したのだ。それに合わせるように何かが飛び立ち、二人の上空に影を差す。
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　それは、翅はねを広げた巨大な、蛾がだ。




　戦中のある日、万まん字じは一人の孤児を保護した。

　保護された少女は当時７～８歳程度（正確には数えていなかったらしい）であり、万字の伝つ手てによって田舎いなかの一般家庭に預けられた。信頼の置ける軍関係者の実家とのことだった。

　少女は最初、万字から離れることを嫌いやがったが、万字は自分の傍そばに少女を置いておこうとはしなかった。当然のことだ。

　万字──鬼き虫ちゆうと行動を共にするということは、八洲やしま軍部の特級機き密みつの傍に居続けるということに他ならない。どんな危険があるかもわからないのだ。

　それでも万字は、折に触れ彼女の様子を見に行った。大たい抵ていのことに無関心そうであり、自分の世界に没入しがちな万字ではあるが、彼なりに彼女のことを案じていたのかもしれない。

　万字は少女に二つの約束をさせた。

　一つ、あの時に見た炎ほのおと「虫」のことは誰にも言わないこと。

　一つ、自身の選択に責任を持つこと。

　一つ目は言わずもがな、彼女自身に降りかかる余よ計けいな面めん倒どうを避けるために必要なことだ。預けた家の家人は当然何も知らない。信頼の置ける軍関係者とは鬼虫の整備士の一人であったから、彼とは話を合わせておいた。あとは少女が何も言わなければ、それで問題はない。

　そして二つ目は、先の「生きるか死ぬか」という問いに関わってもいた。

　選択という行為には相応の責任が伴ともなうものだ──誰かではなく、自分自身への。

　だから、今後数え切れぬほどあるだろう選択とその結果に背を向けないこと。「生きる」と選び、生き続けることになったことを恥じないように。

　万字はこのことを戦友に語ることはなかった。わざわざ語るほどのことでもなく、繋つながりを自分一人だけに留とどめられるならそれに越したことはないと思ったのだ。

　しかしその判断は戦後二十年の八洲やしまにおいて、万字の仲間と少女との間に決定的なすれ違いを生むこととなる。




　　　　[image: ]




　昭和八十年の、あれは秋の暮れだった。

　その頃、既すでに敵の手は本土にまで伸びていた。少女の住む田舎いなかはまだ安全な部類ではあったが、今後のことも考えて都市部の大規模地下壕ごうに避難する方向で話が進んでいた。

　──おじさんは？　おじさんは、どうしてるの？

　彼女は万字をおじさんと呼んでいた。万字からしてみればそういう中年にするような呼び方は心外のようだったが、名前で呼ぶことは禁じられていたのだ。かといって父や兄と呼ぶのも違う気がする、とのことで「おじさん」だった。

　里親である「おじいちゃん」と「おばあちゃん」は言葉を濁した。いつもは整備士の手紙で万まん字じの様子なども語られており、ほんの時たま彼自身が来ることもあるのだが、最近はとんとそれがない。戦況が激化しているのは誰の目にも明らかであったが、少女は万字が生きていることを信じていた。

　昭和八十年秋、少女は数年過ごした家を捨て、避難する。

　昭和八十年冬、住んでいた場所も火に呑のまれたことがわかった。

　昭和八十一年初頭、余よ所そとの連絡経路が断たれる。もはや外のことがほとんどわからないままに、少女は万字が生きていることをそれでも信じ続けた。




　彼が死亡したと知ったのは、それからほんの少し後のことだった。

　伝えたのは、彼女を迎えに来たという男だった。自みずからを「ただの軍人」と呼ぶ、恐ろしいほど黒く深い眼めをした、黒くろ塚づか夕せき馬まと名乗る男だ。






　　　参　─　回天







　井い筒づつは、迷っていた。

　彼とて最前線に身を置き続けた優秀な兵士だ。その精神が弱いのでは決してなく、どのような事態でも受け止めて噛かみ砕くだく頭を持っている。

　だが今回のこれは、そうした「兵士としての自分自身」すら揺ゆるがす事実だった。

　昭和一〇一年、八洲やしまの国土は荒こう廃はいし、あれほどあった戦力もほぼ壊かい滅めつし、鬼き虫ちゆうの仲間もその半数以上が戦火に果て──それでまた、新たな戦乱を起こさんとする敵がいる？

　記憶と自意識が剥はく離りするかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　弩ど将しようの井筒は死んだのだ。誰もがそれを知っている。

　──じゃあ今ここにいるオレは、一体、何だ。




「あ、んじゃとりあえず、そっち座って」

　巴ともえに促うながされ、井筒はずらりと並んだ鉄製の椅い子すの一つに腰こし掛かける。

　ここは機械兵のような人型個体の内部機関に手を入れる為ための設備であり、大型兵器のドックからは少し離れている。これらの設備は、今はこのように鬼き虫ちゆうの本体にも転用されている。向かいの壁には機能を休止した機械兵がずらっと並んでいる。

　電脳の調整作業と蜈蚣むかでとの接続テストは、この時点で二十回を越えていた。結果のまるで出ない作業を、巴ともえは飽くことなく続けた。続く職員も作業に従事しているが、彼らの目にあったあらゆる感情の気配に気付かぬ井い筒づつではない。

　それでも彼を頼りとする者、半なかば諦あきらめかけている者、苛いら立だちを隠かくせない者。

　いずれにしても、勝手な期待だ。

　接続が成功しないのは、他ならぬ井筒が心の奥底で拒否しているせいでは。もはや全員が心の内で思っているであろう一つの結論がそれだ。

　井筒にも蜈蚣むかでにも異常は無い。だとすれば考えられる原因はそこしか無いのも確かだが、それこそ手の入れようがない領域の問題だ。拒否しているのは本体か虫か、その両方か。

　延えん髄ずいのジャックにコードを接続し、井筒は黙だまって座っている。巴も黙って井筒の信号を受け取り、確認を進めていく。二人きりにしておいて欲しいとは巴からあらかじめ伝えてある。

「静かなのね。らしくないこと」

　作業を進めながら、巴はふと悪戯いたずらっぽい笑みと共にそう呟つぶやいた。

　そもそも井筒は、この童女が本当にあの弐に番式・羅ら刹せつの巴であるかどうかすら信じ切れずにいる。そうなる経けい緯いは聞いたし、機械弄いじりの手て際ぎわの良さや蜘く蛛もを操作する様子などを見るに、やはり巴は巴なのだろうとも思う。井筒の記憶の中の「姐あね御ご」と、今の彼女がどうしても合がつ致ちしないだけで。──いや、それはなにも巴だけに限ったことではない。

　最も信じることができないのは、他ならぬ「自分」自身なのだから。

「聞きたいことがあるんス」

「教えたことなら、みんなほんとよ」

「そうじゃねェ。どうして、オレを起こしたんスか」

　巴の手がぴたと止まり、紫むらさきの眼めで井筒を見る。その瞳ひとみは冷静だったが、奥底には若じやつ干かんの戸と惑まどいの気配があった。

「……必要だったからよ」

「蜈蚣が戦う為ためにスか」

「それもあるわ」

「また……敵がいて、そいつらと戦うんスか」

「そうよ」

　噛かみ締しめた井筒の奥歯が「ぎり」と音を立てる。

「──んじゃあ、あの戦争は何だったんスか！」

　戦争は、無意味な徒労だったのか。

　それを思い知ってしまうことが恐ろしかった。

　自分は無駄に戦い、無駄に命を散らし、こうしてのうのうと生き返っているのか。あそこには戦友がいた。死んでしまった奴やつも数え切れないほどいた。人も機械も、共に戦場にあった者達を井い筒づつは覚えていた。

「あいつらは、……あいつらはみんな、八洲やしまは勝つと思いながら死んでったんだ！　命タマァ張って地じ獄ごくみてえな大おお喧げん嘩かに出て、後ろに国があるからってよ！　なのにこのザマだってのか！　じゃあオレ達ゃ一体何やってたんだよ!!」

　戦場には誇りがあった。少なくとも井筒自身はそう思っていた。

　戦う者達が己おのれの矜きよう持じを懸かけ、命を賭として敵に挑いどんだ。あそこは、そういう世界だった。

　巴ともえは井筒の叫びを黙だまって受け止めている。苛いら立だちを吐はき散らした後には重い沈ちん黙もくが降り、井筒は俯うつむく。軋きしむほど強く握にぎり締しめられた拳こぶしが、小さく震ふるえている。

「……受け容いれろ、っつうのかよ。蜈蚣むかでも動かねェ、これ以上オレに何をしろってんだ……!!」

　搾しぼり出した言葉は、自分でもまさかと思うほどに弱々しかった。

　過去にはそんな顔を見せたことなど一度もなかったように思う。二十年前、何にも疑問を持たない兵士であった「自分」は、こんなに弱くはなかった。

　巴はふっと笑んで上体を起こし、その白く細い腕を井筒の首に回す。ゆっくりと延えん髄ずいのジャックを外はずし、そのままの動作で井筒の頭を抱かかえ込んだ。

「九く曜ようくんがね、」

　そうしながら、小さく囁ささやく。

「もしもキミが戦いたくないって言ったら、その通りにして欲しいって。変わったわよね。そういうこと言うコじゃなかったのにね」

　──あいつが。

　熱くなった頭を抱き留められ、井筒は九番式の少年を思い出す。あれはいつのことだったろうか、九曜と衝しよう突とつすることは何度となくあったが、意い固こ地じなあいつは「この作戦は自分一人で十分だ」などと抜かしていたこともあった。しかし、今のように相手を気き遣づかうようなことは過去は聞いたことがない。

「アタシはキミが大事。望むことがあれば叶かなえてあげたいってアタシも思う。でも、同じくらい九曜くんと剣けん菱びしくんも大事なの。あの二人は信じてるけど……今回の敵は、ほんとーにうんざりするくらいの食わせ者なの。カレらさえ危ないの」

　体を離した巴は、その表情に静かな決心を秘めている。それに対し自分はどんな顔をしているのか、あるいはどんな顔をすればいいのかがわからない。

「考えることは後からでもできる。今はしなくちゃならないことが山ほどあるのよ。……それだけは、覚えといて」

　それは確かに真実なのだろう。今こうしている間にも状況は動き続けている。巴は立ち上がりざまに通信でドックへ指示を入れながら、それ以上井い筒づつに何を語りかけるでもなく踵きびすを返した。そうして扉に手をかけたところで、「そうだ」と思い返して振ふり返った。

「──アタシはね、ずっとキミに会いたかったの。だから今こうして話ができて、すごく嬉うれしいと思ってる。それがどんな話でもね。ほんとよ？」

　最後にそう言い残し、巴ともえは困ったように眉まゆをハの字にして笑う。

　独ひとり取り残され、井筒はそこから動けなかった。

「…………オレは、こんなに弱かったのか？」

　呟つぶやき、思い出す。かつて少しでも迷いかけた時、先導するように前にあった男の背を。井筒にとって常に指針であり、目標であった彼は、今はいない。

「マジでくたばっちまったのかよ、兄貴……」

　一つの導しるべとなるものを喪うしなった井筒は、前にも後ろにも進めず、ただうなだれた。
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「──明日の夜に発つ。君は中央か登と坂さかにいろ。巴ともえから離れなければ安全であろう」

　今夜は泊まり込みだった。仮眠室はぱんぱんになってしまうので、眠るものは各おの々おので寝袋まで持ち込んで、登坂研のあまり使われていない会議室に雑ざ魚こ寝ねとなる。

　叶かな葉はもその一人だった。あらかじめ仕事は休みを取ってある。尽じん天てんからの付き合いである愛用の寝袋を引っ張り出し、懐なつかしい感触に身を包んでいた。

　寝袋から上体を出して、叶葉は九く曜ように向き合う。

「はい、わかってます。九曜こそ、その……気を付けてください」

「無む論ろんだ」

　相変わらず、こんな時にできることが思い浮かばない。前に出る彼に声をかける程度のことしかできないのは、仕方のないことではあれ少し心に堪こたえるものがあった。

　まさか「行くな」とも言えない。何な故ぜなら、今回の作戦は──

「……蜂はちは、本当にそこにあるんでしょうか？」

「その筈はずだ。──必ず取り戻もどす」

　答える九曜の赤い眼めには、鋼はがねのように硬い決意がある。

　あの金色の《蜂》の姿すがたは、叶葉の記憶にも鮮せん烈れつに残っている。尽天で過ごした夏、あの鋼鉄の虫は常に傍そばにあった。そして《蜻蛉とんぼ》との戦いで海に沈み、永遠に失われたものだと思っていた。それは、本体の九曜でさえもそうだった筈だ。

　鬼き虫ちゆうにとっての《虫》とは、ただの道具ではない。命を預ける武器であり、同じ時に同じ場所を駆かけ抜けた相あい棒ぼうであり、なくてはならない半身なのだ。

　人間の叶葉には、半身を奪うばわれたことへの怒りや焦あせりは想像するしかない。ただ九曜の瞳ひとみに静かに燃える決意を見れば、その重さは十二分に伝わるものだった。

「……本当は、あのままでいいと思っていた」

「蜂はちと、蜻蛉とんぼ様が……ですか？」

「ああ。あれ以上に何も望むべくはないと。蜂も……竜胆りんどうも、あの場所で全ての役目を終えたのだと。──それは、井い筒づつも」

　叶かな葉はは、つい先日に初めて見た井筒という男のことを思い出す。

　激しい人だという印象が最初にあった。きつい目付き、荒々しい口調、攻こう撃げき的な態度──巴ともえや剣けん菱びしとも全く違うが、最前線に立つ戦士らしいと言えばそうなのかもしれない。しかし、初めて見る叶葉の目からでも、彼の戸と惑まどいはよくわかった。

「井筒さんは……どんなひとだったんですか？」

「頑がん固こだが、それ故ゆえに誇り高い男だった。同じ戦場に立つ戦友を守り、時に盾たてとなり、誰よりも勇ゆう猛もうに戦った。小しよう生せいも助けられたことが少なくない」

　顔を合わせれば口論となることの多かった相手だが、九曜は井筒の強さと勇ゆう敢かんさに敬意を持っていた。その敬意を自覚したのは、今になって思い返してみてだが。

「戦闘兵器とは、戦って死すべき存在である。……そう思っていた。生まれたその時点で、戦いの果ての死までも勘かん定じように入っているのだ。ならばその死をもって、彼らの全ての役目は完かん遂すいされるのだろうと思う。ならば彼は……彼がそう望むのならば、自由であって欲しい」

　九曜は、自分の頭の中を整理するように訥とつ々とつと続ける。

　甘い考えだというのは百も承知であり、既すでに起きてしまった彼を中央も敵も放っておく筈はずがない。最善なのは彼が戦う必要もないほど自分が戦果を挙げ、早急に敵を打倒することだとは思うのだが、それとて覚おぼ束つかないのが今だ。

「それでも小生とて、彼の戦闘力を当てにしている部分がある。……弱さ故ゆえの勝手な期待ではないかとも思う。こう考えてしまうのが、少しもどかしい」

　各おの々おのが各々のやるべきことを、全力で進めている。井筒の再さい覚かく醒せいも、中央や登と坂さかが帝てい都とを守る為ために導き出した一つの答えだ。それであっても、九曜は井筒を案じずにはおれなかった。

　じっと聞いていた叶葉は、微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「やっぱり、九曜は優しいですね」

「……違う、考えが甘いだけだ」

「あたしは、井筒さんのことはよくわからないです。あのひとが答えを決めることなら、きっと信じるしかないのかもしれません。……今はきっと、できることをするしかないんです」

　九曜は少し目を丸くして叶葉を見ていた。ややあって目を伏せ、浅くため息をつく。

「……そう、か。……良くないな、君には喋しやべりすぎる。気が抜けているのか……」

「いいですよ。あたしの前でくらい、気を抜いてください」

　にこにこ微笑む叶葉に、そうだ、と九曜はあることを思い出す。

「それから、君も危険な行動は控ひかえよ」

　ぎく。

「え。……え、ええ～？　な、なんのことでしょぉ……？」

「とぼけるな。巴ともえに確認を取った。君のことだから使命感を持っているのであろうが、自じ衛えいの能力が無いのに危険に踏み込むのは推すい奨しようできぬ」

　思いっきりばれてしまっていた。巴の依頼で内通者を調べるという「仕事」は継続しているが、未いまだに実を結んではいない。相手方がボロを出さないように上う手まく立ち回っているのか、所しよ詮せん自分達が調べられる範囲など知れているのか。

「うう……はい。気を付けます……」

　叶葉は観念してしょんぼり肩を落とす。

「君が、常に誰かの助けになりたいと考えているのはわかる。こうなった以上は『やるな』と言っても従わぬのであろう。だが自分自身を蔑ないがしろにしてはならぬ。……繰り返すが、小しよう生せいは君が大事だ。今もそれは変わらない。君に何かあると、困る」

　九く曜ようは真顔でそんなことを言う。

「…………は。はぃ」

　正面から見み据すえられて、叶かな葉はは言葉を失った。顔がまた熱くなる。む、と九曜は叶葉の表情の変化に気付き、「人前でそういうことを言うな」と言われた時のことを思い出した。だが今は他に誰もいない。

「周囲に人影は確認できない。問題ないと思うが」

「だ、だから、そういうんじゃなくて……うう～……」

「む。心しん拍ぱく数が増加している。体温の上昇も感知。やはり体調が優れぬのでは」

　ぐいっと抱きかかえられる。

「わー!?　大丈夫！　だいじょぶですから！」

　九曜の腕の中でぱたぱた暴れた。このままでは医務室に放り込まれてしまう。

　むむむと疑わしげな九曜だったが、そこまで言うのなら無理に連れて行くこともないだろうと判断し、渋しぶ々しぶながら腕を緩ゆるめた。どこまでも生き真ま面じ目めな顔がすぐそこにある。

　照れも通り越して、叶葉はなんだか可お笑かしくなった。

「……ふふっ」

「どうした」

「ん……なんか最近、こういうの無かったなぁって思って」

　二人でここまで来た。

　ここのところは非常事態の連続で、一ひと息いきつく暇ひまもありはしない。今にしても油断ならない状態だ。九曜はずっと登と坂さかにいるし、叶葉も日常と非日常の間を行き来している。

　だからなのか、叶葉はどこか九曜が遠いような気がしていた。はっきり実感したことはなかったが、今にして思えば多分そうだ。

　けれどこうして二人になってみると、九く曜ようは変わらない。思えばいつもそうだ。帝てい都とで暮らし始めてからも、それより前の二人旅をしていた時も、九曜は今のような生き真ま面じ目めな顔でいながらずっと叶かな葉はの傍そばにいた。眠る時には傍にいて、何かあれば飛んできた。

「そういえば、こうして君と二人でいるのは久しぶりな気がするな」

「ね。前まではずっと一いつ緒しよだったのに」

「うむ」
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　九曜はもしかしたら、元は人間だったのかもしれない。昏こん倒とうした九曜の電脳に潜せん行こうした後から、叶葉はそう思い始めていた。

　しかしそうであっても、彼の正体が何であったとしても、九曜は九曜なのだろう。叶葉はそうも思う。まだわからないことは山ほどあっても、間近に彼の顔を見ていると安心する。叶葉は九曜の赤い眼めを見返して、くすぐったがるように笑った。

「……えへへ」

「あ、カナ～……」

「へぇあ!?」

　跳はねた。そういえば抱かかえられたままだ。

　いつの間にか開いていた扉から、鴇とき子こと菘すずなが見ている。二人とも目が充血していて、疲れ切った足取りはついさっき墓場から這はい出てきたばかりの死人のようだ。

「ちょちょちょ、九く曜よう！」

「む」

　ぱっと離す。一方で菘すずなと鴇とき子こは、九曜と叶かな葉はが何をしていたかなどあまり気にしていないようだった。いつものことだし、それ以前に眠すぎたのだ。

「あふぁ……あーつかれた……」

「…………ねむい」

　ふらふらと部屋に入ってくる二人。

　菘は朝から晩まで作業に従事し、鴇子も菘に「ヒマしてんなら手伝いなさい」と引っ張り込まれ、あっちこっち走り回っていたようだ。更さらに後ろから菊きく丸まるがぬっと顔を出した。邪じや魔ましたか、とでも言うように二人を見比べる菊丸。

「な、何もしてませんから！　ほんとに！」

　ぷるぷる首を振ふる。鴇子と菘は聞こえているのかいないのか、眠すぎてぶっ倒れそうだ。

　菊丸が大おお股またで会議室を横断して、マットレスを叶葉の両りよう隣どなりに広げた。そうしてちょいちょい手招きすると、二人は誘ゆう蛾が灯とうに導かれるようにそちらへ歩み寄り、本当にぶっ倒れた。

「わあ!?」

　そして乱れた髪を整えようともせず、マットの上に寝そべって左右から叶葉に抱きついた。

「あ～……ぬくい……」

「……ねゆ……」

　往おう生じようしたのは叶葉である。

「……う、うごけない……」

　左右の二人はもうすっかり夢の世界にいて、規則的な寝息を立て始めていた。

　せっかく寝袋を持ってきていたのに入ろうともしない。仕方ないから菊丸は寝袋のジッパーを全開にし、掛かけ布団ぶとんのように広げて二人に被かぶせた。そうして、九曜に目配せする。

「む……最終調整か。了解した。すぐに向かう」

「あ、え、行っちゃうんですか」

　できれば助けて欲しい。という視線を投げてみたものの、九曜は構わず立ち上がる。この程度なら日常の範囲である。

「──とにかく。先程も言ったように、君は君自身の安全を第一に考えよ」

「はい……でも、九曜も。いちばん危ないとこにいるのは九曜なんですから」

「わかっている。しかし、」

　言葉が重なる。

「君が気がかりだ」

「あなたが心配です」

　目を合わせ、叶かな葉はは笑う。お互い様だ。

　九く曜ようは菊きく丸まるに促うながされ、最後に「本当に気を付けろ」と念を押すように肩越しに叶葉を一いち瞥べつし、去っていく。叶葉は仰あお向むけになってがっちり拘こう束そくされながら、それを見送った。にしても。

「……おむねが」

　動けないやら温かいやら、柔らかいやら悔くやしいやら。

　左右から顔をふにふに頬ほおずりされながら、叶葉は複雑な気分のまま眠りに落ちていった。




「しかし、すまぬ。待たせていたようだな」

　隣となりをずんずん歩く菊丸は、「気にするな」と言うように首を振ふる。

　重ねて改修を繰り返した菊丸の体たい躯くは、最初に出会った頃と比べても随ずい分ぶん変わっているように見える。単たん騎きでの生存性、甲こう虫ちゆうに対処できる攻こう撃げき力と機動力など、最新式のカスタマイズを施ほどこされた彼の戦闘力はかなりのものがある。

　紛まぎれもなく、人型兵器の分類では最強の域だ。一人では切り抜けられなかった場面など幾らでもあり、彼はその中で常に九曜を助けてきた。これからもそうだろう。

　特に「一人の少女を守る」という点において、九曜と菊丸は共通の信念を持つ。彼個人の戦闘力や積み重ねた共闘の数以上に、九曜にとって菊丸を強く信頼する根こん拠きよがそれだった。

『──説明しておくべきことがある』

　歩きながら、接触回線の通信を開く。

　説明を終えると、菊丸は神しん妙みような様子で頷うなずいた。既すでに幾つもの死線を潜くぐった巨漢は、ごく少数の間でしか通じていないその作戦にも嫌いやがる素そ振ぶりを全く見せない。とうに覚かく悟ごを決めているのだ。守るものの為ために。

　そして、それはこちらも同じだった。

　──！

　廊下の十字路に差しかかったところ、九曜はぴくりと歩みを止める。一歩先んじた菊丸が不ふ思し議ぎそうに振ふり返ると、九曜は進む方向とは逆の通路を見て止まっている。

『先に行っていてくれ。すぐに追いつく』

　九曜は菊丸にそう告つげ、足の向きを変えてそちらへ歩き出す。

　視線の先には井い筒づつが立ち、九曜を見ていた。

「……行くのかよ」

「ああ」

　呟つぶやくような井筒の声に、九曜はただ短く答えた。

「テメェは……戦争が終わっちまって、ここまで生きて、兄貴を撃げき墜ついしたっつったな」

「……ああ」

「何でだ。あの人はテメェの恩人でもあっただろうが。兄貴が狂うなんて有り得ねえんだ、どうしてそんな平気なツラしてられる……！」

　井い筒づつの目には迷いが見える。そのような彼を見るのは初めてで、過去の姿を知らばこそ大きすぎる差に多少の戸と惑まどいを覚える。

　彼も、こんな顔をするのだ。

　九く曜ようにとってかつて「戦友」とは「駒こまとなる戦闘単位」に過ぎず、自分自身のこともまたそう認識していた。

　井筒とは衝しよう突とつを繰り返したが、口やかましい奴やつだという程度にしか思っていなかった。戦場に出れば彼とて鬼き虫ちゆうという戦闘単位の一つとして働いた為ため、それ以上の興味を注ぐ気は無かった。ましてや井筒という男が何を信念とし、何を思考していたかなど。

　言い訳をするつもりは最初から無い。九曜は正面から井筒を見返し、言った。

「小しよう生せいは小生の意思で、あの時やるべきことを──やりたいことを完かん遂すいした。それだけだ。だから、ここにいる。そこに後悔も恥ずべきこともない」

　九曜は、変わった。

　昔の九曜を知れば知るほど、誰しもが驚きを覚えるほどに変わった。

「やりてェこと……やんなきゃなんねェことってのァ、何だ」

「……上う手まく説明できぬ。それは個々人で見つけることなのではないかと思う」

「オレだってよ。……オレだって、そいつはあったんだ」

　井筒は、独自の美学を持つ男だった。

　女子供が戦場に出ることを嫌きらうのも、彼なりの美学だ。なにもそうした相手が嫌いなわけではない。彼が言うところの女子供というのは言い換かえれば「弱いもの」であって、強いものが体を張ってそれを守らなければならない、と思っている。そこに誇りがあった。

「テメェには今もそいつがあるってのか。こうなっちまって、蜂はちも持っちゃいねェテメェがそこまでしてよ……！」

「ああ、ある」

　九曜は、はっきりと頷うなずいた。

　理由はある。やるべきこともやりたいことも、全てぶれずに胸の内に存在している。

「守りたいものが出来た。大切なひとがいるんだ。彼女と、彼女がいる街の人々が危険に晒さらされている。……それを見過ごすことは、絶対にできない」

　それを言えば、かつての戦友は信じられぬと笑うだろうか。

　だが構わない。それが包み隠かくさぬ九曜の理由だ。何と言われようとも揺ゆらぎはしない。

「では小しよう生せいは往ゆく。……貴官は、貴官の思うままにしてくれ」

　静かに踵きびすを返し、振ふり向かずに歩き出す。

　出しゆつ撃げきは近い。
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　斬きり込み部隊は、参さん番式の蟷螂かまきりを中心とした編成となる。

　後続にフル装備の機械兵が五機。その一隊から離れて、別ルートから九く曜ようと菊きく丸まるが続く。

　隊全体の機動力と隠おん密みつ性の都つ合ごうから、これ以上は用意できない。完全な少数精せい鋭えいかつ徹底的なステルスで陸路から行き、一機の小型無人航空機が通信を中継する。

　地上に光のない真っ暗な廃はい墟きよを、一匹の虫と七機の人型が疾しつ走そうする。

　先導する蟷螂は巴ともえの手でステルス処理を施ほどこされている。もとより単たん騎きや極少数の奇き襲しゆうも得意とする剣けん菱びしはこうした行動に慣れており、迷うことなくすいすい廃墟を駆かけていった。

　後続も歩調を緩ゆるめない。五機の機械兵は、それぞれ索さく敵てき偽ぎ装そうの樹脂を塗と布ふした黒い外がい套とうを装備している。機体表面にはスプレーで灰色の都市迷めい彩さい塗装が施されていた。

　彼らの武装は長ちよう射しや程ていの小しよう銃じゆうが一、消音筒サプレツサーつきの短機関銃と拳銃がそれぞれ一、手投げ式の閃せん光こう弾だんと煙幕弾を持てるだけと近接武装。隠密行動からの白はく兵へい戦せんが予測されるため、どちらかといえば銃撃戦より近接戦を志向したチューンを受けている。

　そして九曜は新たな眼帯に拵こしらえを施ほどこした流りゆう星せい刀とう《紫し電でん》を帯び、特製の外套に身を包む。特とつ攻こう術の制せい御ぎよと紫電の操作に問題は無く、考え得る限り全ての力を行使できる万全の状態。

　一方で菊丸は持ち前の強きよう靭じんな両手両足に加え、先の実戦においてその有用性を証明した盾たて型がたの兵装──風圧射しや出しゆつ式杭打ち機パイルバンカーを背負っている。

　それぞれが言葉もない。

　倒とう壊かいした建物を踏み越え、砕くだかれた道路を迂う回かいし、影に同化するよう徹底的に地上にへばりついて駆かけ続ける。




　相手が移動を開始したとの通達が来た時、黒くろ塚づか部ぶ隊たいもまた準備を終えていた。

「さぁて、やるか……っ!!」

　武む者しや震ぶるいを押し殺し、日ひ足あしは天テン道トウに搭とう乗じようする。

　先手を取ると言っても、相手は兜カブトとの一いつ騎き打ちを制したあの蟷螂かまきりだ。甲こう虫ちゆうの装そう甲こうさえ一ひと太た刀ちのもとに両断する超振動ジエツト刃は脅きよう威い以外の何物でもなく、敵がいかに少数といえども油断は禁物だ。基地に残存する甲虫の全てを動員し、初しよ手てから一気に捻ひねり潰つぶすべきだ。

　無数の虫が起動する。天道を中心として、斑猫はんみように天牛かみきりといった量産型の甲虫だ。

「センセイは今どこ？　あっそ、じゃいいや。あ、補助しっかりしといてよね。もう遠いとこに行かされてボコボコにされて、命からがらやっと飛ぶみたいなのやだよボク」

　天道の能力に関わる演算補助も問題ないようで、日足はその力をこれまでより効率的に戦術に組み込めそうだ。

　久く留る守すはその様を見守りながら、横たわる蛍ホタルに背を預けている。

　見上げると天てん井じようは異様に高く、そのまま地上に繋つながるゲートが蓋ふたをしている。ドックから直接使える出しゆつ撃げき口こうだ。

　そのゲートが、軋きしみながらゆっくり開いていく。ぱらぱらと埃ほこりが落ち、円えん筒とう状に区切られた空には水底のような深い夜よ闇やみがあった。

　同時に、ずらりと並んだ数十体もの機械兵が銃じゆうを担かついだ。改造を受けた多脚戦車が全身にエネルギーを漲みなぎらせ、それぞれ秘ひ匿とくされた出撃経路に足を踏み出す。

『──出撃！』

　日ひ足あしの指示と共に、甲こう虫ちゆうが一いつ斉せいに出る。

　強きよう靭じんな肢あしで踏み込み、跳ちよう躍やく。そのまま壁を蹴けって駆け上がり、次々とゲートから飛び出ていった。最後に天道が大きく跳躍し、空中で機体をぐるんと丸め──文字通り、消えた。

　全ての兵力が出撃した後は、天井のゲートも元通りに固く閉ざされ、戦意をたっぷり含んだ気配が西へ遠ざかっていく。久留守はそれを黙ってサーチしていた。

　この作戦を制したら、もはや勝ったようなものだ。

　なのに何な故ぜ、頭に何かが引っかかったような感覚でいるのだろう。久留守は振ふり返って蛍に触れ、自身の思考を塗り潰つぶすように硬い声で呟つぶやいた。

「……はじまる」
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　既すでに日付は変わっている。

　隊はある程度まで進んだところで足を止め、周辺の索さく敵てきを逐ちく一いち徹底して行った。進軍と索敵を繰り返し、その都つ度ど空の無人機を介して通信で報告を入れる。

『こちら管かん制せい室、可か児にだ。そちらはどうなっている？』

『こちら参さん番式、行路は順調。敵どころか野の良ら機械の影も形もねえ。目標までは残りざっと六十キロってとこか……随ずい分ぶん近付いたが、静かなもんだぜ』

『その辺あたりはもう完全に我々の手が入っていない区画だ。地形の詳しよう細さいデータは用意できない。迂う回かいや近道はそちらの判断で、廃はい墟きよの崩ほう落らくに気を付けてくれ』

『あいよ』

　帝てい都とより北は、ある程度以上進めばほとんど未み踏とう査さ地区だ。新たに建てられた通信塔とうの影さえもなくなり、二十年間放置されきった廃墟が剥むき出しになる。

　周辺に異常は無し。索敵と通信を終え、また蟷螂かまきりを先頭に走り出す。

　九く曜ようは別ルートを駆かける彼らの反応を追いながら、目標地点の座ざ標ひようを頭の中で計算する。

　ふと隣となりを走る菊きく丸まるに視線をやると、彼はただ小さい頷うなずきだけを返す。

　──例えば、こちらの出しゆつ撃げきに合わせて敵が動くとして。

　まず間違いなく真っ先に蟷螂かまきりが狙ねらわれる。剣けん菱びしとてそれは百も承知だろう。一群は闇やみを疾しつ走そうし、目標地点と定められたとある基地との距離が縮まっていく。

　残り、四十。

　そこに敵の主要基地があり、そこに奪うばわれた鬼き虫ちゆうがある──と、誰もが思っている。虫の奪だつ還かんが第一目的であり、その為ためにはなりふり構わず進むしかない。

　残り、二十。

　焦あせりもする、怒りもある、見つかれば多少の危険を厭いとわず突つっ込む。読まれていると知らず。

　残り、十。

　──と、敵はそう思っている。

　到着──




　兆ちよう候こうは皆かい無む。

　脈みやく絡らくなく空間が揺ゆらいで空気が膨ふくれ上がり、相手が質量と熱源反応を感知する頃には既すでに天テン道トウの機体は最高速に達している。




　異変は真上から来た。

　意識していなければ気付かない、ほんの僅わずかな磁じ界かいのぶれ。濃い闇の中で唐とう突とつに光が生まれる。正気を疑う量の推すい進しん剤ざいによるブースターの炸さく裂れつだ。音は間に合わない、機械兵の反応速度でも対応不可能な完全な奇き襲しゆう。

　しかし、既すでに直感の閃ひらめきを得ていた蟷螂は、ためらうことなく真横に跳とんだ。

　寸すん毫ごうの差で、蟷螂のいた場所を一匹の甲こう虫ちゆうが叩たたき潰つぶしていた。

　空間転移ジヨウントによる瞬しゆん間かん的な空気の膨ぼう張ちようで、平手で叩くような甲かん高だかい音と共に空気が揺ゆれた。廃はい道どうにクレーターが生じて瓦が礫れきが散り、衝しよう撃げきで五機の機械兵が飛び退のく。

『──!?』

　天道の本体の動どう揺ようが剣けん菱びしに伝わる。地面に走った長く深い亀き裂れつはまさに小しよう隕いん石せきが激げき突とつしたかのようで、異様なのはそいつがどこからともなく突然文字通り「出現」したということ。

　織り込み済みだ。

　蟷螂はその姿を緑の複眼に捉とらえ、空中で曲芸のように反転。双そう刃じんが円を描き、両の触角が天道を指す。そのまま跳ちよう躍やく軌き道どう上にあったビル壁を蹴けり、逆に天道に襲おそいかかった。

　が、今度はこちらが一瞬遅かった。

　本能で危機を感じ取った天道が即座に空間転移ジヨウントを起動、ごく短距離を跳んだ。また磁じ気きが揺らぎ、直後に天道はすぐ傍そばのビルの屋上に降り立っていた。

　機械兵が銃じゆうを構える。蟷螂はまたも宙で回転して着地、敵を見上げた。

『なんだ、連続で使えんのか。ちと話と違うな。アジトが近けりゃそうなるってわけか？』

『…………なんで気付いてんの？』

　まさか避けられるとは思わなかったらしい。初しよ撃げきで破は壊かいできると信じて疑わなかったのだろう。わざわざ通信で問う少年の声には、隠かくそうともしない警けい戒かいの色がある。

『さてな。虫の知らせってヤツかね、鬼む虫しだけに』

『ち……っ!!』

　天テン道トウが身を晦くらます。剣けん菱びしは直後に敵を感知した。三時方角、高速。呆あきれるほどに多数。

　量産型の甲こう虫ちゆうが最低二十。機械兵と思おぼしき人型がそのざっと倍。左右をぐるりと固めるように旋せん回かいする大型の反応はおおかた前世代の多脚戦車といったところか。もはや気配や反応といった形でなく、地鳴りのような無数の足音と金属の擦こすれ合う音が地鳴りのように届いてくる。

　──なぁるほど。

　未開の廃はい墟きよにも関わらず暴走兵器が全くいなかった理由が、今ようやく腑ふに落ちた。

　野の良らの機械兵は黒くろ塚づか部ぶ隊たいに制圧され、手て駒ごまとして「再利用」されているというわけだ。

『散らばるなよ。めんどくせえ奴やつには俺が当たる。一機一機、きっちり潰つぶしてくぜ』

　陣じん頭とう指揮は剣菱が執とる。敵にとっては蟷螂かまきりが最大脅きよう威いにして奪だつ取しゆの目的であるわけだから、最優先でこちらを狙ねらってくることだろう。剣菱一人を無力化したらあとは楽なものだとでも思っているのだろうが、楽なのはこっちも一いつ緒しよだ。あとは戦うだけなのだから。

　蟷螂が身を低く構える。ずず、と周辺の空気が振しん動どうの余波で揺ゆれた。

《超振動ジエツト》起動。高こう周しゆう波は振しん動どうが双そう刃じんに集中して音おん叉さのように甲かん高だかい音を立てていき──その音もやがて可か聴ちよう域いきを超える。そして剣菱は牙きばを剥むき出して笑い、呟つぶやいた。

「さて、仕事だぜ」

　そう、ここまでは予定通り。ここから先は、自分の仕事だ。
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「……まさか！　気付かれていたのか!?」

　管かん制せい室で可か児にが呻うめいた。

　驚きよう愕がくするのも無理はない。こちらが施ほどこした隠おん密みつ処理は完かん璧ぺきだったし、道中に怪あやしいものは何一つ無かった。敵が広域のレーダーで一帯を監かん視ししていると仮定しても、闇やみに紛まぎれて進軍するごく少数の隠密部隊を先に捕ほ捉そくして戦力を整え、逆に先手を取るなど有り得ない。

　普通で考えればそうだ。気付かれるわけがない。

　管制室の真ん中に立ち、巴ともえは眉まゆ一つ動かさずモニターを見守っている。その表情には一いち分ぶの驚きもなく、次の一手を冷静に思考しているのみだった。

　反応を追っていた管制官が振ふり返り、困こん惑わくの声を上げた。

「九番式ならびに五十年式改かい、進路を外はずれています！」

　後者は菊きく丸まるを指す。戦後の最新型である昭和百年式シリーズよりかなり時代を逆行した五十年式機械兵、その改良型だからだ。

　見れば、九く曜ようと菊丸の反応が戦域を離れてどんどん東に逸それている。

　目標地点からは見当違いも甚はなはだしい進路だ。逃走というにも不ふ可か解かいなルート選択であり、その意味が一人以外には全くわからない。

「……!?　二人を連れ戻もどさせろ！　参さん番式の援えん護ごに回すんだ！」

「十分よ」

　可か児にの言葉を、巴ともえがぴしゃりと遮さえぎる。

　彼の表情にはありありと混乱が見て取れる。可児を見返し、巴は冷静に続けた。

「説明は後。そっちは剣けん菱びしくん達だけで十分よ。あの二人はやることがあるの。──しかしまあほんとにたくさん出してきたもんだわね、よっぽど蟷螂かまきりが欲しいみたい」

　蛍ホタルはいないようだ。となればそちらはまだ万全ではないのか。まさか本体だけで出るわけもあるまいし、久く留る守すという少女は九曜らの向かう先に待機していると考えるべきだろう。

　他の特機も姿を見せない。例の兜カブトは余よ所そにいるのか。よもや蟷螂を討うつ絶好の機会を前に出し惜おしみするとも思えない以上、あそことは全く別のアジトにでもいると考えられる。




　巴が基地を発見した場所は、防ぼう衛えい都市・白しら萩はぎの地下工こう廠しようだ。

　表に提出し、今回の作戦目標に定めた地点は白萩ではない。

　そこから南西に数十キロずれた区画にある、内陸の廃はい棄きされた基地だった。

　その他のものも基本的には真実だが、そこかしこに手を加えて偽ぎ装そうしていた。絶ぜつ妙みような座ざ標ひようにもっともらしい場所を発見し、そこを仮想の戦場として中央に伝達したのだ。




　あの時、秘ひ匿とく通信によって行われた三人だけの会議で、巴はこう切り出した。

『わかってると思うけどアレだいたい嘘うそだから。ほんとの場所は白萩って防ぼう衛えい都市の工廠。最低でも天テン道トウはいるし、鬼き虫ちゆうもあると思う。多分まー結構な戦力を持ってるでしょーよ。だって主なアジトなんだもんね』

『──では、小しよう生せいはそちらに？』

『うん。適当なとこでそっちに走って。菊きく丸まるちゃんも連れてった方がいいわね』

『俺はその嘘うその場所に行くんだろ？　ってことは──』

『そーね、思いっきり陽よう動どう』

　絶対的に戦力が足りていない以上、前線の中ちゆう核かくには必ず鬼虫が──特に、目下の最大戦力である剣けん菱びしが据すえられる。敵の目も味方の目もそちらに集中するだろうし、蟷螂が出るとなれば量産型だけを出してくるわけがない。

　蟷螂かまきりとて向こうにとっては喉のどから手が出るほど欲しい機体。それを押さえる好機だと見るのは当然で、ここぞとばかりにありったけの戦力を出してくる筈はず。

『細かい指示なんてするだけヤボだから簡単に言うけど、とにかくもう斬きるだけ斬って大暴れしちゃってちょうだい。特機がどれほどいるかにもよるけど、細かい判断は任すから』

『要するにあとは丸投げってことな。楽できねーなまったくよ』

『あら。好きなんでしょ？　獲え物ものには事欠かないわよ』

　巴ともえは口元を袖そでで隠かくし、電波の声でわざとらしく『おほほ』と笑ってみせる。

　仕組み自体は単純だ。蟷螂を中心とした斬り込み隊を陽よう動どうとし、展開される敵部隊を引き付けて戦力を削けずる。その隙すきに九く曜ようと菊きく丸まるが二機で敵基地に潜せん入にゆうし、蜂はちを奪だつ還かん。基地のライフラインを断ち、可能な限り残存兵力を制圧する。

　この「作戦」のミソは、敵に手の内を読まれていることを逆さか手てに取っているという点だ。ぎりぎりまで剣けん菱びしの側が囮おとりだということは、この三人、そして九曜に付き合う菊丸以外は誰も知らされない。いわば必要な独断である。

『最低でも天テン道トウのコは気付かれずに引っ張り出さなきゃいけない。あれだけは変だと気付けばすぐに飛んで戻もどれる厄やつ介かいな特とつ攻こう術持ってるから、最優先で引き付けてちょうだい』

『はいよ』

『剣菱を孤立させるわけにもいかぬ。少数でも随ずい伴はんが付くであろうが、彼らは？』

『伝えらんないし、付き合って頑がん張ばって貰もらうしかないわ。まあ振ふり回しちゃうみたいで気の毒だとは思うけど、そっちはそっちで重要だしね。どうせたくさん連れてけないんだし、お供の分は贅ぜい沢たくに弄いじってあげちゃうわよ』

　正直なところ、不確定要素は多い。これにしても賭かけの領域だ。

　だが内通者の存在、悟さとられれば時間差ゼロで逃げられる《空間転移ジヨウント》という能力、こちらの戦力と目的を考えれば、こうして読まれていることの裏をかいた賭けに出るしかなかった。

『まさに修しゆ羅ら場ばってとこだな。そっちも気張れよ、九曜』

『……無論だ。失敗はできぬ』

『こんな綱つな渡わたりも何度目かしらん。ま、慣れたもんよねぇ、イイ気分じゃないけど』

　そう、慣れたものだ。

　少数で大軍を相手取るなど、二十年前に飽きるほどやってきたことではないか。




「さて……と」

　右から左へぐるりと視線を巡めぐらせ、管かん制せい室の全員を視界に納める巴。ここまで来たら、現場に関しては信じるしかない。もはやモニターは見ず、職員の動向をつぶさに監かん視しする。

　敵を騙だますにはまず味方から、という言葉があるが。

　──味方の中にも敵がいるかもだったら、尚なお更さらってもんよねぇ。
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　彼方かなたから砲ほう声せいが届く。九く曜ようと菊きく丸まるは戦闘の気配を振ふり切るように、ただ全力で疾しつ走そうする。所どころ砕くだけ折れた軍用高こう架か道路の下、これを辿たどる先に一つの都市があることを確認している。

　ちら、と菊丸が音の方向を一いち瞥べつした。

『案ずる必要は無い、彼らはやれる。それより……』

　九曜は言葉を切り、白しら萩はぎの座ざ標ひようを再確認する。

　徐々に近付いている。

　周囲は暗すぎて光学のみではほぼ何も見えない。暗あん視しによって浮き彫ぼりにされた闇やみの輪りん郭かくを踏み越え、戦闘の音と気配を振り切った先に、黒々と横たわる巨大な「壁」があった。

　防ぼう衛えい都市に特有の、城壁だ。

　侵しん入にゆう経路を計算する。巴ともえが放った斥せつ候こうのデータによるとここの城壁は尽じん天てんのそれより劣おとるもので、戦火によって生まれた穴が大中小、相当な数あるという。中でも最も大きなものは一目見ればわかる。壁の一部分の上側が、半月状に砕くだかれている。

　九曜と菊丸は穴にセンサーが取り付けられていないことを確認し、潜もぐり込んだ。

　壁を潜った瞬しゆん間かん、都市の密度がぐっと上がる。もとは碁ご盤ばん状に規則正しく組まれていたであろう道路は倒とう壊かいした建物に阻はばまれ、どこを辿たどれば何に繋つながるのかもわからない。

　だが目標地点とそれに至る経路は受け取っていた。傍はた目めに見ればどこにでもあるただの廃はい墟きよの、偽ぎ装そうされた破壊の痕あとを抜ける。なるほど確かに、外からでは廃墟の一部としか思えない劇場があり、壁の穴から内部に踏み込むと地下へ続く大穴がある。

　ここから先は虎こ穴けつだ。

　まさか無人というわけではあるまいが、主要な戦力は蟷螂かまきりの小隊が引き受けてくれている。こちらは残存している戦力を可能な限り掃そう討とうし、鬼き虫ちゆうを奪だつ還かん、基地機能を奪うばう。あとは──

　ふと、叶かな葉はが出会ったという「蛍ホタルの少女」が記憶に蘇よみがえる。

　九曜は彼女の姿を直接見たわけではないが、声だけは聞いた。

　あれほどの憎ぞう悪おに染まった少女の絶叫を、あの瞬しゆん間かんまで聞いたことがない。

『例の少女は、いると思うか？』

　蛍が出たとすれば、剣けん菱びしらとの戦闘が始まった瞬間にその炎ほのおを確認できた筈はずだ。それが無いということは──菊丸も同じことを考えていたと見え、九曜の問いにはっきり頷うなずいてみせた。

　鉢はち合あわせになれば、彼女とは戦闘になるだろう。

　覚かく悟ごを決める。菊丸と一瞬だけ目を合わせ、九曜は穴の中に飛び込んだ。

　更さらに濃い闇やみ。

　恐ろしく静かだった。

　闇やみは透すき通っていた。埃ほこりや雑菌やガスに覆おおわれたそれではなく、内部には確かに空気の循環があり、僅わずかな風の流れが穴から奥へ続いている。

　九く曜ようの脳が疼とう痛つうを訴えた。

　今から向かう先に、虫がいるのだ。確率はかなり高い。幻げん肢し痛──失った部位、肢あしや翅はねや装そう甲こう、それらを思い出す痛み。今となってはこの痛みこそが導しるべとなりえると九曜は思う。

　身を屈かがめ、全センサーで周囲を索さく敵てきする。目立った熱源反応は無し。内部の通路は迷路のように入り組んでいて、進むごとに地下深くへ潜もぐっていくようだった。

『──戦闘準備を』

　菊きく丸まるに短く指示し、一歩一歩を刻きざむように進行する。

　地下工こう廠しようへ続く本道を潰つぶし、こうして別の地下通路を幾つも繋つないで支道としたのは侵しん入にゆう者を攪かく乱らんする為ためであろう。大型兵器を格かく納のうするからには専用の経路もある筈はずだが、そちらは恐ろしく分厚いゲートに閉ざされ、内側からのコマンドでないと絶対に開かないようだ。

　しかしこちらの経路も、機械兵や小型兵器の道となっているため相応の広さはあった。偽ぎ装そうの先にあるのは補修された地下通路であり、そこには間違いなく「今」の時間が流れている。

　幾つもの階層を下り、幾つもの道を抜けた。

　やがて二人は支道を越えて、ぼろぼろのレールが敷しかれた広い通路に出た。

　奥に闇が続き、手前には瓦が礫れきの壁と輸送列車の成れの果て。

　菊丸がこちらを見た。九曜は横目でそれを見返し、周辺に反応がやはり無いことを確認。左手で紫し電でんの鞘さやを支えて右手で柄つかを握にぎる。

　やはり空調は万全だった。地下深くにも関わらず空気は循環を続け、人もガスマスク無しで問題なく呼吸を続けられるほどのレベルに保たれていた。

　間違いない、この先だ。

　踏み出すと、じゃり、と人の耳には聞こえないほど小さな足音が生まれる。菊丸はその重量からは想像もできないほど慎重にして繊せん細さいな歩みで足を踏み出し、同じく本道の床を踏んだ。

　ごくごく僅わずかな反射音響を追跡し、闇の更さらなる奥にこれまでとは比べ物にならないほど広大な空間があることを確認する。九曜はどこまでも音の反射を追い続け、自前のセンサーで感知できる範囲の全てを探さぐろうとし、

　口を広げた空間の奥の奥に、反響ならぬ新たな足音が生まれたのを認識した。




　まるで重みの足りない、硬質な装そう甲こうの気配も無い、柔らかでそれ故ゆえに異質な少女の足音。




　突とつ如じよ、激げき烈れつな光が生まれる。

　視界を焼かれると判断して瞬しゆん時じに視覚を可か視し光こうのみに切り替えると、黒より深い通路の奥で生まれた朱しゆが猛もう烈れつな勢いで広がるのが見えた。

　炎ほのお。

『散れッ！』

　九く曜ようは電波で叫ぶと同時に右、菊きく丸まるは左に跳ちよう躍やくした。

　直線に放たれた超高温の火か炎えんが、闇やみを食い尽つくしながら通過する。

　猛たけり狂う炎は人工で生み出せる規模を明らかに超えており、数十メートル後ろの輸送列車に着ちやく弾だん、地下を揺ゆるがす爆発となって闇を完全に払った。

「……く!!」

　身を低くし、衝しよう撃げきに耐える二人。爆風と高熱が嵐となってとぐろを巻き、抱かかえるほど巨大な破は片へんを幾つも吹き飛ばした。

　そんな中、音も破片も意に介さず、奥からゆっくりと歩み寄ってくる影がある。

　炎を背に、低い姿勢から九曜は抜ばつ刀とうする。菊丸も拳こぶしを構えた。

「──おまえが」

　少女の声は、炎の苛か烈れつさとは裏うら腹はらに静かな調子だった。

　ただしその静けさの中に、凄すさまじいまでの激情を秘めていた。

　光学センサーでも視認できるほど距離が詰つまって、その姿が露あらわになる。燃え残る炎の光でくっきりと陰いん影えいを刻きざむその身は、彼女自身が起こした破は壊かいに比して哀あわれなほどに小さかった。

　帽子を目ま深ぶかに被かぶり、小さなインバネスコートに身を包んだ少女が立っている。

「……あの姿、彼を……？」

　思わず呟つぶやく。過去を知らばこそ、九曜にはすぐにわかった。

　彼女は能力のみならず、その服装までも伍ご番式の万まん字じを真ま似ねている。

「おまえたちが、いたから……!!」

　三号丸《蛍ホタル》──その本体、久く留る守すが顔を上げた。

　浮き上がった前髪の奥に、怨おん念ねんを秘めた藍あいの瞳ひとみが光る。




　久留守が異常に気付いたのは、九曜らが地下通路に侵しん入にゆうした数秒後のことだった。

　はっきりとわかったわけではない。通路の入り口付近に設置したセンサーも何も拾わなかった。カメラにも何も映っていない。確信ではなく妙みような違和感、普段通りの静けさに仄ほの見えるほんの僅わずかな違い、ごく小さなノイズが集積して「そう感じた」といった程度のものだ。

　──何かがいる？

　おかしい。敵は誤った座ざ標ひようを見つけ、事前に「協力者」から情報を受け取った日ひ足あしらが迎げい撃げきに向かった筈はず。あちらの情報ミス？　まだ野の良らの機械兵が残っていた？　いや──

「九番式だ」

　朧おぼろが、いやにはっきりと呟つぶやいた。

「……そんな」

「そうとしか考えられない。虫を持たない九番式が参さん番式の戦場にいても足手まといになると思ったのかな。──奪い返しに来たんだろう」

　はっきりと侵しん入にゆう者を認識していると見え、朧おぼろは迷わず立ち上がった。

　朧の目が右から左へ泳ぎ、がらんとしたドックを俯ふ瞰かんする。久く留る守すは全てのセンサーで探さぐるも、反応は追えない。やはり気のせいではないのか、という思いもまた捨てきれない。

　だが、気のせいでなかったら。

「どうしたんだい。嬉うれしくないのか？」

　また、心の裏側を覗のぞきこまれたような感覚があった。、

　反射的に朧を見上げると、暗く静かな深しん紅くの瞳ひとみがじっとこちらを観察していた。その目の奥にあるものが久留守にはどうしてもわからなかった。生き物、あるいは生き物であった者は、目に何かしらの意思の存在が見て取れる筈だ。

　朧にはそれが無い。無いが故ゆえに、その眼めは鏡のように久留守を反射した。あの時に機械化処理を受けた自分の瞳の奥には、はっきりと「復ふく讐しゆう」の二字が刻きざまれている。

「──九番式だって、君の仇かたきなんだろう？」

　そうだ。あいつらこそが。

「…………おまえなんかに、言われるまでもない」

　久留守もまた、ゆっくり立ち上がった。どのみち来るなら迎げい撃げきするしかないのだ。だとすれば、自分がやることなど決まっていた。

　焼き尽つくしてやるまでだ。

「あたしがいく」

「そうか。それじゃあその間に、こっちは虫を動かしにかかるさ」

　──虫を？

　量産型のことだろうか。しかしほとんど出しゆつ撃げきして、待機状態にある甲こう虫ちゆうは残っていない。しかも朧自身の甲虫もここには無い。訝いぶかしげな久留守を見返し、朧は薄く笑った。

「心配ない、虫ならあるよ。──なあ、試してみる価値はあると思わないか？」




　ゆらゆらした足取りが、敵を見つけた瞬しゆん間かんに速度を上げた。

　誘ゆう蛾が灯とうに引かれる羽虫のように、速まる歩みは狂気に似た感情の漲みなぎりを思わせる。「本物」の顔を間近に目まの当たりにした瞬間、胸中に自分でも驚くほどの熱量が生まれていた。

「《火焔操作フロギストン・改かい》……!!」

　怒りのせいで千ち々ぢに乱れそうな思考を強引に制せい御ぎよし、炎ほのおを生む。

　左右に広げた腕の周囲に火か炎えんが広がった。それらは小さな体から生み出されるとは思えない出力で渦巻き、久留守の操作で球状に形を整え──発射された。

　地下深くに濃い影を刻きざみ、二人の標的が爆ばく撃げきを回避しながら急接近する。鮮あざやかな真しん紅くの隻せき眼がんがこちらを見み据すえている。腹立たしいほどに迷いが無い。

　鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜よう──万まん字じの戦友だった男。

　これが復ふく讐しゆうだ。思い知らせてやる。最も罰せられるべき一人は、こいつだった。
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　その頃、叶かな葉はと鴇とき子こは中央で身を潜ひそめていた。

　正確には、中央管理局の、トイレである。

　管かん制せい室に最も寄よりの女子トイレ、その個室に二人して詰つまっているのだ。

　別に用を足すなら個室は他に幾らでもあるのだが、わざわざ二人で同じ個室に籠こもっているということはそれ以外の目的があるのだ。ドア一枚と木の仕切りのみで限定された空間で、二人はある一匹の虫と小型の端末を凝ぎよう視ししていた。

　巴ともえ謹きん製せい、機械仕じ掛かけの小こ蜘ぐ蛛もちゃん。二匹受け取ったその片割れが、コードで繋つながった端末を介して「状況」を伝えている。

「……狭せまい」

「我慢してくださいっ。ここが大事なとこなんです……！」

　小声でやり取りし、身を寄せて端末に集中する。

　映像に映っているのは、すぐ傍そばの管制室だ。叶葉と鴇子は端末の液晶から映像を、イヤホンを二人で片側ずつ分け合って音声を受け取っていた。

　小蜘蛛のもう一匹を管制室の天てん井じように張り付かせ、その眼めが監かん視しカメラとなってトイレの片割れに送信しているのだ。

　表向きの作戦が嘘うそであることは、巴から聞かされていた。他の皆から見れば九く曜ようと菊きく丸まるの行動は理解不能な独断行動であり、別所で展開された戦闘のこともあって動どう揺ようしている。

　今頃、戦っている。九曜も菊丸も、剣けん菱びしも随ずい伴はんの機械兵も。

　ふと。粗い映像の隅すみっこで誰かが動いた。

　管制官が状況の把は握あくと九曜らへの通信回復を試みている間に、気付かれぬよう席を立つ男。

「あ……っ」

　小蜘蛛を介して巴に合図。ゆら、と巴が動いて隣となりの可か児にに話しかけた。

『アタシちょっとおトイレ行ってくるわね』

『な!?　こ、こんな時に……！　そもそもあの二人の説明もまだ聞いていないぞ!?』

『いーからいーから。すぐ済ませるからー』

　トイレというのは単なる思い付きの口実だろう。言うが早いか、たったか駆かけ出す巴。その眼がちらりと天井の小蜘蛛を見て、映像越しに目が合った。

　管かん制せい室の小こ蜘ぐ蛛もが扉の隙すき間まから外に出る。叶かな葉はと鴇とき子こも急いでトイレから走り出た。




　管かん制せい室から出たその男は、周囲を気にしながら廊下を足早に歩き出した。

　鴇とき子こと叶かな葉はは距離を取ってそれを追い、彼がどこへ行くのか確認する。

「……あいつのこと、知ってるか？」

「いえ……そんなには」

　叶葉は小こ蜘ぐ蛛ものデータと相手の後ろ姿を頭の中で摺すり合わせた。

　若い管制官だ。名は三み原はら。その人自身とあまり言葉を交かわしたことはないが、彼も確か百も舌ずが言うところの「戦後の人」であったと思う。

　三原は自身が後にした管制室の様子など知らぬげに廊下を歩き、ある地点で止まった。そうしてまた周囲を見渡し、素早い動きで姿を消した。

「あ……！」

　一いつ瞬しゆん消えたと錯さつ覚かくしたのは、彼が外に出たからだ。ここは七階、廊下の壁にはよく見れば扉があって、非常階段へ続くそれが音も立てず閉まった。

　目を見合わせる。頷うなずき合って覚かく悟ごを決めた。

　足早に扉まで歩き、意を決してノブを捻ひねった。

　開くと夜の冷風にぶわっと吹かれ、一瞬息を詰つまらせる。方々に見える中央の建物には灯がちらほらと残っており、ビルとビルの隙間には下した街まちの市場の光が見えた。

　小さな足を踏み出すと、鉄製の非常階段が少し軋きしむ。上にいる。叶葉は顔を上げ、

「──あの」

　声をかけた。

　八階へと昇る階段の中腹、折り返しの踊り場に三原という男が立っている。光に乏とぼしい非常階段の上、人型の影は夜より黒々としているようにも見える。振ふり返ってこちらを見下ろす目にどんな感情があるのかも見えない。

　ただ、まさかこんなところにこんな二人が、という驚きよう愕がくの気配だけは強く伝わった。

「何をしてるんですか？」

「君達は……。……いや、なんでもない。少し外の風に当たりたくなって……」

　ぴ、と手の中で小蜘蛛が目をちかちかさせた。

　通信波を感知。小さい肢あし先さきがぴんと上がり、三原の手の中を指し示す。見ればそこに、小型の通信機があった。どこかへ発信しかけていたのだ。三原は親指で強引にその電源を切った。

「……どこかに、連絡しようとしたんですか？」

　相手の表情が暗くら闇やみでよく見えない。鼓こ動どうが少しずつ早まってきている気がする。息いき遣づかいが乱れているのは自分か、後ろの鴇とき子こか、相手か。三原は苦笑した。

「気分が悪くて。大丈夫かとも思ったんだけど、念のため医務班に連絡して、来て軽く診て貰もらった方がいいかなと思ったんだ」

「なあ」

　鴇とき子こが横から口を出す。懐ふところをもそもそ漁あさり、同じく小型の通信機を取り出す。

　これは職員に支給される通信機で、局内や登と坂さか研内の各部署・職員間で連絡を取るためのものだ。関係者ということで、叶かな葉はと鴇子にも一つずつ支給されていた。

　三み原はらのものはそれより明らかに一回り小さく、中央で統一した規格のものではなかった。

「それ、わたし達が持ってるのとは違うぞ。──おまえ、誰に何を連絡しようとしてた？」

　相手の表情が闇やみに塗られた黒色としか見えない。

　それが黒さを増した気がした。

「……何を言ってるかわからない。ちょっとこれで失礼するよ。徹夜続きで頭が限界なのかもしれない……参ったね、どうも」

　また苦笑し、三原は階段から八階まで登ろうとした。

「あ、あの……っ！」

　慌あわてて階段を駆かけ上がる叶葉は、三原が懐から何かを取り出すのを見た。

　それの銃じゆう身しんは光の照り返しもない。鉄製のパーツを用いていない、空気圧で射しや出しゆつするタイプの短針銃だ。急所を射れば小しよう口こう径けいの針でも人は死ぬ。

　ごく自然な動作で取り出された銃口が惑まどうように闇を泳ぎ、叶葉の額ひたいに向けられ、

　待っていたというように巴ともえが仕し掛かけた。

　三原が狙ねらいを定めるより早く、何条ものワイヤーのうねりが走っていた。生き物のようにしなるそれらは非常階段の扉から飛び出し、叶葉と鴇子の後ろから一いつ斉せいに広がって対象を捕ほ獲かく、大の大人おとな一人の全身をぐるぐる巻きにして動きを封ふうじた。

「に、弐に番式……!?」

「ほいそれまで。もう言い訳できないねーキミ」

　夜の中でもなお白い手をひらひらさせながら、巴が出る。金属製の踊り場に鈴すず仕じ込こみの下げ駄たが踏み込み、木と鉄と鈴の妙みような複合音声を立てる。

　巴は容よう赦しやがなかった。三原を巻き込んだワイヤーを迷わずぐいと引き、上からこちらへ問答無用で引きずりおろす。右手に握にぎられた短針銃を奪だつ取しゆしてまじまじと見た。

「……構造は単純だけど、見たことない銃ね。機械兵の装備でもないし、完全に対人用って感じ。戦後に新しく作られたヤツかな。後でちゃんと調べとこっと」

　ぶつぶつ言いながら銃を懐に仕し舞まい、巴はこちらを振ふり返ってにっこり笑った。

「おつかれ。ちょっと危ないことさせちゃったね？　でもま、もう大丈夫だから。キミらは守んないと九く曜ようくんと菊きく丸まるちゃんにボコボコにされちゃうしねん」

「い、いえ！　でも、その人が……？」

「それを今から確かめるのよ」

　巴の作戦は、内通者の炙あぶり出しも兼ねていた。

　管かん制せい室で起こったことを知る者は管制官しかいない。どうせそこにまで入り込んでいるであろうことを読んで、何食わぬ顔で見張っていた。

　巴ともえはミノムシのように簀す巻まきにされた三み原はらを見下ろし、おおまかな経歴をすらすら述べた。

「三原信しん次じ、二十四歳。出身は帝てい都と近きん郊こう。母親は病没、父親は戦後の混乱で行方ゆくえ不ふ明めい。四年前に入局して、人手の足りない中央で管制官として活躍する……どう？　ここまで合ってる？」

　三原は答えない。近くで見たら、その額ひたいに脂あぶら汗あせが浮いていることがわかった。彼の焦あせりに満ちた目に、巴は涼すずしい顔で微ほほ笑えみかける。

「……キミ、末端でしょ。シンパってとこかな。今から聞くことに答えて、いいわね？」

「……！　……!!」

　締しめ上げる。束ねられたワイヤーが大だい蛇じやのように標的の身を絞しぼり、三原は頷うなずくしかできなかった。それを確認して拘こう束そくを緩ゆるめ、巴は要点だけを質問する。

「誰の指示？　とりあえずキミに首輪付けてんのが誰かだけ聞いとこうかしら」

「……知らない」

「あ、そういうのいいから。お互い無駄に時間かかるのもヤでしょ？　すっとぼけることでここから状況が好転すると思う？」

「知らない！　……本当に知らないんだ。僕はただ、誰かの通信で父の名を──」

「父？　……って、行方不明になったキミの？　ちょっとそこから詳くわしく、」

　突つっ込んで話を聞こうとした巴が、管制室からの短距離通信を受けた。話の腰こしを折られてため息をつき、応じる。

　思考で会話する気配が、数秒。息いき遣づかいと風の音だけが生まれては消える。

「──！」

　横で見ていた叶かな葉はと鴇とき子こは、巴の表情の変化に息を呑のんだ。

　絶句している。

　見開いた紫むらさきの眼めには驚きが半分、そして「悪い予感が的中した」とでも言うような──そしてそれを信じたくなかったというような諦あきらめに近い感情の色があった。

　巴は追求を中断し、踵きびすを返した。少女とはまるで思えぬ力で三原を担かつぎ上げ、二人を促うながす。

「行きましょ」




　管かん制せい室内にいた可か児にら一同は目を丸くした。

　いきなりトイレに行くと言い出して出て行った巴が叶葉と鴇子を連れて、しかもいつの間にか消えていた三原管制官を簀す巻まきにして担いでいる。

　そして、物もの凄すごくかいつまんでこういうことを言い出した。

「裏切り者よカレ。黒くろ塚づか部ぶ隊たいの内通者の……多分、何人かいるうち一人。こっそりこっちの情報横流ししてたから、敵さんが手の内わかってるみたいに立ち回るのも当然よねー」

　可か児にが巴ともえと叶かな葉はと鴇とき子こと簀す巻まきを何度も見比べ、渋しぶい顔で数秒ほど思考し、諦あきらめた。

「……待て、……何から聞けばいいかさっぱりわからん！」

「あとで丁てい寧ねいに説明してあげるから。で、状況は？」

　ワイヤーを柱に縛しばり、巴は参さん番式の戦場を確認する。

　剣けん菱びしも随ずい伴はんの機械兵も、激戦の中で全機健在。天テン道トウの猛もう攻こうを退しりぞけ、量産型の甲こう虫ちゆうを斬きり、比較するのも馬鹿らしいほどの物量差で迫る機械兵や機動兵器を圧倒している。

　そこに一機、敵の増ぞう援えんがあった。

　たった一機だ。

　痛みに耐えるように表情を歪ゆがめ、巴は呟つぶやいた。

「──ほんとに、…………そっちにいるなんてね」
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　増援が確認される数分前、蟷螂かまきりは確実に敵機を撃げき破はし続けていた。

　自分の役目は陽よう動どう。しかしだからといって、敵を生かしておく理由は無い。

　斬り払われた切きっ先さきが、月明かりを反射して白く冴さえる。量産型甲虫式《天牛かみきり》の首が両断されたのを手て応ごたえで確認した時、剣菱は既すでにそちらを見てすらいなかった。

『左！』

　短く鋭い剣菱の指示に、味方の機械兵が踏み込む。

　剣菱が言う通りの死角から、敵の機械兵が飛び出した。

　抜ばつ刀とうし迎え撃うつ。敵の銃じゆう剣けんが振ふり下ろされ、しかし味方は構わず銃身ごと斬きり上げた。基本的に機械兵が装備している数打ちの軍刀では、このまま銃剣と鍔つば競ぜりになるが今は違う。

　通常よりも幅の広い刀身が、コマンドによって赤熱化した。

　振り上げられた刃が赤く帯状の残光を引く。超高温の斬ざん撃げきは、敵の銃剣も銃身もその先の機体ごと綺き麗れいに両断していた。

　天牛の装備を解析して新造された、歩兵用の小型高熱刃ブレードである。

　急造の試作型が、なんとか五機分は間に合った。試験では多脚戦車の装そう甲こうにも十二分に斬り込めることがわかっており、切れ味としては申し分ない。普通の軍刀より一回り大きい上にかなり重いという問題はあるが、近接に特化したチューンの歩兵なら運用は可能だ。

　他の四機も蟷螂の脇わきを固め、敵編隊に大穴を開けて嵐のように戦場を駆かけ抜けた。

　菊きく丸まるには及ばぬまでも、最新の技術をふんだんに盛り込んだ彼らはこの戦域にも対応できるほどのスペックを有している。

『なるほど達者な近接照しよう準じゆんだ、新型ってのはやっぱいいもんだな──真上に飛べ！』

　来ると直前に察さつ知ちし、剣菱は五機に指示を飛ばすと同時に自身もまた跳とんだ。

　ご、と眼下の道路に豪ごう風ふうと巨大な質量物体が生まれ、馬鹿馬鹿しいほどの勢いで通過。軌き道どう上にあった街灯や電柱を薙なぎ倒し、斬きり倒された多脚戦車の残ざん骸がいを紙かみ屑くずのように捻ひねり潰つぶし、ビルに大穴を開けて倒とう壊かいさせ──即座に消えた。

　そして天テン道トウはほぼゼロの時間差で、少し離れた位置の傾いた大おお看かん板ばんの上に着地する。

　濛もう々もうと煙が立ち込める。巨大な砲ほう弾だんとしてみると、なるほど当たればただでは済まない。原型を失った多脚戦車と、ついでのようにぶち壊こわされた建物群がそれを証明している。

　幾度も繰り返した突とつ撃げきは紙一重で蟷螂かまきりに躱かわされ続け、行きがけの駄だ賃ちんででもあるかのように周辺の地形をことごとく崩くずしていた。

『さっきと比べりゃ、ずいぶん見晴らしが良くなったもんだぜ』

　剣けん菱びしは飄ひよう々ひようとした態度の裏で、天道の少年を冷静に観察していた。

　攻撃が失敗したと見るやそのまま間合いを外はずし、返しの斬ざん撃を受ける前にすぐ逃げるのは判断としては上々だ。功を焦あせる子供のようであっても、実戦に出て虫を操作する以上はそれなりの冷静さも持っているらしい。

『オマエ、なんで当たんねーんだ……！』

　苛いら立だっている。それを受け、蟷螂がわざとらしく首をぐりんと動かした。

『経験と勘かんってとこかな。おっと、こいつは未熟なお坊ちゃんには難しい話だったか？』

　露ろ骨こつなまでの挑ちよう発はつ。相手の敵意をひたすらこちらに向けさせる。

　今度こそ明確な怒ど気きが生まれ、触角にびしびし伝わる。天道はすぐさま姿を消した。

『旧式が！　チョーシくれてんなよッ！』

　叫びと同時に、四方八方からの照しよう準じゆん波はが隊に注がれる。

　その時にはピンを抜かれた二つの手しゆ榴りゆう弾だんが宙に取り残されていた。

　一つは閃せん光こう弾、もう一つは煙えん幕まく弾だ。大音響と閃光に数秒遅れて濃い煙幕が展開され、廃はい墟きよの一区画を埋うめ尽つくす。敵が攪かく乱らんされて次の一手に迷う頃には、蟷螂も機械兵も消えていた。

　影の塊かたまりのごとく疾しつ走そうする。センサーで周辺の地形を走そう査さし、遮しや蔽へい物ぶつの位置と角度を徹底的に算出。銃じゆう撃を回避して裏を駆かけ、こちらは邪じや魔まな壁を超振動ジエツトでもってあっさり破は壊かいし、回避と奇き襲しゆうを繰り返して敵を狩り続ける。

　闇やみに乗じての奇襲ならば、蟷螂にとって得意分野だ。

　圧倒的な数の差にも関わらず、狩人かりうどと獲え物もののバランスは逆転しつつあった。

　センサーで捉とらえた敵の反応が秒刻きざみで確実に減少していく。斑猫はんみようを四、天牛かみきりを三潰つぶした。異常に改造された多脚戦車を蟷螂が二、味方機械兵が一機撃げき破はし、隙すきを突ついて奇襲を仕し掛かける敵機械兵は既すでに数えるのも億おつ劫くうな数を返り討うちにしている。

　味方の先導と甲こう虫ちゆうの破壊と天道の誘導を一度に全てやってのけ、剣菱は頭の隅すみで優先順位を付けた。天道が仕掛けるタイミングも掴つかみつつある。

　──さて、そろそろか。




　日ひ足あしは焦あせっていた。

　連続しての空間転移ジヨウントを可能とするのは、それがごく短距離であるからだ。加えて、基地からの演算補助も十分に受けていた。

　蜘く蛛もに仕し掛かけた時に「溜ため」を必要としたのは、それが相手側のセンサー網もうの外から外へ飛ぶかなりの長距離転移であったことと、虫を二機も抱かかえた巨大なトレーラーを道連れにしたことが関係している。

　しかし、奴やつを捉とらえることができない。

　そもそも初しよ手てを外はずしたこと自体おかしいのだ。百歩譲って相手曰いわくの「経験と勘かん」などという戯ざれ言ごとを認めても、あれは来ることがわかっていなければ反応のしようがない奇襲だった。

　どうしてあいつが知っていたのか。そこが既すでに疑問だった。天テン道トウを動かす日足は敵の位置を計算しながら、あることに気付く。

　いる筈はずの奴やつが、いない。

　二人。話に聞く九番式の本体と、強化された機械兵のデカブツだ。

　いつまで経たっても増ぞう援えんに来る気配すらない。敵前逃亡を決め込んだわけじゃないだろう。戦域の外を索さく敵てきしてもそれらしい反応は無い。帝てい都とからの連絡は無い、奴やつらは何を──

　まさか。

　日足の思考に閃ひらめいたその「まさか」は、すなわち正解だった。それ以外に考えられない。まさか、──まさかあいつらは、蟷螂かまきりの小隊を囮おとりにして蜂はちを奪うばい返しに向かったのでは。

　すぐに転移で逃げられる自分を引き付けて。

『あいつらァ……ッ!!』

　頭の中が怒りと焦あせりに染まる。

　その時また、参さん番式の通信が差し込まれた。こちらの意識を強引に自分に向けさせるようなタイミングに余よ計けい苛いら立だつ。

『おいおいどうした。攻せめ手が緩ゆるんでんじゃねえの？　俺を殺すんじゃなかったのか？』

　こいつは無視だ。相手にしていられない。恐らく、もっとまずいことになっている。確認に向かわなくてはならず、いつまでも倒せない相手にかかずらっている場合ではないのだ。

　何もかも見み透すかして、奴が笑った。

『──それとも、俺が怖こわいって？』

『……!!』

　無視しようとさえ思えなくなった。

　殺してやる。

　感情が爆発した。白しら萩はぎの基地に絞しぼりかけた座ざ標ひようを瞬しゆん時じに蟷螂まで戻もどす。たった一ひと言ことで細かい思考能力を完全に奪うばわれ、あの深緑の鬼き虫ちゆうへの殺意だけがくっきり残った。空間転移ジヨウント起動、最大出力でブースターに点火、機体が粒りゆう子し状に分解され──飛んだ。




　磁じ界かいが歪ゆがみ、空気が爆ばく裂れつし、白はく刃じんが閃ひらめく。

　古式ゆかしい早はや撃うち、あるいは刀の早抜きのような交こう錯さくだった。

　剣けん菱びしはもはや天テン道トウの仕し掛かけるタイミング、角度、狙ねらう位置を完かん璧ぺきに見切っていた。

　来たと認識すると同時に蟷螂かまきりは機動した。真横に、ほんの数メートルだけ。ごく短距離、空間転移ジヨウントにも見み劣おとりしない刹せつ那なの移動で自機の位置をずらし、正面からこちらを砕くだくべく飛んできた天道を捉とらえ、最初からそう決まっていたかのような軌き道どうで右の振しん動どう刃じんを振ふり下ろす。

　しゅかっ、と、意外なほど軽く小さい音が響く。

　超振動ジエツトが付加された斬ざん撃げきの常として、いかな物質もほとんど抵抗を生まない。分子レベルで目標に斬きり込む切断力を持つ蟷螂には、堅けん牢ろうな装そう甲こうであろうが豆腐であろうが同じことだ。

　だがその蟷螂を操あやつる剣菱は、敢あえて確殺の斬撃を放たなかった。

　前後で真っ二つに両断された天道の機体が、慣性で宙を舞う。正面装甲と後部のブースターが泣き別れになって地に落ちる。

　その間から辛かろうじて飛び出した小さな機影が唸うなり、広域通信で残った自じ陣じんの全機に叫んだ。

『全機、基地に戻もどれ！　こいつら囮だ！　九番式があっちに行きやがったんだ!!』

　──外装か。

　天道の本当の「機体」は、まさかと思うほどに小さかった。

　中には少年一人が搭とう乗じようするギリギリの空間しかあるまい。丸みを帯びた機体は確かにテントウムシのそれであり、空間転移ジヨウントの演算を行うのに特化しているようだ。正面装甲も後部ブースターも換かん装そうが可能な外装、機体に危機が迫れば外装解除して本体のみを逃せるような設計だ。

『くっそ、旧式が……！』

　機動力を著いちじるしく失った天テン道トウが地に転がり、ノイズ交まじりの照しよう準じゆんをばら撒まく。慣性のまま毬まりが転がるようにアスファルトを跳はね、何回転もしたところで傾いた廃はいビルにぶつかり止まる。

　だが敵意は失われていなかった。

　天道の複眼が獰どう猛もうに光る。内部で日ひ足あしが牙きばを剥むいて吼ほえる。

『──ぶっ、潰つぶれろォッ!!』

　この時日足は、機体へのダメージと、冷静さを失うほどの剣菱への敵意で長距離の座ざ標ひよう計算ができる状態になかった。目の前のこいつに一ひと泡あわ吹かせたいという怒りと、甲こう虫ちゆうの生き残りが基地に戻る時間を稼かせぎたいという目的は合致した。

　転移。

　ごく短距離。座標は蟷螂のほんの十数メートル真上。

　日足は力を振ふり絞しぼり、取り付いたビルを道連れに転移していた。

　巨大な質量物体が瞬しゆん時じに中空に転移し、空気が激げき烈れつに流動した。

　蟷螂かまきりの機体に真っ黒な影が落ちる。発生した真空への吹き戻もどしは嵐のような豪ごう風ふうとなり、轟ごう音おんと共に通りの端はしから端まで突つき抜けた。物もの陰かげの機械兵は捻ねじ曲がった街灯やフェンスの残ざん骸がいにしがみ付いて耐え、その真ん中で蟷螂は微動だにせず立っていた。

　もはや一つの岩がん塊かいと化したビルが、蟷螂を周辺区画ごと押し潰つぶさんと落ちる。真上に取り付いた天テン道トウはそのまま逃げるつもりだろう。短距離とはいえこれほどのものを転移させるとは。

『根性見せるじゃねえか。ちと見直したぜ、少年……！』
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　逃げる素そ振ぶりなど欠片かけらも見せず、蟷螂はそのまま、落ちる塊かたまり目め掛がけて真上に跳とんだ。

　複眼いっぱいを影に塗られたビルの壁が埋める。その細かいヒビの一つ一つまでも克こく明めいに視認しながら、蟷螂はただ右の刃を突き上げた。

　一秒足らずで起こった出来事に、日ひ足あしの驚きよう愕がくが気配で伝わる。

　果たして──刃はさしたる抵抗もなくコンクリートに刺し込まれ、それを起点として剣けん菱びしは自みずからの能力を展開した。技には、技で返すだけだった。

『《超振動ジエツト》ッ!!』

　打ち込む。

　刃を介して叩たたき込まれた高こう周しゆう波は振しん動どうは瞬しゆん時じに対象の全体に伝わり、巨大な岩がん塊かいをその端から端まで粉こな微み塵じんに爆ばく砕さいしてのけた。

　大きくとも拳こぶし大、小さいものでは砂状にさえなったビルの残骸が舞い散り、それらが濛もう々もうと立ち込める宙を舞い、剣けん菱びしはバランスを崩くずした天テン道トウの機体を捉とらえる。

　既すでに間合いにある。

　蟷螂かまきりの機体が回転、左刃の振しん動どうを切り、回転力を乗せた峰みねで天道を思い切り殴なぐり落とした。

『ッが……!!』

　もはや抵抗は不可能だった。天道は強きよう烈れつな打だ撃げきで演算能力の大半を奪うばわれ、血のようなノイズを吐はき散らしながら墜つい落らく。

　空中からそれを確認すると同時に、剣けん菱びしは味方へ鋭く指示を放った。

『捕ほ獲かくだ！　術は使わせるな！』

　二機の機械兵が迅じん速そくに飛び出した。一機は高熱刃を抜き、もう一機は野戦服に仕込まれたポケットに手を突つっ込んで左右から天道へ殺さつ到とう、仕し掛かける。

　斬ざん撃げきが天道の機体を捉とらえた。胴どう体たい部分にざっと当たりを付け、反応から本体の格かく納のうされている位置を計算。その部位を避けて高熱の刃が走り、背部装そう甲こうを切り開いて本体を露あらわにする。

　何度か声を聞いてわかってはいたが、その姿すがたを見て剣菱は複雑そうに表情を歪ゆがめた。

　火を噴ふくような目でこちらを睨にらみつける彼は、確かに年とし端はもいかぬ少年の姿だ。

　日ひ足あしが機械兵に捕獲され、身をもがいて抵抗する。

「くそ、離せよ!!　くそっ!!　お前らなんか、すぐに隊長やセンセイが……ッ」

　機械兵が素早くポケットから道具を取り出し、何のためらいもなく日足に打ち込む。

　首くび筋すじに突き付けられた筒つつ状じようのそれは、ガス圧によって内部の薬品を注入する無針注射器だ。

「……っ!!　──う、」

　日足の意識が数秒と持たずに落ちる。

　打った薬品は、巴ともえと蜘く蛛もが調合した「毒どく」だ。対象の電脳を強制的にシャットダウンさせ、能力を行使する暇ひまさえ与えない。完全に虫を操あやつる本体に向けられた特製の麻ま酔すいだった。

　ぐったりした少年の体を機械兵が抱かかえ、用意していたごついバッグに突っ込んでジッパーを閉める。見た目には完全に死体袋だが実際似たようなもので、もともと行動不能になった機械兵を納体する目的のものだった。

　蟷螂は着地し、いやに風通しの良くなった廃はい墟きよのど真ん中で一いつ瞬しゆんだけ思考する。

　──隊長はともかく、センセイってのは何だ？

　そもそもこんな少年が、どんな因果を辿たどればこんなものを乗りこなす機械になるのか。口ぶりからすると隊長を、つまりはあの虎杖いたどりを心から信頼している様子だった。

　いや、今はそんなことはどうでもいい。次は量産型だ。

　少なく見積もってもまだ半分ほどいた筈はず。九く曜ようと菊きく丸まるの邪じや魔まをさせるわけにはいかない。

『奴やつらを追うぜ。急いで、』

　予よ兆ちようは一つとして無かった。

　頭部に「死」を直感した。

　蟷螂かまきりの頭ではなく、その胸部にある剣けん菱びし本体の頭部に、氷柱を突き刺すような悪お寒かんが。

　周辺に熱源反応は無し。装そう甲こう表面の感知焦しよう点てんはどこにも照しよう準じゆん波はの欠片かけらも感じず、そればかりかこの静せい寂じやくの暗くら闇やみにあって砲ほう声せいもマズルフラッシュも絶ぜつ無む。

　狙そ撃げきである。

　恐ろしく精せい確かくな、対機械式破は甲こう狙撃砲の砲弾だんがいつの間にか飛来していた。

　弾頭は既すでに超音速に達している。回避が間に合わない。蟷螂かまきりは最速にして最小限の動作で胸部を守る体勢を取り、左の刃を犠ぎ牲せいにすることを決断した。

　砕くだけ折れる。

　斜めに弾はじく形で傾けた刃の腹に、先端の鋭い砲ほう弾だんが食い込んだ。腕ごと持っていかれるような衝しよう撃げきを受け流して即座に左を切り離しパージ、半ばから上下真っ二つに折れた刃の残ざん骸がいと砲弾が火花と共に夜よ闇やみに散り、その瞬しゆん間かんには剣けん菱びしはもう「起こったこと」と「自分がやるべきこと」の二つを悟さとっていた。

　何の脈みやく絡らくも無く、発射前後に一いつ切さいの痕こん跡せきを残さない「無」の狙撃。

　予よ兆ちようは無いが、頭の隅すみで予感はしていたことだ。それが起こったのだ。

　──来やがったか！

　咄とつ嗟さの判断で物もの陰かげに潜ひそむ蟷螂。同時に、味方に最大級の警けい告こく信号を叩たたき込んだ。機械兵は電極を打ち込まれたように反応し、各おの々おのの生存本能の導くままに散って同じく物陰に伏せた。

『こちら参さん番式、マズいのと出くわした。もう何が起こってんのか勘かん付づいてんだろ、聞こえてんなら白しら萩はぎに増ぞう援えん送れ！　なんでもいいから空路を使って一番早い経路でだ！』

　管かん制せい室に通信を叩き込み、同時に五機の機械兵を一いち瞥べつ。

『二機は日足そいつ抱えて先に戻もどるんだ。残り三機は今すぐ量産型どもを追え！　俺は──』

　高速で思考する。いずれにせよ遠距離。こちらを仕留めにかかるか、日ひ足あしの警告を聞いて白萩に戻る危険性もある。

　なるほどと思った。天テン道トウがところ構わず突撃して建物群を破は壊かいしまくったのは、第一には攻撃の為ためもあるし、遮しや蔽へい物ぶつを減へらして狙撃手の射線を通す目的もあったのだ。さっきの時点で天道を無力化できていたのは幸運だった。

　ともあれ。

　奴やつを自由にさせておくのは、無数の量産型甲虫を放置しておくよりも圧倒的にまずい。

『俺は、あいつを押さえつけておく……！』

　左の背部装甲を展開。ぞろりと並ぶ替えの刃が飛び出し、左に装着し直す。

　限界まで身を低くし、単機で飛び出す。

　全知覚がうそ寒くなるような、静寂と暗黒が蟷螂を包む。

　やることは至極単純だった。こちらは近接特化機、奴は狙撃手、早急に位置を割り出して蟷螂の間合いに入れる必要がある。時間は、無い。

　既すでに剣けん菱びしは、電子装備による感知を一いつ切さいオフにしていた。そんなもので能力を展開した相手の影を掴つかめる筈はずはなく、センサー波でこちらの位置が割れることを考えればもはや邪じや魔までしかなかったのだ。

　第一の踏み込みで音の壁を破やぶる。地上で生まれた衝しよう撃げき波はが周囲を丸ごと巻き込み、爆発のような轟ごう音おんと荒ぶる大気を遥はるか後方に置き去りにして、蟷螂かまきりは駆かけた。第一射から大おお雑ざつ把ぱに算出した座ざ標ひようまで、直線。全てのリスクを呑のみ込む。それ以外では絶対に間に合わない。

　来る、

　他のどの感知能力にも頼らぬ剣菱の「勘かん」が叫ぶ。やはり予よ兆ちようは皆かい無む。

　ジャイロ回転する超音速の砲ほう弾だんが、何の脈みやく絡らくもなくそこに在った。

　彼ひ我がの相対速度など計算するも馬鹿馬鹿しい刹せつ那なの領域に、前傾姿勢の蟷螂の頭部と砲弾が直線で結ばれる。相手の狙ねらいが正確無む比ひであることが逆に幸運だった。どこを狙われるのかはわかり切っており、重要なのはタイミングの問題だったのだ。

　僅わずか数センチ右。疾しつ走そうの速度をいささかも緩ゆるめぬままステップし、紙一重で砲弾を回避。

　狙そ撃げき砲の運動エネルギーはそれ自体が暴力であり、空を穿うがつ衝撃はコーン状に広がって対象を強きよう烈れつに揺ゆるがす。左の触角が掠かすめられて吹き飛ぶ。蟷螂は吐はき出されたエラーをすぐさま殺し、驚異的なバランスで一ミリもよろめかず、緑の複眼で前だけを睨にらんだ。

　空間転移ジヨウントでもしたかのように忽こつ然ぜんと出現した弾たまだが、転移でないことは剣菱にもわかる。

　この射線の向こうに、狙撃手は確かにいるのだ。

　発射音もマズルフラッシュも、ただ消しただけに過ぎない。

　姿すがたは依然、全く確認できない。それでいて照しよう準じゆんは針の穴に通すほどの精せい確かく性。実際に遠距離から一方的に狙いを付けられたとして、空陸関わらず安定して凌しのげるのは恐らく《神タ経キ加オ速ン》の竜胆りんどうくらいであろうというほどの優位性。その実際が今ここで起こっている。

　剣菱はもちろん、狙撃手の正体をよく知っていた。




　──例えばの話だ。ありえないことは知った上での、冗談交まじりの思考実験。

　例えば、鬼き虫ちゆう同士が戦闘に入ったとして、それらはどう展開するだろうか？

　九機の虫はいずれ劣らぬ戦略兵器。純粋な戦闘への向き不向きはあるにせよ、かなりの激戦になることは想像に難かたくない。

　必然、各おの々おのの特とつ攻こう術やコンセプトからの性能に「相性」の問題が生じる。空戦型は陸戦型に基本的には有利だが、対空装備を充実させているタイプには弱い。空対空、地対地の戦闘でも双方が得意とする戦術により相性が生まれる。搦からめ手てでかかるタイプもいる。

　個々の有効射しや程ていや機動力、装そう甲こうや武装、そして特攻術──これら全てを加味して考えると、一部の例外を除けばほぼ同等の力関係と言えるかもしれない。

　過去一度だけ、それは実際に行われた。

　尽じん天てんにおける蜻蛉とんぼと蜂はちの空戦である。一部の例外とは、この蜻蛉を指す。

　他の誰もその戦いを見届けることはなかった。だが結果として蜂は《電磁制御エレキテル》の能力でもって蜻蛉の神タ経キ加オ速ンと水みず鉄かねの二つの壁を打ち破やぶり、ついにそれを撃げき墜ついしたという。

　技量の差という点で考えても万に一つ以下の勝率であったが、これもまた一種の相性と、そして九く曜ようという少年の爆発力によって導き出された決着と言える。

　思し索さくは、また、最強は何者かというのとは別の側面に焦しよう点てんを絞しぼる。

　鬼き虫ちゆうの全機が事を構えたとして、最後まで生き残るのは果たしてどいつか。

　立ち回りにもよるが、生存性の高さで突とつ出しゆつする虫がいる。本気で逃げに徹てつすればほとんど誰もそいつを追えない、事態がどう転ぼうとも最後まで生き残る可能性が極めて高い個体。

　その、名は──




　近い。

　蟷螂かまきりは衝しよう撃げき波はで進路上の全てを薙なぎ倒し、既すでに街を外はずれていた。目の前に広がるのは山の斜面。やはり墨すみで塗り潰つぶしたような暗黒しか広がっておらず、しかし剣けん菱びしは気配を察さつ知ちする。

　動いた。

　この領域のどこかに奴やつがいる。姿を消して撤てつ退たいしようとしている。蟷螂は超音速の走行に急ブレーキをかけ、慣性を殺さぬまま斜面を駆かけ上がる。四つの肢あしで確実に地面に噛かみ付き、

『──逃がす、』

　超振動ジエツト、最大出力、

『かよッ!!』

　放つ。

　球状に放射された振動が強きよう烈れつな衝撃波となり、射しや程てい内のあらゆるものを吹き飛ばした。

　蟷螂を中心とした半径一〇〇メートル近くの地面が嘘うそのように陥かん没ぼつし、めくれ上がる土つち塊くれと砕くだけた岩石が巻き上がり、木々が根から倒れて折れ、宙に飛んだ葉がことごとく散り散りに引き裂さかれて原型を失う。

　空を打って広がる衝撃波は、それ自体が強烈なソナーとなった。

　蟷螂はすぐさまセンサーを起動。打ち倒された障害物の全てを徹底的に解析し、「あって然しかるべきもの」と「本来そこにあるべきでないもの」を瞬しゆん時じに割り出し、後者の存在を直上の空中に認めた。

　そして、見上げた。

　空気の打撃を受けたそいつが、その身に纏まとう闇やみを溶かし、全ての偽ぎ装そうを払う瞬間を。

　わかっていたことだ。こんなことをできる奴が、この世に二人といるものか。

　それでありながら剣菱は、今この瞬間まで、頭のどこかでは信じていなかった。

　先の回収任務において、一瞬で三機の無人偵てい察さつ機を撃墜したのも。

　兜カブトから虎杖いたどりを引き出した時に剣けん菱びしを狙そ撃げきし、隙すきを作ったのも。




　機械仕じ掛かけの巨大な蟋蟀こおろぎが、天にかかる月を背負って高く高く跳ちよう躍やくしていた。

　物干し竿ざおのように長大な狙そ撃げき砲ほうが弧こを描く。琥こ珀はく色の複眼が、背後の月光より明るく光る。

　間違えようもない──

『よう。……久しぶりだな、庵いおり』

　──その名は、鬼き虫ちゆう六番式《蟋蟀》・鉤こう行ぎようの庵。




　中央管かん制せい室に映像は届かない。それでも巴ともえは、送られてくる交戦記録の中に「彼」を見た。

　庵は何も答えなかった。剣菱もまた、答えるとは思っていなかった。

　蟋蟀の背部装そう甲こうが開く。そこから飛び出すのは、無色にして半はん透とう明めいの一いつ対ついの翅はねである。蟋蟀は陸戦型の狙撃機であり、その翅は飛行には適さない。蟷螂の刃がそうであるように、彼には彼の、飛行以外の機能があった。

　凛りん。

　翅がほんの少しだけ揺ゆれ、発動の音が響く。音が空気に沁しみ渡り、蟋蟀は時間差もなく霞かすみのように姿を消した。

　蟋蟀の特とつ攻こう術は、コードネームを《幻影擬態フアントム》。

　全知覚に作用する幻げん惑わくの術は、全ての眼めからその虫を抹まつ消しようする。

　音を消して光を殺し、ありとあらゆる電子索さく敵てきを欺あざむく完全無欠のステルス能力。自機はおろかその武装の発射の痕こん跡せきまでも消し去り、文字通り全くの無む影えい無む踪そうのままに敵を滅めつする。

　フル展開時の隠おん密みつ性能は、蜘蛛や蜻蛉のセンサーすらも欺く。

　ある意味、最も厄やつ介かいな相手だ──と、剣菱は皮肉げに口の端はしを歪ゆがめた。ここにおいて疑問は二の次に置いておくべき些さ事じだ。大切なのは奴やつが相手にいて、何をしようとしているか。

『あっちじゃ、九く曜ようが自分てめえの蜂はちを取り戻もどそうとしてんだ』

　再び振しん動どうが起こる。空気がびりびりと鳴り、蟋蟀を追い詰つめる。

『昔むかし馴な染じみとはいえ、行かせるわけにゃいかねえなッ！』
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　戦っている。

　井い筒づつは感覚でそれを理解している。ここから離れた場所で、力と力が鬩せめぎ合っている。戦場には剣菱の蟷螂がいて、虫を持たない九曜がいて、管制室には巴がいてそれを見守っている。

　それは、あの時に終わった筈はずの「戦争」の続きか。

　自分自身すらも一度は殺した壮絶な戦いが、廃はい墟きよのど真ん中で再現されているのか。

　井い筒づつは、巴ともえと言葉を交かわした部屋にいた。他には誰もいない。

　ドックにはいられなかった。いると頭が痛むのだ。あそこに横たわる繭まゆは、その一つ一つが井筒に存在を主張している。虫が出しゆつ撃げきした弐にと参さんの繭、最初から何も入っていない壱いちと六と七と八と九、残ざん骸がいの断片しかない伍ご、そして──唯一完全な中身のある、四。

　ずらりと並んだ椅い子すの一つにどっかりと座り込んで、井筒はただ、ただ沈ちん黙もくしていた。

　蜈蚣むかでのことを考えていた。

　最初の感覚は、小さな傷として脳の奥底に残っている。覚かく醒せいの瞬しゆん間かんの、一度だけ放った砲ほう撃げきだ。眩まばゆいばかりの炎ほのおを見た。あの炎を井筒は知っていた。あれは、万まん字じの力だ。

　頭の奥が疼うずいた。こいつは悪い夢か──と思う自分がいる。

『迷っていますか』

　無声の言葉が、唐とう突とつに井筒の思考に割り込みをかけた。

　そちらをぎろりと睨にらむ。

　いるのは無む論ろん、人間ではなかった。どこにでもいる機械兵が一体、こちらを見ていた。

　向かいの壁に並んで機能を停止していたうちの一体が、突然起動して喋しやべり出したのだ。動きがおかしい。そもそも、機械兵は任務遂すい行こうに必要な言葉以外の語ご彙いを持たず、会話など──まして自分から誰かに話しかけることなど有り得ない筈はずだ。

　誰かの操作を受けているのか。機械音声の声は、男のものとも女のものとも取れない。

『──何だ、テメェは』

『貴方あなたをお迎えしたく思います』

　声は、そう言った。






　　　四　─　弩ど将しよう







　──お前は、お前の為なすべきことをやれ。

　最初の日、四番式としての名を得た井い筒づつに、あの男はそう言った。

　──なんスか、そりゃあ。

　ここまで来たからには、やるべきことなど戦い以外の何があろうか、と井筒は思った。軍服の肩に《壱いち》の刺し繍しゆうを持つその男は、深く碧あおい瞳ひとみで井筒を見て、静かな声でこう続ける。

　──鬼き虫ちゆうとしてのお前は、戦う為ためにここにいる。だがそれに甘んじるな。全てを自分の目で見て、何をすべきか自分で思考し、判断を下せ。お前の行動を規定するのはお前の意思だ。

　男、竜胆りんどうの言葉は、自分自身に言い聞かせているかのようにも聞こえた。

　──たとえ何が起ころうとも、だ。己おれの言うことは以上だ。共に武ぶ運うんを、弩ど将しようの井筒。
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　蜂はちの奪だつ還かんにおいて、最優先で対処すべき《空間転移ジヨウント》の天テン道トウは撃げき破はされた。

　その本体は今、二機の機械兵が全速で帝てい都とまで運うん搬ぱんしている。彼らは戦域を外はずれ、問題なくこちらに帰還している。白しら萩はぎが抱かかえていた戦力もその数をかなり減へらしていた。

　しかし、不確定要素イレギユラーが一つ生まれる。

　六番式の蟋蟀こおろぎだ。

　蟷螂が交戦に入った。蟋蟀はこちらの質問信号をことごとく跳はね除のけ、屍しかばねのように一いつ切さいの無言で蟷螂に対処している。

　そしてまずいことに、蟋蟀の横よこ槍やりで取り逃した敵の生き残りが白萩に向かっている。地下では九く曜ようと菊きく丸まるが蜂を奪還すべく、蛍ホタルの本体である久く留る守すと交戦している。

　手が絶対的に足りていない。

　この時点で巴ともえは、捕ほ獲かくした内通者のことも絡からめて作戦の真意を説明していた。

　通常兵器の増ぞう援えんを空輸する手段は整えている。だが、即座に手配して出せる戦力のありったけを乗せたとして、それで甲こう虫ちゆうに立ち向かえるか。そもそも間に合うのか。

　一方で登と坂さかには、最速の輸送機がスタンバイしている。それは最優先で送り出すべき戦力を出す緊急用の輸送機で、「最優先の戦力」とはつまり、単機で戦局を覆くつがえしうる機体だ。

　鬼おに札ふだはもう一枚ある。

　巴も管かん制せい室も、叶かな葉はも鴇とき子こも、それが何であるか知っている。

　叶葉は細かく考える余裕もなく、衝しよう動どう的に管制室から飛び出した。

『何するの？』

「ひえ!?」

　廊下に出るなり紫むらさきの単眼と目が合って腰こしが抜けかける。

　いつの間にいたのか、馬鹿でかい蜘く蛛もが窓の外にぴったり張り付いている。小蜘蛛でなく、本機だ。巴の遠隔操作でドックからここまで飛び出してきたのだ。蜘蛛はスピーカーから出力された声で問う。巴は管制室から動けない。

「──あの、登坂に。井い筒づつさんと話がしたくて」

『キミが……？』

　蜘蛛は数秒だけ、叶葉の目を見ていた。

　叶葉もまた、蜘蛛の光る単眼を見返した。

　巴の逡しゆん巡じゆんは、鬼き虫ちゆうの仲間に叶葉が関わろうとしているからだろうか。あるいは今の自分には成しえない可能性を少女の表情に見出したが故ゆえか。一本の肢あしで窓を慎重に開き、ロープのようにワイヤーを垂らす。

『乗って。今からじゃ、直通の裏うら線せんを使っても遅いわ』

「か、叶葉っ」

　ふと見れば、扉から身を乗り出して鴇とき子こがこちらを見ていた。彼女は蜘蛛に乗り込んだ叶葉を見て目を丸くし、そして心配そうな表情を見せる。いつもやかましくふてぶてしい彼女であるが、友達のこととなれば弱気にもなる。

　叶かな葉ははそれに、いつもと変わらぬ調子で応こたえた。

「ちょっと、人に会ってきます。心配いりませんから！」

　鴇とき子こは少し黙だまった。だが叶葉を見返し、それ以上何も言わず頷うなずく。叶葉が何をする気かは鴇子にもなんとなくわかっていたし、そうと決めれば頑がんとして譲ゆずらないことも知っている。

「……わかった。気を付けろよ」

「はいっ！」

　壁を蹴けり、蜘く蛛もが跳とんだ。風に身体からだを晒さらされながら、叶葉は向かう先から視線を外はずさない。




『…………迎え、だァ？』

『はい。貴方あなたに相応ふさわしい場所があるのです』

　ざわざわした虫の囁ささやきのような声が、いやに明めい瞭りように井い筒づつの頭に入り込んでいく。

『単たん刀とう直ちよく入にゆうに言います。弩ど将しようの井筒、貴方の力を我々の部隊に貸して欲しい』

　それは、過去より出いでる亡ぼう霊れいのいざないだった。

『──テメェらは……何だ。一体、何なんだ』

『正式名を特トク四ヨン〇マル四ヨン旅リヨ団ダン、帝てい都とが言うには黒くろ塚づか部ぶ隊たい。──烏え帽ぼ子し様よりの伝言です。貴方の力があれば、来るべき「正しき戦争」の中でこの上もなく心強い、と』

　目下の「敵」と言うべき隊の名は、井筒も聞かされていた。その目的も。

　──舐なめやがって。

　井筒は音を立てて立ち上がり、大おお股またの一歩で機械兵に詰つめ寄る。両手をポケットに突つっ込んだまま上から相手を睨にらみ付け、歯を剥むいて噛かみ付くように言った。

『姐あね御ごを裏切って、そっちに来いってか？　……このオレが呑のむと思ってンのか、あァ？』

　電波の声であるため、周囲は一いつ切さいの無音だった。老ろう朽きゆう化した壁がどこかで軋きしみ、それだけがいやに長く室内に尾を引く。ぼんやりと光る機械兵のアイセンサーは──いや、そのアイセンサーの向こうにある「何か」の目は、こちらをじっと観察している。

『虚きよ勢せいですね。貴方は今、迷いに迷って途と方ほうに暮れている。かつての壮そう烈れつな兵士の姿はどこへ行ってしまったのか』

『ガタガタくだらねーこと抜かしてんじゃねェ。わからねェようならはっきり言ってやる、答えは「いやだね」だ。エボシとかいう奴やつにもそう言っとけや』

『蜈蚣むかでが起動しないのは、あなたの迷い故ゆえではないですか？』

　逡しゆん巡じゆんした。

　相あい棒ぼうの名を出され、心に隙すきができた。

　ぬるりと滑すべり込む言葉が、無理やりに隙を押し広げていく。

『貴方あなたはこう思っている。あの戦争は一体何だったのか。命を賭として戦い、死んでいった自分は何だったのか。同じく果てた戦友達の犠ぎ牲せいは何だったのか。それらは全て無意味なものだったのか、このような不完全燃焼こそ己おのれの求めた結末であったのか』

『うるせェ』

『然しかり、このままではいけない。我々は今この時にこそ立ち上がらなければいけないのだ。この国の為ために死した勇士の為にも。彼らが捧ささげた命に報むくいる為ためにも』

『……うるせェ』

『結局のところ、貴方は依よって立つ「義」が欲しいのだ。我々の元にはそれがある。大義の戦いに身を投じ、迷いを捨てるがいい。そうすれば蜈蚣むかでも覚かく醒せいする』

『うるせェっつってンだよ！』

　井い筒づつは電波の怒号を上げた。不ぶ気き味みな静せい寂じやくの中で、頭の中だけが異様にざわめいている。

『弐に番式も参さん番式も九番式も、貴方を利用しようとしているに過ぎない』

　熱くなる。こいつらが気安く彼らを呼ぶことに怒りを覚えた。

『利用してんのはどっちだ！　テメェらこそ蛾がの炎ほのおを真ま似ねしてんだろうが！　どうやって姐あね御ご達の手の内を探さぐったか知らねェが、セコい猿さる真似で大義がどうだと吹いてんじゃねェぞ!!』

『──真似ではない。我らの技術で研けん磨まを重ねた、そのものですよ』

　言葉の意味を図りかね、井筒は返答に詰つまった。

『伍ご番式の能力は、三号丸が引き継いで《蛍ホタル》の力として完成させた。特機も全て固有の特別攻こう撃げき術を所有している。それらは模も倣ほうではない。我々が生み出した、新しい虫の力だ』

『ンだと、』

『真しん贋がんの違いは問題ではない。貴方自身がどちらに正しさを見出すかだ。──こちらの手には壱いち番式もある』

　井筒の脳のう裏りに、あの男の姿が浮かぶ。

『今一度、意味を与えるのだ。過去の戦争と貴方自身に。貴方はその為に蘇よみがえった。覚かく悟ごを決めるべきだ。のうのうと生き残ったかつての戦友など捨て置くがいい。かりそめの安あん寧ねいを守ろうとすることこそが無意味だとなぜ気付かない？』

　無意味に終わった戦争に、失われた命に、意味を。

　──どちらに正しさを見出すか。

　信じていたものと目指したもの、依って立つものが遥はるかな過去に消えた。自分自身をも見失った。もとより宙ちゆう吊づりの心が揺ゆれ続ける。

『……オレは……！』

　井筒はふと、静寂から近付く音を聞いた。

　足音だ。あちこち走り回っている。軽さから考えると小こ柄がらな人間で、しかも女か子供。何かを探さがしているのかその足音は派手に蛇だ行こうし、こっちに近付いてくる──




「──井い筒づつさん!!」




　飛び込んできて、気安く名を呼ぶ少女。

　そちらを見て井筒は驚いた。九く曜ようの横にいたチビ、名は確か、叶かな葉は。

　叶葉は息を切らしていた。額ひたいは汗に濡ぬれ、髪も乱れている。蜘く蛛もに乗って街を跳とび越え、中央から登と坂さかに飛び込んで地下を駆かけ回り、ようやく井筒を見つけたのだ。

　何だこいつは。

　こんな時にこんな所へ何をしに来た。

　人間の叶葉にとっては何が起こっているのかわからず、井筒が誰かと会話していたことも露つゆほども知らない。ただ駆かけ寄り、大きな目で井筒を見上げた。

「九く曜ようが……剣けん菱びしさんや菊きく丸まるさんや、みんなが、危ないんです！」

　叶葉は荒い息を整えながら捲まくし立てた。

「みんな戦ってます！　けどそこに、あの、コオロギの人が出てきて……！　剣菱さんはそのひとの相手をして、でもだから他の甲こう虫ちゆうを逃しちゃって、九曜たちのところに向かってて！」

　──庵いおりが!?

　まるで要領を得ない説明の中に衝しよう撃げき的な単語を見出す。剣菱を手こずらせる「コオロギ」など六番式の庵以外には存在しえない。どういうことだ、と機械兵を睨にらんだ。

『……庵に何をしやがった』

『彼はこちらを正しいと判断したまでのこと。貴方あなたと同じく、死の淵ふちより舞い戻もどって』

　叶葉はこちらの「声」がわからない。ただ訴うつたえかける。

「無理を承知でお願いしたいんです……！　井筒さんが行ってあげられませんか!?」

『所しよ詮せんは彼女もまた貴方を利用しようとしているに過ぎない』

　即座に否定が入る。叶葉は必死に、

「九曜はあなたのしたいようにさせてあげたいって言ってました。でも、でももし、今も迷ってるなら、助けてください！　時間がないんですっ！」

『無意味な要求だ。聞き入れる必要はありません』

　叶葉はただ、ただ必死に、

「お礼は何でもします！　だから、だからどうかお願いします!!」

『取引にもなっていない。冷静に思考すればすぐにわかることです。真に正しきは、何か』

　二つの言葉が発声と通信で井筒の脳で擦こすれ合う。

「………………ッ!!」

　苛いら立だちが頂点に達した。

　井筒は両の革かわ手袋をむしり取り、その「手」を露あらわにする。

　生身のような手では断じてない。鈍にび色に光る鋼鉄の両腕は機械であることを隠かくそうとしないアームであり、銃じゆう身しんであり、銃口である。両腕部がものの一秒で音を立て展開し、内部機構として仕込まれていた機関銃マシンガンが銃口を開いた。

　左を叶かな葉は、右を機械兵、それぞれの銃口を両者の頭部に向けた。

　叶葉は石像のように硬こう直ちよくする。彼女の息が詰つまるのがこちらにもわかる。

「時間がねェなら御ご託たくも要らねェ。ちっとでも誤ご魔ま化かしやがったらその頭フッ飛ばす」

　機械兵と叶葉を順番にぎろりと睨ねめつけ、押し殺した声で、要求した。

「テメェらは一体なんなんだ。何を考えて今ここにいやがる！　腹ン中にあるモン、今すぐ全部言いやがれ……！」

　特に、こいつだ──井い筒づつは叶葉についてそう思う。

　こいつはただの人間。何の力も持たない一般人だ。そんな奴やつがどうしてここまで首を突つっ込むのかが井筒にはどうしてもわからない。危なくなれば、逃げて隠かくれ、目を伏せて耳を塞ふさぎ口を閉じてやり過ごせばいい。こいつに危機が及ばぬ保証は何一つ無いのだから。

　そんな奴が、眉み間けんに銃口を向けられてまで立ち続ける理由は何だ。

　叶葉の頬ほおを、一滴の冷や汗がゆっくり伝い落ちる。その大きな瞳ひとみがこちらを見ている。

　数秒と待たなかった。叶葉は彼女なりに、井筒の問いの深しん刻こくさを理解したのだ。

　最初の一滴から汗一つかかない。深呼吸も必要としない。何な故ぜなら、彼女はもうとっくの昔に腹を括くくっているからだ。大きな目が、銃口を乗り越えて井筒を真っ直ぐに見た。

「大切なひとがいます。あたしにとっては、それが九く曜ようで、九曜の仲間のみなさんで、そのひと達が無事で帰ってきてくれることが、一番、何よりも大事なことで、」

　急ぐように次々と、整理もしていないありのままの言葉を放はなつ。

　少女の瞳に自分自身の姿が映る。そこにある井筒という男の姿が頼りない。銃を向け要求しているのは自分なのに、これではあべこべだった。

「もちろん、あたしにできることなら何だってします。お手伝いもお料理も、みなさんの為ためになることだったら何だってやります！　蜈蚣むかでさんが動かないなら、一いつ緒しよになって説得するくらいならできます！　でも、──でも、だけど、あたしは弱いから、」

　ここで初めて、叶葉の表情が少しだけ揺ゆれた。

「できることなら何でもやる」にも、限度があった。

「──あたしじゃ、戦場あそこで、九曜を守ってあげられないから……っ！」

　戦いが始まった時、叶葉は何の役にも立つことができない。

　あそこで命を懸かける者達を守る力は、その小さな体のどこを探さがしても一片もない。

　叶葉はもう一度、井筒を真っ直ぐに見て言った。

「あなたにはそれができるから、──どうか九曜を、みんなを助けてください!!」

　こいつは、どんな危険も恐れていない。

　額ひたいに向けられたものが何かわからないでもあるまい。わかった上で、それでも撃うたれることをすら恐れていない。当たり前だ。目の前の銃じゆう口こうよりも重要なことが叶かな葉はにはあった。

　本当に恐ろしいのは、自分が何もしなかったことで「大切なひと」が失われることだ。

　これは井い筒づつには知り得ぬことだが、叶葉は一度だけ四し天てんの竜胆りんどうと対たい峙じしたことがある。夏の尽じん天てんにて、倒れ伏した九く曜ようを守る為ために。鬼き虫ちゆうの壱いち番式にただの小娘が相手になるかなど言うも愚おろかであるに関わらず、危険も厭いとわず、ただ九曜を助けるためだけに、液体金属の刃をその手で掴つかみ取って「最強」の碧へき眼がんを真まっ向こうから睨にらみ付けた。

　その時と同じ、強い眼めをしていた。

　井筒はその中に、よく覚えているものの気配を感じ取った。

　或あるいはあの夏の日、竜胆もまた、同じものを見たのかもしれなかった。

　──全てを己おのれの目で見て、何をすべきか己の意思で考え、判断を下せ。

「兄貴──」

　無意識に呟つぶやく、それと同時に、左で撃った。

　指の先端から無数の銃弾だんが吐き出される。上腕の側面から同じ数の薬やつ莢きようが吐はき出されて床に散り、井筒は狙ねらい違たがわず、銃口をずらして叶葉の真後ろを射い抜ぬいていた。叶葉の背後でゆらりと立ち上がり拳けん銃じゆうを手にしていた機械兵が、頭から上を吹き飛ばされて倒れた。

　驚くべきことに、叶葉は固まったものの、腰こしを抜かしもしなかった。

　右、第二射。立ち上がりかけた正面の機械兵を粉ふん砕さい。

　井筒は叶葉の小さな体を守るように立ち、ほぼ反射的に両手を振ふるった。機械兵が異常なコマンドで異常な動きを見せ、井筒は射しや程てい内に収めた彼らを一息のうちに全て撃ち砕くだいた。

「…………何を、一体、アホみてェにウジウジ悩んでたんだ、オレは」

「ぁ、っ、ぁぇ」

　耳が「きーん」となっているせいで、井筒の呟きは叶葉に聞こえなかった。目を白黒させ、ぽかんとして井筒を見返す。両腕の銃口から硝しよう煙えんを燻くすぶらせながら、井筒は低い声で笑う。

　お笑いだ。らしくないにも程ほどがある。頭だけぐるぐる働かせて何がわかるというのか。

　巴ともえと、剣けん菱びしと、九曜の言葉を思い出す。時間が無い。いくらなんでももたもたしすぎた。

　どこかから声が聞こえる。

『あなたは間違っている。後悔しますよ、四番式』

『抜かせ。さっき正しさっつったよな？　ハッ、女を後ろから襲おそうようなゲスがほざくんじゃねェよボケ！　顔洗って出直せや、三さん下したが！』

　破壊した機械兵も壁の弾痕こんも薬莢も捨て置き、井筒は大おお股またに歩き出した。

「あ、井筒さん!?」

　叶葉が慌あわてて追う。いきなりの銃声に施設内が騒ぎ出している。職員が腕を剥むき出しにした井筒を見つけてぎょっとするが、追つい随ずいする叶葉が慌てて弁解する。

「だっ、大丈夫ですなんでもありません、後でちゃんと説明しますからっ！」

　目指すはドックだった。脇わき目めも振ふらず進みながら、井い筒づつはふと、

「おいチビ、勘かん違いすンじゃねえぞ」

「え？」

「テメェの為ためにあのヤロウを助けに行くんじゃねえ。何が起こってんのか自分で確かめたくなっただけだ。こいつは貸しにしといてやる！」

　少女の表情がぱあっと華はなやいだのを気配で感じながら、井筒は思い出していた。

　巴ともえは言った。

　──考えることは後からでもできる。今はしなくちゃならないことが山ほどあるのよ。

　剣けん菱びしは言った。

　──そいつらを止めるのが、今の俺の仕事だ。

　そして、九く曜ようは言った。

　──守りたいものが出来た。大切なひとがいるんだ。

　あの三人は三人とも、とっくに腹を括くくっていた。

　九曜あいつも。

　そして叶かな葉はとかいう少女も、鴇とき子ことかいうガキも菊きく丸まるとかいうデカブツも、中央の職員も登と坂さかの研究員も、言葉を持たない自律兵器の奴やつらも、どいつも腹を括っている。あの時と何も変わっていない。それを認められなかったのは自分だけだ。今ようやくそれがわかった。

　ならば。

　ドックの扉をべがんっと蹴けり開けた。驚いて振り返る全員の視線を集めながら、構うことなくずんずん進む。乳のでかい奴やつが泡あわを食って後ろの叶葉に声をかけた。

「カナっ!?　あんた慌あわててどっか行ったと思ったらさっきの音なに!?　大丈夫なの!?」

「あっ、はい、あたしは大丈夫です！　あの細かいことは後で説明しますから、今は……っ」

　井筒は管かん制せい室にまで直通で通信をぶち込んだ。

『聞こえてっスか、姐あね御ご！』

『……井筒くん？』

　記憶よりずっと幼い声は、どこかためらうような気配を宿している。

　無駄な心配をかけてしまっていた。彼女は確かに天才で、機械技術にかけては右に出る者はおらず、いつも冷静で掴つかみどころのない才女だ。そんな女にも弱点というものがある。つまり論理で動く巴は、心の内面に触れることが、導くことが得意ではないのだ。

　そちらを引き受けるのは、いつも竜胆あのひとだった。懐なつかしさを覚えるほどよく知っている。

　何も変わっていない。

『今すぐオレが蜈蚣むかでで往ゆきやす。例の輸送機アレはいけるんスか？』

『いつでも出せるようにはしてるわ。……蜈蚣、いけるの？』

『いらねェ気き遣づかいさせちまってすんません。今からそいつを片付けやす』

　真っ直ぐにドックを横断する井い筒づつ。向かう先には「四」の繭まゆ。

　こちらの直接コマンドを繭に叩たたき込む。本体の指示を受けた繭がゆっくり、ゆっくりと開いていき、赤しやく銅どう色の装そう甲こうが露あらわになる。井筒は鳶とび色の三さん白ぱく眼がんをそいつから一いつ瞬しゆんも外はずすことなく、

「──おい、」

　剥むき出しの鋼鉄の拳こぶしを握にぎりしめ、

「いつまでグースカこいてやがんだコラァッ!!」

　蜈蚣むかでの頭を、本気でぶん殴なぐった。

　馬鹿でかい怒ど号ごうと甲かん高だかい金属音が、高く、高くドックに響き渡った。

　蜈蚣は静かなままだ。いきなり過ぎる事態に誰もが呆ぼう然ぜんとしている。それにも全く構うことなく、井筒は蜈蚣と己おのれを繋つなげることを試みた。そこにある脳と、奥に秘められた星ほし鉄がねの素そ子しと、更さらにその奥の自身の意思で。

　そして、衝しよう動どうのままにぶちまけた。

「いい加か減げん認めるぜ、オレもテメェもいっぺん死んだ！　あの時の戦争は終わっちまった！　こいつは夢じゃねェ！　昭和一〇一年大いに結構だ！　今ここで、クソみてえにメンドくせーことが起こってるってこともイヤってほどよォくわかった!!」

　今ここにいる自分が、一体何者なのか。

　地じ獄ごくから舞い戻もどったその存在に、どのような意味があるのか。

　ずっとそう考えていた。アホらしいにも程ほどがあった。考えるだけで答えがわかれば苦労はしないのだ。重要なのは自分に何ができるかと、その目で見るべきものがあるということだ。

　そして、戦友が覚かく悟ごを決めて戦っているということだ。

「だからよ、オレの目で見に行く。どこのバカがどんなバカやってんのか、何がどうなってんのか！　ウダウダ考えんのァメンドくせェ!!　全部戦場あつちで確かめてやる!!　だから──」

　──だから。

　待ち続ける己おのが半身に手を触れ、複眼を睨にらみ付け、発声と通信波の両方で井筒は吼ほえた。




「『テメェがいなきゃ始まンねェだろうが!!　付き合えよ、蜈蚣ッ!!』」




　最初に、蜈蚣に繋がった端末が火を噴ふいた。

　異常な反応に全員驚くしかない。あらゆる計器がある信号の異常活性化を叫び、四の繭から巨大な駆く動どう音が地鳴りのように唸うなりを上げ、菘すずながぽかんと口を開き、百も舌ずの銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねがずれ、叶かな葉はは大きく目を見開いて、井筒はにやりと笑った。

『……へ、悪わりィな。待ちぼうけは退屈だったろうよ』

　今度は他の誰にも聞こえることのない、手で触れた直接回線で、蜈蚣に一ひと言ことそう呟つぶやく。

　蜈蚣むかでの複眼が、ゆっくりと、力強く発光していく。
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　廃はい墟きよを一いつ散さんに横切り、甲こう虫ちゆうの隊が白しら萩はぎへ急ぐ。

　剣けん菱びしらの活躍によってその数はかなり減へらされ、天テン道トウまでも撃げき破はされた。だが、一つの基地戦力を丸ごと動員しただけあって、数にはまだ余裕がある。ネズミ二匹を圧殺する程度には。

　背後から、高速で追う機影が三つある。

　甲虫の群れは煩わずらわしげに背後へセンサーを振ふり回す。極端なほどにカスタマイズされた機械兵が三体──参さん番式に随ずい伴はんしていた奴やつだ。黒くろ塚づか部ぶ隊たいの機械兵より明らかに速い。

　一方、当の白萩の地下でもまた戦闘が繰り広げられていた。

　向かうは九く曜ようと菊きく丸まる。

　対するは久く留る守す、そして、朧おぼろだ。




　もはや地下通路に闇やみなど一片も無かった。

　久留守を中心にして発生する炎ほのおが空間を照り付け、少女の破は壊かい衝しよう動どうそのままに荒れ狂い敵に殺さつ到とうした。火球を回避し、左右から九曜と菊丸が迫る。

　近距離の間合いに入った時、久留守はもうまともな照しよう準じゆんを放ほう棄きして全出力で炎を展開する。

「火の壁か……!?」

　危険を察さつ知ちした九曜と菊丸が急ブレーキをかけて慣性を殺し、真後ろに飛び退すさる。

　まさしく九曜の言う通り、炎の「壁」が生じて、久留守の体を盾たてのように守っていた。

「……ろ、して、やる」

　うわ言のように呟つぶやく。何を巻き込もうと気にもしない。

　閉所を空間ごと制圧する炎は、地の利という点でかなりのものがあった。

　直後に突とつ如じよ、久留守の足元に炎が発生する。

　その勢いに乗って、久留守は凄すさまじい加速を見せた。範囲を絞しぼり噴ふん射しやする形で生んだ炎はそのままブースターの代わりとなり、床を焦こがし削けずりながら少女を疾しつ駆くさせた。

　飛ぶ九曜の真下に入った。病んだ目をぎろりと上向かせ、久留守は火か炎えんを巻き上げる。

　しかし相手の反応は劇的に早かった。一歩も動かなかった少女の急加速を確実に捉とらえ、すぐさま壁を蹴けって軌き道どうを変える。返しの射しや撃げきが照準され、久留守は危機を察知、炎を横方向に噴射して軌き道どう修正。加速の軌跡が、床に残る炎となって「く」の字に残る。

　人の身を捨てて得た《火焔操作フロギストン》は、伍ご番式・万まん字じの能力を改良したものだ。

　ただの模も倣ほうではない。照準精せい度どではまだオリジナルに遠く及ばないが、出力は明らかに上昇している。彼女は彼女なりの努力で、万字の炎を己おのれのものとして使いこなしていた。

　虫の特とつ攻こう術とは、それぞれの運用コンセプトに沿った特とく殊しゆ機能である。

　蛾がのコンセプトは火か炎えんの能力を用いた高高度からの戦術爆ばく撃げき支し援えん。蛍ホタルも同一。では何な故ぜ、この久く留る守すという少女は同じ能力を得るに至ったか。

　焦こげ付く戦意の中、復ふく讐しゆうの対象を睨にらみながら、久留守は「隊長」の言葉を思い出していた。




　──恐ろしいのは、忘れることだった。

　あの時のことを覚えている。告つげられた事実を一いち言ごん一いつ句く違たがわず脳に刻きざんでいる。

　皆が寝静まった夜中。少女は防ぼう衛えいシステムの一部である旧式の機械兵に何な故ぜか起こされ、居住区内の細い通路に連れて行かれた。普段誰も使わない非常用の通路だった。

　そいつはそこに座っていた。

「伍ご番式の万まん字じは、戦死したよ」

　この時、彼──黒くろ塚づか夕せき馬まは前髪を下ろし、八洲やしま軍の野戦服を着込んでいた。着古した野戦服を纏まとい、壁を背にして座る黒塚の脇わきには何かの入ったザックがあった。

　彼がやって来たのは突然のことだ。どこから久留守のことを知り、どうやって万字との関係を知ったのかはわからない。いいやそんなことよりも、見たことも無い男が突然言ったその言葉が、頭の中で何度も何度も反響していた。

「……え」

　何を言われたのか最初はわからなかった。眠気が吹き飛んだ。

　戦死。

　自分が「おじさん」と呼び慕したった男が、死んだ。

　立ちすくむ少女を、黒塚はじっと観察していた。その瞳ひとみが怖こわくなるほどに黒く深い。

　嘘うそだ。そう思った。腹が立った。この男は一体どういうつもりで自分のところまで来て、そんな意地悪な嘘をつくのだろう。

「そんなのっ、」

「事実だ。本官は軍人として前線の情報を集めているが、彼は敵の大部隊を巻き込み、自爆して散った。──これは軍部でもごく一部にしか通達されていない情報なのだが、君は彼と懇こん意いだったと聞く。せめて君には伝えておいた方がいいと判断してね」

　嘘だ。そう思うしかなかった。第一、証しよう拠こが何もない。いきなり目の前の男に怒りを覚える少女だったが、黒塚はおもむろにザックを開き、小さな折り畳み式のＰＣを取り出して開く。

　映像が始まった。かなり粗く、無音。ノイズと爆音で埋まるから消しているのだろう。

　場所はどこかの平地、丘の上から陸を見下ろしている。生き残りの機械兵の視覚情報をデータ化したのだということは少女にはわからない。

　荒野の地平線は黒く、空は灰色だった。地表を埋め尽つくす敵の大軍だ。

「君ならこれを見てもすぐにわかるだろう」

　その通り、一目でわかった。

　空に炎ほのお。

「──おじさん」

　かつて自分が見たものの記憶と、目の前の粗い映像が合致する。最初に万まん字じと出会った時の光景が喚かん起きされる。青せい銅どう色の機体、大きく左右に広げられた炎ほのおの翅はね、正確無む比ひな爆ばく撃げき。

　万字の、蛾がだ。他に誰がいよう。

　多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいという言葉ですら言い表せないほどの、馬鹿馬鹿しいまでの戦力差だった。既すでに味方はほぼ壊かい滅めつ状態にあり、宙を舞う蛾のみが健在。だがこのままでは数に押し切られる。

　その時突然、蛾が落ちた。

　撃げき墜ついされたのではない。機動に一種の決意の気配があったことを少女は知らない。蛾は自機に猛たけり狂う炎を乗せて、対たい空くう砲ほう火かを一身に受けながら、自みずから敵の巨大陸上戦せん艦かんへ突とつ撃げきした。

　大爆発が起こった。

　火柱が上がって膨ぼう張ちようし、大地が砕くだけてめくれ上がり、周辺の全てが巻き込まれる。映像が光に包まれた。直後に砂嵐に取って代わる。

　少女は、ただ、呆ぼう然ぜんとしていた。

「能力を用いた自爆だったそうだ。敵の大部隊を巻き込んでの」

「…………どう、して」

　どうして、そんなことを教えるのか。

　どうして、万字は死んでしまったのか。

　どうして、こんなことになってしまったのか。

　突然すぎる事実に頭の中が真っ白に塗り潰つぶされていた。万字と蛾をよく知らばこそ、その自爆を捉とらえた映像は少女にとって揺ゆるがぬ証しよう拠ことなった。

　これは戦争で、万字は兵士だ。ならばその戦死も十分にあり得た結末だが、少女の思考はそんなことにまで及ばない。万字が死んだ、それだけの事実が山より高くそびえ立っていた。

　正常な思考力は、完全に奪うばわれていた。

「彼は立派に戦った。しかしこの戦況は最初から逆境にあった。救援もなく、彼は自爆を余よ儀ぎなくされた。味方の為ためにな」

　黒くろ塚づかはゆっくりとした口調で続ける。聞いていて不ふ思し議ぎに落ち着く、静かで穏おだやかな声。

「君とて知っていようが、彼は兵器だった。戦う為に生み出され、戦って死んだ。使われたのさ。その死まで軍部の予定に入っていた。命さえ最さい期ごまで使い倒されたのだ、道具として」

　ゆっくり、ゆっくりと言い含めていく。

　使われた。利用された。道具として。最期まで。

「彼には八機の同型機がいた。聞いたことがあるだろう？　だが彼らもこの戦場にはいなかった。一機でもいれば状況は激変しただろうに。それも、駒こまたる伍ご番式の死よりも優先されることが他にあったからだ。仲間であるにも関わらずに」

　真っ白になった少女の頭に、黒くろ塚づかの言葉が摺すり込まれていく。その眼めの黒と同じ色の感情が徐々に胸中に満ちていき、少女は得え体たいの知れない吐はき気を覚えた。

　吐き気を催もよおす感情とは、憎ぞう悪おだった。彼女はまだこの時点ではそうと知らない。

「──これもまた特とく秘ひだが、君だけには伝えよう。この戦争は、もうじき一度終わる」

「……っ!?」

　ばっと顔を上げ、虎杖いたどりの顔を見返す。虎杖は最初から全く変化がない無表情のまま、やはりじっと少女を観察している。

「もはや両陣営が消しよう耗もうしきっている。いつ終わるかではなく、ただ火が消えるように収しゆう束そくするだろう。勝つことも、負けることもなく。ではその後、どうなると思う？」

　言葉が無く、ただ首を振ふる。

「どうにもならないのさ。いずれこうした地下壕ごうから人々が這はい出て、焦しよう土どと化した国土を復興させるべく尽じん力りよくするだろう。八洲やしまを立て直し、未来を生きようとするだろう。……最初は、皆も戦争を強く覚えている。だがそれも最初だけだ」

　語り聞かせる穏おだやかな声に、真っ黒な目に、少女は釘くぎ付づけになっている。

「やがて誰もがそれを忘れるだろう。記憶とは風化するものだ。国の復興に力を尽つくす彼らに死者を悼いたみ続ける余裕は無い。人々は犠ぎ牲せいとなった数多あまたの命を記憶の彼方かなたへ追いやるだろう。……いいや、多くは知りさえするまい。そうして彼らだけ生きて繁はん栄えいしていくのだ。歴史とは常にそのようにして繰り返されてきた」

　──忘れる？

　死んだ者を、戦った者をやがては忘れる？　万まん字じのことさえも？　そう思ってしまった時、少女の吐き気が強まって一度えづく。心の深い部分に、黒塚の言葉がずるりと滑すべり込む。

「死とは何か考えたことはあるか？　真の死とは、肉体の滅ほろびではない。死んだその者の存在が、時を経へることで誰もから忘ぼう却きやくされてしまうことだ。──さて、君は許すか？」

「……ゆる、す？」

　掠かすれた声でオウム返しに聞けば、黒塚は明めい瞭りように答える。

「彼らが伍ご番式を忘れ、その存在を風化させることを。道具として使い潰つぶされた彼が、ついには真の意味で死を迎えることを、許せるか？」

　少女は千ち切ぎれんばかりに首を横に振った。もはやほとんど条件反射のようだった。

　万字は命の恩人だった。大好きな「おじさん」で、もはや家族だった。誰が何と言おうと死んではいけない人だった。道具などではない。忘れられてはいけない。

　誰からも。

　黒塚はそれを受けて満足そうに頷うなずき、ザックからもう一つの荷物を取り出す。

「君は幸運だ。素そ質しつがある。──これを見て欲しい」

　最初、何だかわからなかった。円えん筒とう状のそれが小型の無菌カプセルだという知識さえ無かっく、厚いガラスを通して見える中の黒い物体が何なのかも理解できない。長さは一メートル足らず、半なかばから折りたたまれており、先端に欠けた紅葉もみじのようなパーツがくっついている。

　これが何か。最初は首を傾かしげ、次に眉まゆをひそめ、続いて徐々に理解が追いついていき、

「……我々の隊も手を尽つくしたが、回収できたのはこれだけだった。せめてこれだけでも君に会わせたかった」

　目を見開く。

　これは、炭化した、万まん字じの右腕だ。

「──あ、」

　黒い感情さえ押し流され、視界が狭せばまり、彼の右腕しか見えなくなる。

「ぅあ、っふ、あ、あぁあ……っ」

　涙なみだが溢あふれた。自分でも信じられないほど多く。

　わかった時にはもう前が見えなくなっていた。喉のどがひくつき、涙だけが嘘うそのようにぼろぼろ零こぼれ、息が詰つまって声さえ出ない。「悲しい」という感情も振ふり切れてしまえば、号ごう泣きゆうすることさえできないのだとわかった。

　その目め尻じりを優しく拭ぬぐう親指の腹。大きく太い指だった。

「本官は黒くろ塚づか夕せき馬ま。──共に来たまえ。君には、人々に真実を教える資格がある」

　涙に濡ぬれた目で見上げると、黒塚──後の《虎杖いたどり》は、少女に手を差し伸べた。

　そうして、悪夢のように優しく笑んだ。

　──恐らく虎杖は、何らかの方法で少女に「適性」があると知っていたのだろう。結果として少女はその夜の内に地下壕ごうを抜け出し、黒塚部ぶ隊たいに合流した。機械化を受けたのは一度冷凍睡眠を受け、時の経過を待ってからだった。

　そして、色々なことを知った。

　黒塚夕馬は《虎杖》という名を持ち、自分もまた三号丸の《久く留る守す》という名を得た。

　機械化から覚かく醒せい、起動したのは最近のことだ。自身の調整と蛍ホタルとの接続に時間を費ついやしたため、同型機の顔さえ最近になるまで知らなかった。というより、興味すら無かった。仲間意識など持たず、自分と自分の復ふく讐しゆう心しんとだけ向き合ってきた。

　その身の内に芽生えた怒りを決して薄れさせぬよう、敵意を磨みがいていたのだ。

　蛾がの対地制圧力の高さは隊の者達も深く知っていた。蛍は蛾の炎ほのおの再現と改良を目指して設計され、その機体にはほんの僅わずかに回収された蛾の一部が組み込まれていた。

　そして久留守は機械化の際、万字の右腕から、やはり僅かに残った細胞組織を移植された。

　蛍と接続し、《火焔操作フロギストン・改かい》が安定して出力できるようになった時、久留守はその炎に見入った。これが彼の火なのだと思った。これで万字を見捨て、使い捨てた奴やつらに思い知らせてやれるとも思った。

　彼は自爆して、自みずからの炎ほのおに焼かれ死んだのだ。その時の感覚を想像すると背せ筋すじが凍る。きっと熱かっただろう。苦しかっただろう。

　その熱さを、苦しさを奴やつらに思い知らせてやりたい。

　万まん字じはこうして死んだのだと、永遠に忘れぬよう刻きざみ付けてやりたい。

　何より許せないのは、生き残った連中が万字を忘れてしまうことなのだから。




「──う、して、」

　渦巻く炎の手から逃のがれ、舞い散る火の粉を払いながら、九く曜ようは久く留る守すの言葉を聞いた。

　どうして。その声が、迷まい子ごのように頼りなかった。今なお噴ふき上がる炎の荒々しさと少女の声は、別世界の存在にしか思えないほど毛色が違う。

「どう、して」

　激げき烈れつな感情をそのまま表現し、火か炎えんが逆さか巻まく。

　火炎の噴ふん射しやによって足を動かさぬまま床を滑かつ走そうし、久留守は次から次へと火球を生んだ。絶え間なく吐はき出される炎は、少女の怨えん嗟さそのものだ。

　その憎しみを、全身にひしひしと感じる。

　九曜は久留守と万字の繋つながりを知らない。だが姿と能力を見れば、彼女の万字への執着が見て取れた。そして、何な故ぜ彼女が自分を恨うらんでいるのかも、おぼろげながら理解しつつあった。

「どうして……っ！」

　少女は繰り返す。九曜はでたらめに放たれる炎に対応する一方で、それが徐々に弱まっていることに気付いてもいた。右と左に分かれた菊きく丸まるに目め配くばせをすると、彼も回避しながら無理に攻め込まず「手」を進めている。

　菊丸の全身の吸きゆう気き口こうは薄く開き、この数十秒、無音で駆く動どうしている。

　久留守が加速した。

　またも噴射が起こり、小さな体たい躯くは足を動かさず最高速度に至る。細い腕が火炎を纏まとい、執しつ拗ように九曜を照しよう準じゆん、巻き上がる炎の渦に呑のみ込まんと放つ。

　彼女は、強い。九曜は確信を持ってそう思う。

　機械化を受け、虫と接続し、ただ復ふく讐しゆうの一念だけでここまで来た。その精神力は狂気に近い強さがあるようにさえ思える。万字の術を受け継ぎ、自分なりに使いこなし、磨みがき上げた牙きばを剥むいて自分を殺そうとしている。

　だが、己おのれと菊丸とて幾つもの修しゆ羅ら場ばを潜くぐっているのだ。

　九曜は回避する素そ振ぶりも見せず、外がい套とうを盾たてに構えて踏み込む。

　果たして──

　放たれた炎は、久留守自身が驚きよう愕がくするほどに弱かった。

「──え」

　困こん惑わくの気配。それを最も信じられなかったのは久く留る守す自身だ。弱まった炎ほのおは、突とつ撃げきする九く曜ようを呑のみ込まない。踏み込みの速度と外がい套とうの盾たてによって強引に炎を突とつ破ぱする九曜に、久留守は追い立てられた獣けもののように反応した。

　炎を真後ろに噴ふん射しや。加速し辛かろうじて間合いを外はずしたものの出力が弱く、数歩たたらを踏む。

　九曜が構え直し、菊きく丸まるがその前に立つ。

「っ、く、《火焔操作フロギストン》、展開、最大出力……!!」

　久留守は必死に炎を展開しようとしたが、その力はやはり弱く不十分だった。

　その理由が久留守にだけわからない。

　酸素が足りていないのだ。

　十二分な空調設備が動いているとはいえ、ここは地下。乱暴に炎を吐はき出せば急激に酸素は失われていき、炎は燃焼しなくなる。更さらには菊丸の行動があった。菊丸は回避機き動どうの傍かたわらでその吸きゆう気き口こうを展開し、地下に満ちた空気を確実に吸い取っていた。

　例えばここに生き物がいれば、呼吸ができずただちに昏こん倒とうするような空間だ。機械化処理を受けて酸素がなくとも活動できる体を得た久留守は、そこにまで考えが至らなかった。

　それでも、戦意は萎なえなかった。食い縛しばった歯を剥むき、身の回りに辛かろうじて展開していた火を集めて照しよう準じゆん、噴ふき上がる憎ぞう悪おだけは萎しぼむことを知らず、発射、

　ぼ。

　弱まった炎を呑のみ込む風。カウンターで、菊丸は吸入していた空気を一気に噴ふき出した。

「!!」

　爆発めいた風圧が起こる。

　最後の火が、菊丸の風圧でひとたまりもなく吹き散らされた。

　火炎の幕が消え去り、少女の姿すがたが露あらわになる。目ま深ぶかに被かぶっていた帽子が飛ぶ。

　タイミングを合わせて九曜が踏み込む。反動で硬こう直ちよくした菊丸の脇わきを抜け、紫し電でんを右の片手に構えて姿勢を沈ませ久留守の視界から消える。久留守の知覚を上回る速度であり、呆ぼう然ぜんとする彼女がまばたきを一つした時、その額ひたいに軍刀の柄つか尻じりがぴたりと止まっていた。

「──《電磁制御エレキテル》」

　ばちん、と久留守の体が跳はねる。

　飛んだ帽子が空気の流れに乗り、数秒だけ宙を舞って落ちた。

　触れられた瞬しゆん間かんに脳に電気を叩たたき込まれ、久留守はそれ以上の戦闘演算ができなくなる。出力を絞しぼった電気ショックで電脳に干渉し、破は壊かいしないまま無力化する為ための電流の精せい密みつ操作は、今の九曜にとっては造ぞう作さもないことだった。

　久留守がよろめき、前のめりに倒れかける。その体を受け止め、九曜は宣告した。

「降伏せよ」

　ゆっくりと顔を上げ、彼の顔を間近に見た。久留守は九曜の声を初めて聞いた。低く抑おさえられた冷静な声色であったものの、自分とあまり歳の開きもない少年の声だった。

「……叶かな葉はが君を案じている。可能なら、斬きりたくはない」

　久く留る守すはただ呆ぼう然ぜんとしている。体が痺しびれていて動けない。

　負けた。

　至近距離に九く曜ようの顔がある。その赤眼はこちらにひたと据すえられ、最初から最後まで揺ゆるぎもしない。意外なほどあっさり訪れた敗北を実感した途と端たん、内に燃える苛か烈れつな戦意でさえも忘れてしまった。初めての敗北だった。

　猛たけり狂う炎を取り去られた後には、たった一人の頼りない少女だけがいた。

「どう、して」

　そして、戦意が失われた後には、たった一つの疑問だけがあった。

　表情を隠かくすものは何もない。一いつ切さいの壁が取り払われた心細さを覚える。口をついて夢見るように紡つむがれる言葉。大きく見開いた藍あいの眼め。今いま更さら目め尻じりに浮かんだ雫しずく。

「どうして、たすけてくれなかったの……？」

　久留守は、憎かった。

　あまりにも迷いのないその眼が。

　そして、同じほどに悲しかった。改めて目まの当たりにした時、自分でも驚くほどに感情が強く迸ほとばしった。その姿が憎く、その赤い瞳ひとみが妬ねたましかった。羨うらやましく、眩まぶしく、だからこそ悔くやしくて仕方がなかった。

　これほどまでに強い意思を秘めた男が、あの時どうして万まん字じを助けてやれなかったのか。

　もはや九曜も気付いている。彼女にとって、万字は掛かけ替えのない相手だったのだと。そして何らかの方法で彼の死を知り、悲しみは怒りに変わった──正確には「すり替えられた」のだが、そこまでは知る由よしも無かった。

　適性があったのが彼女にとっての不運だったのだと九曜は思う。帝てい都とに牙きばを剥むくことは復ふく讐しゆうであり、その能力は死んだ万字の苦しみを味わわせようとしたから。装いを真ま似ねているのは、その姿を見ることで万字を知る人間が彼を思い出すようにしたかったから。

　どうして、助けられなかったのか。

　一いつ瞬しゆんだけ目を伏せるのは、九曜の中にも自責の念があったからだ。久留守の憎ぞう悪おの根源は九曜の傷きず痕あとでもあった。しかし、今はやるべきことがあった。九曜はすぐに気を取り直し、真まっ向こうから久留守を見返して、

「小しよう生せいは、」

　久留守の背後。

　暗がりの巨大な空間に、何かが蠢うごめく。

　言葉を失い瞠どう目もくする。久留守にはその意味がわからない。

　赤い光が見えた。それが複眼の色だということを九曜は良く知っていた。ねじくれた光は電磁の瞬またたき。ぎこちない動きでゆっくりと駆く動どうしている。何がいて何をしているかを理解し、あらゆる感情よりも先に本能が危険を叫ぶ。

　あれは、照しよう準じゆんを付けているのだ。

　九く曜ようは弾はじかれたように紫し電でんを手放し、久く留る守すの肩に手をかけ、その小さな体を突つき倒した。

「あ……っ!?」

　久留守が声を上げる。仰あお向むけに倒された久留守と、一いつ瞬しゆん遅れて気付いた菊きく丸まるは見た。




　九曜の左腕が、肩から吹き飛んでいた。




　籠こ手てを纏まとう腕が棒ぼうのように回転して落ちる。九曜の左肩から真しん紅くの人工血液が迸ほとばしり出た。

　炎ほのおが消えて暗がりに戻もどった通路に、一直線に走る軌き跡せきの残像がある。ぱり、と音がして空間に残った電でん磁じが弾はじけた。放たれた弾だん頭とうは闇やみを穿うがち、九曜の左腕をついでのように抉えぐり飛ばしていささかも勢いを緩ゆるめず、遥はるか後方の埋まった壁に深く深く食い込んでいる。

　それは、隙すきを見て射しや出しゆつされた、電レ磁ー投ル射ガ砲ンの弾たまだった。

　放っておけば、九曜もろとも久留守まで貫つらぬいていた筈はずの軌き道どうだった。

「──貴様……っ!!」

　左肩への血液の供給と信号をカットし、緊きん急きゆうで止血する。しかし九曜は落とされた左腕にさしたる注意を払っておらず、火を噴ふくような感情を込めた隻せき眼がんで通路の奥を睨にらみ付けている。

　そこにあるのが何か、九曜は誰よりも知っていた。

　闇やみに光る赤の複眼。見る影もなくくすんだ金の装そう甲こう。電磁加速は九曜の電磁制御エレキテルによってのものではなく、外装として取付けられた大出力の電力タンクから無理やり捻ひねり出したもの。装備の修理すら十分ではなく、未いまだ傷だらけの機体。本来まともに動こう筈はずもないのに、何らかの外的要因によって無理やり動かされるその姿。

　変わり果てた《蜂はち》が、そこにいる。
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　同時に、甲こう虫ちゆう部隊は確実に白しら萩はぎへ向かっている。

　斑猫はんみようと天牛かみきりの群れが列を為なして駆かける。その装そう甲こう表面には傷が付いており、機械兵も何機か失われている。ある一機の胴どう体たいには半なかばからへし折れた高熱刃の刀身が突き刺さったままでおり、人工血液の返り血も生々しく、ある一機の牙きばには捩ねじ切った腕がぶら下がっていた。

　敵に挑いどみかかった機械兵は、驚くべきことに、十分間耐え抜いた。

　果か敢かんな攻こう撃げき、手しゆ榴りゆう弾だんによる攪かく乱らん、捨すて身みの突とつ撃げき。これら全てはしかし甲こう虫ちゆうの群れを打ち砕くだくには至らず、そもそも数の時点で圧倒的な不利があった。結果彼らは、十二体の機械兵と一機の多脚戦車を地じ獄ごくへの道連れに機能を停止した。

　僅わずかな停滞を余よ儀ぎなくされたが、甲こう虫ちゆうは一機も失われることなく進軍を続ける。目的地は近い。このまま進行すればもう十分と少しで基地に到達する。甲虫は遠隔通信で基地にゲートを開くよう要よう請せいするが、返事は帰ってこない。

　機械兵が堪こらえたのはたったの十分。

　その十分はしかし、三機が己おのれの死と引き換かえに稼かせいだ時間であったには違いない。総体で見れば大したことのないように思える時間は、それでもパズルのピースのように嵌はまり、やがて意味を成すであろう。




　南東の上空。

　蟷螂かまきりと蟋蟀こおろぎは、ほとんど同時にそれに気付いた。

　姿を消した蟋蟀が逃げ、蟷螂が追う。電子索さく敵てきに頼らない剣けん菱びしの直感は擬ぎ態たいした蟋蟀の位置をかなり正確に割り出してその行動を阻そ害がいする。

　だが蟋蟀の機き動どうもまた卓たく抜ばつしていた。量産型の甲虫はおろか、天テン道トウの日ひ足あしをも圧倒的に上回る技量。的確にして鋭く老ろう獪かい、蟷螂の機動を計算に入れた上で巧みに機体を操あやつり、致命傷を避けてぎりぎりの均きん衡こうを保っていた。

　剣菱は彼の声を一ひと言ことも聞いていない。

　しかし一いつ切さい無言で戦う彼は、その技量から考えても、庵いおり以外の誰でもない筈はずだった。

　その蟋蟀が機動を変えた。

　擬態を展開したまま高く跳ちよう躍やく。音もなく上空数十メートルに躍おどり出て回転、長大な狙そ撃げき砲ほうを上空のある位置に向けて発射、マズルフラッシュも射しや出しゆつ音おんも皆かい無む。

　しかし、それに合わせて投とう擲てきされた刃が狙撃砲の弾だん道どうを横切っていた。

　空中に火花と甲かん高だかい金属音が散り、身代わりとして狙撃砲の直撃を受けた刃が砕くだけ、月光を反射して光りながら落ちていく。狙撃は止められ、蟋蟀が狙ったものは凄すさまじいまでの速度で高高度を飛び去っていった。

『おっと、邪じや魔ましたかい？』

　琥こ珀はく色の複眼で、蟋蟀は蟷螂を見下ろした。

『あいつを撃うたせるわけにゃいかねえんでな。もうちょい俺に付き合って貰もらうぜ……！』

　くるりと身を翻ひるがえし、蟋蟀が着地、姿を消す。

　互いが互いの動きを封ふうじている。

　蟷螂とまともにかち合えば勝ち目がないことを蟋蟀は深く承知していた。擬態を使った逃げの一手を打つも蟷螂はそれを許さない。同時に蟷螂は、完全なステルスを前に少しでも直感が鈍った瞬しゆん間かんに相手を見失うことを、誰より深く承知していた。そもそも剣菱の「勘かん」という経験に裏付けられた一種の技能なくして、一瞬以上蟋蟀を捕ほ捉そくし続けることは、鬼き虫ちゆうであってさえ不可能の域にあった。無影擬態フアントムとはそれほどの能力だった。

　──本当に、厄やつ介かいな相手だ。

　蟷螂かまきりも蟋蟀こおろぎも、全く同じことを考えているに違いなかった。




　雲より遥はるかに上、帝てい都とを発った一機の輸送機が音の数十倍の速度で飛ぶ。

　その輸送機は、識別名を《鴻こう翼よく》という。

　ただの輸送機ではない。速さと高さを極限まで突つき詰つめた設計であり、その最高速度は最大戦速に至った蜂はちや蜻蛉とんぼに匹ひつ敵てきし、巡じゆん航こう距離ではその二機さえも上回る。

　ただし搭とう載さいできるのは、大型の兵器が一つきり。

　パイロットも必要ない。基本は自動操そう縦じゆうであり、搭乗した「一人」がいる間はその者が操作系に接続して直接操縦する。武装の類たぐいも無し。ただ可能な限りの高度から可能な限りの速度で戦域に突とつ入にゆうし、搭載した兵器を投下して離脱することだけに特化した輸送機である。

　二十年前の戦中まで、鴻翼は三機、予備が一機存在した。

　それは極めて緊張した状況において、単たん騎きで戦局を左右しうるたった一機を投入する為ためだけに存在する翼つばさ。予備を整備して燃料を間に合わせ、いざという時の為に待機していたのだ。そして危き惧ぐされるべき狙そ撃げき手しゆは剣けん菱びしが抑おさえていた。

　空路は通っていた。鴻翼が戦域へ突入する。




　　　　[image: ]




　地下工こう廠しようの広大な空間に、傷付いた《蜂》が跳ちよう躍やくした。

　菊きく丸まるがその真下に回った。陰かげの死角に入って拳こぶしを構え、蜂の着地際ぎわを狙ねらうべく力を溜ためる。

　ぎら、と赤い複眼が端はしから端まで毒どく々どくしく光る。

　空中で蜂は不自然に態勢を変えた。機体の駆く動どう系による制せい御ぎよでは明らかになかった。巨大な機体がまるで水中にあるかのようにぐるりと回転し、無茶な機動でその機体は軋きしみ、ニードルランチャーの射しや出しゆつ口こうが真下を向く。

　発射。折れて曲がったウイングが電でん磁じを漲みなぎらせ、大口径ニードルの雨が降る。

　一発一発が人型機械の上半身を吹き飛ばす鉄てつ杭こうである。菊丸はたまらず軌き道どうを変え、真横に跳とんでそれを回避。針が次々と床に突つき刺さり、その後も何秒か電気をスパークさせ続けた。

　その隙すきを狙ねらって九く曜ようが跳とぶ。左手を飛ばされた九曜は飛び道具も失っており、紫し電でんのみが頼りとなる。黒い刀身を逆さか手てに、迷うことなく蜂の胸部を狙った。蜂がまた空中で回転する。

　赤い隻せき眼がんと赤い複眼が、一いつ瞬しゆんだけかち合った。

　翅はねは展開されていない。外的な力が無ければこのような機動は不可能だ。遠心力を存分に乗せて振ふるわれるのは、蜂の後部に装着された多関節の可か動どう肢しだ。

「ぐっ！」

　咄とつ嗟さに刃で受け、九く曜ようの体が弾はじき飛ばされる。左手を喪そう失しつして重心が狂っていた為ため、受け流すのを失敗して斜め後方の壁にぶち当たった。

　がしゃり、と耳みみ障ざわりな音と共に蜂はちが着地。

　その姿すがたは、まさに墓場から這はい出してきたかのような体ていであった。

　機体の修理は半分どころか四分の一も終わっていない。その四分の一も、外装を取り付けることで無理やり間に合わせているだけだ。汚れた装そう甲こう、繋つなぎの甲こう虫ちゆうのパーツ、幾つも取り付けられた電力パック、そして追加武装として背部に搭とう載さいされた大型の機き銃じゆうと弾だん帯たい。起動すれば背部に展開されるべき金の翅はねは、その光の片へん鱗りんも窺うかがえはしない。

　蜂は九曜と菊きく丸まるの二人を照しよう準じゆんしながら、電力パックの一つをパージした。

　本来、九曜の術が無ければ電でん磁じ加か速そくの装備を用いることはできない。仮に外装で電力を賄まかなおうとしても、蜂の戦闘機動に要求される電力ではそれらを瞬またたく間に喰くらい尽つくしてしまう。蜂は既に先の電磁投とう射しや砲ほうで一つ、ニードルの連射で一つのパックを空にしていた。

　だが電力パックはまだ存在する。蜂の武装はこちらにとって全てが一いち撃げき必ひつ殺さつ、あれの電力が全て喰われた後に立っていられる保証はどこにも無い。

　九曜は紫し電でんを構え直し、何者かが操あやつる蜂に向き合った。

　しかし、見るに堪たえなかった。

　柄つかを握にぎる右手には、今にも握り潰つぶさんばかりの力が込められている。怒りを叫んだところで意味がないのは知っているが、目の前で動く蜂に胸中の熱が消えない。

『貴様は、何者だ』

　直接照準で蜂に通信を放った。

　直後、思考を埋め尽つくすようなノイズがまず脳に叩たたき込まれる。殴なぐりつけられたようにのけぞる九曜だったが、ノイズが徐々に薄れていき、その奥から僅わずかに聞こえてくる言葉を聞く。

『君と同じようなものだよ』

　男の声。その一ひと言こと以外に一いつ切さいの返答を返さず、奴やつは沈ちん黙もくする。

　驚くほど平静で、恐ろしく冷たい気配の、感情を探さぐることもできない底知れぬ声だ。

　そもそも、あれほどのノイズの嵐にあって、平静を保っていられる者など存在しない筈はず。

『──余よ計けいな言葉は無用というわけか。いいだろう……！』

　蜂は、何かの見えざる「糸」で操あやつり人形の如ごとく動かされているようにしか見えない。金に輝く反重力の翅はねが失われた今、蜂を動かしているのは暗く淀よどんだ何かの力だ。

　蜂を初めて目まの当たりにし、機き動どうに若じやつ干かんの迷いが見える菊丸に通信。

『遠慮は無用だ、菊丸。まず蜂を無力化し、中の者を引きずり出す。──少々手荒に行くぞ』

　九曜が構え、応じた菊丸が全身に力を込める。

　糸に釣られた蜂が軋きしみ、九曜と同じ色の複眼の光を薄うす闇やみに滲にじませる。
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　絶え間なく脳のう髄ずいを掻かき乱す凄すさまじいノイズの洪水に、朧おぼろは眉まゆ一つ動かすことがなかった。

　蜂はちの内部は九番式の体たい躯くに合わせてあり、自分にとっては少し狭せまく思える。その機体を抑おさえ込んで火器管かん制せいとの接続を確立させる。飛行システムは回復していないらしい。もっとも復旧したところで展開できるかも不明だが。

　本来、九番式との接続を確立しなければ一ミリも動く筈はずのない蜂を、朧は無理やりに抑え込んでいた。そこには二つの特とく殊しゆ能力が絡からむ。

「……少しうるさいな」

　ノイズに対し小さく呟つぶやき、支配を強めた。

　蜂の副脳が「第一の力」を介して朧に絡からめ取られ、その機体が「第二の力」で意のままに動き出す。蜂の副脳もまた修復の過程で量産型甲こう虫ちゆうのネットワークに組み込まれていた。

「今いいところなんだ。黙だまって動いてくれないか」

　獲え物ものを前にした昂たかぶりも、ノイズの負荷も、味方がやられたことに対する焦あせりも、彼の表情には何も浮かんでいない。ただ、片腕を失った九く曜ようを観察するような目でじいっと見つめる。

　力に押し飛ばされ、蜂が跳とんだ。




　くすんだ金の機体が全身で突とつ撃げきし、機き銃じゆうから無数の弾だん丸がんを吐はき出す。

　真横に跳ぶ九曜を旋せん回かいして捉とらえ、銃じゆう撃げきが追った。巨大で分厚い壁の左下から右上へ弾だん痕こんが駆かけ上がり、九曜はすんでのところでそれを回避。

　その背後から菊きく丸まるが飛びかかった。機体重量にものを言わせた鉄てつ拳けんが叩たたき下ろされ、背中側から胸部の本体ごと狙ねらう。だが蜂は電でん撃げき的な速度でそれに反応し、僅わずかに機体をずらして直撃を回避。菊丸の拳こぶしが蜂の装そう甲こう表面を音を立てて掠かすめ、

　電撃。

　触れた瞬しゆん間かんに、蜂はその全身に激しい電気を漲みなぎらせた。

　菊丸が弾はじき飛ばされた。装甲表面に局所的に集中させた電力は凄すさまじいショックとなって菊丸を叩き、その体内にダメージを刻きざみ込む。右腕の腕関節から煙を噴ふきながらなんとか踏み止まる菊丸だが、虫の強きよう烈れつな電流に次の一手が遅れ追撃を放はなてない。

　直後に蜂は可か動どう肢しを振ふり回し、九曜を照準した。電磁投射砲を展開して弾体加速、羽虫を撃げき墜ついするように射しや出しゆつ。

　照準を受けた九曜は咄とつ嗟さに床を蹴けって照準から逃げる。が、間に合わない。電磁砲ほうの及ぼす死の直線に右半身が入っていた。見慣れた可動肢が直線になって雷を纏まとう。

　抉えぐり取られる右半身をありありと幻げん視しし、九く曜ようは賭かけに出た。外がい套とうで全身を包み、その下に紫し電でんを構え、限界まで身を縮める。

「《電磁制御エレキテル》、精せい密みつ操そう作さ……ッ!!」

　コマンドを放った。

　電でん磁じ砲ほう、発射。

　一直線の雷らい撃げきが地下ドックを斜めに貫つらぬく。軌き道どう上にあった九曜の体が衝しよう撃げきに弾はじき飛ばされ、空中で独こ楽まのように激しくスピンする。だが、その右半身は失われていなかった。

　九曜の全身と外套は、特とつ攻こう術の精密操作によって形成された電磁防壁スクリーンを纏まとっていた。

　体表面に流された電磁パルスは一種の強い磁力を放っている。それはぎりぎりの一線で加速弾だん体たいの軌道を逸そらし、外套をぼろ屑くずに変えるのと引き換かえにダメージを受け流したのだ。

　それでもかなりの衝撃が九曜を襲おそった。空圧を掠かすめただけで頬ほおが裂さけ、血が飛び散る。生まれたエラーを一気に捻ねじ伏せ、九曜は蜂はちから一時たりと目を離さない。回転を殺し着地、踏み込んで蜂を狙ねらう。菊きく丸まるも合わせ、二方向からの挟きよう撃げきを仕し掛かけた。

　すんでのところで蜂が逃げ、跳んで壁を蹴けり砕くだき、距離を置いて着地する。

　動きの予測は不可能だった。九曜が知る蜂の機動とは何もかも違い、数多あまたの戦術論を完全に無視している。それでいて蜂を振ふり回すその男にあるのは、おぞましいまでの冷静さだ。

　それでも、負けるわけにはいかなかった。

　諦あきらめることなく構え直した時、不意に、九曜が西方から接近する複数の熱源を察さつ知ちする。

「これは……敵の反応か……！」

　まずい。蜂一機で手こずるというのに、無数の甲こう虫ちゆうや自律兵器がなだれ込んでは数の暴力で圧殺されることは間違いなかった。焦あせりが生まれ、構えた紫電の切きっ先さきが僅わずかにぶれる。

　だが、ほぼ同時にあるものを聞いた。

　──歌？

　九曜だけではなく菊丸も、蜂に乗る朧おぼろも、動けないままでいる久く留る守すもそれを聞いた。

　ノイズ混じりの極小の歌は、遥はるか遠距離──正確には遥か上空から届いてくるもののように思える。途と切ぎれ途切れだが、「誰か」あるいは「何か」が歌っているであろう声。

「まさかっ!?」

　その歌の意味を、九曜だけが、知っていた。
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　軍歌である。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの甲虫は戸と惑まどうように進行を止め、廃はい墟きよに散らばって周辺をサーチした。

　突然回線に捻ねじ込まれたそれは、本当に、何の意味もないただの歌だった。随ずい分ぶん前からある古めかしくいかめしい軍歌は、歌い手が何者か、誰もわからぬまま続く。甲こう虫ちゆうはセンサーを振ふり回して周辺を索さく敵てきするが、引っかからない。

　空を裂さく何かの音がほんの僅わずかに聞こえる。

　気付いたのは誰が最初であったか。甲虫は数秒後、上から落ちてくる何かがあると気付く。

　その時点で既すでに、彼の射程に入っていた。

『──鈍のれェよ、マヌケが』

　鋼はがねの驟しゆう雨うが降った。

　斑猫はんみようの一機の上半身が、消しよう滅めつする。

　上空、小さな点にしか見えない距離から照しよう準じゆんし、巨大な何かが嵐を放はなつ。まともに喰くらった斑猫はそれを前に原型を留とどめることさえできない。最大級の危険信号を共有して甲虫が散り、それぞれ廃はい墟きよの陰かげに隠かくれた。

　鴻こう翼よくの機内で機体を丸めていたその虫が回転しながら落下し、その全身を一杯に伸ばす。

　極めて長大。とぐろを巻く鋼鉄の胴を最大限に伸ばせば、全長は四〇メートルを超える。

　空気が切り裂さかれて笛のような音を立てる。その虫は地面に水平に機体を伸ばして、全身に風圧を纏まとった。同時に取り付けられた降下用ブースターパックを展開。地上十数メートルの時点で爆発した噴ふん射しやが直下の埃ほこりや瓦が礫れきを吹き飛ばし、その地点を中心に壁かと思うほどの煙が巻き上がって周囲に散った。

　そして、着地。

　煙の幕の向こうに複眼の光があった。外はずされたブースターが地に落ちて砂さ塵じんにまみれる。

　もはや、誰もがその正体に気付いていた。

　静まり返った戦場にむっくり上体を起こし、全てを睥へい睨げいする威い容よう。赤しやく銅どう色の堅けん牢ろうな装そう甲こう。鳶とび色の獰どう猛もうに光る複眼。何よりもそのサイズこそ際きわ立だつ最大の虫。




　鬼き虫ちゆう四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつが戦域に入った。




　蜈蚣に抱かれ、井筒は久々の戦場の空気を肌で感じた。

　その知覚に、鋼鉄の装甲に、懐なつかしく馴な染じむ気配がある。同時に地下の反応を探たん知ちした。大きい奴やつが一つ、それより小さい奴が二つ、更さらに小さい奴がもう一つ。

　そのうち一つが誰で、何をしているのか、井筒はもう知っている。

「へ……っ。気合入ってンじゃねェかよ、あのヤロウ」

　あの生き真ま面じ目めな少年の顔を思い出しながら、井筒は通信に応じた。

『戦況は伝えた通り。細かいことは言わないわ。一機も残さず全部喰くっちゃって』

『了解ッス、姐あね御ご。まァ見といてくだせェよ、あんたが造った蜈蚣の強さ……！』

『ん。お願いね、井筒くん』

　巴ともえからの通信を切ると、不意に距離を隔てた剣けん菱びしの軽かる口くちが届く。

『よう、井い筒づつ。自分探さがしはおしまいか？』

『あァ？　やかましいわボケ、くだらねー冗談はそのタレ目だけにしとけや。……蟋蟀こおろぎは？』

『隠かくれんぼと鬼おにごっこの連続だ。流石さすがに奴やつの得意分野でな。──手も貸せねえですまんが、その分、奴には俺が何もさせねえ。そっちは頼む』

『ケッ、先せん刻こく承知よ。……あー。それとよ。……悪わりィ、遅れた』

『なに殊しゆ勝しようなこと言ってんだお前、気き色しよく悪いな』

『テメェ帰ったらブッ飛ばすッ！』

　怒ど鳴なって剣菱への通信を切り、最後に今度は自分から回線を開いて彼の名を呼んだ。

『おい、九く曜ようッ！』

『！　やはり井筒なのか!?』

　決して短くない付き合いから更さらに二十年の空白を経へて、初めて井筒が「ガキ」ではなく九曜を名で呼ぶ。

『上のザコ共はこのオレがまとめて掃除しといてやる！　テメェはつまんねーこと気にしねェでいいからとっととケジメ付けて出てこいッ！』

『……、了解！』

　あとの言葉は要いらなかった。

　直後、背後から反応と照しよう準じゆん波はを検けん知ち。斑猫はんみようが物もの陰かげから狙そ撃げきしようとしているのだ。

　連続した砲ほう声せい。

　撃うち倒されて崩くずれ落ちたのは、果たして、斑猫の方であった。

　井筒はいちいちそちらを振ふり返りもしない。蜈蚣むかでの背部装そう甲こうが一部開き、そこから一門の砲が展開され、硝しよう煙えんをくゆらせている──三十七粍ミリ回転式機関砲ガトリングガンである。

　同時に井筒は、撃げき破はした一機やちらりと見えた甲こう虫ちゆうのいずれかにあるものを見ていた。例えばそれは人工血液の返り血であったり、突つき刺さったままの折れた軍刀であったり、千ち切ぎれた腕や足であったりした。それがこちら側の機械兵の残ざん骸がいであることと彼らはもういないこと、つまり可能な限り時間を稼かせいで死んでいったことを理解した。

　──やるじゃねェか。

　そして井筒は三さん白ぱく眼がんを見開き、歯を剥むいて鋭い犬歯をぎらりと光らせた。

『おう蜈蚣、ひっさしぶりの大ゲンカだ！　まずァこいつら全員ブチのめす!!　一機も逃がしゃしねえぞッ!!』

『▼告／委イ細サイ承シヨウ知チ／全火器正常稼カ働ドウ可能／敵機殲セン滅メツスベシ!!』

　蜈蚣は複眼を獰どう猛もうに光らせ、広域回線オープンチヤンネルで勇壮な軍歌を高らかに歌い上げる。起動後しばらくはこうだ。こいつはこういう「性格」だった。実にわかりやすい。

　特別攻こう撃げき術展開。

　井い筒づつのそれは、蜻蛉とんぼの神タ経キ加オ速ンに連なる知覚強化系の特とつ攻こう術だが、それよりも専門性というか特化性が高い。視界がぐんと広がって敵の数と位置を克明に割り出し、自身の内部で駆く動どうする機関と武装と弾だん薬やくを一つ一つ一発一発に至るまで管かん制せい。

　一般の火器管制機能の性能を圧倒的に上回り、遠距離・高速・多数照しよう準じゆんをこなす井筒と蜈蚣むかでは、もはやそれ自体が一ひと繋つなぎの器官であった。その感覚を味わいながら、井筒は呟つぶやく。

「…………こいつは悪い夢じゃねェか、って思ってたけどよォ」

　今自分がいるのは何かの悪夢なのではと、井筒は最初そう思っていた。死から蘇よみがえった己おのれに何の意味があるのか、と。

　笑いを漏もらす井筒。なるほど確かに鬼き虫ちゆうの仲間が死に、鬼虫を模も倣ほうする甲こう虫ちゆうどもの存在があり、戦争は二十年前の過去になった昭和一〇一年の今は夢のようですらある。夢か現うつつかの違いなど今ここに立つ自分にはわかりようもないが、確かなことはある。

　戦友は今なお生き、戦っている。ならばそれが夢であろうが、やることは決まっていた。

「いいさ、ンなら付き合ってやんよ、その夢って奴やつに最後までなァ……!!」

　始まりだ。

　荒れ狂う戦意を一いつ片ぺんも隠かくさず、吼ほえた。

「──《多重砲塔ドレツドノート》、起き動どうッ!!　死にてェ奴やつからかかって来いやァッ!!」

　百足むかでと当てられた字の通り、無数の肢あしを地面に食い込ませながら蜈蚣は武装を展開した。

　展開式加農カノン砲ほう二門。

　回転式機関砲六門。

　ミサイルコンテナが十門、同じくその小型が二十門。

　大型擲てき弾だん筒とう四門に近距離用散弾砲が二門。

　最大の鬼虫が今、全ての標的を照準圏内に捉える。

　蜈蚣にとって広がる廃はい墟きよは障害物のうちにも入らない。回り込む必要も敵を丁てい寧ねいに索さく敵てきする必要も無く、照準に捉とらえた敵を目に付いたものごと撃うち抜き砕くだいてもろとも撃滅めつするだけだ。

　そして、発射──




「オォラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラァアアッ!!」




　夜が、爆ばく裂れつした。

　まさに閃せん光こうと轟ごう音おんと銃じゆう弾だんを伴ともなう嵐だった。

　たった一機が展開した圧倒的弾幕に、都市一帯が塗り潰つぶされる。

　津波のようで途と絶だえない発射・爆破・破は砕さい音はもはや「音」と呼べる域さえ逸いつ脱だつしており、空気を破砕して遥はるか遠方まで轟とどろき、副次的に起こる振しん動どうは局地的な地じ震しんそのものだった。

　正面に立つことなど自殺行為でしかない。

　甲こう虫ちゆうは散開して弾だん幕まくから逃げ、出足が遅れた機械兵は圧倒的な弾幕に掠かすめられただけでその部位ごと文字通り消滅した。

　弾道に存在する建築物がそこだけ削そぎ飛ばされたように消え、あるものは穴だらけになり、あるものは爆発で砕くだけ散り、あるものは半なかばからぶち折れて上半分が落下し砕ける。その下した敷じきになった敵を蜈蚣むかではついでのようにカウントしている。

　一つ。地を這はい接近していた斑猫はんみようを砕くだいた瓦が礫れきで押し潰つぶし、行動を封ふうじたところにミサイル弾幕をぶち込んで爆殺。

　一つ。隙すきを見て飛びかかった天牛かみきりをガトリングにて迎げい撃げき。撃うち上がる弾幕にまともに晒さらされた天牛は空中で紙かみ屑くずのように押し飛ばされて回転し、ばらばらに空中分解して散る。

　一つ、もう一つ、更さらに一つ。機械兵や多脚戦車の装そう甲こうなど紙切れ同然、甲虫をすら真正面から撃ち砕くだく破壊力。たった一機で地表に轟ごう々ごうと吹き荒れる鋼鉄の嵐を生み出し、蜈蚣はその場から一歩も動くことなく多数の標的を右から左まで捉とらえて次々と撃破していく。
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　蜈蚣を一ひと言ことで表すのに「全身重火器」以上に的確な言葉は無い。

　その装そう甲こうは最硬、その総火力は最強。さながら歩く火薬庫だ。

　長大な機体に呑のみ込んだ無数の火器を全開放した時の破壊力たるや一個の戦闘単位としてあり得ざるレベルにある。戦争においての撃破数もトップクラスにあり、特に対空迎撃や大型目標への直接攻こう撃げきなどを最も得意とする。

　参さん番式の剣けん菱びしと蟷螂かまきりは、超振動ジエツト刃を自じ在ざいに振ふるう近接戦闘の達人。

　ならば四番式の井い筒づつと蜈蚣むかではその対極、遠距離砲ほう撃戦の鬼おにと言える。

　不意に、無数の囮おとりを犠ぎ牲せいにして、高速で背後から回り込む機影。ステルスを展開した天牛かみきりである。高熱刃を展開したそいつは確かに速く、こうまで踏み込まれては重火器での迎撃は間に合わない。最大故ゆえの小回りの利きかなさを突つき、天牛は蜈蚣の背部に斬きり込んだ。

　だが、斬れない。

　高熱化した刃が赤しやく銅どうの背に触れるも、そこから先が一ミリも動かない。装そう甲こう表面の液体金属《水みず鉄かね》がぐじゅぐじゅ蠢うごめくもそれっきりで、その刃は蜈蚣の装甲をどうともできなかった。

　井い筒づつは奇き妙みようにゆっくり、余裕たっぷりに背の天牛を照しよう準じゆんし、笑う。

「そォかよ。パチモンったって虫ってんならそれなりのモンだな！　だがよォ!!」

　蜈蚣の上体が、一気に上がった。

　全身の筋きん繊せん維いが一いつ斉せいに駆く動どうし、総重量をまるで感じさせない機動を見せた。多関節の機体はそのまま海え老び反ぞりに反り上がり、真後ろの甲虫と複眼をかち合わせる。遠距離戦特化の虫が、まさか接近された際の対処法を持たないわけがない。

　天牛を迎え撃つのは、蜈蚣自身の顎あご。そこでぎちぎちと動く牙きばだった。

　片方で天牛のブレードにも匹敵するサイズの巨大な顎が、襲おそいかかった敵に容よう赦しやなく喰くらい付いた。驚異的な圧力で天牛の装甲がべきべきと歪ゆがんで砕くだけ、最後に蜈蚣は関節ごと上体を旋せん転てんさせて敵を完かん璧ぺきに捩ねじ切った。

「近付かれりゃ手が出せねェと思ったら大間違いなんだよ、ドサンピンが！」

　周囲を埋め尽つくす煙が風圧でとぐろを巻く。その中にあって蜈蚣は、生き残りの甲こう虫ちゆうが急速に離れていくのを認識した。

　逃げるつもりだ。

　まあ判断としては的確だろう。犬死によりはましだ。そうこうしている内に逃げていく反応に、井筒はうんざりしたようにため息をついた。

「……おいおいおいおい……まさかよォ、テメェらな、」

　ここに至り、一歩も動かずにいた蜈蚣が肢あしを蠢うごめかす。

　疾しつ走そう。爆発的な加速で走り出した巨体が煙の幕に大穴を開け、猛もう烈れつな勢いで敵を追う。

「蜈蚣の肢が！　スットロいと思ってんじゃあねーだろうなァ！」

　高速戦闘を得意とするタイプには及ばないまでも、だからといって蜈蚣の肢が遅いというわけでは断じてない。強きよう靭じんな無数の肢が一つ残らず絶え間なく駆く動どうし、戦車の無限軌道キヤタピラのように機体を最高速に導く。

　障害物を避けるための跳ちよう躍やくなど必要としない。蜈蚣は地面にへばり付いたまま瓦が礫れきも何もかも地形の起伏をなぞって踏み越え、全力で疾走する甲虫をまとめて照しよう準じゆんに入れる。

「──オぅラァァアアッ!!」

　加農カノン砲ほう、発射。

　馬鹿馬鹿しいまでの火薬が爆はぜる。その衝しよう撃げきを内部の筋きん繊せん維いと数万のアクチュエーターで殺し切り、蜈蚣むかでは姿勢を崩くずしもしない。巨大な砲弾だんが軌き道どう上のものを薙なぎ倒していささかも勢いを緩ゆるめず、斑猫はんみようの機体を後ろから前まで貫つらぬいて跡形もなく粉ふん砕さいした。

　射線が通る。もはや逃げられるものは何一つとしてありはしない。

　黒光りする無数の砲塔とうは全てを喰くらい尽つくす圧倒的な暴力となって君臨し、睨にらむ砲口は敵を一機として逃しはしなかった。

　ものの数分で殲せん滅めつは完了した。

　かつて防ぼう衛えい都市だった廃はい墟きよはがらがらに崩くずれ去り、ほとんど原型を失っている。

　敵の反応はもはや、絶無。

「ケッ。くたばりやがったか」

　井い筒づつは破壊した敵から一いつ切さいの興味を失う。そうして、改めて蜈蚣に語りかける。

『おう、こんなモンだ。もうしばらく地上を警けい戒かいすンぜ。オレらじゃ地下には入り込めねェ』

『▼了解也！』

　力強い返答に満足し、井筒はふと地下にセンサーを向け、意外なものを感知した。

「……あァ？」

　それは、地下で急激かつ暴力的に膨ぼう張ちようする熱源だ。
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　──折れないのか。

　朧おぼろは、表情を変えぬままに驚きよう嘆たんしていた。

　ぱらぱらと基地に埃ほこりが落ちる。地上が激げき震しんしているのだ。蜈蚣が来たというのなら地上の戦力は一機たりと残っていないだろうが、そんなことは重要ではない。

　諦あきらめることなく蜂はちに挑いどみ続ける二人の相手。

　彼らはその身に確実にダメージを刻きざみ込んでいる。いかに無理やり動かしているとはいえ、これは蜂であり、鬼き虫ちゆうだ。その破は壊かい力は破格であり、その装そう甲こうもまた人型機械からすれば極めて分厚い。このまま続ければ力尽きるのはあちらであろうに、諦めの気配が全く見えない。

　──面おも白しろいな。




　然しかり、九く曜ようと菊きく丸まるは一いつ片ぺんたりと諦めてはいない。

　まともに戦って蜂を破壊することはできない。電力が尽きるのを悠ゆう長ちように待つ時間も無い。

　一いち撃げき、一いつ瞬しゆんだ。逃げるのも死ぬのも断じて御ご免めんだった。

　機き銃じゆうが床を舐なめた。九く曜ようは一気に駆かけ出して砲ほう撃げきをやり過ごし、菊きく丸まるに急接近。すれ違いざまその機体に指で触れ、接触回線で座ざ標ひようと手段を指定。

『頼む。一撃で終わらせる……！』

　菊丸は小さく頷うなずいた。その装そう甲こう表面は焦こげ、無数の傷が刻きざまれている。それでいて機動にも戦意にも何ら翳かげりを見せない様が頼もしい。

　糸で吊られたような蜂はちの変則機動を読むことはできず、一いつ瞬しゆん以上機体に触れたら電でん磁じ防ぼう壁へきで返り討うちだ。鍵かぎは九曜自身の主脳と、漆しつ黒こくの刀身を閃ひらめかせる紫し電でんだ。

　いつもぎりぎりの綱つな渡わたりだ、と剣けん菱びしは言った。

　その通りだ。不利を覆くつがえすには、この程度の綱を渡れずしてどうするか。

　九曜と菊丸が同時に逆方向に駆ける。何かを仕し掛かけると察さつ知ちした蜂が機体を退ひかせ、電力を消費してニードルを発射。水平に放たれたそれらを菊丸は跳とんで、九曜は屈かがんで避け、ねじくれた電磁の残ざん影えいを振ふり切って接近。

　二方向からの照しよう準じゆんを受け、蜂は標的を九曜に定めた。菊丸を振り切るように跳ちよう躍やくして激しくスピンし、電流を纏まとわせた可か動どう肢しの打撃で九曜を捻ひねり潰つぶさんとする。

　菊丸が仕掛けた。

　蜂は十数メートル離れた空中にあり、打撃の間合いではない。そこから踏み込んでも間に合わない為ため、朧は菊丸から注意を外はずしていた。しかし菊丸には間合いを越える攻撃手段がある。

　飛ぶ打だ撃げき、鉄拳射出装置ロケツトパンチである。

　右腕を引き絞しぼった姿は弓を射る姿にも似る。菊丸は上半身を旋せん転てんさせ、右正せい拳けんを撃つ。

　硬く握にぎり締しめられた鉄てつ拳けんが、空気圧の爆ばく裂れつで銃じゆう弾だんよりも速く発射された。

　音の壁が砕くだける「ぱん」という破裂音だけを腕の付け根辺りに残し、まさにロケットの推進力で撃うち放たれる拳こぶし。生まれた風圧で菊丸の外がい套とうが翻ひるがえり、周囲の塵ちりがぶわっと吹き飛んだ。

　蜂は直後にそれに気付き、理想的な速度で即応した。また例の奇き妙みような機き動どうで空中回転、拳の軌き道どうと同方向の回転で威い力りよくを受け流し装そう甲こう表面に傷を刻きざむのみでやり過ごす。

　外はずれた拳はいささかも勢いを緩ゆるめず、斜め上の壁にめり込んでそのまま動かなくなる──それでいい。予定通りだ。

　ぎろりと閃ひらめく複眼が再び九曜を睨にらんだ時、朧おぼろは地下の薄うす闇やみを一直線に走る何かに気付く。

　今度は気付くのが遅かった。

　その時にはもう、凄すさまじい勢いで迫る菊丸が、盾たてを構えて蜂へと突撃していた。

『──なに、』

　予想を超えられ、朧が初めて声を漏もらす。

　跳ちよう躍やくではない。それよりも速く、予備動作が無い。壁に埋まった鉄拳、直線を描く何か、その軌道を追って追撃する菊丸──拳と菊丸を繋つなぐものを見れば、答えはすぐにわかる。

　拳と本体とは、一本の強きよう靭じんなワイヤーで結ばれていた。

　度たび重なる改修から「やっぱ撃うちっぱなしは良くないでしょ」と判断した巴ともえの、いわばお裾すそ分わけであった。蜘く蛛ものワイヤーを長さ太さ共に調節し、菊きく丸まるの腕の内部に仕込んでいたのだ。

　拳こぶしそのものはフェイントであり、同時に壁に打ち込むアンカーの代わりとなる。そのままワイヤーを一気に巻き戻もどすことで、菊丸はこの時、跳ちよう躍やくよりも速い突とつ撃げきを実現していた。

　そして分厚い盾たてを構え、勢いを乗せたその表面で、蜂を全力で殴なぐり飛ばした。

　重量と加速と腕力が一ひと塊かたまりの鉄となり、鈍い音と共に機関砲ほうがへし折れ破は壊かいされる。

　たまらず蜂はちの機体がよろめき、叩たたき落とされた。敵の動きを読めはしないが、その座ざ標ひようを読むことならできる。既すでに落ちる先には九く曜ようが立ち、紫し電でんを右手に構えていた。

　黒刃が電流を帯びる。通常の軍刀よりも電磁制御エレキテルを展開した際の出力・精せい密みつ性において明らかに上回る。落ちる蜂を迎え撃つ。もはや対応の暇ひまは与えない。

「戦イ術ナ電ズ刃マ……！」

　突つき刺す軌き道どうに、蒼あおく眩まばゆい電でん磁じの閃ひらめきが残った。

　果たして、九曜の突きは蜂の装そう甲こうの隙すき間まを潜くぐり抜け、根元まで深々と突き刺さっていた。九曜はその一撃で蜂を完全に破壊できないことも知っており、また破壊するつもりも無かった。

　故ゆえに、同時に、発動──

「──疑似神経加速タキオン・エミユレートッ!!」

　加速。

　右の眼帯が展開し、その瞬しゆん間かんだけ右目が開く。

　九曜の電脳が、朧おぼろにも追いつけない超感覚の極みに至った。今この時、九曜の思考を阻そ害がいする者は存在しない。極限を超えた知覚能力がありとあらゆる情報を取り込んで全て主脳に伝達するが、凄すさまじい情報量にも九曜の集中力は緩ゆるまない。

　九曜は今、疑似神経加速タキオン・エミユレートを完全に使いこなしていた。

　蜂に流した電流は破壊の為ためのものではない。それを操あやつる九曜は、刃を通して蜂の内部を流れる電流を精せい密みつに操作、外部から強引に回路に入り込んで目的の副脳にアクセスしていた。

【＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝】

　同時に、脳に恐ろしいほどのノイズの瀑ばく布ふが流れ込んだ。

『──ッッ』

　耐える。加速した知覚の中で副脳を探さぐり、そこに起こっている異常を全て呑のみ込まんと接続を試みた。幾重にも切り刻きざまれて引き延ばされた一秒、そのうち０・１秒、

　異物と連結する神経系を強制的に落とし、取り付けられた外装へのエネルギー供給を完全にカット、武装の機能を最初に全て殺し切り、

　０・３秒、

　異なる主脳の持ち主とその演算をサポートする何かを察さつ知ちし、そちらに対する全ての神経接続も切断、副脳のリンクを九く曜ようが奪うばい取り、損害に関する全てのエラーを一手に引き受け、

　０・５秒、

　この痛みは蜂はちの痛みであり、そうであるからには自分の痛みでもあり、だからこそ九曜は一いつ切さい躊躇ためらわずより深く副脳と接続、そして九曜の電脳に仕し込こまれた星ほし鉄がねの素そ子しは活性化し、蜂に組み込まれた星鉄の骨格が唸うなり、両者を繋つなぐ星鉄の刃が共鳴し、

　０・８秒、

　思念で、吼ほえる──




『────蜂ぼくから、出ていけッ!!』




　一秒。

　瞬しゆん間かん、蜂の支配権が切り替わる。

　電波の咆ほう哮こうが基地機材の回路に伝わり、それら全てを焼き切った。傷付いた蜂の全身に蒼あおい電流が走り、九曜と蜂は一条の刃によって繋つながったまま離れず、天を仰あおぐようにのけぞった虫の胸部がばかりと開く。

　一人の男が強きよう烈れつな電気ショックを受け、弾はじき飛ばされ出てきた。

　男は床に叩たたき付けられる直前に異様な動きで態勢を整え、空中で鋭く回転して着地。直後に床を蹴けって一気に飛び退のいた。九曜はそれを確認し、熱を持った息を一気に吐はき出した。

「……っはぁ……！」

　疑似神経加速タキオン・エミユレート、停止。全神経が収しゆう束そくし、世界の速度が元に戻もどる。

　蜂から紫し電でんを抜き、九曜はそちらを見る。蜂は再び機能を停止したが、その回路は今や正常に戻っている。菊きく丸まるが九曜の横に立った。

　男は、暗く深い紅くれないの眼めをしていた。

「もう一度問う。貴様は、何者だ」

　質問を受け、男は少しだけ答えに迷った。どう言うべきかと言葉を選んでいるのか、数秒して結局ありのままを述べるのが一番いいと判断し、淡々と返す。

「──名前は朧おぼろ。察する通り、特別製だ」

　朧。それしかないと思っていたが、やはり、特機の本体の一人か。

　何を考えているのか判然としない佇たたずまいは、そいつが生きているのかどうかさえもわからなくなる。九曜は残った右手で紫電を握にぎり直し、身を低く構えて朧を睨にらみ付けた。

「……特機がどこにあるか知らぬが、貴様は、今ここで撃げき破はする」

「あれはまだ調整中なんだ。──しかしこうなると参ったな。悪いが、逃げようと思う」

「逃がすと思っているのか」

「そう言っている場合でもないんじゃないかな」

　朧おぼろの言葉の意味を図りかねる。

　朧の視線がゆらりと泳ぎ、九く曜ようではなくその背後、広いドックの隅すみを見ていた。

「なあ、久く留る守す？」

　久留守が、そこにいた。

　痺しびれて歩くことも難しい体を強引に動かし、ドックと通路の境目で倒れていた彼女は壁伝づたいに立って歩き、這はう程度の遅い歩みでそこまで移動していた。

　それでも、彼女の戦意はもはや完全に折れていた。

　九曜と菊きく丸まるがそちらを振ふり返ると、久留守の小さな体が震ふるえていることがわかる。歯がかちかち鳴っていた。乱れた髪の奥の眼めは悄しよう然ぜんと揺ゆれ、焦しよう点てんが定まらない。

　その掌てのひらが、傷付いた蛍ホタルの機体に触れている。






　　　伍　─　轟ごう炎えん







　万まん字じが死んだ。

　万字を使い潰つぶして殺したのは、帝てい都との連中だ。

　奴やつらが憎かった。奴らに復ふく讐しゆうしようと誓った。それが己おのれに残された唯ゆい一いつの目的だと定めた。

　それが、久留守と名付けられた少女の起源となった。他には何も要いらなかった。

　ここまで来たのはひとえに復讐心の故ゆえだ。自分の中に思い描いた「憎むべき敵」としての帝都が脳のう裏りにこびり付き、ノイズと砂嵐に彩いろどられた万字の死に様が深い傷きず痕あととして常に共にあった。力を手に、甲こう虫ちゆうを共に、ただ一念で一つの目標を胸に抱いてきた。

　目標はいつからか、彼女自身も自覚のないまま、強迫観念となっていた。

　少女にとって、憎ぞう悪おは義務になっていたのだ。

　憎まなくてはいけなかった。三号丸の久留守は帝都に怒りを燃やす復讐者でなくてはならなかった。帝都が万字の存在の重さと自みずからの罪深さを思い知らねばならないように、久留守もまた己の胸中に激しい憤ふん怒ぬを燃やし続けていなければならなかった。

　許せないのは、奴やつらが万まん字じを忘れること。

　恐ろしいのは、己おのれが憎ぞう悪おを忘れてしまう可能性だった。
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「う……ぁう、っは、ぅぅうう、」

　呼吸が乱れ、歯の根が噛かみ合わない。蛍ホタルの機体に縋すがって立ち、久く留る守すはとめどなく震ふるえる身体からだを抑おさえることができない。

　あの時、九く曜ようは自分を庇かばった。その意味がわからない。なぜ殺そうとしなかったのかもわからない。そこから「ずれ」が生じて、自身の中で築き上げていた「憎むべき復ふく讐しゆう対象」としての認識が違和感を叫んでいた。

　同時に、不可能性が心の中に滑すべり込んでいた。二度の敗北。鬼き虫ちゆうを前にして力及ばぬ自分の矮わい小しようさ。ずっと自分を支えてきた復讐がこの手で成せない不可能性。

　九曜が朧おぼろを警けい戒かいしながら久留守を振ふり返り、言う。

「甲こう虫ちゆうから離れよ、もはや君は戦えぬ。これ以上体に負荷をかければ……！」

　九曜のその眼めが憎かった。妬ねたましかった。羨うらやましく、眩まぶしく、悔くやしく、そして、

　怖こわかった。

「や、め……やめて、やめ……」

　うわ言のように繰り返す。戦意を挫くじかれた後に起こるのは、自我と強迫観念の衝しよう突とつだった。

　──その後で、どうします？

　何な故ぜか脳のう裏りに浮かぶのは下した街まちで出会った少女の問いで、混乱する頭に何度も何度も響き渡って消えない。どうするのか、どうありたいのか、久留守は考えたことが一度としてない。この身も心も復讐の為ための装置だったからだ。他のことなどどうでも良かった。

　久留守の心は決して強くはない。復讐以外に道は無かった。故郷を失い万字に救われ、慕したった彼が死んだ時、彼女の人生は狂った。心を殺してここまで来た。怒り以外の全てを捨てた。

　憎悪に狂ったままでいられたなら良かったのに。

『どうした？　何を迷っているんだ？』

「……ひ……！」

　朧の声が聞こえ、喉のどが引きつる。耳を塞ふさごうとも刻きざまれる直接通信の言葉を放ち、朧がこちらを見ていた。久留守にはそれが、深しん淵えんの闇やみから覗のぞき返す化ばけ物の眼に見える。

　怒りは義務だった。それが復讐者たる「久留守」である為の唯ゆい一いつの方法だった。苦しんで死んだに違いない万字の為にも、彼の痛みを忘れない為にも、絶え間なく憎悪を燃やし続けていなければならなかった。

『なあ。これは好奇心で聞くんだが──』

　深しん淵えんが追い詰つめる。

　万まん字じとの記憶を思い出す時、必ず彼の死に様とその時の絶望が喚かん起きされる。少女の中で彼と彼の死はイコールで結ばれ、「復ふく讐しゆうしなければならない」という強迫観念と同化していた。

　許せないのは人々が忘れること。それよりも恐ろしいのは自分が忘れること。何より──

『伍ご番式の復讐が成せないのなら、君は、誰だ？』




　この怒りと悲しみが薄れた時、自分の中から、今度こそ永久に万字がいなくなる気がして。




「──ぅぅううぁあああぁぁあぁああああああああぁぁぁぁああああああああああッ!!」

　幼い絶叫は、もはやほとんど悲鳴だった。

　最後の一線が切れた。

　火焔操作フロギストン・改かい、最大展開。

　空気が熱を持つ。振ふり絞しぼられた久く留る守すの力が、広大な空間に残った酸素を集めて完全に喰くらい尽つくす。危険を感じて踏み出しかけた九く曜ようが、その暴力的な熱に踏み止まざるをえない。

『蛍ホタルッ!!』

　久留守は電波で名を叫ぶ。己おのれの半身であり、他ならぬ力の具ぐ現げんであり、今となってはただ一つの寄よる辺べ。傷付いた蛍が起動し、久留守は全てを拒絶するようにその機体に取り込まれる。

　機体がゆっくり浮き上がった。パーツの一部が落ちるが気にも留めない。装そう甲こうは極端に高熱化しており、激しく燃焼しない代わりに恐ろしいほど高温の熾おき火びがゆらめく。

　熱が波紋のように地下を満たす。近くに立っていられなかった。九曜はたまらず菊きく丸まると共に飛び退のき、朧おぼろもまた通路の闇やみに消える。

『久留守！』

　九曜の叫びはもう久留守には届かない。

　久留守の中にあるのは自己の内部で築き上げた「復讐」の一念。己の安全も何もかも考えることができない。蛍の内部で胎たい児じのように体を丸め、人工血液が噴ふき出すほどに強く指先を噛かみ締しめ、コマンドを放つ。

『と……べ…………!!』

　応じ、蛍が真上に飛ぶ。

　熱気がぶわっと広がり、熾火を纏まとう蛍が地下空間を貫つらぬいて上へ。分厚いゲートが進路をぴっちり閉ざしているにも関わらず、蛍は一いつ切さいの減速もせず突とつ撃げきした。

「……!!」

　九曜は成なす術すべも無く蛍を見上げ、驚きよう愕がくする。

　ものの数秒で厚さ三十センチはあろうゲートが溶解し、大穴を穿うがたれたのだ。

　溶けた鉄の雫しずくがばらばら降り注ぐ。その遥はるか上方に躍おどり上がる蛍はもはや、空に向かって打ち上げられる一発の焼夷弾ナパームだった。

　信じがたいほどの出力だ。久く留る守すは狂的な衝しよう動どうの赴おもむくままに蛍ホタルを振ふり回し、凄すさまじい炎ほのおを吐はき出しているが、あれが正気で操作できるものとは思えない。いや、もとより彼女は正気を失っているのかもしれない。

「まさか、暴走を……!?」

　上空に飛び出した蛍が炎を最大限に広げ、夜空が真昼のように明らむ。




　空に太陽が生まれた。

　突とつ如じよとして地下から飛んだのは一匹の甲こう虫ちゆうだった。そいつが夜の大気を貪どん欲よくに喰くらい続け、全身を覆おおい尽つくすほどの轟ごう炎えんを纏まとった。それが、膨ぼう張ちようした熱源の正体だった。

　強きよう烈れつな光が地表を真っ白に照らし、見上げるは蜈蚣むかでと共にある井い筒づつ。

「……おいでなすったか」
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　昔の話だ。

　万まん字じが来る度たび、少女は彼の話をねだった。その都つ度ど彼は最初こそ嫌いやそうな顔をしながら、重要な情報は明かさずに語って聞かせた。これもまた、聞かされた話のうちの一つだ。

　少女はその話を、ずっと覚えていた。




　──ねえ。おじさんのはなし、ききたい。

「なんだね、またか。言っておくがね貴君、これは物もの凄すごい機密なのだぞ。吾わが輩はいにとってみればただの世せ間けん話ばなしでもだ。もし貴君がこのことを近所の子供達にでも語ってみせればだな、すぐさま偉い人に掴つかまり、首をきゅっとシメられて口くち封ふうじされるのだぞ。わかっているのかね」

　──ともだち、いないから。はなさないからいいもん。

「さらっとそういう悲しいことを言うのはやめたまえ！　………………はぁ、そういう目で見るのもやめたまえ。わかった、わかったから。ただし他た言ごん無用だぞ」

　──あは、やった。

「うぅむ……。どこから語るべきか……。そうだな、吾輩のことばかりというのもナンだし同どう僚りようの話でもするか。おっと、もちろん大事な情報はぼかすが構わんね？」

　──うん。ともだちだったの？

「友達……友達か。そうであるな。なにしろ命を預けた戦友であるがゆえ」

　──せんゆう。

「そう、戦友だ。これがなかなか曲くせ者もの揃ぞろいでな、堅かた物ぶつだが恐ろしく強い隊長格に、美人だが妖よう怪かいめいた才女に、いつもは昼ひる行燈あんどんながらその戦果たるや凄すさまじい剣けん客かく、ツッパリめいて荒っぽいが実は面めん倒どう見みの良い砲ほう撃げき手しゆ、物静かな仕事人といった風ふ情ぜいの狙そ撃げき手しゆ、たおやかで穏おだやかな笑みを絶やさない大和やまと撫子なでしこ、いつも元気で少々騒がしくも可愛かわいらしい少女、反対にいつも仏ぶつ頂ちよう面づらで愛あい想そも何もないが真ま面じ目めで実直な新人と、まあこのような者達だな」

　──あの、あの。あたしもいつか、そのひとたちにあいたい。

「そうかね？」

　──うん。おじさんのともだちなら、あたしともきっとなかよくなれるから。

「そうかね。貴君なら存外早く溶け込めるかもしれんな。……そうだな。もし戦争が全て終わって、我らがもう戦わずとも良くなったなら、会うこともできるやもしれん」

　──ほんと!?

「うむ。吾わが輩はいが口くち利ききしよう。いつになるかはわからんが……まあ、あまり期待せずにな」

　──うん！
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『潮しお時どきだ、朧おぼろ』

　不意に通信が入る。虎杖いたどりのものだった。

『現時点をもって白しら萩はぎを完全放ほう棄き。今すぐ指定の座ざ標ひように向かえ』

『了解。──ところで、久く留る守すはどうする？　あのままだと死ぬと思うんだが』

『相手を道連れにしてくれれば構わん』

　虎杖の久留守に対する見解は、それで終わりだった。彼女を勧かん誘ゆうしたのは虎杖自身であると聞く。だが虎杖は久留守に対して何らの感かん慨がいも抱かず、切り捨てるつもりで話を進めている。

　朧は通信を切り、最短の経路で地下工こう廠しようを脱出し夜空を見上げる。

　じきにここは圧倒的火力の乱舞する戦場となろう。それでも朧は、表情を一いつ切さい崩くずさない。




　久留守は敵反応を確認する。

　万まん字じの「ともだち」の一人が地上にいた。地上にいて、自分を見上げていた。

　──全てが終われば、会えるかもしれない。

『…………めたんだ、あたしが、決めたんだ』

　負荷が凄すさまじい。強く強く歯を食いしばり、久留守は呻うめくように呪じゆ詛そを吐はく。

『ゆるさないって決めたんだ。かたきをうつって決めたんだ、みんな燃やしてやるって決めたんだ！　あたしが……あたしがっ!!』

　万字と約束したのだ。自分の選択に、責任を持つと。

　その約束と、「許さない」という思い以外の全てが、久留守の頭からは吹き飛んでいた。

『だから！　おまえもッ!!』

　狂的な戦意を受け、井い筒づつは呟つぶやく。

『……そォかよ』

　地上に立つ巨大な蜈蚣むかでが、全身に力を漲みなぎらせた。

　蛍ホタルが無数の炎ほのおを発射したのは、蜈蚣が走るのと同時。思いがけないほどの速度で蛍が飛行する。破は損そんした部位にまで炎を纏まとわせ、その噴ふん射しやで乱暴に推すい力りよくを生み出し、限界を超えて動く。

　大きく広がって夜を焼く炎の形は、蛾がの翅はねにどこか似ていた。

　着ちやく弾だん。

　疾しつ走そうする蜈蚣の最後部からほんの数メートル後ろが爆ばく炎えんに呑のまれる。

　この世のものとは思えない高温によって着弾点が焼き尽つくされた。その場にあった甲こう虫ちゆうの残ざん骸がいがあっという間もなく黒焦こげになり、鋼鉄の装そう甲こうは溶解して原型を失う。炎はそれでも着弾点に残って渦を巻き、火の付くもの全てを巻き込んで延焼を続ける。

　蛍は凄すさまじい速度のままに白しら萩はぎの上空を突つき抜けた。

　ジェットのように炎を噴射し、機体は暴力的な加速度を得ている。暴走状態で生み出した火か炎えんは、極端な電脳の負荷と引き換かえに破は損そん部位を補って余りある直線速度を実現した。

　空を横切る軌き道どうに彗すい星せいにも似た青白い炎の穂ほを残し、蛍は月も星も覆おおい隠かくすほどの光を散らす。そうして宙を大回りに旋せん回かいし、機体に十二分な破壊力を秘め、蜈蚣を照しよう準じゆんした。

　井い筒づつは、彼女のことを知らない。

　どのように思いどのように戦い、どうして万まん字じの力を得たのかも知らない。しかし全身にびりびり来る憎ぞう悪おには、どうあっても相手が止まらないと理解するに十分なものがあった。

　向かってくるなら、撃げき墜ついするまでだ。

『蜈蚣！　誘導弾ミサイルだ!!』

『承知!!』

　がぱ、と開いたミサイルポッドが即座に上を向く。敵が眩まぶしすぎて光学ロックは不可能、同じく熱すぎるという理由で熱源ロックもできたものではない。朱しゆを通り越して白い炎は、もはや強い光源にしか見えない。

　構わない。井筒はろくにロックも確立させないまま、ミサイルを一いつ斉せい発射した。

　百は下らぬマイクロミサイルが無反動で射しや出しゆつされ、蜈蚣の巨体を覆い隠すほどの白煙を引いて撃うち上がる。

　ここまで来ると、弾だん幕まくというよりは「壁」である。

　面として迫るミサイル群に正面から突撃しながら、蛍は減速の気配すらも見せずに突撃。

『くぅぁあッ！』

　苦く悶もんをも乗のせて久く留る守すが吼え、火球が射しや出しゆつされる。

　燃え盛る機体から放たれた火は幾つにも分かれ、撃ち上げられたミサイルに劣らぬ火炎弾の壁となって真まっ向こうからぶつかり合う。

　中空でかち合った弾たまと炎ほのおが、一ひと際きわ大きな爆ばく音おんと共に炸さく裂れつした。

　数キロ先にも轟とどろく大音が大気を砕くだく。東に広がる海が波打った。

　爆はぜた炎と黒い煙が咲き、重い雨雲のように宙に残る。対空迎げい撃げきのミサイルを逆に迎え撃うって久く留る守すは地上に蜈蚣むかでを探さがすが、今なお宙に残留する煙と熱のせいでうまくいかない。風に撹かく拌はんされゆくそれらを見下ろし、久留守は相手の目的に気付いた。

　──目め晦くらまし!?

『!!』

　爆炎の雲を引き裂さき、鋼はがねの雨が撃うち上がる。

　予想だにしない角度だった。ミサイルを迎撃させ、地上への視界を閉ざし、蜈蚣は高速で移動していたのだ。

　ガトリングの対空掃そう射しや。無む慮りよ数千発の徹てつ甲こう弾だんが蛍の左半身を喰くい散らす。

　噴ふん射しやで回避するのは少し遅かった。左側の装そう甲こうがいとも容た易やすく削そぎ飛ばされ、内部機関が露あらわになる。脳のう髄ずいを殴なぐり飛ばすようなエラーの嵐。蛍はあまりの衝しよう撃げきに空中で激しくスピンし、でたらめの全方位に火球をばら撒まきながら更さらなる上空へと逃げた。

『よんばん、しき、……むかで、……いづつ……!!』

『ンだよ、クソガキ』

　熱病にうなされるような声で、その名を呟つぶやく。井筒が返す。

　万まん字じの語りでは「ガラの悪い砲ほう撃げき手しゆ」という登場人物で、名を知ったのは黒くろ塚づか部ぶ隊たいに合流してからだった。だから声を聞いたのも、これで初めてだった。

　遥はるか眼下の地上に、全身から砲ほう塔とうを展開した一匹の蜈蚣むかで。その複眼と目が合う。

　井筒もまた火焔操作フロギストンを操あやつる少女に、過去の戦友の姿すがたを重ねていた。

『……テメぇが何考えてんのかは知らねェ。だがよ、その火、……なんとなくわかったような気ィすんぜ。だから加か減げんはしねェ、ボコり合いだ!!　死ぬ気で来やがれッ!!』

　少し荒っぽくも勇ましく、毅き然ぜんとした怒ど鳴なり声。

　ああ、万字の話した通りだ──久留守は頭の片かた隅すみで、そう思っていた。




　──あたしは、あなたたちを、しってるよ。

　復ふく讐しゆう心に焦こがれた心の奥底、記憶の隅すみの隅にいる「人間だった自分」が、声なき声で呟つぶやく。

　久留守は彼らを知っていた。彼らがいかに壮そう烈れつに戦い続けたかを、敬愛する男の語りで聞かされていた。約束を守り、誰にも話したことはない。そのことを口に出すとしたらいずれ「本物」に出会った時なのだと信じていたから。

　何を話そうかな──そんなことを、ずっと考えていた気がする。今となっては遠い昔。




　蜈蚣むかでが全砲ほう門もんを展開し、蛍ホタルは限界を遥はるかに超えた超高温の炎ほのおを纏まとう。

　それは、最大級の火力と火力の、真まっ向こうからのぶつかり合いだった。

　互いの索さく敵てき圏内で原型を保っているのは、互いしかいなかった。

　砕くだけ落ちた瓦が礫れきは炎ほのおに蹂じゆう躙りんされ、蜈蚣の巨体に踏みにじられて地面と一体化したようになっている。背の高い建物はもはや一つとして残ってはおらず、嘘うそのように開けた夜空には信じられないほどの光が舞う。

　雲も廃はい都市も虫も残ざん骸がいも、全てがありのままに照らし出されて濃く長く影を刻きざむ。

　蛍は全ての力を振ふり絞しぼることを決断した。

　確実な対たい空くう砲ほう火かにまともに晒さらされ、深しん刻こくなダメージを全身に刻んでいる。そもそもからして損害を押して無理やり起動させた蛍は、ほとんど死に体だと言って良かった。それでも動かすのは、ひとえに久く留る守すの精神力と執しゆう念ねんだ。

　あらゆる危険を度外視して加速した。逃げの機動は取らなかった。これを外はずした時に自分はきっと死ぬのだと思っていたが、逃げても死ぬに決まっていたから迷いは無かった。

　背せ筋すじが寒くなる弾たまの嵐に、小さな穴があった。

　相手もここで飛び込んでくるとは思っていなかったようで、そこだけ雨が止んだように弾が通らない。久留守は頭の片かた隅すみで覚えていた。万まん字じと井い筒づつは同期というだけあって不ふ思し議ぎと馬が合い、それぞれ通信による模も擬ぎ戦せん、いわばイメージトレーニングをしていたという話。

　語り聞かせた万字とて、まさか相手の少女がこうなるとは露つゆほども思っていなかったろう。

　蜈蚣は自分の上、仰ぎよう角かくぴったり九十度の直上に対してのみ、対空の手が少しだけ遅れる。

　同じ対地爆撃の蛾がを操る万字は、確かそう言っていた。

「こ、こ、だ……ッ!!」

　今が、その、真上──打ち下ろす。




　直径何十メートルもの巨大な火柱が、天と地を縦たて一いち文もん字じに結び付けた。




　ありったけの火力を傾けた攻撃は、投射ではなくもはや照射である。その機体全てが馬鹿でかい火炎放射器のようになって、遥はるか上空から垂直に地面を呑のみ込んだ。

　何も残らなかった。

　全て焼き尽つくされ、蛍の位置から見下ろして点のようにしか見えない照射点。コンクリートもその下の鉄筋も何もかもあまりの熱で飴あめのように溶け、ぽっかりと大穴が開いている。その座ざ標ひように基地は無いが、大きな地下通路があった筈はずだ。分厚い地面を丸ごと貫つらぬき、蛍の火炎はそれまでも露あらわにしていた。

　堅けん牢ろうな装そう甲こうを誇る蜈蚣とて、これの直撃を受けていれば無事では済むまい。そう思いかけ、

　砲ほう弾だん。

　蛍ホタルの頭部が消えた。衝しよう撃げきとエラーで何もかもがわからなくなった。真下から撃うち上げられた砲ほう撃げきで、蛍は機体ごと殴なぐり上げたかのように弾はじき飛ばされて回転する。

　何があったのか。蛍は夢中でセンサーを振ふり回す。何もかも同じ更さら地ちになってしまったようにしか思えない地上に反応を探さがす。

　そして見つけた。照射点を遠く離れた地上に穴があり、

「あ──」

　そこから、蜈蚣が顔を出していた。

　あの火柱を放ったにも関わらず、さしたる損害も受けていない。それもその筈はず、蜈蚣むかでは真上を取られると判断した瞬しゆん間かん、全ての攻撃行動を中断して真下にその顎あごを向けたのだ。

　そして地中を砕くだいて掘くつ削さく・潜せん行こうし、蛍の最後の攻撃を避けた。

　蛍にはもう、蜈蚣をどうすることもできなかった。

　もはや損害は九割を超えている。副脳が発するエラーの総数など数えたくもない。飛んでいるのは展開する火か炎えんで無理やり動かしているからだ。辛かろうじて残っているのは自身が納まる胸のコアユニットと、炎ほのおを増ぞう幅ふくする蛍の背部のみ。

「はっ、はっ、はっ、はっ、はぁあっ……!!」

　頭痛が納まらない。全身が熱い。敗北の気配が精神力に穴を開け、重い疲労となる。

　自分自身の終わりの時間が、すぐ背後にまで迫っているのを感じる。




　戦争が終われば、万まん字じのともだちと会って、一いつ緒しよに遊べると思っていた。

　全てが終われば、万字とずっと一緒にいられると思っていた。

　それが愚おろかしい想像であるとも知らずに、本気で、それが叶かなうと。




　久く留る守すの始まりは、復ふく讐しゆうだった。万字を見殺しにした奴やつらを皆殺しにしてやろうと決めた。

　それでも相手は、どうしようもないほど強かった。視界がぼやけ、センサーの精せい度どが鈍り、炎だけが自分の手によるものではないようにただ激げき烈れつに燃える。敗死という言葉が浮かぶ。

　いや。

　ただ一つ、手はある。

　久留守はそれを知っていた。もはや原初の記憶にも近い。映像で見たのだ。火焔操作フロギストンの力を持つ蛾がは、独力で殲せん滅めつしきれない敵を相手にどう立ち回っただろうか。

「…………そうだね、おじさん」

　自分の中にだけ存在する万字に、久留守は奇き妙みように安らかな声で囁ささやいた。

「あたしも、そうする」

　幼い頬ほおに、笑みさえ刻きざんで。




　あいつは強い。井い筒づつははっきりそう思っている。女子供が戦場に出るなど言ごん語ご道どう断だんといった態度を貫つらぬく彼ではあったが、それとて例外があることもまた承知している。

　全てを捨てるほどの執しゆう念ねんに身を焦こがした時、その者は、化ばけるものだと。

　あの子供は一つの化け物となったのだ。人の身を捨て機械化し、一匹の甲こう虫ちゆうの操あやつり手となって、ついには一いつ塊かいの火か炎えんとしてその身ごと焼き尽つくそうとしている。

「ガキたァ言え、その気迫にゃ敬意を表すぜ。だがよ……」

　上空で眩まばゆく光を放つ蛍ホタルを、蜈蚣むかでは完全に捉とらえている。

　加農カノン砲ほうが照しよう準じゆんを付ける。蛍の少女は、井筒の予想をも超えた力で戦い続けた。激しくも痛々しく、もうとっくに可動限界を超えているだろうに、それでも。

　そんな奴やつが直後にすることなど読めていた。上空の熱源がこの期ごに及んで上がり続けているのが、他ならぬ証しよう拠こだ。

　畢ひつ竟きよう、そんな奴にやれることなど、今も昔も一つしか無い。井筒は必中を確信した。

「こいつで、終しま──」




『待て!!　撃うつな、井筒ッ!!』




　いきなり入った通信が、井筒の頭をぶっ叩たたいた。つんのめるように止まる。

「あァッ!?」

　九く曜ようだ。

　出し抜けにわけのわからないことを言い出す九曜に、井筒は怒ど鳴なり返した。

『ンな、この、テメ、いきなり何言ってやがんだオラァ!!　状況わかってんのか!?』

『わかっている！　だが……だが、もう少しだけ待ってくれ！』

　九曜の訴うつたえには切実な響きがある。しかし今いま更さら敵の命いのち乞ごいをするとはどういう了りよう見けんか。今なお命ごと力を振ふり絞しぼる蛍が何をするつもりか、地下からではわからないとでも言うつもりか。

『ッせーんだよこのスカタンが!!　今更どういうつもりで抜かしやがる！　ここは鉄てつ火か場ばであのガキは敵だッ！　ンだらブチ墜おとすしかねーだろォがッ!!』

『いや、こちらに考えがある……！』

　直後に、井筒の電脳に九曜がその「計画」を送る。互いにタイミングを合わせなければ絶対に成功しない手だ。井筒はそれを受け取ると同時に、九曜が本気だということを理解する。

『……テメェ、こりゃあ……!?』

『準備が整った。ようやく……見つけたんだ』




　数マイクロ秒の沈ちん黙もくの後、果たして井筒はそれを了解した。

『チッ……！　言っとくがな、しくじりやがったら承知しねェぞ！』

『──すまない、感謝する』

　九く曜ようと菊きく丸まるは、今なお地下工こう廠しようにいる。

　あの朧おぼろという男は、こちらが気付いた頃には姿を消していた。しかし奴やつを深追いするという結論は出せなかった。傷付いた蜂はちを置き去りにして脱出するわけにはいかなかったし、暴走する久く留る守すに対して考えがあったのだ。

『菊丸……貴官も先に外へ。次は細かい座ざ標ひようを指定することはできぬ。頼んだ』

　菊丸は静かに頷うなずき、全速で出口へ駆かけ出す。

　九曜は今、蜂はちの残ざん骸がいから発見した飛行ユニットを自身に連結している。

　蜂の背にある一いつ対ついの片割れだ。それでも九曜の体には不釣り合いなほど大きい。

　工廠というだけあって設備はあった。電磁制御エレキテルで無理やり動かし、うなじのジャックとコードを繋つないでこのユニットだけ直結させた。

　右には抜き身の紫し電でんを強く握にぎり、刀身に力を集中させていた。

　できるかできないか、ではない。やるしかないのだ。

　九曜の脳のう裏りには、久留守のことがこびりついている。

　あの表情、あの言葉、あの涙なみだ。過去に囚とらわれ続ける少女の訴うつたえを、九曜は覚えている。

「……蜂。聞こえるか」

　九曜は脇わきで眠る相あい棒ぼうに語りかけ、神経を研とぎ澄ました。

　睨にらみ上げるは、蛍ホタルが開けたゲートの大穴。

「今はまだ飛べなくてもいい。だが一度だけ、小しよう生せいに力を貸して欲しい」

　随ずい分ぶん長いこと分かたれていたような気がする。

　あの夏の海から蘇よみがえった己おのれの半身は、その姿かたちを変えても今こうしてすぐ傍そばにいた。それを前にして謝あやまりたいことは山ほどあるような気がしたが、言葉が浮かんでこない。今はそれよりも先に、やらなければならないことがあった。

　自身の意思に基づいて。

　主脳から飛行ユニットに信号を送り込む。動くかどうかの確証は無く、その代わりに「動かしてやる」という強い決意のみがある。身を屈かがめ、全身に力を込める。

「少しの羽は撃ばたきでいい。少しだけでいいから、今一度──」

　ユニットが低く唸うなりを上げ、力強い振しん動どうを背に感じる。

　主脳が眠る副脳と繋つながった。ゆっくり、ゆっくりと知覚の拡大する気配がある。今はまだ不十分ながら、その全ての知覚を背中のユニットに集中させてその機能を「起こす」。己おのれの中にあり、蜂のフレームにもあり、そして紫し電でんを形作る星ほし鉄がねが音もなく光る。

　蜂に言葉はない。だが繋がったという感覚と、蜂が応こたえたという直感があった。

　塵ちりが浮き上がる。

　足元が仄ほの明るく発光する。

　ゲートの穴からは光が差し込んでいる。星明かりでも月明かりでもない、久く留る守すが放つ蛍ホタルの炎ほのおだ。今まさに爆発して消えようとしている最後の炎だ。その中の少女の命を消さない為ために。己おのれが己の意思に従い、すべきことを成なし遂とげる為に。

　一度で良かった。今はただ、一度だけ──

「──空を!!」

　床を強く、蹴けった。

　蜂の複眼が僅わずかに赤く、ほんの僅かに輝き、その副脳が駆く動どうした。




　それは確かに、この瞬しゆん間かんの一度だけであったかもしれない。十分だった。

　九く曜ようの背にたった一枚の翅はねが光り、跳ちよう躍やくの踏み込みで、重力の軛くびきを振ふり切る。




　光の軌き跡せきが地下から空を縦たてに貫つらぬく。一線に描かれた軌道のラインは金の光の粒りゆう子しを散らし、凄すさまじい加速で少年の体を押し上げる。
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　一度の踏み込みで、九曜は白しら萩はぎの上空へ躍おどり上がっていた。

　冷たく激しい上空の大気に全身を洗われる。

　蜂の翅とは、視覚化した反重力／慣性制せい御ぎよフィールドである。その光とエネルギーを背中に感じながら、九曜はしかし鋼はがねのような集中を一時たりと緩ゆるめない。成功の感かん慨がいも夜の匂においも空の色も今は置き去りに、空のただ一点を睨にらみ付ける。

　蛍ホタルが、降下──いや、落下を始めた。

　何をする気かはすぐにわかった。知っていたのだ。万まん字じが同じことをして果てたことを。

「久く留る守す！」

　させるわけにはいかない。

　目を焼くほどの炎ほのおの光で、蛍の全身を視認することはできない。しかしその炎の塊かたまりが機体の後部に集中しているのと、久留守のいる胸部が塊の先端にあることを知っている。

　右手に握にぎるは、星ほし鉄がねの刀。

　あの時を感覚で思い出せ。兜カブトに敗北し、意識が無くなった後に放った一いつ閃せん。力を集中させて一気に放つ。あれは恐らく、電磁制御エレキテルの先のものだと九曜は勘かん付づいている。

　特とつ攻こう術を発動した。

　九く曜ようの体を中心に球状の電界が生まれ、微細な粒りゆう子しが荷電されて星のようにさんざめく。

　その粒子に干かん渉しようする。更さらなる操作にて《反転》、《変換》、《集中》、照しよう準じゆん──そして。

「粒子、《加速》……!!」

　紫し電でんが輝きを放つ。

　目の前に光が瞬またたく。

「──《射出》ッ!!」

　一閃の光が走り──蛍の機体を、文字通り光速で横切った。

　その光は炎ではなく、また電気でもない。

　猛たけり狂う轟ごう炎えんの中にあって頼りないほど細く、しかしなお鮮せん烈れつに煌きらめく閃光は、指向性を持った一条の光線だった。極限まで圧縮した出力は火か炎えんを貫つらぬくほどの超高温の刃となり──

　蛍のコアブロックを、炎を纏まとう後部から焼き切って離していた。

　火焔制御フロギストンのコマンドが途と切ぎれた。これまでの炎が急激に萎しぼんで風に吹き散らされていく。その中、全ての推力を失った蛍のコアが限界を迎えた。もとより無理に無理を重ねて機き動どうさせていたのだ。副脳がダウンし、装そう甲こうが剥はがれ落ち、久留守の小さな体が露あらわになる。

　九曜はそれを確認するが早いか紫電を腰こしの鞘さやに納め、再度のコマンド。

　翅はねを、返す。

　九曜の体が空中で軌き道どうを変え、一直線に久留守に向かった。その推進を最後に翅から光が尽つきるが、十分だ。九曜は一いつ切さい迷うことなく、向かう先の少女を見み据すえる。

　久留守は極限を超えた集中が途と切ぎれ、気を失っていた。その体を右腕一本で抱きかかえた。

　眼下に広がるのは、未いまだあちこちに炎が残る地上だ。




　井い筒づつは、九曜のやったことをはっきりとその眼めで見た。

　彼が突然発射した光。空を貫いて蛍を穿うがち、淡い光の粒子と共に消えたそれ。

　実じつ弾だん兵器に精通するがこそ、己おのれでは再現不可能なその攻こう撃げき方法の正体に思い当たる。

『光学兵器、だってのか……!?』

　不意に自分のすぐ脇わきを人型の巨漢が走り抜ける。

　菊きく丸まるだ。彼は自由落下する小さな小さな影を見上げながら、圧縮空気の加速をも用いて落下地点に急行する。なるほど九く曜ようが伝えた計画の通りだ。

　つまり、飛行ユニットを使って飛んだ九曜が蛍ホタルから久く留る守すを切り離して本体を確保、菊丸が二人の体を受け止めると、それだけだ。

　呆あきれた。呆れ返った。そんなアホなことを思い付いて、しかも実現するとは。

『っカ野郎ォ、賭かけ張るにしたってメチャクチャすぎるじゃねーか！』

　しかも炎ほのおが消えて今やすっかり暗い夜に逆戻もどりだ。菊丸が反応を追うにしても、姿が見えないのではないか。井い筒づつはそう思うが早いか蜈蚣むかでの擲てき弾だん筒とうを一門展開し、空へ向けて発射する。

　照明弾である。それが中空で「ぱっ」と光を放ち、空中の九曜と久留守を照らした。

　菊丸がそれを確認した。数秒だけの光で見えた二人の座ざ標ひようを計算し、落ちる軌き道どうを割り出して落下点を見出す。一いち目もく散さんにそちらに向けて走り、地を蹴けって高く跳ちよう躍やく。

　果たして菊丸は、太く強きよう靭じんな腕で九曜と久留守を受け止めていた。

　ぼす、と着地寸前に足から風を噴ふん射しやして落下の衝しよう撃げきを殺す。着地には何の問題もない。九曜は意識を失った久留守を抱いたまま地に降り立ち、数歩たたらを踏んだ。

　井筒はそれを遠目に見守り、戦域全体を索さく敵てきして機影が一つも無いことも確認。

　蜈蚣むかでの戦闘モードを切り替えて虫と分離し、夜風に全身を晒さらして一ひと言こと。

「……ったく、アホが」
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　確かな手て応ごたえがあった。

　蟷螂かまきりの刃が、蟋蟀こおろぎの狙そ撃げき砲ほうを半なかばから断ち切っていた。

　隠おん密みつを解かれた砲身が地に落ちる。この時点で、剣けん菱びしは蟋蟀の動きが変わったことを見抜いていた。これまでは蟷螂をやり過ごして東に向かおうとしていたようだが、今は方角を限定せず全速で離脱しようとしている。

『庵いおり！　どういうつもりだ！』

　名を呼ぶが、やはり一いつ切さいの無言。

　何な故ぜ黒くろ塚づか部ぶ隊たいの側に付くのか、どうやって生きていたのか。庵に聞かねばならないことは山ほどある。姿を消す蟋蟀のように、彼の全てに掴つかみどころがない。そしてそこに搭とう乗じようするのが庵である以上、本気で斬きる踏ん切りがつかない。

　蟋蟀は全力で逃げに徹する。擬ぎ態たいして離脱する蟋蟀を捉とらえられるセンサーは存在せず、剣菱の勘かんであっても一度離されれば再び見つけられる確信は無い。今度は狙そ撃げきの糸が無いのだ。

　蟷螂かまきりの四し肢しが大きくたわめられ、勘で察さつ知ちした蟋蟀こおろぎの方角に踏み込もうとし──

　どくん。

『ッ!!』

　突とつ如じよとして、脳の奥が疼いた。

　機き動どうが鈍る。兜カブトと戦ったあの瞬しゆん間かんに受けた感覚だった。そして、あの時よりもずっと強い。

　脳の奥の奥に残った「違和感」が急激に膨ふくれ上がったのだ。小さな種子が一瞬で萌ほう芽がし、無数の蔓つるとなって脳を雁がん字じ搦がらめに縛しばり上げたような感覚。

　センサーのジャミングといった次元のものではなく、それより遥はるかに強力な思し念ねんの妨害。信じたくなかった確信が剣けん菱びしを満たす。今なお掻かき乱される思考の中、複眼と首の動きで全方位を見渡し、そして見た。

　いる。

　闇やみの中でなお白く、鬼き虫ちゆうや甲こう虫ちゆうより更さらに一回り小さい、一匹の、




　蟻ありが。




　反射だけで刃を投げた。

　刃は鋭く回転し、そいつを斜めに両断してなお勢いを緩ゆるめず、何十メートルも先の地面に深々と突つき立って止まった。いともあっさり真っ二つに分かたれた蟻はその瞬間に全ての機能を停止し、リンクを切断してただのガラクタと成り果てる。

　頭の中の強い違和感が、消えた。

　だがそれと引き換かえに、蟋蟀は既すでに間合いから外はずれ、どことも知れぬ闇やみの中に溶けていた。

　もうどこにも、何の気配も無い。

『…………楓かえで、なのか？』

　今や何の気配も失せた静せい寂じやくの淵ふちに一機立ち、剣菱はかつての仲間の名を呟つぶやいた。
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　久く留る守すが目覚めたのは、それからほんの一分後のことだった。

「──ん、」

　背負われている。見上げると、歩を進める九く曜ようの後頭部があった。

「目覚めたか」

「……………………」

　何な故ぜか、心は落ち着いていた。一時の狂乱がすっかり鎮ちん火かしてしまっている。

　周囲を見渡すと、つい先せん刻こくまで確かにあった都市がすっかり消え、まるきり別の場所のように視界が開けている。

　死んだとばかり思っていた。

　最後の瞬しゆん間かんに起こったことはほとんど覚えていない。何か眩まぶしい光が差したと思った直後には全身が浮遊感に包まれ、その頃にはもう気を失っていた。

　それでもなんとなく、何が起こったのかはわかった。

「…………どうして？」

　同じ問いを投げる。どうして万まん字じを助けられなかったのか、ではない。

　どうして自分を助けてくれたのか、だ。

　九く曜ようはすぐには答えなかった。久く留る守すは、帝てい都とを憎んでいる。戦死した万字の復ふく讐しゆうを目的とした、いわば敵だ。この少年さえも怨おん念ねんの対象なのに。

　それでも九曜は彼なりに考え、言葉を探さがし、歩きながらぽつぽつと言葉を紡つむぐ。

「小しよう生せいは、万字を救うことができなかった。……君までも見殺しにしたくはないと思った」

　朴ぼく訥とつな答えには、彼自身の拭ぬぐい切れない後悔がありありと感じ取れた。

　久留守はしばらくじっとしていた。後ろを振ふり返るとびっくりするほどの巨漢がいて、のっそりついてきている。改めて近くで見たら本当にでかいその機械兵は、久留守の視線に気付いてちょっと両腕を開き「乗り換かえてみるか？」という意味のジェスチャーを見せた。だが。

「ん……」

　足をもたもた振った。降ろせという意思表示だ。

「じぶんで……歩く、から」

「そうか」

　片腕でどうにか支えていた体が離され、すとんと地面に降り立つと少しよろけた。それでも踏み止まり、九曜の服の裾すそをきゅっと握にぎったままよたよた歩く。

「あたしは、」

　わからないことも納得できないことも山ほどあって、感情にはまだ整理がつかない。

「あたしは、おまえらがきらい。だいっきらい」

「そうか」

　多分それは覆くつがえらないと思っている。今こうして命を救われたのは確かだ。それでもなお、心の中の何をどうしても、かつて慕したった万字という男の存在の重さは絶対に変わることがない。

　ただ、目の前を歩く少年に、前ほどの敵意を感じはしなかった。

　事ここに至れば観念してついていくしかない、という諦あきらめも多少はあるかもしれない。怨おん念ねんを炎ほのおごと吐はき出してしまったからかもしれない。

　九曜の言葉の中に、彼自身の抱かかえる後悔を見たから──かもしれない。

「否定はしない。君の考えていることも、一つの答えなのだろう。……恨うらむのならそれでもいい。万まん字じを死なせたのは、力が無かった小しよう生せいの罪でもあるから」

　歩き続けながら、九く曜ようは静かに、しかし力強く断言した。

「だがこちらとて、退ひけぬ理わ由けがある」

　そう告つげる彼の中には、何があるのだろうか。誰がいるのだろうか。久く留る守すにはそれが気になり始めていた。歩調を緩ゆるめず歩む九曜を見上げていると、ふと彼がこちらを見下ろした。

「…………それからさっきの質問だが、もう一つ、確かなことがある」

　最初から最後まで迷いのない、鮮やかに赤いその瞳ひとみ。




「君は少しだけ、ぼくに似ている気がしたんだ」




　瓦が礫れきにまみれた地面を踏み越えると、そこには巨大な虫がいた。

　蜈蚣むかでと、それに寄りかかって立つ井い筒づつだ。九曜はその姿すがたに懐なつかしさを覚えた。

「おう」

「ああ」

　昔と変わらぬ鳶とび色の三さん白ぱく眼がんでじっと九曜を見み据すえ、続いて菊きく丸まるに、そして久留守に視線を転じる。まず九曜の左腕が消えていることに驚きの気配を見せたが、驚いたことや言いたいことなど山ほどあるという顔をしている。「へ」の字に閉ざされた頑がん固こな口元が緩ゆるむことはない。

「甘ェヤロウだ。知らねェぞオレは。つーかいつからそうなりやがった？」

「先の夏だと思う。──彼女に、影響されたのかもしれない」

「……ケッ」

　井い筒づつはそれ以上何も言わず、ただ右手を掲かかげて九曜に向けた。

　一見して少し面めん食くらった。そうした動作に馴な染じみのない九曜だったが、記憶を掘り返してみれば作戦を終わらせた彼は戦友とそのような動きをしていたことを思い出す。

　──そうか。これは、彼なりの。

　九曜もまた、残った右手をゆっくり上げた。

　打ち合った掌てのひらが、高く乾いた音を響かせる。
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　全速で離脱した先の山の斜面から、朧おぼろは空を見上げていた。

　まだ深い夜を真昼のように照らした炎ほのおと、それを止めた一いつ閃せんの光。この距離からでは何が起こったのか詳くわしくわからないが、蛍ホタルが撃げき墜ついされたということはまず間違いないだろう。

　そして、あの光を放ったのは、九番式だ。

「なるほど。あれが、鬼き虫ちゆうか」

　蜂はちは彼の手に渡った。蛍ホタルと天テン道トウが負け、白しら萩はぎを丸ごと制圧された。今回ばかりはこちらの部隊にとって大きすぎる痛手だが、朧おぼろはさして悔くやしがる素そ振ぶりも見せない。

　相あい対たいしたあの少年に興味を覚えた。

　甲こう虫ちゆう式／特機五号丸の朧は踵きびすを返し、戦いが終わった白萩に背を向ける。

　細められた紅くれないの瞳ひとみにいかな感情があるのか、彼以外には誰もわかりはしない。






　　　終／甲　─　進行／過去より今へ







　白しら萩はぎの惨さん状じようを一ひと言ことで表現するなら、「やりすぎた怪かい獣じゆう映画」が最適だろう。

　然しかり。やりすぎである。

　そこがかつて一つの防ぼう衛えい都市であったなどと言って、信じる者は一人もいるまい。ほとんど更さら地ちである。撃げき破はした甲こう虫ちゆうら敵部隊の残ざん骸がいもほとんどが瓦が礫れきの下した敷じきになっており、その上で雨あられと降り注いだ火炎の爆撃がこれ以上ないダメ押しだった。

　幸いにも堅けん牢ろうな地下の工こう廠しようは無事だったが、これで基地が地上にあったらと考えるだけでぞっとする有様である。

　帝てい都とは白萩に隊を進しん駐ちゆうさせ、数日かけて蛍ホタルら甲こう虫ちゆうの残骸を回収し、基地を調査した。

　特機の蛍は撃墜つい、天テン道トウもまた撃破。蛍はばらばらのパーツが回収されるのみだったが、天道はそのコアをほぼ完全な形で回収するという上々な結果に終わる。本体である久く留る守すと日ひ足あしの身み柄がらも確保され、登と坂さか研へ搬はん送そうされた。

　そしてその過程で《蜂はち》もまた回収され、同じく登坂へ回される。ただ一つ──

　壱いち番式の《蜻蛉とんぼ》の機体は、どこをひっくり返しても、ついに発見されることはなかった。
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　日ひ足あしは登と坂さかの施設内を見回した後、指定の一室へ通された。

　その部屋には同じく久く留る守すも入ることとなる。厳重な鍵かぎを取り付けられた上でなお、執しつ拗ようなまでに張り巡めぐらされたセンサーの結界のような部屋だ。

　それに加えて、この少年と少女の細首には銀の首輪が取り付けられていた。これもまた巴ともえの急造で、戦闘時のような高速の演算を阻そ害がいするリミッターのようなものだ。これがある限り、久留守も日足もただの人間の子供とほぼ同じだった。

　──隊長が助けに来てくれる。絶対に来るんだ。完成した兜カブトが来たら、お前ら、皆殺しだ。

　日足は、そう言った。

　天道は解かい析せきにかけられている。日足は施設職員をじっとりと睨にらみ付けたまま心を閉ざし、部屋の隅すみにうずくまって動かない。

　対して久留守は、意外なことにさしたる敵意も抵抗の気配も見せなかった。ただ粛しゆく々しゆくと処理を受け、黙って室内の椅い子すに座っている。

　結論から述べると、彼らから得られる情報は、決して多くはなかった。

　知らされていなかったのだ。

　帝てい都とに潜もぐり込んだ内通者の件、敵の本拠地など、双方にとっての決定打となりうることを二人は何も知らなかった。時を経へて動き出し、盲目的に前線に出た彼らは、味方側の戦力の全容さえも把は握あくしてはいなかった──新たに現れた鬼き虫ちゆうに関してすら。

　そう、鬼虫だ。

　六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおり。

　ならびに七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえで。

　蟷螂かまきりの戦闘記録と回収された狙そ撃げき砲ほうの砲身、そして蟻の子機の残ざん骸がいから、彼らが起動していることはほぼ間違いないだろうと思われた。

　そして一つ、日足と久留守から有益な情報は得られた。

　特機の数は、五機だという。




　一号丸《兜》。二号丸《金亀コガネ》。三号丸《蛍ホタル》。四号丸《天テン道トウ》。

　そして最新にして最後、「最強」の甲こう虫ちゆう──五号丸の《鍬クワ形ガタ》。




　虎杖いたどり、烏え帽ぼ子し、久留守、日足、朧おぼろ。その五名が特機の本体だった。

　この「烏帽子」という名の本体を彼らは一度も見たことがないという。目覚めた頃には既すでに隊にはおらず、虎杖いたどりからは別行動を取っているとだけ聞かされていたが故ゆえ、どんな奴やつなのか、男か女かなのかさえもわからない。




　また内通者の件だが、三み原はらもまた、敵部隊に関することをほとんど知らなかった。

　ある日突然、自室の端末に行方ゆくえ不ふ明めいの父の画像データが送信されてきたのだという。時の経過で老いてはいたものの、彼がそれを見違える筈はずは無かった。

　父君の身み柄がらはこちらが確保している。まだ生きている。情報が欲しければ、そちらの情報と交換だ──と、加工音声の「何者か」は言った。そうして何も知らぬまま利用され、指定された周波数に情報を横流しさせられていたのだ。

　当然、犯罪である。彼は拘こう束そくされ、機械兵の監かん視し下にある。

　一方でこの事実は、一つの可能性を示し唆さしていた。

　親族が行方不明になっているという職員が、今の帝てい都とには多い。似たような弱味を握にぎられている者がいると考えるのは自明の理であり、またそうした者達を統とう括かつする中心人物がいることもまず間違いはない筈だ。

　とにかく状況は変わった。

　内通者がいるということが、今度こそ局内に知れ渡ったのだ。悪い事態ではない。これまでは絶対にこちらが先手を打たなければならなかったが、こちらの戦力が増え、反対に敵戦力が減へったことで帝都の動きに余裕ができている。

　何より、逃げるも攻めるも自由自在な空間転移ジヨウントの天テン道トウを押さえたことはかなり大きい。

　内部には巴ともえが常に監視の目を張っている。一人捕まえたことがプレッシャーともなり、内通者とて迂う闊かつな行動は控ひかえるようになる筈だ。これからじっくり炙あぶり出していく必要があった。




　そして、鬼き虫ちゆうについて。

　ドックで繭まゆを前にし、鬼虫の四名が言葉を交かわす。

「……剣けん菱びし。彼らと会話はできたのか？」

「いや。奴やつこさん、一ひと言ことも返事しなかったもんでな。とはいえ蟋蟀こおろぎをあれだけ動かせるような奴やつが庵いおり以外にいるわけもねえ。蟻ありもだ」

　そこに井い筒づつが口を挟はさむ。

「生きてたってワケか？　あいつらも？」

「さてな。戦中にきっちり死亡を確認したってんだからそこに間違いはねえと思うが……なにしろ連中のやることだ。どういう答えが出てもおかしくねえやな」

　戦闘記録と狙そ撃げき砲ほうの砲身と蟻の残ざん骸がいを何度も吟ぎん味みし、巴はしかし、こう言った。

「ありえないわ」

「だが、事実としか思えぬ。信じたくないのは小しよう生せいも同じだが……」

「……違う、そうじゃなくて。それもあるけどね、」

　巴ともえは眼鏡めがねを拭ふきながら、続ける。

「もしあのコ達が生きてたってことだとしても、庵いおりくんと楓かえでちゃんがあんな奴やつらに手を貸すわけがない。それに……蟻ありが甲こう虫ちゆうのネットワークの要かなめだとしても、いくらなんでも範囲が広すぎるわ。性能の限界を超えすぎてる。──楓ちゃんは、それをやって死んだのよ」

　敵部隊の甲虫は、極めて緻ち密みつな情報のネットワークで管かん制せいされている。

　甲虫式の中ちゆう核かくに蟻がいるとなれば、それにも一応の説明はつく。

　しかしあくまで一応であり、単なる仮説だ。多数の対象を超遠距離から超長期間に渡って管制し続けることは、どうしても現実的ではなかった。井い筒づつは舌打ちする。

「チッ、なァにが黒くろ塚づか部ぶ隊たいだ。兄貴だけじゃ飽き足らねェってか、ボケどもがよォ……！」

　蜂はちは奪だつ還かんに成功したものの、蜻蛉とんぼの問題もまだ残っている。

　蜻蛉の機体に刻まれたダメージは蜂に比べさほどでもない為ため、修理作業に時間がかかるとも思えない。「最悪の場合」を想定しておく必要はあった。

「ナメた真ま似ねしくさって。このオレがケジメ付けてやらねェと腹の虫が治まらねェぜ」

　ふと九く曜ようは、彼の横顔を見上げる。

「……井筒。重ねて聞くが、本当に良かったのか？」

「あァ？　何の心配してんだコラ。オレが嫌いや々いややってると思ってんならテメェ、お門かど違いもいいとこだっつの。──オレはオレなりにやるっつってんだ。余よ計けいな気ィ回してんじゃねェよ」

　井筒は、往おう年ねんの調子を完全に取り戻もどしている。彼は彼なりに考え、自分自身の意思でこの戦いに参加することを決めたのだ。迷いのない力強い返答がその証しよう左さだった。

　要いらぬ心配だった。九曜はそう確信し、静かに頷うなずいた。ふとそこに巴が口を挟はさむ。

「あ、でも蜈蚣むかではあんまり頻ひん繁ぱんには出せないっぽいわね」

「って、はァ!?　な、なんでッスか!?」

「いやだってほら、弾たまが」

　全身重火器たる蜈蚣は、実じつ弾だん兵器の砲ほう撃げき戦せんに特化している。

　その破は壊かい力たるや破格の一ひと言ことだが、同時に蜈蚣はとんでもない「弾食い虫」でもあった。特に今は昔より更さらに物資が足りていない以上、前線に出ずっぱりというわけにもいかないのだ。

「重要な局面まで取っとかないとね。肝かん心じんなとこで弾切れなんてヤでしょ？」

「う……そ、そりゃそうッスけど！　……ええい、その代わり出る時ゃお構いなしに暴れまくるってことでいいッスね!?」

「ほいほい、頼りにしてるよー。剣けん菱びしくんもこれで楽ができるってもんね？」

「やるこた変わんねえさな。しかしま、後ろを心配しねえで済むのはかなり気も楽だ」

　井筒は決まりが悪そうに舌打ちし、指先で頬ほおを掻かいた。

「……けッ。テメェみてェな近接バカが後ろ気にしてるとこなんざ見たことねーっつの。おい言っとくけどな、気ィ抜きすぎてヘタこきやがったらオレが撃つハジくから肝きもに銘めいじとけや！」

「へいへい」

　柳やなぎに風である。剣けん菱びしは欠伸あくびを一つ、井い筒づつはふんと鼻息を吹き出し、巴ともえはにやにやしている。

　九く曜ようはそんな様を横目に、ふと伍ごの繭まゆを見上げ、彼のことを思う。

　そして同時に、久く留る守すのことを思い出した。

　──彼女は助けることができた。それを聞けば、貴官は喜ぶだろうか……万まん字じ。
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　そして、作業が落ち着いたある昼のこと。

「………………ん～」

　巴は難しい顔のまま、細い指で閉じた目の瞼まぶたを指圧している。

「なんだ、まだぐるぐる考えてんのか」

「そりゃあねえ。やること山積みだもん」

　食堂である。

　それぞれやることはあったのだが、昼日ひ中なかに丁ちよう度どいい塩梅あんばいで時間が空いた。登と坂さかの食堂には今、九曜に叶かな葉は、鴇とき子こに菊きく丸まる、巴に剣菱に井筒と揃そろっていた。

「……庵いおりくんと、楓かえでちゃん、か」

　不明点は数多い。呟つぶやいて、巴はくてっと椅い子すの背もたれに身を預ける。座っても床に届かない足をぷらぷら揺ゆらしながら、細めた紫むらさきの眼めの奥で何事か思考を続けている。

　鴇子はそんな様を見ながら、ふと質問した。

「なあ。その二人ってどんなやつだったんだ？」

「んー？　そうねえ。庵くんは物静かなコでね、女の子みたいな顔立ちだけど腕利ききの狙そ撃げき手しゆでね。楓かえでちゃんもおっとりのんびりしてて、お上品なお嬢様って感じ。キミとは真ま逆ぎやくね？」

「んな!?　なんだとこのおまえ無礼な！　そこに直れい！　菊きく丸まる！　菊丸はいるかー！」

　出てこない。菊丸は作業中だった。

　そこに菘すずなが歩いてきた。つい先刻まで回収した蜂はちに手を付けていたせいで、両腕が油にまみれていた。食堂に入る前に手を洗って、タオルでごしごしやりながら座る。

「よっ、と。あーおなかすいた」

「菘か。──蜂はどうだ？」

「ん。あー……なんか、正直ひどいもんだわ。とりあえず余よ計けいなもん全部とっぱらっちゃってさ、繭の予備パーツ全部使ってどうにかやるしかないってとこ」

　ところでこの場の全員は、あるものを待っている。

　気の入っているようで入っていない、妙みようにのんびりした空気がある。

　特に議題らしき議題を用意することもなく、話題は久く留る守すと日ひ足あしについてに移行した。巴ともえは足を組みながら、

「あの二人ねえ。引き出せる情報はみんな出したんだけど、久留守ちゃんも日足ちゃんも意外と知らないこと多いのよ。あの分じゃ二人とも解バ体ラしたって大してうまみは無さそうだわ」

「お前そんなおっかねえこと考えてたのかよ……」

　甲こう虫ちゆうの解かい析せきは続いている。そのデータを洗い出しても、やはり彼らが証言する以上の情報は無い。帰投ポイントも白しら萩はぎの基地に定められていたし、残った記録もごく最近のもののみ。まさに末端だ。基地に残った細かい情報の断片をかき集めてどうにか、といったところか。

「──まあなんとなく、隊長サンとやらがどんな奴やつなのかはわかったけどね」

「む。どういうことだ？」

「よーするにそういう奴ってのは、誰も信用しちゃいないのよ。味方だってね。はなっから利用するだけして、適当なところでトカゲの尻尾しつぽみたいに切り捨てるつもりなの。自分のどこも痛くないようにね。誰も彼も駒こまとしか思ってないの。だから大事な情報をあげないし、駒らしく煽せん動どうしてその気にさせて良いように動かすわけ」

　隊長が助けに来てくれる。日足は言ってはばからない。

　それを思い出してか、剣けん菱びしは気だるげにため息をついて一ひと言こと。

「こう言うのも妙みようだが、ちと気の毒だな」

　剣菱の言葉に、井い筒づつも気分悪げに「ち」と舌打ちした。

「あんなちっぽけなガキまで利用してるような連中だ、ロクでもねーに決まってんだろ」

「──はいはいはいっ、ちょっと失礼しますーっ」

　と、そこにとたたたたと叶かな葉はが寄ってきて、冷えた麦茶の入ったヤカンと人数分のコップを卓の上に置いてまた厨ちゆう房ぼうへ駈かけ込んでいった。

　その背を見送りながらふと、巴は井筒に視線を転じた。

「そーいえばさあ」

「ウッス。どしたんスか姐あね御ご」

「アタシ女なんだけど。しかも今ガキなんだけども、井筒くん的にどうなの？　アリなの？」

「う」

　井筒は明らかにうろたえた。めんどくさいことを聞かれた、と顔に書かれてある。

　当然わかった上で聞いている。巴の底そこ意い地じの悪い眼めがじいっと井筒を見み据すえている。笑顔がイヤらしい。井筒は助けを求めるように周囲を見渡すが、全員素知らぬ顔だった。

　観念した。

「あ、……姐御は、なんつゥか、別格ってか、別べつ枠わく……ッスから」

「なんで目ぇ逸そらしてんの？」

「いや格が違ェっつーかその、ガキどころか女とも思え……」

「ねえなんで目ぇ逸そらしてんの？」

　そこに助け船が出る。

「──あ、みなさーん」

　厨ちゆう房ぼうから叶かな葉はの声。この場の全員、彼女を待っていた。

　もっと言えば、彼女の料理である。余った材料を使ってカレーライスを作るというのだ。菊きく丸まるも厨房にいて、愛用のでかいクマさん絵柄つきエプロンを装着して叶葉を手伝っていた。

「カレーなんですけど、辛からさどうしますかーっ？」

　なるほど確かに重要な質問だった。大きな鍋なべで一気に作るため、自動的に多数決になる。

「小しよう生せいは何でも構わぬ」

「あー、俺も右に同じ」

「やっぱカレーっていったら辛口でしょ！　カナ、辛口でよろしくー」

「辛口！　わたしも辛口だ！」

「んーそうねえ、アタシも辛いのがいいかな。頭スッキリしそうだし」

　こうなると決まったようなものだが、そこでふと別意見が挟はさまった。

「甘口」

　井い筒づつである。

　視線が彼に集中する。井筒は行儀悪い姿勢のまま、断固として要求した。

「甘口にしろ」

　──そういえば、こいつはそうだった。

　三人娘と菊丸は知らないが、井筒を知る面々は思い出していた。この男、こう見えて甘党にして辛味と苦味をとにかく嫌きらう。コーヒーを飲むとなれば角砂糖を四つは入れるし、何か食うとしたら大たい抵ていは甘味に限っていた。

　しかし、多数決である。何でもいい派が両方とも甘口に転んだとしても三対三だ。

　そこで井筒はぎろりと厨房を睨にらみ、切り札を出した。

「ンだよ、礼ならなんでもするっつったろが。こちとらテメェに貸してんだぞチビ」

　そこまでするか。

　井筒の出しゆつ撃げき前の「礼」の件を出されれば叶葉が弱かった。あの時の貸しをここで返せと言われれば、甘口にするしかないのだった。

　結局、甘口のカレーが出た。それでも食えば食ったでやはり美う味まい。

「……そういや、ちゃんとしたメシ食うのってすげえ久々な気すんな」

　剣けん菱びしはそう独ひとりごち、のんびりと食を進める。

「おいこれまだちょっと辛ェんじゃねーのか!?　手ェ抜いてんじゃねーだろうなコラ！」

　井筒はぐだぐだ言いながらもスプーンを止めない。

「あーほらあんた口、ついてるついてる」

「ん──むぐっ」

　指の腹で口元の米粒を取られ、鴇とき子こは恥ずかしいやら何やらの目で菘すずなを睨にらんだ。その横では菊きく丸まるがじっと立って食卓を見下ろしている。口が無いのでどうしようもない。

　九く曜ようも黙もく々もくとカレーを頬ほお張ばる。すぐ隣となりに叶かな葉はが座り、気き遣づかわしげに覗のぞき込む。

「九曜、大丈夫ですか？　その、腕が……」

「問題ない」

　とは言うが、問題ないわけがない。九曜は今、左腕を失っている。

　地下工こう廠しように落ちたままだった腕そのものは回収されたが、電でん磁じ加か速そく弾だんの衝しよう撃げきでぼろぼろになってしまっており、修復には時間を要する。それを知った叶葉は卒そつ倒とうしそうな有様だった。

　片腕ではどうしてもバランスが悪く、残った右腕を動かすにも少し手間取ってしまう。こうしてスプーンを動かすにも、先端がどこか覚おぼ束つかない様子だった。

「ほらやっぱり、うまく動かせないじゃないですかっ。このままじゃこぼしちゃいますよ！」

　言うが早いか、叶葉は九曜の手からスプーンを奪うばい取った。む、と目を丸くする九曜を一いつ顧こだにせず、丁てい寧ねいにカレーを掬すくい取って彼の口元に運んだ。

「こういうときはあたしがしますから。ほらお口開けてください、あーんって、」

　──って。

「…………おい、このアホどもはンなこといっつもやってんのか？」

「油断すりゃあすぐに出るな。まったく腹が膨ふくれるぜ」

　見られていた。当たり前だった。

　井い筒づつは苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔。剣けん菱びしは肩をすくめている。

「って、あ、あっ、な、いや、ちが」

「自然にやるのよねえ。いーわねぇ、おねーさん妬やけちゃうわぁ」

「そういうんじゃありませんからっ!!」

　巴ともえがにたにた笑いながら突つっつく。

「あ、とっこそこのソース取って」

「ん。とっこって呼ぶな」

　鴇とき子こと菘すずなはもう見慣れておりいちいち反応しなかった。菊きく丸まるは特にやることも無いので、なんとなくじっと九く曜ようと叶かな葉はを凝ぎよう視ししている。いつものことである。

　そして九曜はというと、せっかく叶葉がこうしているので断る道理も別に無い。慌あわてる叶葉を横目に素直に口を開けて、カレーを一口ぱくりと含んだ。
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「……甘口だな」




「──あとね。それからもう一つ、確信したことがあるの」

　食後、巴はふと思い出したように切り出した。

「甲こう虫ちゆうを造ってるのは、十中八九、昔アタシらと一いつ緒しよにいた開発陣のうち誰かだわ」

　ただの模も造ぞうではないというのは、既すでにわかっていることだ。

　天テン道トウや蛍ホタルを解かい析せきした結果、巴にも覚えのない技術が用いられていることがわかった。

　真ま似ねでは造れない部分が幾つもある。こうなれば、「鬼き虫ちゆうを知り」「再現以上のことができる技術者」という二つの条件に合がつ致ちする手合いなど知れていた。

　かつての開発陣が、黒くろ塚づか部ぶ隊たいに合流している。

　少なくともそうとしか思えない。

　二十年の長きに渡り、巴が残した技術を基もとに独自の理論を確立させたのだ。ならば特機はその結晶──鬼虫という技術に対する、二十年越しの「回答」だった。
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　その後叶葉は、もう二人分のカレーをぺとぺとよそって食堂を出た。

　誰に持っていくつもりなのか、九曜はすぐにわかった。

　一人で行かせるわけにもいかない。その部屋に結界を張るセンサーの主である巴に先に伝えると、彼女は意外そうな顔をしたが、室内をリアルタイムで監かん視しすることを条件に了承した。

　結界の一部分が解かれる。ロックが解除される。扉の左右に不眠不休で待機している機械兵に敬礼し、九く曜ようは叶かな葉はを連れて中に入った。

　いかに無力化しているといえ、そこが「甲こう虫ちゆう」のいる場所であることに変わりはなかった。

「はい、どうぞ」

「…………………………あ、」

　久く留る守すは、叶葉を見て目を大きく見開いた。

　下した街まちで出会った「お姉さん」がここにいるとは、夢にも思っていなかったのだろう。

　説明もそこそこに、叶葉は室内の卓に盆を乗せた。久留守は九曜と叶葉を何度も見比べていたが、目の前で湯気を立てる皿に釘くぎ付づけになる。

　同室の日ひ足あしは、九番式と見慣れぬ女が突然やって来たことに警けい戒かいを隠かくさず、部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえたままじっとり睨にらみ上げる。叶葉はそれにも臆おくさず、日足の分の皿を示す。

「そっちの、日足さん……でしたっけ、あなたの分もちゃんとありますので！」

「……おねーさんさぁ」

「はい！」

「バカなの？」

「ええっ!?　なんで!?」

　日足は食ってかかるように捲まくし立てた。

「だってそうじゃん。ごはん？　はぁ？　なんでそーゆーことする必要があるわけ？　ボクら機械なんだぜ？　そっちのぽんこつならともかくさぁ、いちいちそんなことやられたって意味ないしメーワクなんだよね。だから、バカ」

　叶葉はぽかんとしていたが、横で聞いていた九曜は怒ることもなく顎あごに手を当て、

「なるほど確かに、馬鹿の一類ではあるかもしれぬ」

「そんな!?　九曜まで!?」

　九曜は思い出していた。夏の尽じん天てん、いらぬと言うのにわざわざ九曜の分まで食事を用意し、お萩はぎまでこさえた叶葉のことを。そういう娘なのだ。よく知っていた。

「であれば、口でいくら言ったとて聞きはせぬ。彼女は諦あきらめぬぞ。観念して食すがよい」

「………………」

　日足はそれでもそっぽを向いて動こうとしない。敵の施ほどこしは受けないとでも言うつもりだろうが、一方で久留守はあっさり受け入れた。

「いただきます」

　行儀よく両手を合わせてお辞儀し、スプーンを片手にもりもり食べ始める。かなりの大盛りをどんどん腹に収めていく。

「っあ、おい！」

　日足は久留守を咎とがめるように声を上げるが、久留守は一いつ顧こだにしない。おおお、と叶葉は嬉うれしそうな顔をした。

「どうですか、どうですか？」

「おいしい。……でも、もっとからいのが好き」

「あー……やむにやまれぬ事情というのがありましてー……」

　こうなると、意地を張り続けるのは日ひ足あしだけだった。うずくまったまま敵意を隠かくそうともせず九く曜ようを睨にらみ、懐なつかない動物のように小さくうなり続ける。が、対して九曜は平静だった。今いま更さらここで事を構えるでもなし、食うのか食わないのかと視線で聞くのみだ。

「……ふん」

　日足はやおら立ち上がり、ずかずか卓まで歩み寄ったかと思えば、自分の皿をひったくるように取ってやはり部屋の隅すみに取って返す。そうしてこちらに背を向け、壁に面して黙もく々もくと食べ始めた。味わうも何もない掻かき込み方だが、叶かな葉ははそれを見て花が咲くように笑った。

「──くよう」

　ふと、久く留る守すが口を開く。

「……？　なんだ？」

「おじさんのこと、聞かせて」

　意外な申し出ではあった。

　万まん字じのことは確かによく知っている。彼女が知らない万字の話を聞かせてくれということだろうが、それにしたって自分は最も「若い」鬼き虫ちゆうだ。

「小しよう生せいよりは他の三人の方が付き合いも長い。万まん字じのことなら、彼らに頼む方がより多くの話を聞けると思うが……」

　提案するも、久留守はふるふる首を振ふった。

　彼女はどうやら、九曜以外の鬼き虫ちゆうにまだ少し苦にが手て意識を持っているようだった。特に井い筒づつにはこてんぱんにやられたのだから無理もないことではある。

「ふむ」

　思い出話をするのは、あまり慣れない。横で微ほほ笑えむ叶葉は口を挟はさまず、彼女も聞く気でいるらしい。まずはどこから話すべきか。

「そうだな、万字という男は──」

　思いつくままに口火を切り、九曜は記憶を振り返ってみる。






　　　終／乙　─　遡そ行こう／或あるいは、







　狭せまい通路を歩く男が一人。

　静かだった。風の音も廃はい墟きよ特有の瓦が礫れきが崩くずれる音も届かない。左右の壁には幾つもの配線やパイプが通り、男は分厚い気密扉を開いては幾つものブロックを経由する。そこは地上でもなければ、地下でもない。

　部屋に入る。

「──隊長」

　人間の声だった。

　虎杖いたどりはその場の全員に視線をやり、人員が揃そろっていることを確認した。男達はみな初老だった。それぞれ頭には雪のように白髪を散らし、表情にも皺しわを刻きざんでいる。すなわち、彼らが刻きざんだ二十年の時間だった。

　その中にあって過去と何一つ変わらない姿をしているのは、虎杖一人。

　いや──二人。

「どうだ？」

「星ほし鉄がねを組み込みはしましたが、覚かく醒せいしません。理論上はこれで間違いない筈はずですが……これ以上に何らかの外的刺激が必要なのでは、と」

　部屋の中央に、男が眠っている。

　目の覚めるような銀ぎん髪ぱつに、白の軍服。透すき通った碧あおい瞳ひとみを湛たたえる目は今は伏せられ、開くことがない。彼を前にした時の技師達の動どう揺ようと感嘆は記憶に新しい。あの日と全く変わらない、かつて鬼き虫ちゆうを率ひきいて戦場に立ち、漆しつ黒こくの蜻蛉とんぼを操あやつった男。

　鬼虫壱いち番式《蜻蛉》・四し天てんの竜胆りんどう。

　──外的刺激、か。

　虎杖いたどりもまた、竜胆を知っていた。裏部隊で働き続けていた以上、その壮そう烈れつな戦果は嫌いやでも耳に入ってくる。黒くろ塚づか部ぶ隊たいを束たばねる者として、最前線の鬼虫達の陰かげに潜ひそみ続けていた。

　隊の長としては、そうだ。

　それよりも過去から、「夕せき馬ま」はこの男を知っている。

「ご苦労だった。後は本官がやる。外はずしてくれ、百も舌ず技師」

　初老の男は頷うなずき、研究員達を促うながして部屋を後にする。

　決して広くはない室内に二人だけ残され、虎杖はじっと竜胆を見下ろしていた。

　ややあって、呟つぶやく。

「──貴様は、逃げてばかりの男だったな」

　虎杖という男は、なるほど確かに、巴ともえが見立てた通りの男だと言っていい。

　味方をも信用していない。全て駒こまであり、道具だ。誰も彼も思うまま動かし、旗はた色いろが悪くなればすぐに切り捨て、一いつ切さいの頓とん着ちやくも見せない。それでも隊を率いる長たりえているのは彼自身の煽せん動どうの巧みさと、底知れぬ心中に仄ほの見える一種の熱情の気配の故ゆえなのかもしれない。

　その虎杖が、四天の竜胆に関してのみ執着らしきものを見せる。

　何を犠ぎ牲せいにしても、こいつだけは確保するように部下に厳命してあった。それに比べれば甲こう虫ちゆうも白しら萩はぎも、特機の子供達ですら切り捨てられる。

　竜胆を見下ろす目には、明らかな侮ぶ蔑べつの色があった。ある種の失望、または憎ぞう悪おでもあるだろうか。その感情を推おし量ることは誰にもできない──もしかすれば、虎杖自身にさえも。

「戦って戦って戦い続け、ついにはかつての戦友に討うたれ、地じ獄ごくの底でその逃避を終えるつもりだったのか？　だとしたら当てが外はずれたな。貴様は、どこへも逃げられはせん」

　電脳への何らかの刺激を受けることで覚醒の可能性があるという。蜈蚣むかでと井い筒づつが戦場の気配を呑のみ込んで目覚めたように、竜胆にも何かのスイッチが必要なのだろう。

　大きな手がぬっと伸び、竜胆の頭部に触れた。

　その指先、その眼め、その声に語り口、身に纏まとうその気配。

　口で説明できるものではない。だから、九く曜ようも剣けん菱びしもはっきりとはわからなかった。

　彼らはこの虎杖いたどりという男に既き視し感を覚えていた。

　竜胆という男を知らばこその、既視感だった。

　虎杖は接触回線で竜胆りんどうの電脳をこじ開け、己おのれの抱かかえるある情報を直接打ち込む。彼自身の、記憶情報だった。二十年よりも更さらに前、黒くろ塚づか夕せき馬まが虎杖になる前、夕馬が「黒塚」という別の姓を用意して影に潜ひそむようになる前、彼が竜胆になるずっと前。

　血によって繋つながれた最初の光景。記憶を封ふうじられた電脳の奥の奥になお残るであろう姿。




「──思い出させてやる。地じ獄ごくとはな、現こ世こなんだよ、静しず馬ま」




　そうして男は、人であった頃の弟の名を呼んだ。







　──或あるいは、今より過去を。






　あとがき





【予告】

　デンドンデンドンデンドンデンドン（重厚なＢＧＭ）

　帝てい都と東とう京きようはついに、鬼き虫ちゆうの復活実験を試みる──

　蘇よみがえる四番式の井い筒づつと、突とつ如じよ現れた甲こう虫ちゆうの久く留る守す。奪うばわれた鬼虫を奪だつ還かんせんがため、帝都は黒くろ塚づか部ぶ隊たいのアジトに攻め入る！

　挑いどむ精せい鋭えい！　放ほう棄きされた防ぼう衛えい都市の謎なぞとは!?　少年戦士九く曜ようの運命やいかに!?

　～大怪虫総出演～

　斬ざん撃げき魔ま虫ちゆう　蟷螂かまきり（シャギャー！）

　怪かい奇き転てん移い虫ちゆう　天テン道トウ（ピギャー！）

　再さい生せい電でん虫ちゆう　蜂はち（ビリビリビリビリ）

　轟ごう炎えん爆ばく虫ちゆう　蛍ホタル（ドゴゴゴゴゴゴ！）

　超ちよう弩ど級きゆう砲ほう撃げき破は壊かい虫ちゆう　蜈蚣むかで（ズギャアアアアアアアアア!!）

　荒れ狂う機械虫！　黒塚部隊の陰いん謀ぼうこそ恐るべし！　なるか鬼虫の奪還、帝都防衛なるや否や!?　世界に誇る大○宝が放つ、空前の大スペクタクル！　製作費一億、映画技術の粋すいを集めた脅きよう威いの特とく殊しゆ撮影！

『エスケヱプ・スピヰド四　～大蜈蚣地じ獄ごく変へん～』全編総天然色、待望久し！　公開迫る！

（来場特典…鬼虫缶かんバッジ・九曜のしかめっ面つらスイングマスコット・叶かな葉はの愛用手ぬぐい）






　だいたいこんなん。あとがきから読む方はこれで想像など膨ふくらませたりした上でお召し上がり下さい。既すでにお読み頂いた方も、「ああこんなだったね」と頷うなずいて下されば大おお方かたオッケーであります。色々誇張してるけど。

　ということで四巻となりました。九く岡おか望のぞむであります。

　今回のテーマは「怪獣大決戦」。最大火力がどんどこ炸さく裂れつしまくったり、その裏で九曜と菊きく丸まるが必死で頑がん張ばったり、剣けん菱びし兄さんが相変わらずボス級ぶつけられたり、巴ともえが便利だったり叶葉がちょこまかしたりとやっぱり忙しい巻でございました。

　ぼちぼちキャラが出で揃そろってきて、色んな奴やつの腹の中を明かす段です。少し群像劇めいた様相を呈ていして参りましたが、次巻は九曜や叶葉といった壱いつ巻からの主要人物にガッとフォーカスすることになると思いますので、なるべくお待たせしないようにお送りできれば……と思っています。さすがに半年に一回ペースは！　まずい！　頑張る！　ぜ！（白目になりながら）




　さて、いつもながら原稿を待っていて下さる担当の荒あら木きさん、今回も色々とご迷惑おかけしましたが、毎度のアドバイスとサポートありがとうございます。色々送った短編のネタ（中にはひどいのもありつつ）、いずれは実現したいと思っていますのでよろしくお願いします。

　またイラストレーターの吟ぎんさん、相変わらずロボ祭りですウフフ。妙みように男濃度の高い本作ですが、ギラギラした男達はもちろん、そこに花を添える女の子達が素晴らしくて毎度ありがたく思っています。

　そして何よりも、この本を手に取って頂いた読者の皆様。ああだこうだとやってかれこれ四冊目ですが、もしよろしければもうちょっとだけお付き合い頂ければと思います。

　中にはお手紙を下さる方もいて、頂く度たびに感無量の思いでいます。多忙のせいでなかなかお返事を差し上げられず、申し訳ありません……！　いつも何度も読み返しています！




　もはや六月です。これからどんどん夏に近付いていきますが、季節の変わり目で風か邪ぜなど召されませぬよう。

　初夏～盛夏といえば虫パラダイス。セミは鳴くわムカデは湧わくわホタルは飛ぶわクモもカマキリもハッスルするわ、トンボは飛び交かいハチも頑がん張ばる季節です。そして秋にかかれば、恐るべき国産キリングマシーンのスズメバチも出てくるって寸法ですよ。

　お気を付け下さい。奴やつら、いざとなればガチで攻こう撃げきしてきますので。





二〇一三年（平成二十五年／昭和八十八年）某ぼう日じつ　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

ギリギリ昭和世代。好きな映画はＳＦとホラー。最近納得いかなかったことは、近所のツタなんとかヤで、廃墟ドキュメントがホラーの棚に並べられていたこと。多分パッケージが廃墟でなんとなく怖いからだ。ひでえことしやがる。画像は知人の知人に出版のお祝いとして作って頂いたシルバー（！）のブローチです。ありがとうございます！
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吟ぎん

今までもこっそり寝てる間に触ったりしてましたけど、最近は暫定司令の許可なしで抱っこしてるけど触りたいだけなんじゃないだろうか。健全男子ですね。いいと思います。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「九岡 望先生」係

「吟先生」係











本書は書き下ろしです。
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